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(1)本書の内容の一部または全部を無断で転載、複製することは禁止されています。

(2)本書の内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますので、予めご

了承ください。

(3)本書の内容に関して万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがあり

ましたら、お手数ですが弊社支店または営業所までご連絡ください。その際、表紙記載のマニュ

アルNo.も併せてお知らせくださいますようお願いいたします。

おことわり

著作権・商標について

PC－9801シリーズは日本電気株式会社の製品です。
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S Y S M A C

プログラマブルコントローラ

C Q M 1
（形CQM1-CPU11/21
形CQM1-CPU41-V1/42-V1/43-V1/44-V1用）

リファレンスマニュアル
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はじめに

このたびは、プログラマブルコントローラ・CQM1をお買い上げいただきまして、
ありがとうございます。
CQM1は、弊社の高度な制御技術と豊富な経験をもとに開発された、小型・高速プ
ログラマブルコントローラ（PC）です。
本書では、CQM1の機能の詳細を説明しています。
CQM1を正しくお使いいただくため、本書ならびに関連するマニュアルをよくお読
みください。

●対象となる読者の方々
このユーザーズマニュアルは、次の方を対象に記述しています。
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
・ FA機器の導入を担当される方
・ FAシステムを設計される方
・ FA現場を管理される方

●お願い
・ この商品は、一般仕様の範囲内でお使いください。
・ 本マニュアルに記載のない条件や環境での使用、および原子力制御・鉄道・航

空施設・車両・燃焼装置・医療機器・娯楽機械・安全機器、その他人命や財産
に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求される用途への使用をご検
討の場合は、定格・性能に対し余裕を持った使い方やフェールセーフ等の安全
対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担当者までご相談いただき仕様
書等による確認をお願いします。

・ このユーザーズマニュアルは、CQM1を使用する上で、必要な情報を記載して
います。お使いになる前にこのユーザーズマニュアルをよく読んで、十分に理
解してください。また、お読みになった後もこのマニュアルは大切に保管し
て、いつも手元においてお使いください。

・ この商品は、分解して修理・改造をしないでください。

●海外でのご使用について
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物
（または技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は同法
に基づく輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。
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安全上のご注意

●安全に使用していただくための表示と意味について
このユーザーズマニュアルでは、CQM1を安全に使用していただくために、注意事
項を次のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に
関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。表示と意味は次のと
おりです。

●図記号の説明

記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。

記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

●記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、●の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

�
誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容を示します。�

�
誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、

物的損害の発生が想定される内容を示します。�
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通電中は、端子に触れないでください。
感電の恐れがあります。

通電中は、ユニットを分解しないでください。
感電の恐れがあります。

AC電源の端子ねじは、本マニュアルで指定した規定トルクで締めて
ください。
ねじが緩むと発火および誤動作の恐れがあります。
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使用上のお願い

・ 信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセー
フ対策を施してください。

・ 安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ずPCの外部回路に
組んでください。

・ マニュアルで指定されている電源電圧で使用してください。

・ 電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧（や周波数）の電源が供給できるよう
にしてご使用ください。

・ 外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。

・ 入力ユニットは、定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。

・ 出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないで
ください。

・ 耐電圧試験は、機能接地端子を外して行ってください。

・ 据え付け工事の際には、必ずD種接地（第3種接地）をしてください。

・ 次のことを行うときは、PC本体の電源をOFFにしてください。
・電源ユニット、I/Oユニットなどの各種ユニットやCPUユニット、メモリカセッ

トの着脱をするとき
・ 装置を組み立てるとき
・ ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき
・ ケーブルを接続、配線するとき
・ コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき

・ 本製品を分解して修理や改造はしないでください。

・ PCのベース取り付けねじ、端子台のねじ、ケーブルのねじはマニュアルで指定さ
れている規定トルクで締めてください。

・ 配線時は、ワイヤくず混入防止のため、各ユニットのラベルを付けたまま配線し
てください。

・ 配線後は、放熱のため必ずラベルを外してください。

・ 配線は、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に
接続しないでください。

・ 配線を十分に確認してから通電してください。

・ 正しく配線してください。

・ 端子台を十分に確認してから装着してください。

・ 端子台、メモリユニット、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロッ
クしていていることを確認してからご使用ください。

・ 作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してく
ださい。

・ 設備に影響がないことを確認してから、PC本体の動作モードを切り替えてくださ
い。

・ 設備に影響がないことを確認してから、強制セット/リセットしてください。

・ 設備に影響がないことを確認してから、現在値を変更してください。

・ 設備に影響がないことを確認してから、設定値を変更してください。

・ 運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容は、交換したCPUユニットに
転送してから、運転を開始してください。

・ ケーブルを無理に曲げないでください。断線する恐れがあります。

・ 正しい電源電圧で使用してください。

・ 部品を交換する際は、必ず定格が正しいことを確認した上で交換してください。

・ 接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れ

てください。
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CQM1シリーズのEC指令適合品は設置するにあたり、以下の注意が必要です。
1. CQM1シリーズは開放型として定義されるため、必ず盤内に設置してください。
2. DC電源ユニット、DC入出力ユニットに接続するDC電源は、強化絶縁、または二重絶縁されたものを使用し

てください。
3. CQM1シリーズのEC指令適合品は、単体としてはEMC指令の共通エミッション規格（EN50081-2）に適合し

ています。しかし、装置に組み込んだ際、リレー出力にて開閉すると、これより発生するノイズにより、本
規格を満足しない場合があります。このような場合は、サージキラーを接続するなど、PCの外部にて対応策
を実施する必要があります。規格を満足させるために必要な対応策は、ご使用される負荷装置、配線、機械
の構成等によって異なります。下記対策例は、あくまで発生するノイズを減衰するための一例です。

［対策の要否について］（詳細はEN50081-2を参照）
・PCを組み込んだ装置全体にて、負荷の開閉頻度が、1分間に5回未満の場合は、対策は不要です。
・PCを組み込んだ装置全体にて、負荷の開閉頻度が、1分間に5回以上の場合は、対策は必要となります。

［対策例］
・誘導負荷を開閉する場合は、下記のように負荷または接点と並列にサージキラー・ダイオード等を接続して

ください。
適用

AC DC

・白熱電球など、突入電流が大きい負荷を開閉する場合は、以下のような方法で突入電流を抑えてください。

EC指令への適合について

負荷がリレー、ソレノイドなどの場
合は復帰時間が遅れます。電源電圧
が24～48Vの場合は負荷間に100～
200Vの場合は接点間に接続すると効
果的です。

コンデンサ（C）、抵抗（R）は、以下を目安
に選んでください。
　C：接点電流1Aに対して0.5～1μF
　R：接点電圧1Vに対して0.5～1Ω
負荷の性質やリレー特性のバラツキなどによ
り、この目安が当てはまらないこともありま
す。接点開離時のコンデンサの放電抑制効果
と、次回投入時の抵抗の電流制限効果を考慮
し、実験にて確認してください。
一般に、コンデンサは、耐電圧が200～300V
のものを使用してください。AC回路の場合
は、ACコンデンサ（極性なし）を使用して
ください。

コイルに蓄えられたエネルギーを並
列ダイオードによって、電流の形で
コイルへ流し、誘導負荷の抵抗分で
ジュール熱として消費させます。こ
の方法は、CR方式よりもさらに復帰
時間が遅れます。

ダイオードは、逆耐電圧が回路電圧の10倍以
上で、順方向電流が負荷電流以上のものを使
用してください。
回路電圧がそれほど高くない電子回路の場合
は、電源電圧の2～3倍程度の逆耐電圧のダイ
オードでも使用できます。

バリスタの低電圧特性を利用して、
接点間にあまり高い電圧が加わらな
いようにする方法です。
電源電圧が24～48Vの場合は負荷間
に、100～200Vの場合は接点間に接
続すると効果的です。

○ ○

× ○

○ ○
バリスタ

方式

ダイオード
方式

CR方式

回路例 特長等 素子の選び方

───────

R

誘
導
負
荷�

C
電源�～�

誘
導
負
荷�

電源�

誘
導
負
荷�

電源�～�

　［対策例1］ 　［対策例2］

＋�

OUT

COM

白熱電球に定格の1/3程度の暗電流を流す方法�

R
＋�

OUT

COM

制限抵抗を取り付ける方法�

R



7

正しい使い方

・ マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。

・ 次のような環境には設置しないでください。
・日光が直接当たる場所
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
・温度の変化が急激で結露するような場所
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

・次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・静電気などによるノイズが発生する場所
・強い電界や磁界が生じる場所
・放射能を被曝する恐れのある場所
・電源線が近くを通る場所
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マニュアル改訂記号は、表表紙、裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付記されます。

改訂記号 改訂日 改訂ページ・内容

－ 1993年6月 初版印刷

Ｂ 1993年9月 大容量タイプ追加等、ユニット追加のため全面改訂

Ｃ 1994年7月 説明追加等のため全面改訂

Ｄ 1995年2月 誤り修正、説明追加に伴う改訂

P.2-53, 2-74～2-80, 3-12, 4-7, 4-11, 4-17,4-92,  4-114, 4-116, 4-122,

4-129, 4-175, 4-198, 4-200, 5-5, 付-17

Ｅ 1995年7月 安全に関するご注意の追記、誤り修正、説明追加に伴う改訂

P.2-60, 2-72, 3-12, 4-36, 4-94, 4-172, 付-19

Ｆ 1996年2月 説明追加、機能の変更に伴う改訂

P.2-24, 4-26, 4-54

G 1997年7月 安全に関するご注意の追記、形CQM1-CPU4□-V1へのバージョン

アップに伴う改訂

H 1999年3月 安全に関するご注意の追記、誤り修正、説明追加に伴う改訂

P.2-39, 2-40, 2-50, 2-61, 4-114, 4-115, 4-175

J 2001年6月 誤り修正、説明追加に伴う改訂

P1-13,1-14,1-15,2-63,2-71,4-18,4-31,付-6,付-8,付-18

K 2002年5月 誤り修正

L 2003年4月 バッテリレス運転の説明を追加

Man. No. SBCC-545L

マニュアル改訂履歴

改訂記号
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本書の使い方

本書の読み方

CQM1マニュアル構成

CQM1のマニュアルは、次の２冊で構成されています。目的・用途に応じてお使いください。

■「セットアップマニュアル」

CQM1のシステム構成、セットアップ、基本的な使い方等を解説しています。
お使いになるときは、最初に必ずお読みください。

■「リファレンスマニュアル」（本書です）

CQM1の機能全般にわたって詳細に解説しています。
プログラムを作成するときやCQM1を運用するときに、必要に応じてお読みください。

SYSMACサポートソフトまたはラダーサポートソフトのオペレーションマニュアル

プログラムを作成するとき、必要に応じて参照してください。

　『SYSMACサポートソフト　導入編』（SCCC-316）

　『SYSMACサポートソフト　C解説編』（SCCC-317）

　『SYSMAC　Cシリーズ　ラダーサポートソフト導入編』（SBCC－539）

　『SYSMAC　Cシリーズ　ラダーサポートソフト解説編』（SBCC－540）

これ以外にも、解説の章ではそれぞれのページの見方を解説していますので、併せてお読みください。

操作手順の順番を

示します。

お願い： CQM1を正常に動作させる

ため、守っていただきた

いお願いと注意事項につ

いて記載しています。

参考：補足的な情報や応用操作な

ど、便利な情報が記載されて

います。

参照：関連する事項の参照ページや

参照する他のマニュアルにつ

いて記載しています。

本書に出てくる記号や表記は、次のような意味があります。
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使い方の手順

設　計

シーケンス図の作成

入出力リレー番号の割り付け

ラダー図の作成

コーディング

プログラミング

プログラム転送

デバッグ

試運転

プログラムの保存

運　転

PC電源投入

接続・配線

プログラム修正

リファレンスマニュアル
「第1章　リレーエリア」

リファレンスマニュアル
「第2章　PCシステム設定とCQM1の機能」
「第3章　CQM1の新しい命令・処理機能」
「第4章　命令語」
「第6章　CQM1の動作と処理時間」

セットアップマニュアル
「第2章　SYSMACサポートソフトによる立ち上げ操作」
「第3章　プログラミングコンソールの操作」
「第4章　トラブルシューティング」

リファレンスマニュアル
「第5章　上位リンクコマンド」
「第7章　トラブルシューティング」

セットアップマニュアル
「第1章　システム構成とセッティング」

セットアップマニュアル
「第2章　SYSMACサポートソフトによる立ち
　上げ操作」
「第3章　プログラミングコンソールの操作」
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本書の構成

本書は、次の内容で構成されています。目的・用途に応じた箇所をお読みください。

１
章

２
章

３
章

４
章

５
章

６
章

７
章

付
録

リレーエリア第１章

第２章

第３章

第４章

第５章

第６章

第７章

付　録

P Cシステム設定と

CQM1の機能

CQM1の新しい命令・

処理機能

命令語

上位リンクコマンド

CQM1の動作と

処理時間

トラブル

シューティング

特殊補助リレー、補助記憶リレー、PCシステム設定など
に割り当てられている機能の一覧や、時計機能の使い方な

どを記載しています。

CQM1のリレーエリアの構成や、各リレーの機能、チャネ
ルの割り付け方、メモリカセットとのデータのやり取りの
しかたについて解説しています。

CQM1のPCシステム設定の詳細について、解説していま
す。割り込みや通信機能の使い方についても、この章で解
説しています。

簡単に高度な制御ができる、新しい命令や処理機能につい
て解説しています。

CQM1で使用できる命令語の機能や、使い方について解説
しています。

RS232ポートを通じて、コンピュータによるCQM1の制御
や、データの送受信を行う上位リンクコマンドの機能や使
い方について解説しています。

CQM1の内部処理や、処理に要する時間、入力に対する出
力の応答時間などについて解説しています。

異常やエラーなどの症状と、その対処方法について解説し
ています。

巻末には､CQM1の使用状況や設定などを書き込める、I／O割り付け表などがあります。コピーしてご利用ください。

また、本書に出てくる用語の解説や索引もありますので、必要に応じて参照してください。



12

CONTENTS

  　１章　  リレーエリア

１－１　各リレーエリアのはたらき………………………………… 1-2
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1 章

リレーエリア

この章では、CQM1のエリアの構成と使い方について説明します。
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名　称 チャネル番号 リレー番号 小容量タイプ 大容量タイプ
形CQM1-CPU11/21  形CQM1-CPU4□-V1

入力リレー 000～015CH 00000～01515

出力リレー 100～115CH 10000～11515

内部補助リレー 016～095CH 01600～09515 最小2656点（＊1）

116～195CH 11600～19515

216～219CH 21600～21915

224～229CH 22400～22915

マクロ命令 入力 096～099CH 09600～09915 64点

引数リレー 出力 196～199CH 19600～19915 64点

アナログ設定値格納エリア 220～223CH 22000～22315 64点

高速カウンタ0現在値エリア 230～231CH 23000～23115 32点

高速カウンタ1、2現在値 232～235CH 23200～23515 64点
エリア

ポート1、2パルス出力 236～239CH 23600～23915 64点
現在値エリア

機能拡張用予約エリア 200～215CH 20000～21515 320点
240～243CH 24000～24315

特殊補助リレー 244～255CH 24400～25515 184点

一時記憶リレー － TR0～7 8点

保持リレー HR00～99CH HR0000～9915 1600点

補助記憶リレー AR00～27CH AR0000～2715 448点

リンクリレー LR00～63CH LR0000～6315 1024点

タイマ／カウンタ TIM／CNT000～511（番号）（＊2） 512点

データ READ、WRITE可 DM0000～1023 　　　 － 1024（ワード） 6144（ワード）

メモリ DM1024～6143 　　　 － 使用不可

READのみ可 DM6144～6568 　　　 － 425（ワード）

異常履歴格納用 DM6569～6599 　　　 － 31（ワード）

PCシステム設定用 DM6600～6655 　　　 － 56（ワード）

ユーザプログラムメモリ － 3.2k（ワード） 7.2k（ワード）

（*1）CQM1の使用状況によって、内部補助リレーとして使用できる点数が変わります。
（*2）タイマ／カウンタ現在値を扱うときは、チャネルデータとしてタイマ／カウンタ番号を使い、タイマ／カウンタアップフラグとして扱

うときは、リレーデータとしてタイマ／カウンタ番号を使います。

CQM1のリレーエリアの構成とはたらきについて説明します。

 リレーエリアの構成
CQM1で使用できるリレーエリアは、次のようになっています。

１ー１　各リレーエリアのはたらき

入出力チャネルの
合計は8チャネル
（128点）以内

小容量タイプ（形CQM1－CPU11／21）と、大容量タイプ（形CQM1－CPU4□－V1）では、上記の他に次

の点で異なります。

小容量タイプ 大容量タイプ
・データトレース機能使用不可 ・データトレース機能使用可能
・サブルーチン番号000～127 ・サブルーチン番号000～255
・プログラミングコンソールで16進→10進変換表示・ ・プログラミングコンソールで16進→10進変換表示・
　入力機能使用不可 　入力機能使用可能
・命令語118種 ・命令語137種

参 考 �

入出力チャネルの合計
は16チャネル（最大11
ユニット、256点）以内
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● 1ー1　各リレーエリアのはたらき

機　能

入出力ユニットに割り付けることができるリレーです。入出力チャネルとして使わないチャネルのリレー番号は、内部補
助リレーとして使用できます。

特定の機能を持たず、プログラム内で自由に使用できるリレーです。

MCRO命令使用時に使われるリレーです。MCRO命令を使用しないときは、内部補助リレーとして使用できます。

形CQM1－CPU42－V1で、アナログ設定値の格納に使われるリレーです。他の機種では、内部補助リレーとして使用でき
ます（形CQM1－CPU42－V1では、内部補助リレーとして使用できません）。

高速カウンタ0の現在値が格納されるリレーです。高速カウンタ0を使用しないときは、内部補助リレーとして使用できます。

形CQM1－CPU43－V1／44－V1で、ポート1、2による高速カウンタ1、2の現在値が格納されるリレーです。他の機種で
は、内部補助リレーとして使用できます。形CQM1－CPU43－V1／44－V1では、内部補助リレーとして使用できません。

形CQM1－CPU43－V1で、ポート1、2によるパルス出力の現在値が格納されるリレーです。他の機種では、内部補助リ
レーとして使用できます。形CQM1－CPU43－V1／44－V1では、内部補助リレーとして使用できません（形CQM1－
CPU44－V1では、システムで使用します）。

将来の機能拡張に備えて予約されているリレーです。内部補助リレーとして使用できます。

特定の機能を持つリレーです。

回路の分岐点でのON／OFF状態を一時的に記憶するリレーです。

電源OFF後でもON／OFF状態を保持するリレーです。

特定の機能を持つリレーです。

1対1リンクで使用されるリレーです。1対1リンクを使用しないときは、内部補助リレーとして使用できます。

タイマとカウンタです。番号は共用します。

チャネル（ワード）単位で使用するメモリです。電源OFF後でも値を保持します。 DM6144～6655には、プログラム
からの書き込みはできません。

プログラムを格納するメモリです。電源OFF後でも値を保持します。
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各リレーの機能について説明します。

実際に入力、出力ユニットが割り付けられているリレーです。入力接点、出力接
点のON／OFF状態が常に反映されます。
入力リレーはリレー番号00000から始まり、出力リレーはリレー番号10000から始
まります（CQM1では入力リレーと出力リレーが入り交じることはありません）。

入出力の割り付け方法については、「１－２　入出力リレー

のチャネル割り付け」（P.1-8）を参照してください。

001～243CHで、特定の機能に使用されていないリレーは、内部補助リレーとして
使用でき、プログラム内で自由に入出力に使用できます。
プログラム内でのみ使用でき、直接の外部との入出力はできません。内部補助リ
レーは、CQM1の電源OFFになったときや、運転が開始・停止したときは、リセッ
トされOFFになります。
次の範囲のリレーは特定の機能を持っていますが、それぞれの機能を使用しない
ときは、内部補助リレーとして使用できます（形CQM1－CPU42－V1では、220～
223CHを内部補助リレーに使用することはできません。また形CQM1－CPU43－V1
／44－V1では232～239CHを内部補助リレーに使用することはできません）。

 リレーの機能

●入力リレー、出力リレー

● 1ー1　各リレーエリアのはたらき

●内部補助リレー、アナログ設定値格納エリア、マクロ命令引数リレー、高速カウンタ現在値エリア、

ポート1、2パルス出力現在値エリア、機能拡張用予約エリア

・入力リレーは、OUT命令、OUT・NOT命令では使用で
きません。
・同じ出力リレーを、OUT命令、OUT・NOT命令で重複
使用しないでください。プログラムが正常に実行されま
せん。

参 考 �

範　囲　　　　　　　　　　　　機　能　 　　　　　　     参照ページ

　001～015CH 入力ユニットが割り付けられているときは、 P.1-8
入力リレーになります。

　096～099CH マクロ命令使用時は、入力用のマクロ命令引 P.3-17
数リレーになります。

　100～115CH 出力ユニットが割り付けられているときは、 P.1-8

　 出力リレーになります。

　196～199CH マクロ命令使用時は、出力用のマクロ命令引　 P.3-17
数リレーになります。

　220～223CH 形CQM1-CPU42-V1では、アナログ設定値の P.3-20
格納に使用されます。

　230～231CH 高速カウンタ0を使用しているときは、高速カ P.2-42
ウンタ0現在値の格納に使用されます。

　232～235CH 形CQM1-CPU43-V1／44-V1では、高速カウン P.2-49
タ1、2現在値の格納に使用されます。 P.2-57

　236～239CH 形CQM1-CPU43-V1では、ポート1、2のパル P.2-23
ス出力現在値の格納に使用されます。形CQM1-
CPU44-V1では、システムで使用されます。
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・200～215CH、240～243CHは、将来の拡張用に備え

られているリレーですが、現在は、内部補助リレーと

して使用できます。

・LR00～63は、リンクリレーですが、１対１リンクに使

用されていないときは、内部補助リレーとして使用で

きます（P.2-70参照）。

●特殊補助リレー
主にCQM1の動作に関わるフラグなどの機能を持つリレーです。
それぞれのリレーの機能については、付録の「特殊補助リレー機能一覧」（P.付-
2）を参照してください。

　244～247CHは特殊補助リレーですが、入力割り込み

をカウンタモードで使用していないときは、内部補助

リレーとして使用できます（P.2-30参照）。

●一時記憶リレー（TR）
複雑なラダー回路を、そのままではニモニックで記述できないとき、回路の分岐
点のON／OFF状態を一時的に記憶しておくリレーです。ニモニックでプログラミ
ングするときだけ使用します。ラダー図でプログラミングするときには、内部で
自動的に処理されるので、一時記憶リレーを意識する必要はありません。
同一ブロック内では一時記憶リレーを重複使用できませんが、ブロックが異なれ
ば構いません。
周辺ツールのモニタ機能でON／OFF状態をモニタすることはできません。

CQM1の電源がOFFになったときや、運転が開始・停止したときでも、ON／OFF
の状態が保持されるリレーです。使用方法は、内部補助リレーと同じです。

●保持リレー（HR）

● 1ー1　各リレーエリアのはたらき

参 考 �

参 考 �

参 考 � 　保持リレーをKEEP命令で使用しているときは、リセッ

ト入力の接点をｂ接点にしないでください。電源OFF

時や瞬時停電時、入力だけが先に落ちてしまい、保持

リレーがリセットされます。

入
力
ユ
ニ
ッ
ト�

B

A

セット�

リセット�

KEEP�
HR0000

AC

A
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●補助記憶リレー（AR）

●リンクリレー（LR）

●タイマ／カウンタ（TIM／CNT）

主にCQM1の動作に関わるフラグなどの機能を持つリレーです。
それぞれのリレーの機能については、付録の「補助記憶リレー機能一覧」（P.付-5）
を参照してください。

CQM1同士の１対１のデータリンクを行うときに、相手側CQM1とのデータの共用
に使用されるリレーです。詳細は、「１対１リンクの設定と通信の使用方法」
（P.2-70）を参照してください。

TIM命令、TIMH（15）命令、CNT命令、CNTR（12）命令で使用する、タイマ、
カウンタです。番号は共用ですので、異なる命令間でも番号が重複しないように
してください。
チャネルデータとしてタイマ／カウンタを指定すると、現在値が処理対象にな
り、リレーデータとしてタイマ／カウンタを指定すると、アップフラグが処理対
象になります。
アップフラグは、使用中のタイマ／カウンタの現在値が0になったときONになり
ます。
使用方法については、「第４章　命令語」のそれぞれの解説を参照してください。

１対１リンクで使用していないリンクリレーは、内部補助

リレーとして使用できます（P.2-70参照）。

● 1ー1　各リレーエリアのはたらき

参 考 �

・高速タイマ（TIMH）命令をサイクルタイムが10msを超

えるプログラムで使用するときは、タイマ番号000～

015を指定して割り込み処理するようにしてください。

タイマ番号016～511では、サイクルタイムが10msを超

えるときに誤動作することがあります。

PCシステム設定（DM6629）を変更している場合は、

割り込み処理するタイマ番号が制限されます。

・TIM命令、TIMH（15）命令では、入力条件がOFFにな

ると、現在値がリセットされて、設定されている初期

値（設定値）に戻ります（プログラムの運転開始時

や、IL-ILC命令内でIL条件OFF時にもリセットされま

す）。

CNT命令、CNTR（12）命令では、上記の条件時も現

在値を保持し、リセット入力がONになると、現在値が

リセットされて、設定されている初期値（設定値）に

戻ります。

参 考 �
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ワード（チャネル）単位で使用するメモリです。
次のように、自由に使えるエリアと、特定の機能を持っているエリアがありま
す。

特定の機能を持たず、自由に使用できるエリアです。

プログラムによって、読み出し、書き込みができます。

プログラムでは、読み出ししかできないエリアです。

プログラムで変更されたくない情報の格納に使用します。

書き込みは、周辺ツールで行います。

異常履歴を格納するエリアです。ユーザは読み出ししかでき

ません。

CQM1の動作に関わる情報を格納するエリアです。

周辺ツールで設定します。

（＊1）形CQM1-CPU11/CPU21では、DM1024～DM6143は使用できません。

（＊2）CPUユニットのディップスイッチ1をONにすると、周辺ツールからでも書き込みできなくな

ります。

ユーザプログラムを格納するためのエリアです。プログラムとしての読み出し
や、書き込みはできますが、データとしての読み出しや、書き込みはできませ
ん。
使用できるエリアの容量は、CQM1の機種によって、次のようになっています。

●データメモリ（DM）

　　　　（＊1）�
  固定DM�
�
　　　　（＊2）�
  異常履歴�
（P.7-10参照）�
�
  PCシステム設定�
 （第２章参照）�
　　　　（＊2）�

DM0000�
�
�
DM1024�
�
�
DM6144�
�
�
DM6569�
�
�
DM6600�
�
DM6655

固定D M（D M 6 1 4 4～6 5 6 8）とP Cシステム設定

（DM6600～6655）は、ユーザプログラム、応用命令の

設定情報（P. 3 - 3参照）などと共に、一括してメモリカ

セットへ書き込んだり、メモリカセットから読み出した

りできます。

●ユーザプログラムメモリ

タイプ 形式 容量

小容量タイプ 形CQM1-CPU11 3.2kワード

形CQM1-CPU21

大容量タイプ 形CQM1-CPU41-V1 7.2kワード

形CQM1-CPU42-V1

形CQM1-CPU43-V1

形CQM1-CPU44-V1

● 1ー1　各リレーエリアのはたらき

参 考 �
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CQM1では、左側に装着されている方から順番に、入力ユニットは001CHから、

出力ユニットは100CHから前詰めでチャネルが割り付けられていきます（000CH

にはCPUユニットが持っている入力接点が割り付けられます）。

そのため、入力ユニットと出力ユニットを交互に装着しても、入力チャネルと出力

チャネルが入り交じることはありません。

8点の入出力ユニットでも、1チャネル分割り付けられます。その場合は、その
チャネルの接点の使われ方は、次のようになります。

１ー２　入出力リレーのチャネル割り付け

接点0～7 接点8～15

  入力ユニット 入力リレー 常にOFF（0）（使用不可）

  出力ユニット 出力リレー 内部補助リレー

CQM1で使用できる接点の点数は、CQM1の機種によって、次のようになっていま
す。16点未満の入出力ユニットでも、1チャネル（16点）を占有するものとして計
算してください。

タイプ 形式 I／O点数

小容量タイプ 形CQM1-CPU11 入力、出力合わせて128点

形CQM1-CPU21 （8チャネル）以内

大容量タイプ 形CQM1-CPU41-V1 入力、出力合わせて256点

形CQM1-CPU42-V1 （16チャネル）以内

形CQM1-CPU43-V1 　（注）

形CQM1-CPU44-V1

（注）装着可能ユニット数は、最大11ユニットまでです。

O�
U�
T�
16

I�
N�
�
8

I�
N�
�
16

O�
U�
T�
16

O�
U�
T�
8

O�
U�
T�
8

I�
N�
16

C P UP S

000CH�
001CH�
002CH

100CH�
101CH�
102CH�
103CH

15   8   7     015   8   7     0
：使用不可�
：内部補助リレー�

PS　：電源ユニット�
CPU ：CPUユニット�
IN 　：入力ユニット�
OUT ：出力ユニット�

・チャネルの割り付け例
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・入力リレー、出力リレーの次のチャネルから後ろ（前

ページの例では003CH～、104CH～）は、内部補助リ

レーになります。

・チャネルのわかりやすさや、ノイズ環境をよくするた

めに、入出力ユニットは入力ごと、出力ごとにまと

め、入力をCPUユニット側に装着することをお勧めし

ます。前ページの例は、次のように並べ替えられま

す。

・AR22CHの00～07ビットに入力ユニットのチャネル数

が、08～15ビットに出力ユニットのチャネル数がBCD

で格納されます。

・CQM1にはI／Oテーブルはありません。

O�
U�
T�
16

I�
N�
�
8

I�
N�
�
16

O�
U�
T�
16

O�
U�
T�
8

O�
U�
T�
8

I�
N�
16

C P UP S

PS　：電源ユニット�
CPU ：CPUユニット�
IN 　：入力ユニット�
OUT ：出力ユニット�

● 1ー2　入出力リレーのチャネル割り付け

参 考 �
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オプションのメモリカセットを使用することで、PCシステム設定やユーザプログ

ラムなどをROM化し、誤操作による書き換えなどを防いだり、段取り替えなどの

ときにメモリカセットの差し替えだけで、設定やプログラムを簡単に変更すること

ができます。

ここでは、メモリカセットへの情報の書き込み・読み出し・照合方法について説明

します。

１ー３　DM・ユーザプログラムメモリのメモリ
　　　　　カセットへの書き込み・読み出し・照合

メモリカセットには、次の４種類が用意されています。

形　式 　　ROMタイプ 容量 時計機能（○：有、×：無）

形CQM1－ME04K ×

形CQM1－ME04R ○

形CQM1－ME08K ×

形CQM1－ME08R 　 ○

形CQM1－MP08K ×

形CQM1－MP08R ○

EP－ROMタイプのメモリカセットには、以下のEP－ROM（別売）が必要です。
ICソケットに装着して使用してください。

形　式 ROMタイプ 容　量 アクセススピード

形ROM-ID-B 27128相当 8kワード 150ns

形ROM-JD-B 27256相当 16kワード 150ns

形ROM-KD-B 27512相当 32kワード 150ns

メモリカセットに書き込むCQM1の情報は、最大でも8kワード程度ですので、上記
のいずれのEP－ROMでも容量は十分です。

メモリカセットの取り扱い方法などについては、セットアッ

プマニュアルの「メモリカセットの取り扱い」を参照してく

ださい。

 メモリカセットの種類と書き込める情報

●メモリカセットの種類

EEP－ROM

EP－ROM

4kワード

8kワード

下記参照
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●メモリカセットに記憶できる情報
メモリカセットには、主にCPUユニット内のデータメモリ（DM）やユーザプログラ
ムメモリ内の情報を書き込みます。書き込む情報は、次のようになっています。
また、これらの情報は、常に一括して読み出し、書き込み、照合が行われます。

情　報 内　　容

固定ＤＭ プログラムによる書き込みができない、データメモリ（Ｄ
Ｍ）です。範囲はDM6144～6568です。CQM1ではユーザ
が自由に使用できます。

PCシステム設定 CQM1の動作を決める設定です。DM6600～6655に格納さ
れています。

応用命令の設定 拡張応用命令が割り付けられているFUN No.などの情報で
す。

ユーザプログラム ユーザプログラムです。

● 1ー3　DM・ユーザプログラムメモリのメモリカセットへの書き込み・読み出し・照合

●メモリカセットの容量とプログラムの大きさ

容量4kワードのEEP－ROMに記憶できるユーザプログラムは、3. 2kワードまでで
す。そこで次の場合は、書き込みや読み出しを実行できず、運転継続異常（FAL
9D）が発生します。

ユーザプログラムメモリとメモリカセットの容量が上記と同じでも、プログラム
の大きさが3.2kワード以下の場合は、次のように正常に書き込み・読み出しを実行
できます。

・3.2kワードを超えるプログラムを�
　4kワードのメモリカセットに書き込む�

ユーザプログラムメモリ�
＝7.2kワード�

プログラム�
＞3.2kワード�

プログラム�
＞3.2kワード�

メモリカセット�
＝4kワード�

ユーザプログラムメモリ�
＝3.2kワード�

メモリカセット�
＝8kワード�

・3.2kワードを超えるプログラムを�
　3.2kワードのユーザプログラムメモリに読み出す�

プログラム�
≦3.2kワード�

プログラム�
≦3.2kワード�

ユーザプログラムメモリ�
＝7.2kワード�

メモリカセット�
＝4kワード�

ユーザプログラムメモリ�
＝3.2kワード�

メモリカセット�
＝8kワード�

・3.2kワード以内のプログラムを�
　4kワードのメモリカセットに書き込む�

・3.2kワード以内のプログラムを�
　3.2kワードのユーザプログラムメモリに読み出す�
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ユーザプログラムメモリ、メモリカセットに記憶されているプログラムの大きさ
は、それぞれ次のようにBCDで補助記憶リレーAR15CHに反映されます。容量との
関係を考慮して、書き込み・読み出しを行ってください。

接点番号 機能 内容 意味 備考

AR1500 メモリカセット 00 メモリカセットがない、

～1507 内のプログラム またはプログラムが

の大きさ 記憶されていない

04 プログラムが3. 2k すべてのCQM1へ読み出せ
ワード以下 ます。

08 プログラムが3. 2k 大容量タイプのCQM1だけ
ワードを超える へ読み出せます。

AR1508 ユーザプログラ 04 プログラムが3. 2k すべてのEEP－ROMタイプ
～1515 ムメモリ内の ワード以下 のメモリカセットに書き込

プログラムの めます。

大きさ 08 プログラムが3. 2k 8kワードのEEP－ROMタイ
ワードを超える プのメモリカセットだけへ

書き込めます。

● 1ー3　DM・ユーザプログラムメモリのメモリカセットへの書き込み・読み出し・照合

・小容量タイプのCQM1では、常にAR1508～1515が

「04」になります。

・4kワードのメモリカセットにプログラムが記憶されてい

るときは、常にAR1500～1507が「04」になります。

・プログラムの大きさには、END（01）命令以降のNOP

（00）命令は含みません。END（01）命令以降にNOP

（00）命令以外の命令語があるときは、そこまでをプロ

グラムとみなして、プログラムの大きさが大きくなりま

す。END（01）命令以降の余分な命令語は、クリアして

NOP（00）命令にするようにしてください。

CPUユニット上の情報をEEP－ROMタイプのメモリカセットに書き込む方法につ
いて説明します。

 メモリカセットへの書き込み

EP－ROMタイプのメモリカセットへの書き込みは、FIT

またはラダーサポートソフトのオフライン操作で行いま

す（ROMライタが必要です）。FITまたはラダーサポート

ソフトのマニュアルを参照してください。

参 考 �

参 考 �
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● 1ー3　DM・ユーザプログラムメモリのメモリカセットへの書き込み・読み出し・照合

次の手順で書き込みます。

EEP－ROMタイプのメモリカセットにある、プロテクトスイッチがOFF（書き込
み可）になっていることを確認します（AR1302がOFFであれば書き込み可で
す）。
「書き込み不可」になっているときは、いったんCQM1の電源をOFFにしてか
ら、メモリカセットを取り外し、スイッチを切り替えてください。

CQM1の動作モードが、「プログラムモード」であることを確認します。
「運転モード」または「モニタモード」になっているときは、周辺ツールでモー
ドを切り替えてください。

周辺ツールで補助記憶リレーAR1400をONにします。

CQM1からメモリカセットに情報が書き込まれます。プロコンでAR1400をONに
した場合は自動的にOFFになります。サポートソフトでONにした場合は強制
セットを解除してください。

参 考 � 　「メモリ異常」発生中は、メモリカセットへの書き込
みはできません。

1

2

3

 メモリカセットからCPUユニットへの読み出し

メモリカセットからCPUユニットに情報を読み出す方法について説明します。
情報の読み出しには、次の２つの方法があります。
・周辺ツールから操作して読み出す方法
・CQM1起動時に自動的に読み出す方法

　拡張応用命令のFUN No.への割り当てを初期状態から
変更しているプログラムを読み出すときは、CQM1の
ディップスイッチ４がON（拡張応用命令ユーザ設定）
になっていることを確認してから実行してください。

参 考 �

参 考 � 情報の転送時に異常が発生したときは、運転継続異常
（FAL 9D）が発生し、異常の詳細に応じてAR1412～
1415がON／OFFします。第７章の「運転継続異常」
（P.7-8）を参照して処置を行ってください。

J
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・プログラム中からメモリカセットの内容を読み出すこ
とはできません。
・メモリカセットからの読み出しは、メモリカセットの
タイプに関わらず実行できます。
・情報の転送時に異常が発生したときは、運転継続異常
（FAL 9D）が発生し、異常の詳細に応じてAR1412～
1415がON／OFFします。第７章の「運転継続異常」
（P.7-8）を参照して処置を行ってください。

● 1ー3　DM・ユーザプログラムメモリのメモリカセットへの書き込み・読み出し・照合

参 考 �

●周辺ツールから操作して読み出す方法

次の手順で読み出します。

CQM1の動作モードが、「プログラムモード」であることを確認します。
「運転モード」または「モニタモード」になっているときは、周辺ツールでモー
ドを切り替えてください。

周辺ツールで補助記憶リレーAR1401をONにします。

メモリカセットからCPUユニットに情報が読み出されます。プロコンでAR1400
をONにした場合は自動的にOFFになります。サポートソフトでONにした場合は
強制セットを解除してください。

　CQM1のディップスイッチは、必ず電源がOFFの状態で操
作してください。

お願い�

2

1

CQM1のディップスイッチ2をON（電源ON時自動転送）にして、CQM1の電源を
ONにすると、自動的にメモリカセットからCQM1に情報が読み出されます。
正常に読み出せなかった場合は、「メモリ異常」になり運転できません。

●CQM1起動時に自動的に読み出す方法

J
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次の手順で照合します。

CQM1の動作モードが、「プログラムモード」であることを確認します。
「運転モード」または「モニタモード」になっているときは、周辺ツールでモー
ドを切り替えてください。

周辺ツールで補助記憶リレーAR1402をONにします。
メモリカセット内の情報とCQM1内の情報が照合されます。プロコンでAR1400
をONにした場合は自動的にOFFになります。サポートソフトでONにした場合は
強制セットを解除してください。

周辺ツールで補助記憶リレーAR1403をチェックして、照合結果を確認します。
AR1403には、次のように照合結果が格納されます。

AR1403の状態 照合結果

ON ・メモリカセットとCQM1の内容が異なります。

・プログラムモードでないため照合できませんでした。

OFF メモリカセットとCQM1の内容が一致しました。

● 1ー3　DM・ユーザプログラムメモリのメモリカセットへの書き込み・読み出し・照合

 メモリカセットとの照合
メモリカセット内の情報とCQM1内の情報を、照合する方法について説明しま
す。

1

2

J

参 考 � メモリカセットとの照合は、メモリカセットのタイプに関
わらず実行できます。

・AR1403（照合結果）は、周辺ツールやプログラムか
らON／OFFすることはできません（照合の結果に
よってだけ状態が変化します）。
・プログラムモード以外で照合を実行すると、運転継続
異常（FAL　9D）が発生し、AR1412がONになりま
す。この場合もAR1403（照合結果）はONになります
が、照合は実行されていません。
・メモリカセットが装着されていないのに照合を実行し
たときも、AR1403（照合結果）がONになります。

参 考 �

3
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PCシステム設定と
CQM1の機能

この章では、PCシステム設定と関わるCQM1の機能について説明
します。
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２ー１　PCシステム設定エリア

PCシステム設定では、CQM1の動作を決める様々な設定を行います。

PCシステム設定は、割り込み処理や通信機能などを利用する場合に、CQM1の機

能を最大限に活用するために、使用状況に応じたきめ細かい設定（カスタマイズ）

をする機能です。

工場出荷時には、一般的な使用方法に合わせて、初期値（デフォルト）が設定され

ていますので、特にPCシステム設定を行わなくてもそのまま各機能を使用できま

す（念のため初期値を確認してから、使用してください）。

●PCシステム設定が読み出されるタイミング
PCシステム設定への設定は、次のタイミングでCQM1に読み出されて動作に反映
されます。下記のタイミングを考慮して設定を行ってください。

DM6600～6614：CQM1の電源ON時に1回だけ読み出される
DM6615～6644：運転開始（プログラム実行）時に1回だけ読み出される
DM6645～6655：CQM1の電源ON中は常に読み出される

●PCシステム設定エリアの初期値
PCシステム設定エリアの初期値は、すべてのチャネルとも0000です。
工場出荷時や、25210をON（PCシステム設定エリア初期化）にしたときは、この
エリアのすべてのチャネルが0000になります。

メモリクリアでデータメモリ（DM）をクリアしたときは、
PCシステム設定も初期化されます。
PCシステム設定エリアが初期化されてもよいか確認してか
ら、メモリクリアを実行してください。

お願い�
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● 2－1　PCシステム設定エリア

●PCシステム設定の設定・変更について
PCシステム設定エリアは、DM6600～6655にあり、周辺ツールで設定・変更しま
す。
設定した値に誤りがあるときは、CQM1がその設定を読み出したときに、運転継続
異常（異常コード9B）を発生させ、誤りがある設定のチャネルに応じて、補助記
憶リレーAR2400～2402のいずれかがONになります（誤りのある設定は初期値で処
理されます）。

●PCシステム設定の設定内容
PCシステム設定には、大きく分けて次の4つの設定があります。
①CQM1の基本的な動作や入出力についての設定

（「2－2　CQM1の基本的な動作や入出力についての設定」）
②パルス出力機能についての設定

（「2－3　パルス出力機能についての設定と使用方法」）
③割り込み機能についての設定

（「2－4　割り込み機能についての設定と使用方法」）
④通信機能についての設定（「2－5　通信機能」）

この章では、この区分に従って説明します。

・PCシステム設定エリアは、プログラムでも読み出せま

すが、書き込みはできません。必ず周辺ツールから書き

込みを行ってください。

・DM6600～6644は、プログラムモードのときだけ設

定・変更できます。

DM6645～6655は、プログラムモード、モニタモード

のときに設定・変更できます。

・以下の設定は、ラダーサポートソフトの「PCシステム

設定」メニューで確認・変更できます（設定・変更

は、プログラムモードで行ってください）。

電源ON時のモード設定（DM6600）

電源ON時のリレー保持フラグの設定（DM6601）

サイクルタイム監視時間の設定（DM6618）

サイクルタイム（可変・一定）の設定（DM6619）

RS232ポートの通信設定（DM6645～6649）

参 考 �
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PCシステム設定で行う、CQM1の基本的な動作や入出力に関わる設定について説

明します。

電源ON時の動作モードの設定（DM6600）
CQM1の電源をONにしたときの動作モードを決めておきたいときは、次のように
設定します。

ビット�

動作モード�
　00：プログラミングコンソールのキースイッチの設定モード�
　　　（未接続時は、運転モード）�
　01：前回電源OFF時の動作モード�
　02：00～07ビットの設定に従う�
動作モード（ビット8～15：02時のみ有効）�
　00：プログラムモード�
　01：モニタモード�
　02：運転モード�
（初期状態：「0000」プログラミングコンソールのキースイッチの設定モード、未接続時は運転モード）�

015

DM6600

電源ON時のリレー保持フラグの設定（DM6601）
電源ON時に、特殊補助リレー25211、25212を前回の電源OFF時の状態で保持する
か、クリアするかを、次のように設定します。

ビット�

25211の保持の設定�
　0：クリアする　　1：保持する�
25212の保持の設定�
　0：クリアする　　1：保持する�
（初期状態：「00」両方ともクリアする）�

015

DM6601

00固定�

0 0

・25211は、プログラムモード モニタモード切り替え

時に、強制セット・リセットの状態を保持するかどう

かを設定する特殊補助リレーです。

・25212は、CQM1の運転開始 運転停止時に、入出力リ

レー、内部補助リレー、リンクリレー（LR）の状態を

保持するかどうかを設定する特殊補助リレーです。

２ー２　CQM1の基本的な動作や
　　　　入出力についての設定

参 考 �
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● 2－2　CQM1の基本的な動作や入出力についての設定

RS232、ペリフェラルポートサービス時間の設定（DM6616、6617）
1サイクルタイムの中で、RS232ポート、ペリフェラルポートの通信サービスを行
う時間の割合を変更したいときは、次のように設定します。

例：DM6616＝0110→RS232ポートサービス時間：サイクルタイムの10％
　　DM6617＝0115→ペリフェラルポートサービス時間：サイクルタイムの15％

・サービス時間が0.34ms未満のときは、0.34msになりま

す。

・処理する通信サービスがないなどのときは、設定されて

いる時間よりも早く終了します。

サイクルタイムの設定（DM6619）
サイクルタイムを一定にして、入出力応答の時間的なバラツキをなくしたいとき
に、次のように設定します。

ビット�

サイクルタイムの設定（BCD４桁）�
　0000　　　 ：サイクルタイムを一定にしない（可変）�
　0001～9999：サイクルタイム一定時の設定値（単位 1ms）�
（初期状態：「0000」サイクルタイムを一定にしない）�

015

DM6619

設定したサイクルタイムよりも実際のサイクルタイムが長くなるときは、実際の
サイクルタイムに従って動作します（このときは、サイクルタイムは一定になら
ず、AR2405がONになります）。

ビット�

サービス時間の設定�
　00：サイクルタイムの5％�
　01：00～07ビットの設定に従う�
サービス時間の割合（％）（ビット08～15：01時のみ有効）�
　00～99（BCD２桁）�
（初期状態：「0000」サイクルタイムの5％）�

015

DM6616、6617
RS232ポート　　　：DM6616�
ペリフェラルポート：DM6617

参 考 �
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● 2－2　CQM1の基本的な動作や入出力についての設定

入力時定数の設定（DM6620～6627）
DC入力ユニットの実際の入力がON、OFFしてから、変化として取り込まれるまで
の時間を、次のように設定します。入力が安定するまでの時間を調整したいとき
に設定します。

ビット�

001チャネルの入力時定数設定（BCD２桁、下記参照）�
00008～00015の入力時定数設定（BCD１桁、下記参照）�
00000～00007の入力時定数設定（BCD１桁、下記参照）�
（初期状態：「0000」いずれも8ms）�

015

DM6620

000、001チャネルの入力時定数設定�

ビット�

�
003、005、007、009、011、013、015チャネルの入力時定数設定（BCD２桁、下記参照）�
002、004、006、008、010、012、014チャネルの入力時定数設定（BCD２桁、下記参照）�
（初期状態：「0000」いずれも8ms）�

015

DM6621～6627

002～015チャネルの入力時定数設定�
003、002チャネル：DM6621�
005、004チャネル：DM6622�
007、006チャネル：DM6623�
009、008チャネル：DM6624

011、010チャネル：DM6625�
013、012チャネル：DM6626�
015、014チャネル：DM6627

設定値は、入力時定数の値によって次のようになります。000チャネルの設定で
は、下位1桁のみで設定します。

00：8ms 01：1ms 02：2ms 03：4ms 04：8ms
05：16ms 06：32ms 07：64ms 08：128ms

高速タイマを割り込みで処理する点数の設定（DM6629）
高速タイマ（TIMH命令）を使用したとき、割り込み処理されるタイマの点数を、
次のように設定します。

ビット�

高速タイマ割り込み処理点数の設定�
　00：TIM000～015の16点を割り込み処理する�
　01：割り込み処理するタイマ点数はビット0～7に従う�
高速タイマ割り込み処理点数の設定（ビット8～15：01時のみ有効）�
　00～15（BCD２桁）（下記参照）�
（初期状態：「0000」TIM000～015の16点を高速タイマ使用時に割り込み処理する）�

015

DM6629

高速タイマを使用したときに割り込み処理されるタイマの番号は、000から始まる
指定点数分の番号です（例：「0108」を設定すると、TIM 000～007の8点が割り込
み処理されます）。
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● 2－2　CQM1の基本的な動作や入出力についての設定

・割り込み処理されないタイマ（TIM 016～511）を高速タ

イマで使用したときは、サイクルタイムが10ms以上にな

ると誤動作します。

・SPED命令を使用して、500Hz以上の周波数でOUTユニッ

トにパルス出力をするときは、「0104」のように設定し

て、高速タイマ割り込み処理点数を4点以下にしてくださ

い（P.4-119参照）。

・高速タイマ（TIMH命令）を使用しないときや、サイクル

タイムが10ms以下などのときは、「0100」（割り込み

処理される高速タイマ点数0点）に設定しておくと、他の

割り込み処理の応答性が安定します（P.6-20参照）。

参 考 �

DSW命令の入力桁数、出力リフレッシュ方式の設定（DM6639）
デジタルスイッチ（DSW）命令使用時の入力桁数と、出力リフレッシュ（更新）
方式を、次のように設定します。

ビット�

DSW命令の入力桁数の設定�
　00：４桁　01：8桁�
出力リフレッシュ方式の設定�
　00：サイクリックOUTリフレッシュ方式�
　01：ダイレクトOUTリフレッシュ方式�
（初期状態：「0000」DSW命令の入力桁数は４桁、出力リフレッシュ方式はサイクリックOUTリフレッシュ方式）�

015

DM6639

DSW命令については「デジタルスイッチ（DSW）命令」

（P.3-9）を、出力リフレッシュ方式については「I／Oリ

フレッシュ方式」（P.6-3）を参照してください。
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● 2－2　CQM1の基本的な動作や入出力についての設定

異常の検知・記録についての設定（DM6618､6655）
異常の検知や、異常履歴の格納方法についての設定を、次のように行います。

サイクルタイム監視時間の設定（DM6618）

ビット�

サイクルタイム監視時間の設定�
　00：120msに固定�
　01：ビット0～7の設定値・単位 10ms�
　02：ビット0～7の設定値・単位 100ms�
　03：ビット0～7の設定値・単位 1s�
サイクルタイム監視時間の設定（ビット8～15：01～03時に有効）�
　00～99（BCD２桁、単位はビット8～15の設定に従う）�
（初期状態：「0000」サイクルタイム監視時間120ms）�

015

DM6618

CQM1のプログラムが無限ループに入ったりしたときに、サイクルタイムが異常に
長くなることがあります。サイクルタイム監視時間は、そのようなときのチェッ
クに使用される時間です。この設定よりもサイクルタイムが長くなったときは、
「運転停止異常」（FALS 9F）を発生させます。

・ビット08～15の設定によって、AR26、27チャネルのサイ

クルタイム最大値、現在値表示の単位が次のように変わり

ます。

　ビット08～15：00、01 →サイクルタイム表示単位0.1ms

ビット08～15：02 →サイクルタイム表示単位1ms

ビット08～15：03 →サイクルタイム表示単位10ms

・ビット08～15に02か03を設定しているときに、サイクル

タイムが1秒を超えると、周辺ツールから読み出したサイ

クルタイムは「999．9ms」になります（AR26、27チャ

ネルには正しい値が格納されます）。

例 ：DM6618に「0230」を設定すると、サイクルタイム

が3秒を超えるまでFALS　9Fを発生させません。

また、このときのサイクルタイムが2590msなら

ば、AR27チャネルには「2590」（ms）が格納さ

れ、周辺ツールで読み出したサイクルタイムは

「999．9ms」になります。

・サイクルタイムが100msを超えたときは、「サイクルタイ

ムオーバー」（運転継続異常）が発生します（DM6655の

設定によって発生させないようにすることもできます）。

参 考 �
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異常の検知内容、異常履歴格納方法の設定（DM6655）

内蔵電池が消耗したとき、サイクルタイムが100msを超えたときに運転継続異常を
発生させるかどうかや、異常発生時の異常履歴の格納方法について、次のように
設定します。

ビット�

電池異常の検知・不検知�
　0：検知　1：不検知�
サイクルタイムオーバーの検知・不検知�
　0：検知　1：不検知�
異常履歴格納方法�
　0　　：常に最新の異常履歴をシフトして10個まで格納（古い履歴から消去）�
　1　　：異常履歴をシフトしないで10個まで格納（以後の履歴は格納しない）�
　2～F ：異常履歴を格納しない�
（初期状態：「0000」電池異常、サイクルタイムオーバーを検知、�
　　　　　　　　　　 最新の10個までシフトして異常履歴格納）�

015

DM6655 0

0固定�

異常履歴については、「７－６　異常履歴格納機能」

（P.7-10）を参照してください。

● 2－2　CQM1の基本的な動作や入出力についての設定

電池異常、サイクルタイムオーバーは、運転継続異常です

（P.7-8参照）。
参 考 �
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CQM1が持っているパルス出力機能についての設定と、使用方法について説明しま

す。接点やポートへの接続方法などハードウェアについては、セットアップマニュ

アルを参照してください。

パルス出力の種類
CQM1のパルス出力機能は、次のようになっています（形CQM1－CPU43－V1以外
の機種では、接点からのパルス出力だけが使用できます）。

２ー３　パルス出力機能についての設定と使用方法

種別 特徴 ページ

パルス出力（指定接点） ・周波数20Hz～1kHz P. 2-10

・チャネルはPCシステム設定で、接点

は命令で指定

パルス出力（ポート1、2） ・周波数10Hz～50（20）kHz P. 2-14

・2方向（CW、CCW）出力

・周波数をなめらかに変化させられる

可変デューティ比パルス出力 ・周波数91.6Hz、1.5kHz、5.9kHz P. 2-21

（ポート1、2） ・単一方向のみ出力

接点から出力するとき
接点からパルス出力するときは、次のように使用します。

●処理の概要
接点からの出力は、下図のように指定チャネル（出力ユニット）の指定接点か
ら、パルスを出力します。

周波数＝20Hz～1kHz
ton�
T
＝0.5

T

ton

出力ユニット�

　パルス出力（ポート1、ポート2）にステッピングモータを接続
する場合は、最高周波数を20kHz以下でご使用ください。

お願い�

形CQM1－CPU43－V1では、上記のパルス出力を3ポート

同時に使用することができます。また、パルス出力とは独

立して、2ポートのカウント入力を使用できます。

参 考 �
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接点から出力するときは、パルスの周波数を次のように段階的に変化させること
ができます。

接点からのパルス出力には、次の2つのモードがあります。
連続モード：SPED命令かINI命令によってパルス出力停止の指示があるまでパ

ルス出力を継続します。
単独モード：あらかじめPULS命令によって設定されているパルス数分を出力す

ると、自動的に停止します（SPED命令、INI命令によって停止さ
せることもできます）。

●使用前の準備（PCシステム設定）
接点からパルス出力を行うときは、プログラムを実行する前に、プログラムモー
ドで次のように設定しておきます。

パルス出力チャネル番号の設定（DM6615）

周波数設定（SPED）命令によって、パルス出力を行う出力チャネル番号を、次の
ように設定します（接点は、SPED命令で設定します）。

例：「0002」を設定すると、102チャネルにパルス出力することになります。

出力リフレッシュ方式の設定（DM6639）

形CQM1－CPU11／21では、出力リフレッシュ方式を、ダイレクトOUTリフレッ
シュ方式に設定します。

出力ユニットには、必ずトランジスタ出力ユニットを使用し
てください。

周波数�

時間�

ビット

�
出力チャネル番号下位２桁（BCD２桁）00～15�
（初期状態：「00」100チャネルにパルス出力）�

015

DM6615

00固定�

00

ビット�

�
ダイレクトOUTリフレッシュ方式�
（初期状態：「00」サイクリックOUTリフレッシュ方式）�

015

DM6639 －�－� 10

お願い�
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プログラム内で次の手順で使用します。

［パルス量の設定］

単独モードで使用するときは、パルス出力を開始する前に、PULS命令で次のよう
に出力するパルス量を設定します。

設定するパルス量が格納されているチャネルの先頭チャネル番
号をPに指定します。パルス量は、P、P＋1チャネルにBCD8桁
で次のように格納しておきます。

上位4桁 下位4桁
P＋1 P　　 00000001～16777215

連続モードで使用するときは、パルス量の設定は不要です。

［パルス出力の開始］

SPED命令で、次のようにパルス出力する接点の位置（0～15）、モード、周波数
を設定して、パルス出力を開始させます。

P（BCD3桁） 上位2桁＝接点位置（00～15）
下位1桁＝0固定

M（BCD3桁） 000＝単独モード
001＝連続モード

Fには、BCD4桁の定数か、設定値が格納されているチャネル
番号を指定して、周波数を10Hz単位のBCD4桁で設定します。
設定範囲は、次のようになっています。
　0002～0100：20～1000Hz

●使用手順
形CQM1-CPU4□-V1では、出力リフレッシュ方式に関係

なく、接点からパルス出力できます。

(@)PULS(65)�
             000�
             000�
             P

(@) SPED(64)�
             P�
             M�
             F

参 考 �

・ インターバルタイマ0が動作しているときは、パルス出

力はできません。

・ 500Hz以上の周波数でパルス出力をするときは、TIMH

命令用のタイマ／カウンタ点数を4点以下に設定してく

ださい（DM6629に0100～0104を指定します）。

・ パルス出力は、同時に1接点だけにしか行えません。

・ 単独モードでパルス出力を開始したときは、この時点で

パルス量を読み出します（パルス出力中にPULS命令で

パルス量を変更することはできません）。

参 考 �
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［周波数の変更］

パルス出力中に周波数を変更するときは、SPED命令で、周波数を設定し直しま
す。P（ポート指定）とM（モード）は、パルス出力開始時の設定と変えないよう
にしてください。

Fには、BCD4桁の定数か、格納されているチャネル番号で、
周波数を10Hz単位のBCD4桁で設定します。設定範囲は、次の
ようになっています。
　0002～0100：20～1000Hz

［パルス出力の停止］

単独モードでパルス出力しているときは、あらかじめPULS命令で設定したパルス
量を出力すると、自動的に停止しますが、連続モードでパルス出力しているとき
や、パルス出力を途中で止めるときは、次の2つの方法の内、どちらかを実行しま
す。
①SPED命令でパルスの周波数を0にする。
②INI命令でパルス出力の停止を指定する。

①SPED命令による停止
SPED命令で、周波数を0に設定して、パルス出力を停止させます。P（ポート指定）
とM（モード）は、パルス出力開始時の設定と変えないようにしてください。

Fには、定数の＃0000か、「0000」が格納されているチャネル
番号を設定します。

②INI命令による停止
INI命令で、次のようにパルス出力の停止を指定します。

●使用例

(@) SPED(64)�
             P�
             M�
             F

(@) SPED(64)�
             P�
             M�
             F

入力00001がONになると、パルス量を50000に
設定します。
入力00002がONになると、DM6615とSPED命
令の設定に従って、単独モードで10015に
500Hzのパルス出力を開始します。
パルス出力は、100秒後に自動的に停止しま
す。

(@) I N I ( 6 1 ) �
             000�
             003�
             000

@PULS(65)�
               000�
                000�
        DM0100

00001

@SPED(64)�
               150�
                000�
        DM0102

00002

DM0 1 0 0

0 0 0 0

DM 0 1 0 1

0 0 0 5

DM 0 1 0 2

0 0 5 0
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デューティ比0.5でポート1、2から出力するとき
デューティ比0.5でポート1、2からパルス出力するときの手順について説明しま
す。ここでは、各コマンドの詳細については省略します。「第4章　命令語」を参
照してください。

緊急にパルス出力を停止したい場合（非常停止など）は、INI命
令を実行させてパルス出力を強制的に停止させてください。
パルスで出力する命令語（SPED／PLS2／ACC）は、入力条件
をOFFにしてもパルス出力は停止しません。

お願い�

 ●処理の概要
ポート1、2からのパルス出力は、下図のように行われます（ポート1とポート2は
同時に使用できます）。また各ポートでは、CW信号、CCW信号のどちらかに切り
替えてパルスを出力することができます。

ポート1、2から出力するときは、パルスの周波数を次のように段階的に変化させ
たり、一定の比率で変化させることができます。

ポート1、2からのパルス出力には、接点からのパルス出力と同様にさらに次の2つ
のモードがあります。

連続モード：SPED命令かINI命令によってパルス出力停止の指示があるまでパ
ルス出力を継続します。

単独モード：あらかじめPULS命令によって設定されているパルス数分を出力す
ると、自動的に停止します（SPED命令、INI命令によって停止さ
せることもできます）。

周波数＝10Hz～50kHz
ton�
T
＝0.5

T

ton
CW�
CCW�
CW�
CCW

ポート１�

ポート２�

CPUユニット�

周波数�

時間�

ポート1、2からパルス出力できるのは、形CQM1－
CPU43（－V1）だけです。

参 考 �
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ここでは、次のようにパルス周波数の変化のさせ方で、使い方を分けて説明しま
す。

周波数の変化 使用手順 ページ

命令語 設定内容

パルス出力を指定した周波数で開始します。 PULS CW／CCW P.2-17
（パルス量）

↓
SPED ポート

連続／単独

周波数

パルス出力を命令で停止させます。 SPED ポート P.2-18

周波数0

INI パルス出力停止 P.4-109

一定の比率で加速する周波数でパルス出力を PLS2 ポート P.2-18

開始し、同じ比率で減速させ、停止させます。 CW／CCW

加減速比率

加速後周波数

パルス量

一定の比率で周波数を加速し、一定の比率 PULS CW／CCW P.2-19
で減速・停止させます。 パルス量

（ACC命令モード0：加速＋単独モード） 減速ポイント

↓

ACC ポート

加速比率

加速後周波数

減速比率

減速後周波数

現在の周波数から一定の比率で周波数を PULS CW／CCW P.2-19

加速させます。

（ACC命令モード1：加速＋連続モード） ↓
ACC ポート

加速比率

加速後周波数

現在の周波数から一定の比率で周波数を PULS CW／CCW P.2-20

減速させ、停止させます。 パルス量

（ACC命令モード2：減速＋単独モード） ↓

ACC ポート

減速比率

減速後周波数

現在の周波数から一定の比率で周波数を PULS CW／CCW P.2-20

減速させます。 ↓

（ACC命令モード3：減速＋連続モード） ACC ポート

減速比率

減速後周波数
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●使用前の準備（PCシステム設定）
ポート1、2からパルス出力を行うときは、プログラムモードで次のように設定し
ておきます。

形CQM1－CPU43－V1のポート1、2のモードの設定（DM6611）

ポート1、2の使用状況に応じて、次のように設定します。

ビット�

�
ポート1、2のモード�
　0000：高速カウンタモード�
　0001：簡易位置決めモード�
（初期状態：「0000」高速カウンタモード）�

015

DM6611

ポート1、2の動作の設定（DM6643、6644）

次のように設定して、ポート1またはポート2を可変デューティ比パルス出力では
なく、通常のパルス出力で使用するようにします（ポート1とポート2は別々に設
定することができます）。

参 考 � ・PCシステム設定（DM6611）で設定する、形CQM1－

CPU43－V1のモードによって、使用できる命令が次の

ように制限されます。

高速カウンタモード時： PLS2命令、ACC命令モード0

使用不可

簡易位置決めモード時：ポート1、2でCTBL命令使用

不可

・この設定は、CQM1の起動時にのみ読み出されます。設

定を変更したときは、プログラム実行前にいったん電源

をOFFにしてから、再び電源をONにしてください。

ポートを通常のパルス出力に設定しているときは、その

ポートでは可変デューティ比パルス出力は行えません。
参 考 �

ビット�

�
通常のパルス出力�
（初期状態：「0」通常のパルス出力）�

015

DM6643、6644 －�0 －�－�ポート1：DM6643�
ポート2：DM6644
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●使用例
ポート1、2からのパルス出力を制御するプログラム例を示します。

ここでは、PCシステム設定が次のように設定されている場合を例に示します。プ

ログラム実行前に確認してください。

　DM6611：0001（簡易位置決めモード）

　DM6643：0000（ポート1通常のパルス出力）

　DM6644：0000（ポート2通常のパルス出力）

［指定周波数でパルス出力を開始させるとき］

05000がONになったら、ポート1に、CW側、パルス量
10000を設定します。

ポート1から周波数1000Hz（1kHz）の単独モードで、パル
ス出力を開始します。

00000がONになったら、パルス周波数を1.5kHzにします。

00001がONになったら、パルス周波数を1kHzにします。

00002がONになったら、パルス周波数を0.5kHzにします。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

周波数を変化させる処理を入力割り込みで行うと、速度

制御のタイミングが正確になります。

05000

@SPED(64)�
001�
000�

#0100

00001

00000

@SPED(64)�
001�
000�

#0050

00002

@PULS(65)�
001�
000�

DM0000

@SPED(64)�
001�
000�

#0100

@SPED(64)�
001�
000�

#0150

DM0000   0  0  0  0�
DM0001   0  0  0  1

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

1.5kHz
1kHz

0.5kHz

05000ON 00000ON 00001ON 00002ON パルス出力量10000

お願い�

参 考 �

パルス出力開始時・停止時には、パルス周波数がモータの自
起動領域内に入るようにしてください。
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［パルス出力を停止させるとき］

05000がONになったら、ポート1に、CW側を設定します
（パルス量は設定しません）。

ポート1から周波数1000Hz（1kHz）の連続モードで、パル
ス出力を開始します。

00005がONになったら、パルス周波数を1.5kHzにします。

00006がONになったら、パルス周波数を1kHzにします。

00007がONになったら、パルス出力を停止します。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

［周波数を同じ比率で加速・減速させるとき］

00000がONになったら、05000をONにします。
05000がONになったら、ポート1のCW側から、加減速比率
500Hz／約4ms、目標周波数10kHz、出力パルス量100000
で、パルス出力を開始します。
AR0514がON（パルス出力完了）になったら、5秒のタイ
マを起動します。
CW側へのパルス出力が完了してから5秒が経過したら、
CCW側へ同じ条件でパルス出力を行います。

CW側へのパルス出力を行わせた05000をOFFにします。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

05000

@SPED(64)�
001�
001�

#0100

00006

00005

@SPED(64)�
001�
001�

#0000

00007

@PULS(65)�
001�
004�
000

@SPED(64)�
001�
001�

#0100

@SPED(64)�
001�
001�

#0150

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

1.5kHz

1kHz

05000ON 00005ON 00006ON 00007ON

05000

AR0514

@PLS2     �
001�
000�

DM0000

TIM 000  �
#0050

DM0000   0  0  5  0�
DM0001   1  0  0  0�
DM0002   0  0  0  0�
DM0003   0  0  1  0

T000 @PLS2     �
001�
001�

DM0000

RSET 05000

SET 05000
00000

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

10kHz

1kHz

05000ON AR0514ON 5秒経過�

ポート１CW側� ポート1 CCW側�

500Hz/約4ms 500Hz/約4ms
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［周波数を異なる比率で加速・減速させるとき］

00000がONになったら、ポート1に、CW側、出力パルス量
10000、減速ポイント9100を設定します。

ACC命令のモード0で、加速比率1000Hz／約4ms、加速後
目標周波数10kHz、減速比率250Hz／約4ms、減速後目標周

波数500Hz／約4msでパルス出力を行います。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

［一定比率で周波数を加速させるとき］

00000がONになったら、ポート2に、CCW側を設定します
（パルス量は設定しません）。

ポート2から連続モードで、1kHzのパルス出力を開始しま
す。

00001がONになったら、周波数を500Hz／約4msの加速で、

20kHzまで加速します。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

00000 @PULS(65)�
001�
002�

DM0000

DM0000   0  0  0  0�
DM0001   0  0  0  1�
DM0002   9  1  0  0�
DM0003   0  0  0  0

@ACC      �
001�
000�

DM0004

DM0004   0  1  0  0�
DM0005   1  0  0  0�
DM0006   0  0  2  5�
DM0007   0  0  5  0

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

10kHz

1kHz

00000ON 9100パルス出力�

加速比率1kHz／約4ms
減速比率250Hz／約4ms

10000パルス出力�

00000 @PULS(65)�
002�
005�
000

DM0000   0  0  5  0�
DM0001   2  0  0  0�
�

@SPED(64)�
002�
001�

#0100

00001 @ACC      �
002�
001�

DM0000

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

20kHz

1kHz

00000ON 00001ON

加減速比率500Hz／約4ms



2-20

● 2－3　パルス出力機能についての設定と使用方法

２
章

Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
設
定
と
Ｃ
Ｑ
Ｍ
１
の
機
能

［一定比率で周波数を減速させ、停止させるとき］

すでに単独モードで2kHzのパルス出力がポート1から行われているものとします
（パルス量も設定されています）。

00000がONになったら、ポート1のパルス周波数を500Hz／
約4msの減速比率で、10Hzまで減速します（設定されてい
るパルス量分出力したら、パルス出力を停止します）。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

00000 @ACC      �
001�
002�

DM0000

DM0000   0  0  5  0�
DM0001   0  0  0  1�
�

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

2kHz

10Hz

00000ON 指定量出力完了�

加減速比率500Hz／約4ms

ACC命令で減速目標周波数に0Hzを指定してもパルス出

力を停止させることができます。ただしこの場合は、正

確なパルス出力量で停止させることができませんので、

緊急停止などの場合以外は、上記の方法でパルス出力を

停止させてください。

参 考 �

［一定比率で周波数を減速させるとき］

すでに連続モードで20kHzのパルス出力がポート1から行われているものとしま
す。

00000がONになったら、ポート1のパルス周波数を1000Hz

／約4msの減速比率で、5kHzまで減速します。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

00000 @ACC      �
001�
003�

DM0000

DM0000   0  1  0  0�
DM0001   0  5  0  0�
�

パルス周波数�
（Hz）�

時間�

20kHz

5kHz

00000ON

加減速比率1kHz／約4ms
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デューティ比を変えてパルス出力するとき
デューティ比（パルスONの時間とパルス周期の比率）を変えたパルスを、ポート
1、2から出力するときの手順について説明します。
デューティ比を変えることで、照度コントロールやインバータ側への速度コント
ロールなどを行うことができます。

●処理の概要
ポート1、2からの可変デューティ比パルス出力は、下図のように行われます
（ポート1とポート2は同時に使用できます）。

●使用前の準備（PCシステム設定）
ポート1、2から可変デューティ比パルス出力を行うときは、プログラムモードで
次のように設定しておきます。

ポート1、2の動作の設定

次のように設定して、ポート1またはポート2を可変デューティ比パルス出力で使
用するようにします（ポート1とポート2は別々に設定することができます）。

周波数＝91.6Hz、1.5kHz、5.9kHz
ton�
T
＝0～99％�

T

ton
ポート１�

ポート２�

CPUユニット�

ポートを可変デューティ比パルス出力に設定していると

きは、そのポートでは通常のパルス出力は行えません。

ビット�

�
可変デューティ比パルス出力�
（初期状態：「0」通常のパルス出力）�

015

DM6643、6644 －�1 －�－�ポート1：DM6643�
ポート2：DM6644

参 考 �

ポート1、2からパルス出力できるのは、形CQM1－
CPU43（－V1）だけです。

参 考 �
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●使用手順
プログラム内で次のように使用します。

［パルス出力の開始］

PWM命令で、次のように出力ポート番号、パルス周波数、デューティ比を設定し
て、パルスを出力させます。

P（BCD3桁） 001＝ポート1
002＝ポート2

F（BCD3桁） 000＝周波数5.9kHz
001＝周波数1.5kHz
002＝周波数91.6Hz

Dには、BCD4桁の定数か、設定値が格納されているチャネル
番号を指定して、百分率で表したデューティ比をBCD4桁で設
定します。設定範囲は、次のようになっています。
　0001～0099：1～99％

パルスは、PWM命令の入力条件で起動されます。次に、PWM命令で周波数、
デューティ比を変更されるまでは、設定された条件でパルス出力し続けます。

［パルス出力の停止］

INI命令で、次のようにパルス出力の停止を指示します。

P（BCD3桁） 001＝ポート1
002＝ポート2

●使用例
ポート1からデューティ比を変化させながらパルス出力する例を示します。
プログラム実行前に、PCシステム設定を以下のように設定します。
　DM6643：1000（ポート1可変デューティ比パルス出力）

00000がONになったら、ポート1に、周波数1.5kHz、
デューティ比50％でパルス出力を開始します。

00001がONになったら、デューティ比を25％に変更しま
す。

00002がONになったら、パルス出力を停止します。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

(@)PWM  �
P   �
F   �
D   

(@) IN I ( 61 )�
P    �
003�
000

00000ON 00001ON 00002ON�
（停止）�

デューティ比50％� デューティ比25％�

@PWM     �
001�
001�

#0025

00001

00000

@ I N I (61)�
001�
003�
000

00002

@PWM      �
001�
001�

#0050
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ポート1、2のパルス出力状態の読み出し
ポート1、2のパルス出力状態（通常のパルス出力と、可変デューティ比パルス出
力の両方とも）の読み出しには、次の2つの方法があります。

CQM1の関連するエリアを読み出す方法
PRV命令を使用する方法

［CQM1の関連するエリアを読み出す方法］

ポート1、2からのパルス出力に関連するCQM1のエリアは次のようになっていま
す。このエリアを読み出すことで、パルス出力の状態を知ることができます。

236、237CH：ポート1パルス出力量現在値（BCD8桁、237CHが上位4桁）
238、239CH：ポート2パルス出力量現在値（BCD8桁、239CHが上位4桁）
AR0408～0415：動作状態

00 ：正常
01、02：ハードウェア異常
03 ：PCシステム設定異常
04 ：パルス出力中に運転が停止

ポート1 ポート2 機能 意味

AR0512 AR0612 減速指定 0：指定なし 1：指定あり

AR0513 AR0613 出力量設定 0：設定なし 1：設定あり

AR0514 AR0614 出力完了 0：未完了 1：完了

AR0515 AR0615 出力状態 0：停止中 1：出力中

［PRV命令を使用する方法］

PRV命令を次のように使用することで、パルス出力状態を読み出すことができます。

P（BCD3桁） 001＝ポート1
　　　　　　　002＝ポート2
Dには、出力状態を格納するチャネル番号を指定します。

Dチャネルに格納されるパルス出力状態は、ビットによって次のようになっていま
す。

ビット 機能 意味

4 減速指定 0：指定なし 1：指定あり

5 出力量設定 0：設定なし 1：設定あり

6 出力完了 0：未完了 1：完了

7 出力状態 0：停止中 1：出力中

ビット0～3、8～15は、0になります。

参 考 � PRV命令を使用すると、CQM1のサイクルタイムに関係

なく、最新の状態を読み出すことができます。

(@)PRV(62)�
P   �
001�
D   
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パルス出力機能使用時の留意点
形CQM1-CPU43-V1のパルス出力は、500kHzのソースクロックを整数値の分周比で
分周して出力パルス周波数を作り出しています。そのため、設定周波数と実周波
数に差が生じることがあります。
実周波数の算出については以下の計算式を参考としてください。

［パルス出力のしくみ］
設定周波数 ：ユーザが命令にセットする出力周波数
分周比 ：設定周波数の出力パルスを発生させるために、分周回路にセット

する整数値
実周波数 ：分周回路から作り出される実際の出力パルスの周波数

計算式：実周波数（kHz）=500（kHz）／INT（500（kHz）／設定周波数（kHz））
INT ：整数値を得る関数
INT（500／設定周波数） ：分周比

設定周波数と実周波数との差は高周波数になるほど大きくなります。
例）

パルス発生用
クロック

500kHz
分周回路

出力パルス（実周波数）

ユーザの設定周波数により
分周比（整数）をセット

設定周波数（kHz） 実周波数（kHz）

45.46～50.00 50.00
41.67～45.45 45.45
38.47～41.66 41.67

： 　：
31.26～33.33 33.33
29.42～31.25 31.25
27.78～29.41 29.41

： 　：
20.01～20.83 20.83
19.24～20.00 20.00
18.52～19.23 19.23

： 　：
10.01～10.20 10.20
  9.81～10.00 10.00
  9.62～9.80 9.80

： 　：
  5.01～5.05 5.05
  4.96～5.00 5.00
  4.90～4.95 4.95

： 　：
  3.02～3.03 3.03
  3.00～3.01 3.01
  2.98～2.99 2.99

： 　：
F
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２ー４　割り込み機能についての設定と使用方法

CQM1の割り込み機能についての設定と、割り込み機能の使用方法について説明

します。

割り込みの種類
CQM1には、次の割り込み処理方法があります。

入力割り込み（P.2-27）
CPUユニットに内蔵の接点（0～3）への入力がONになったとき割り込み処
理を行います。

インターバルタイマ割り込み（P.2-34）
0.1msの精度を持つインターバルタイマで割り込み処理を行います。

高速カウンタ割り込み
高速カウンタの現在値に応じて割り込み処理を行います。高速カウンタに
は、次の3種類があります。
・高速カウンタ0（P.2-38）

CPUユニットに内蔵の接点（4～6）へのパルス入力をカウントします。
2相で2.5kHzまでのパルスをカウントできます。

・高速カウンタ1、2（形CQM1－CPU43(－V1)のみ）（P.2-45）
CPUユニットに内蔵の専用ポート1、2へのパルス入力をカウントしま
す。2相で25kHzまでのパルスをカウントできます。

・アブソリュート形高速カウンタ1、2（形CQM1－CPU44(－V1)のみ）（P.2-53）
CPUユニットに内蔵の専用ポート1、2へのアブソリュート形ロータリエ
ンコーダのコードをカウントします。

割り込みが発生すると、指定された割り込み処理ルーチンを実行します。

割り込みの優先順位は、次のようになっています。

割り込み処理中に優先順位の高い割り込みが発生したときは、処理中のルーチン
を中断して新たな割り込み処理に移り、そのルーチン終了後に以前の処理ルーチ
ンに戻ります。
割り込み処理中に優先順位が同じか低い割り込みが発生したときは、処理中の
ルーチンを最後まで実行してから新たな割り込み処理を実行します。
同じ優先順位の割り込みが同時に発生したときは、次の順に処理されます。
・ 入力割り込み0→入力割り込み1→入力割り込み2→入力割り込み3→高速カウン

タ1割り込み→高速カウンタ2割り込み
・ インターバルタイマ0→インターバルタイマ1→インターバルタイマ2（高速カ

ウンタ0割り込み）

入力割 ＝ 高速カウンタ1、2割 ＞ インターバル ＝ 高速カウンタ0割り

り込み 　 り込み（ポート入力） 　 タイマ割り込み 込み（接点入力）
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形CQM1－CPU43－V1／44－V1では、通常のプログラム領域でパルス入出力や高
速カウンタの制御を行う命令を実行中に割り込みがかかったときは、割り込みプ
ログラム内の以下の命令が実行されません（25503がONになります）。
INI、PRV、CTBL、SPED、PULS、PWM、PLS2、ACC
次のような処理を行うと、このような事態を回避することができます。

［回避方法１］�
通常プログラム領域で、全割り込みの�
禁止をして命令を実行する�

INT(89)  �
100�
000�
000

PSL2    �
001�
000�

DM0010

INT(89)  �
200�
000�
000

［回避方法２］�
通常プログラム領域で、実行できな�
かった命令を再実行する�

（通常プログラム領域）�

PRV(62)  �
001�
002�

DM0000

CTBL(63)�
001�
000�

DM0000

RSET LR0000

�

LR0000

SBN(92) 000 

CTBL(63)�
001�
000�

DM0000

25313

25313
LR0000

（割り込みプログラム領域）�

・割り込み処理ルーチンは、通常のサブルーチンと同様

に、メインプログラムの後ろでSBN（92）命令とRET

（93）命令で定義します。

・割り込み処理ルーチン実行時に、指定範囲の入力リレー

をリフレッシュ（最新の状態に更新）することができま

す。

・割り込み処理ルーチンを定義しているときは、プログラ

ムチェック時に「SBSなしエラー」になりますが、正常

に実行されます。

参 考 �
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入力割り込み
CPUユニットに内蔵の入力接点（00000～00003）を、外部からの入力による割り
込みに使用できます。入力割り込み0～3が、それぞれ00000～00003に対応しま
す。
入力割り込みでは割り込みルーチンの番号が決まっていて、入力割り込み0～3
が、それぞれサブルーチン番号000～003を呼び出します。

●処理の概要
入力割り込みには、次の2つのモードがあります。
 入力割り込みモード ： 外部入力によって割り込みがかかります。
 カウンタモード ： 外部からの信号を高速でカウントし、一定回数ごと

に割り込みがかかります。

入力割り込みを使用していないときは、サブルーチン番

号000～003は通常のサブルーチンとして使用できます。

・入力割り込みモードでは、信号の長さが100μs以上の信

号を検知できます。

・カウンタモードでは、1kHzまでの信号をカウントできま

す。

参 考 �

参 考 �
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●使用前の準備（PCシステム設定）
プログラムを実行する前に、プログラムモードで次のように設定しておきます。

割り込み入力の設定（DM6628）

ビット�

入力割り込み3の設定�
入力割り込み2の設定�
入力割り込み1の設定�
入力割り込み0の設定�
　0：通常入力　1：割り込み入力�
（初期状態：「0000」すべて通常入力）�

015

DM6628

割り込み入力の設定を行っておかないと、入力割り込み機能は使用できません。

入力リフレッシュチャネルの設定（DM6630～6633）

ビット

入力割り込み0：DM6630�
入力割り込み1：DM6631�
入力割り込み2：DM6632�
入力割り込み3：DM6633�
　　　　  チャネル数（BCD２桁）　　　00～16�
　　　　  開始チャネル（BCD２桁）　　00～15�
　　　　（初期状態：「0000」すべて入力リフレッシュなし）�

015

DM6630～6633

入力リフレッシュが必要なときに、設定してください。
例：DM6630＝0100→入力割り込み0実行時に000チャネルをリフレッシュする

入力割り込みの要因となる接点でも、割り込み時に入力リフ

レッシュしないと、割り込み処理ルーチン内でONになりま

せん（例：入力割り込み0の割り込み処理ルーチン内の接点

00000）。

このような回路が必要なときは、入力リフレッシュを行う

か、25313（常時ON接点）で代用してください。

参 考 �
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●使用手順
プログラム内で、次の手順で使用します。

［入力割り込みモードの場合］

＜入力割り込みモードで割り込みをマスク解除・マスク設定するとき＞
INT命令で、入力割り込みマスクを解除・設定します。

(@)INT(89)�
              000�
              000�
              C2

＜マスク中に入力された割り込みをクリアするとき＞
マスク中でも、入力割り込みに対応する入力接点が立ち上がると、入力割り込み
が記憶され、マスクを解除するとすぐに入力割り込みがかかります。マスクを解
除したときに、マスク中に入った入力割り込みが実行されないようにするには、
割り込みの記憶をクリア（消去）します。

INT命令で、入力割り込みの記憶をクリアします。

(@)INT(89)�
              001�
              000�
              C2

＜マスクの状態を読み出すとき＞
マスクの設定状態を読み出します。

INT命令で、入力割り込みマスクの状態を読み出します。

(@)INT(89)�
              002�
              000�
              C2

入力割り込み0～3に対応する、C2のビット0～3に、1を設定する
と、入力割り込みの記憶をクリアします。
0：入力割り込み記憶保持
1：入力割り込み記憶クリア

記憶されるのは、1回分の割り込みだけです。

入力割り込み0～3に対応する、C2のビット0～3で設定します。
0：マスク解除（入力割り込み許可）
1：マスク設定（入力割り込み禁止）

運転開始時には、すべての入力割り込みにマスクがかかっ

ています。入力割り込みモード使用時は、INT命令でマスク

を解除してください。

C2チャネルに格納されたデータの最下位桁（ビット0～3）の 状
態が、マスクの設定状態を表します。
0：マスク解除中（入力割り込み許可中）
1：マスク中（入力割り込み禁止中）

参 考 �

参 考 �
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［カウンタモードの場合］

＜カウンタモードで使用するとき＞
①プログラムで、カウンタ動作時の設定値（初期値）を、入力割り込み0～3に対

応するチャネル（特殊補助リレー）に書き込みます。

（2進化16進4桁） 0000～FFFF（0～65535）
0000を設定すると、カウント動作を停止し、
対応する入力割り込みがマスクされます。再
び動作させるときは、設定値を書き直して2の
INT命令を実行します。

②INT命令で、カウンタモードの設定値を更新し、割り込みを許可します。

(@)INT(89)�
              003�
              000�
              C2

設定値が更新された入力割り込みが、カウンタモードで割り込み許可されます。
設定値で設定した回数分カウントすると再び設定値に戻り、カウント動作停止す
るまで繰り返し割り込みがかかります。

チャネル

入力割り込み0 244CH

入力割り込み1 245CH

入力割り込み2 246CH

入力割り込み3 247CH

この特殊補助リレーは、運転開始時にクリアされます。必ず
プログラムで書き込んでください。

・最大1kHzの入力信号をカウントできます。

・この特殊補助リレーは、カウンタモードを使用しないと

きは、内部補助リレーとして使用できます。

入力割り込み0～3に対応する、C2のビット0～3に、0を設定する
と、設定値が更新され割り込みが許可されます。
0：カウンタモード設定値更新・マスク解除（設定値が0000のと
　   きはカウント動作停止・マスク設定）
1：更新しない（制御しない入力割り込みには必ず1を設定す
　  る）

お願い�

参 考 �

入力割り込みカウンタモードでは、使用する特殊補助リレー

（244～251チャネル）をすべてBIN 16ビット（2進化16進4

桁）で処理します。

参 考 �
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参 考 � ・このINT命令をカウント中に使用すると、現在値が設定値

に戻ります。そのため、毎スキャン型で実行すると、割り

込みがかからなくなります。

・設定値は、このINT命令を使用した時点で現在値に設定さ

れます。すでに割り込み許可されている状態では、244～

247チャネルを変更するだけでは設定値は更新されませ

ん。再びこのINT命令で設定値を更新してください。

・カウンタモードの割り込みは、「入力割り込みモードの

マスク設定」操作（P.2-29）でも禁止できます。ただ

し、マスク解除を「入力割り込みモードのマスク設定」

操作で行うと、カウンタモードでなく入力割り込みモー

ドになります。

・マスク中の入力割り込み記憶のクリアは、「入力割り込

みモードの入力割り込み記憶クリア」（P.2-29）で行い

ます。

●カウンタモード時のカウンタ現在値
入力割り込みをカウンタモードで使用しているときは、カウンタ現在値－1が次の
ように入力割り込み0～3に対応するチャネル（特殊補助リレー）に格納されま
す。現在値は対応する入力接点が立ち上がるごとに減算されます。

（16進数4桁） 0000～FFFE（0～65534）
格納される値は、カウンタ現在値－1の値です。
例：INT命令によって設定値000Aでカウンタ

を更新した直後は、0009が格納されます
（現在値は000Aです）。

●使用例
入力割り込み0、1をそれぞれ入力割り込みモードとカウンタモードで使用する例
を示します。
プログラム実行前に、PCシステム設定が以下のようになっていることを確認します。

DM6628：0011（00000、00001を入力割り込みで使用）
その他のPCシステム設定は、初期状態になっているものとします（割り込み処理
時の入力リフレッシュは行いません）。

チャネル

入力割り込み0 248CH

入力割り込み1 249CH

入力割り込み2 250CH

入力割り込み3 251CH

この特殊補助リレーは、入力割り込みをカウンタモードで使

用していないときでも、内部補助リレーとして使用すること

はできません。

参 考 �
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MOV(21)�
       #000A�
           245

@INT(89)�
           000�
           000�
       #000E

25313（常時ON）�

25315（1スキャンON）�

00100
@INT(89)�
           001�
           000�
        #0003

@INT(89)�
           003�
           000�
       #000D

@INT(89)�
           000�
           000�
       #000F

SBN(92) 000

ADB(50)�
           245�
       #000A�
           245

SBN(92) 001

RET(93)

INT(89)�
           003�
           000�
       #000D

RET(93)

00100

BCD(24)    �
           249�
DM0000

INC(38)     �
DM0000

入力割り込み1のカウンタモードの設定値として、10回を
2進化16進4桁で設定しておきます。

00100がONになったら、
① 入力割り込み0、1のマスク中の割り込みをクリアしま

す。

② 入力割り込み0を入力割り込みモードで割り込み許可
します。

③ 入力割り込み1をカウンタモードで割り込み許可しま
す（設定値は10回です）。

249CHに格納されている内容（現在値－1）を、BCDに直
してDM0000に格納します。

DM0000の内容に1を加算して、現在値にします。

00100がOFFになったら、入力割り込み0、1にマスクをか
けて割り込みを禁止します。

入力割り込み0の割り込みがかかったらサブルーチン000
を呼び出し、10加算した入力割り込み1の設定値でカウン
タモードを更新します（設定値が20になります）。

入力割り込み1のカウンタがカウントアップしたらサブ
ルーチン001を呼び出し、割り込み処理ルーチンを実行し

ます。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

10回� 10回� 20回�

00000

サブルーチン000

00001

サブルーチン001

00100

（＊1）� （＊1）�

（＊2）�

（＊1）割り込み処理ルーチン実行中でも、カウント動作は行われます。

（＊2）以後、入力割り込みはマスクされます。
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全割り込みの禁止・許可
INT命令で、入力割り込み、インターバルタイマ割り込み、高速カウンタ割り込み
などのすべての割り込みを一括して禁止することができます。
INT命令を使用する場合は、次のことに注意してください。
・INT命令（全割り込みの禁止・解除）は、割り込み処理ルーチン内では使用でき

ません。
・全割り込み禁止の状態が特に必要でない場合は、INT命令は使用しないでくださ

い。
・INT命令は必ず「全割り込みの禁止」→「全割り込みの禁止の解除」の順に対で

使用してください。

［禁止する場合］

INT命令で、全割り込みを禁止します。

［全割り込みの禁止を解除する場合］

INT命令で指定した全割り込みの禁止を解除します。

禁止されている間は、割り込み要因が発生すると、割り込

み処理は実行されませんが、割り込み要因の発生が割り込

み情報として、入力、インターバルタイマ、高速カウンタ

ごとに記憶されます。このような場合は、割り込みが許可

されたときに割り込み処理が実行されます。

(@)INT(89)�
100�
000�
000

参 考 �

(@)INT(89)�
200�
000�
000

「全割り込みの禁止の解除」とは、割り込みの禁止状態、使

用状態を、「全割り込みの禁止」を指定する前の状態に戻す

ことを意味します。すべての割り込みを許可することではあ

りません（それ以前からマスクがかかっていた入力割り込み

は、マスクがかかったままになります）。

参 考 �
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インターバルタイマ割り込み
インターバルタイマを使用して、高速で精度の高いタイマ割り込み処理を行うこ
とができます。
CQM1には、インターバルタイマ0～2の3個のインターバルタイマがあります。

●処理の概要
インターバルタイマの動作には、次の2つのモードがあります。
 ワンショットモード ： タイムアップ時に1度だけ割り込みがかかります。
 定時割り込みモード ： タイムアップすると再び設定値（初期値）に戻り、一定

時間ごとに繰り返し割り込みがかかります。

●使用前の準備（PCシステム設定）
インターバルタイマ割り込みを使用するときは、プログラムを実行する前に、プ
ログラムモードで次のように設定しておきます。

入力リフレッシュチャネルの設定（DM6636～6638）

入力リフレッシュが必要なときに、設定してください。

ビット

�
チャネル数（BCD２桁）　　　　00～16�
開始チャネル番号（BCD２桁）　00～15�
（初期状態：「0000」すべて入力リフレッシュなし）�

015

DM6636～6638タイマ0：DM6636�
タイマ1：DM6637�
タイマ2：DM6638

高速カウンタの設定（DM6642）

インターバルタイマ2を使用するときは、使用する前に、高速カウンタの設定（PC
システム設定：DM6642）が初期状態（0000：高速カウンタを使用しない）になっ
ていることを確認してください。

・インターバルタイマ0は、SPED命令によってOUTユニッ

トへパルス出力しているときは使用できません（P.4-119

参照）。

・インターバルタイマ2は、高速カウンタ0使用中（P.2-

38）は使用できません。

参 考 �
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(@)STIM(69)�
                 C1�
                 C2�
                 C3

●使用手順
プログラム内で、次の手順で使用します。

［ワンショットモードで起動する場合］

STIM命令で、インターバルタイマをワンショットモードで起動します。

C1：インターバルタイマ指定
インターバルタイマ0：000
インターバルタイマ1：001
インターバルタイマ2：002

C2：タイマ設定値（先頭チャネル番号）
C3：サブルーチン番号（BCD4桁）0000～0255

　C2 　 ：減算カウンタ初期値（BCD4桁） 0000～9999
　C2+1　 ：減算時間間隔（BCD4桁、単位0.1ms） 0005～0320（0.5～32ms）

（C2がチャネル番号指定のときだけ有効）
C2+1チャネルで指定した減算時間が経過するごとに、減算カウンタが初期値から
1ずつ減少するようになり、減算カウンタの現在値が0になると、1度だけ指定サブ
ルーチンが呼び出され、タイマは停止します。

［定時割り込みモードで起動する場合］

STIM命令で、インターバルタイマを定時割り込みモードで起動します。

C1：インターバルタイマ指定
インターバルタイマ0：003
インターバルタイマ1：004
インターバルタイマ2：005

C2：タイマ設定値（先頭チャネル番号）
C3：サブルーチン番号（BCD4桁） 0000～0255

　C2  　 ：減算カウンタ初期値（BCD4桁） 0000～9999
　C2+1　：減算時間間隔（BCD4桁、0.1ms単位） 0005～0320（0.5～32ms）

（C2がチャネル番号指定のときだけ有効）

・STIM命令実行から、タイムアップまでの時間は次のよう

になります。

（C2チャネルの内容）×（C2+1チャネルの内容）

　× 0.1ms　（0.5～319968ms）

・C2に定数を設定すると、減算カウンタ初期値がその値に

なり、減算時間間隔は10（1ms）になります（設定値

が、そのままms単位の指定になります）。

参 考 �

(@)STIM(69)�
                 C1�
                 C2�
                 C3
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設定の意味は、ワンショットモードの場合と同じですが、定時割り込みモードで
はタイムアップしてサブルーチンを呼び出したときでも、タイマ現在値は再び初
期値に戻って減算を開始します。定時割り込みモードでは、タイマ停止が指定さ
れるまで、一定時間ごとに繰り返し割り込みがかかります。

［タイマ経過時間を読み出す場合］

STIM命令で、タイマの経過時間を読み出します。

C1：インターバルタイマ指定
インターバルタイマ0：006
インターバルタイマ1：007
インターバルタイマ2：008

C2：パラメータ1格納先頭チャネル番号
C3：パラメータ2格納チャネル

次のように、パラメータ1、2が格納されます。
　C2  　 ：減算カウンタが減算された回数（BCD4桁）
　C2+1　：減算時間間隔（BCD4桁、単位0.1ms）
　C3  　 ：前に減算してからの経過時間（BCD4桁、単位0.1ms）
インターバルタイマ起動から、この命令実行までの時間は次のようになります。
｛（C2チャネルの内容）×（C2+1チャネルの内容）+（C3チャネルの内容）｝×0.1ms

［タイマを停止する場合］

STIM命令で、インターバルタイマを停止します。

C1：インターバルタイマ指定
インターバルタイマ0：010
インターバルタイマ1：011
インターバルタイマ2：012

指定したインターバルタイマが停止します。

指定したインターバルタイマが停止しているときは、すべ

て0000が格納されます。

(@)STIM(69)�
               C1�
               000�
               000

(@)STIM(69)�
                 C1�
                 C2�
                 C3

参 考 �

形CQM1-CPU11／21では、サブルーチン番号は0000～

0127です。
参 考 �
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●使用例
インターバルタイマ1で2.4ms（0.6ms×4回）ごとに割り込みをかける例を示しま
す。
PCシステム設定は、すべて初期状態になっているものとします（割り込み処理時
の入力リフレッシュは行いません）。

インターバルタイマの設定値として、

①減算カウンタ初期値に4回を、設定しておきます。

②減算時間間隔に0.6msを設定しておきます。

00100がONになったら、インターバルタイマ1を起動し
ます。

00100がOFFになったら、インターバルタイマ1を停止し
ます。

2.4msごとにインターバルタイマ１がカウントアップし
て、サブルーチン023を呼び出します。

プログラムを実行すると、次のように00100がONの間だけ2.4msごとにサブルーチ
ン２３が実行されます。

サブルーチン023

00100
2.4ms 2.4ms2.4ms

MOV(21)�
       #0004�
    DM0010

@STIM(69)�
           004�
    DM0010�
       #0023

25315（1スキャンON）�

MOV(21)�
       #0006�
    DM0011

@STIM(69)�
011�
000�
000

SBN(92) 023

RET(93)

00100

00100
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・CQM1では、A相立ち上がり→B相立ち上がり→A相立ち
下がり→B相立ち下がりの順のパルスを正転（加算）方
向、逆にB相立ち上がり→A相立ち上がり→B相立ち下が
り→A相立ち下がりの順のパルスを逆転（減算）方向とし
て扱います。

・カウントの数値範囲は、加減算モード時では－32767～
32767、加算モード時では0～65535です。

・加減算モード時には2.5kHzまで、加算モード時には
5.0kHzまでのパルス信号をカウントできます。

・加減算モード時は必ず4逓倍の位相差入力となります。こ
のモードでエンコーダを接続した場合、1回転当たりのカ
ウント数はエンコーダの分解能の4倍になります。カウン
ト可能な数値範囲との関係を考慮してエンコーダを選択
してください。

参 考 �

高速カウンタ0割り込み
CPUユニットに内蔵の接点（4～6）に入力した、パルスエンコーダからのパルス信号
を高速でカウントし、カウント数に応じた割り込み処理を行うことができます。

●処理の概要

［入力信号の種類とカウントモード］
信号の種類に応じて、高速カウンタ0のカウントモードを使い分けます。

 加減算モード：位相差4逓倍の2相の信号（A相、B相）とZ相の信号を入力に使
用します。2相の信号のズレ方によって、カウントが加算・減
算されます。

加算モード ：単相の信号1つと、カウントリセット用信号を入力に使用しま
す。単相の信号によってカウントが加算されます。

A相�

B相�

カウント� 1　2　3　4　5　6　7　8　7　6　5　4　3　2　1　0 ー1－2

加減算モード時�

加算� 減算�

パルス入力�

カウント�1　　　2　　　　3　　　 4

加算モード時�

加算のみ�

現在値は、カウントがオーバーフローしたときは0FFFFFFFに、アンダーフローし
たときはFFFFFFFFになり、カウント・比較は停止します（比較テーブルは残って
います）。
カウント動作を再開するときは、次のように高速カウンタ0をいったんリセットし
てください（運転開始・停止時にも自動的にリセットされます）。
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［リセット方式］
カウントの現在値をリセットする（0にする）タイミングは、次の2つの方式から
選択できます。

 Z相信号+ソフトリセット ：高速カウンタ0リセットフラグ（25200）がONの
（リセット入力） 間に、Z相信号（リセット入力）がONになったと

き、現在値をリセットします。
 ソフトリセット ：高速カウンタ0リセットフラグ（25200）がONに

なったとき、現在値をリセットします。

高速カウンタ0リセットフラグ（25200）は、スキャンごとにリフレッシュされる
ので、確実に読み出されるには、1スキャン以上ONになっている必要がありま
す。

1スキャン以上�

1スキャン内�1スキャン以上� 1スキャン内�

1スキャン以上�

割り込みでリセット� スキャンでリセット� リセットしない� スキャンでリセット�

Z相信号＋ソフトリセット時� ソフトリセット時�

Z相�

25200 25200

（リセット入力）�

（リセット入力）�

リセットしても、比較テーブルの登録状態や、比較実行状
態、帯域比較結果は、リセット前の状態が保持されます
（リセット前に比較実行中のときは、そのまま比較を継続
して実行します）。

参 考 �

［高速カウンタ0割り込みのカウントチェック方式］
高速カウンタ0割り込みでは、カウントアップではなく、比較テーブルを使用し
て、次の2つの方式のどちらかでカウントのチェックを行います。比較テーブルに
は、現在値との比較条件と割り込みルーチン番号との組み合わせが登録されていま
す。

＜目標値一致型＞
比較テーブルには、比較条件（目標値、カウント方向）と割り込みルーチン番号の
組み合わせが、最大16個まで登録できます。カウンタの現在値が目標値と一致した
とき、指定されている割り込みルーチンが実行されます。
ただし、目標値との比較は、比較テーブルでの設定順に従って行われ、比較テーブ
ルを一巡すると、再び先頭の目標値との一致を待ちます。
目標値一致型でカウントチェックを行う場合は、実際のカウント値の変化が、比較
条件（目標値、カウント方向）と正しく対応する必要があります。

H
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H

目標値②�

目標値③�

目標値①�

目標値⑤�

0

目標値④�

カウント値�
：割り込み�

運転経過時間�
（秒）�

目�
標�
値�
①�

比較する�
目標値�

目�
標�
値�
②�

目�
標�
値�
③�

目�
標�
値�
④�

目�
標�
値�
⑤�

目�
標�
値�
①�

　比較テーブル�

目標値①・加算時�

目標値②・加算時�

目標値③・加算時�

目標値④・減算時�

目標値⑤・減算時�

＜帯域比較型＞
比較テーブルには、比較条件（下限値、上限値）と割り込みルーチン番号の組み合
わせを、8個登録します。下限値≦現在値≦上限値となったときに1回、指定されて
いる割り込みルーチンが実行されます。
帯域比較型のカウントチェックでは、ラダープログラムのEND命令実行後に、一括
して全比較条件との比較を実行します。そのため、目標値一致型のように厳密なタ
イミングで割り込みを発生させることはできません。

比較範囲②�

比較範囲③�

比較範囲①�

0

比較範囲④�

カウント値�
：割り込み�

運転経過時間�
（秒）�

常に全比較範囲との比較を実行�

比較テーブル�

比較範囲①�

比較範囲②�

比較範囲③�

比較範囲④�

カウントモードによって、入力信号
を、CPUユニットの入力端子に右の
ように配線しておきます。

加算モード時は、端子番号5は通常の入力として使用できま
す。ソフトリセット設定時は、端子番号6も通常の入力とし
て使用できます。

参 考 �

●使用前の準備（配線）

　 端子番号　　加減算モード   加算モード

4 エンコーダA相 パルス入力

5 エンコーダB相 　　  ―

6 エンコーダZ相 リセット入力
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●使用前の準備（PCシステム設定）
高速カウンタ0割り込みを使用するときは、プログラムを実行する前に、プログ
ラムモードで次のように設定しておきます。

入力リフレッシュチャネルの設定（DM6638）

ビット

チャネル数（BCD２桁）　　　　00～16�
開始チャネル番号（BCD２桁）　00～15�
（初期状態：「0000」入力リフレッシュなし）�

015

DM6638

入力リフレッシュが必要なときに、設定してください。インターバルタイマ2の
割り込みのときと同じ設定です。

高速カウンタ0の設定（DM6642）

ビット�

高速カウンタ0を使用する（「01」に設定してください）�
リセット方式�
　0：Z相とソフトリセット　1：ソフトリセット�
カウントモード�
　0：加減算モード　4：加算モード�
（初期状態：「0000」高速カウンタ0を使用しない）�

015

DM6642 0 1

「高速カウンタ0を使用する」に設定しておかないと、高速カウンタ0は使用でき
ません。

●使用手順
プログラム内で、次の手順で使用します。

高速カウンタ0の設定（DM6642）は、電源ON時、運転開

始時に有効になります。
参 考 �

高速カウンタ0は、設定が有効になったときからカウント動

作を開始しますが、電源ON時や運転開始時、停止時に0に

リセットされます。またカウント動作だけでは比較テーブ

ルとの比較は行わず、割り込みはかかりません。また、現

在値は230、231チャネルでモニタできます。

参 考 �
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(@)CTBL(63)�
                P�
                M�
                S

［比較テーブルとの比較を起動・停止する場合］

①CTBL命令で、比較テーブルをCQM1に登録し、比較を開始します。

M：モード指定
目標値一致テーブル登録・比較開始 ：000
帯域比較テーブル登録・比較開始 ：001
目標値一致テーブル登録のみ ：002
帯域比較テーブル登録のみ ：003

S：比較テーブル先頭チャネル番号

Mに000を設定すると目標値一致型で、001を設定すると帯域比較型で、比較テーブ
ルを登録し、登録が完了したら比較を開始します。比較を実行している間、比較
テーブルに従って高速カウンタ割り込みが実行されます。
登録する比較テーブルの内容については、CTBL命令を参照してください。

②比較を停止させるときは、INI命令を次のように実行します。

［高速カウンタ0の現在値を読み出す場合］

現在値の読み出しには、次の2つの方法があります。
230、231CHを読み出す方法
PRV命令を使用する方法

＜230、230CHを読み出すとき＞
230、231CHには、高速カウンタ0の現在値が、次のように格納されています。

   上位4桁    下位4桁 加減算モード時 加算モード時
　231CH　 　230CH　 F0032767～00032767 00000000～00065535

（負数の場合、最上位桁がFになります）

・Mに002を設定すると目標値一致型で、003を設定すると

帯域比較型で、比較テーブルを登録しますが、比較は開始

しません。この場合は、INI命令で比較を開始させます。

・帯域比較型で比較を実行しているときは、比較結果が、

AR1100～1107に常に格納されます。

(@) INI (61)�
             000�
             001�
             000

・比較を再開させるときは、第2オペランドに000（比較実

行）を設定して、INI命令を実行します。

・いったん登録されたテーブルは、新たに他のテーブルが

登録されない限り、運転中（プログラム実行中）はずっ

とCQM1内に保持されます。

参 考 �

参 考 �



2-43

● 2－4　割り込み機能についての設定と使用方法

２
章

Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
設
定
と
Ｃ
Ｑ
Ｍ
１
の
機
能

・このチャネルは1スキャンごとに更新されるため、正確な

現在値からは多少のズレが出ます。

・高速カウンタ0を使用していないときは、このチャネルの

リレーは内部補助リレーとして使用できます。

参 考 �

＜PRV命令を使用するとき＞
PRV命令で、高速カウンタ0の現在値を読み出します。

D：現在値格納先頭チャネル番号

次のように、高速カウンタ0の現在値が格納されます。

   上位4桁    下位4桁 加減算モード時 加算モード時
　D+1　 　D  　 F0032767～00032767 00000000～00065535

（負数の場合、最上位桁がFになります）

［高速カウンタ0の現在値を変更する場合］

高速カウンタ0の現在値の変更には、次の2つの方法があります。
リセット方式に従って、リセットする方法（0になる）
INI命令を使用する方法

ここでは、INI命令を使用する方法について説明します。リセット方式に従ってリ
セットする方法については、「処理の概要」（P.2-38）を参照してください。

INI命令で、高速カウンタ0現在値を変更します。

 C2：現在値変更データ格納先頭チャネル番号

   上位4桁    下位4桁 加減算モード時 加算モード時
　C2+1　 　C2  　 F0032767～00032767 00000000～00065535

負数を指定するときは、最上位桁に16進数のFを設定します。

(@)INI (61)�
             000�
             002�
             C2

PRV命令実行時点での正確な現在値を読み出すことができ

ます。

(@)PRV(62)�
             000�
             000�
             D

参 考 �
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●使用例
高速カウンタ0を加算モードで使用して、目標値一致型で比較し、高速カウンタ
0現在値によってパルス出力の周波数を変更するプログラムを示します。
プログラム実行前に、PCシステム設定を以下のように設定します。

DM6642：0114（高速カウンタ0をソフトリセット、加算モードで使用）
その他のPCシステム設定は、初期状態になっているものとします（割り込み処理
時の入力リフレッシュは行いません。またパルス出力は100チャネルに対して行
われるようになっています）。

また比較テーブル用のデータがDM0000～0006に、次のように格納されているも
のとします。
DM0000　0002　　比較条件数2
DM0001　1000　　目標値1：1000
DM0002　0000　
DM0003　0101　　比較1割り込み処理ルーチン番号：101
DM0004　2000　　目標値2：2000
DM0005　0000　
DM0006　0102　　比較2割り込み処理ルーチン番号：102

比較テーブルを目標一致型で登録し、比較を開始しま
す。

連続モードのパルス出力を接点10002に500Hzで出力開始
します。

高速カウンタ0の値が1000になったら、サブルーチン101
を呼び出し、パルス出力の周波数を200Hzに変更しま
す。

高速カウンタ0の値が2000になったら、サブルーチン102
を呼び出し、周波数を0にすることでパルス出力を停止
します。

プログラムを実行すると、次のように動作します。

CTBL(63)�
          000�
          000�
    DM0000

25315（1スキャンON）�

SPED(64)�
          020�
          001�
      #0050

SBN(92) 101

SPED(64)�
          020�
          001�
      #0020

25313（常時ON）�

RET(93)

SBN(92) 102

SPED(64)�
          020�
          001�
      #0000

25313（常時ON）�

RET(93)

500

200

0 2 7

パルス周波数�
（Hz）�

運転経過時間�
（秒）�
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高速カウンタ1、2割り込み
CPUユニット（形CQM1－CPU43－V1）に内蔵の専用ポート1、2に入力された、
ロータリエンコーダからのパルス信号を高速でカウントし、カウント数に応じた
割り込み処理を行うことができます。
2つのポートを別々に使用することができます。ポート1での高速カウンタを「高
速カウンタ1」、ポート2での高速カウンタを「高速カウンタ2」と呼びます。
ここでは、高速カウンタ1、2の使用手順について説明します。ハードウェアの機
能や配線についてはセットアップマニュアルを参照してください。

●処理の概要
［入力信号の種類とカウントモード］

信号の種類に応じて、高速カウンタ1、2のカウントモードを使い分けます。
位相差入力モード（計数速度：25kHz）

位相差4逓倍の2相の信号（A相、B相）とZ相の信号を入力に使用します。2
相の信号のズレ方によって、カウントが加算・減算されます（高速カウンタ
0の「加減モード」と同じです）。

パルス＋方向入力モード（計数速度：50kHz）
A相が方向信号、B相がパルス信号になっていて、A相の状態（OFF・ON）
によってカウントが加算・減算されます。

加減算パルス入力モード（計数速度：50kHz）
A相がDOWNパルス、B相がUPパルスになっていて、どちらのパルスかに
よってカウントが加算・減算されます。

加減算パルス入力モード�

1　　2　　3

加 算� 減 算�

A相�
（DOWN入力）�

B相�
（UP入力）�

位相差入力モード�

1　2　3　4　5　6　7　8　7　6　5　4　3　2

加 算� 減 算�

A相�

B相�

2　　1

パルス＋方向入力モード�

1　　2　　3

加 算� 減 算�

A相�
（方向入力）�

B相�
（パルス入力）�

2　　1

・高速カウンタ1、2は、形CQM1－CPU43－V1でのみ使

用できます。

・PCシステム設定（DM6611）で設定する、形CQM1－

CPU43－V1のモードによって、使用できる命令が次の

ように制限されます。

高速カウンタモード時：PLS2命令、ACC命令モード0使

用不可

簡易位置決めモード時：ポート1、2でCTBL命令使用不可

参 考 �
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［数値範囲モード］

高速カウンタ1、2のカウントする数値の範囲には、次の2つのモードがあります。
リングモード：数値範囲の最大値をCTBL命令で設定することができ、最大値

からカウントが加算されると0になります（負数になることは
ありません）。また、0からカウントが減算されると最大値に
なります。設定は最大値＋1（＝リング値）で行い、設定範囲
は1～65000です。

リニアモード：数値範囲は、－8388607～8388607に固定です。－8388607から
カウントが減算されるとアンダーフローが、8388607からカウ
ントが加算されるとオーバーフローが発生します。

減算� 加算�

最大値�
＝リング値－1 0

リングモード時� リニアモード時�

0-8388607 8388607

アンダー�
フロー�

オーバー�
フロー�

現在値は、カウントがオーバーフローしたときは08388607に、アンダーフローした
ときはF8388607になり、カウント・比較は停止します（比較テーブルは残っていま
す）。また、AR0509（ポート1）、AR0609（ポート2）がONします。
カウント動作を再開させるときは、次のように高速カウンタ1、2をいったんリセッ
トしてください（運転開始・停止時にも自動的にリセットされます）。

参 考 � CQM1では、A相立ち上がり→B相立ち上がり→A相立ち

下がり→B相立ち下がりの順のパルスを正転（加算）方

向、逆にB相立ち上がり→A相立ち上がり→B相立ち下が

り→A相立ち下がりの順のパルスを逆転（減算）方向とし

て扱います。

［リセット方式］

カウントの現在値をリセットする（0にする）タイミングを、次の2つの方式から
選択できます。

Z相信号＋ソフトリセット
ソフトリセット

それぞれの機能は、高速カウンタ0と同じです。P.2-38を参照してください。高速
カウンタ1、2のリセットフラグは次のようになっています。

高速カウンタ1リセットフラグ：25201
高速カウンタ2リセットフラグ：25202
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高速カウンタ1、2リセットフラグ（25201、25202）は、スキャンごとにリフレッ
シュされるので、確実に読み出されるには、1スキャン以上ONになっている必要
があります。

参 考 � リセットしても、比較テーブルの登録状態や、比較実行

状態、帯域比較結果は、リセット前の状態が保持されま

す（リセット前に比較実行中のときは、そのまま比較を

継続して実行します）。

［高速カウンタ1、2割り込みのカウントチェック方式］

高速カウンタ1、2でも、高速カウンタ0と同じ次の2つのカウントチェック方式が
あります。
　目標値一致型
　帯域比較型
それぞれの動作については、P.2-40を参照してください。
ただし、形CQM1-CPU43-V1では、目標値一致型の比較条件を、比較テーブルに最
大48個まで登録できます。

●使用前の準備（PCシステム設定）
高速カウンタ1、2割り込みを使用するときは、プログラムモードで次のように設
定しておきます。

パルス出力モードの設定（DM6611）

ビット�

�
高速カウンタモード�
（初期状態：「0000」高速カウンタモード）�

015

DM6611 00 00

参 考 � ・ DM6611でポート1、2を高速カウンタモードに設定して

おかないと、CTBL命令によるカウントの比較を実行で

きません。

・ この設定は、CQM1の起動時にのみ読み出されます。設

定を変更したときは、プログラム実行前にいったん電源

をOFFにしてから、再び電源をONにしてください。

・DM6611でポート1、2を簡易位置決めモードに設定して

いるときは、高速カウンタ1、2現在値エリア（232～

235CH）の内容をBCMP命令などで比較することで、高

速カウンタ1、2割り込みの代用をすることができます。
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入力リフレッシュチャネルの設定（DM6634、6635）

ポート1、2の動作の設定（DM6643、6644）

それぞれのポートの使用状況に合わせて設定してください。

［比較テーブルとの比較を起動・停止する場合］

①CTBL命令で、比較テーブルをCQM1に登録し、比較を開始します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002
M ：モード指定

目標値一致テーブル登録・比較開始 ：000
帯域比較テーブル登録・比較開始 ：001
目標値一致テーブル登録のみ ：002
帯域比較テーブル登録のみ ：003

S ：比較テーブル先頭チャネル番号

(@)CTBL(63)�
                P�
                M�
                S

高速カウンタ1、2は、設定が有効になったときからカウ

ント動作を開始しますが、電源ON時や運転開始時、停止

時に0にリセットされます。またカウント動作だけでは比

較テーブルとの比較は行わず、割り込みはかかりませ

ん。また、現在値は次のチャネルでモニタできます。

高速カウンタ1：232、233CH

高速カウンタ2：234、235CH

●使用手順
プログラム内で、次の手順で使用します。

ビット

�
チャネル数（BCD２桁）　　　　00～16�
開始チャネル番号（BCD２桁）　00～15�
（初期状態：「0000」入力リフレッシュなし）�

015

DM6634、6635
高速カウンタ１：DM6634�
高速カウンタ２：DM6635

ビット�

数値範囲モード�
　0：リニアモード　1：リングモード�
リセット方式�
　0：Z信号とソフトリセット　1：ソフトリセット�
カウントモード�
　0：位相差入力　1：パルス＋方向入力　2：加減算パルス入力�
（初期状態：「000」リニアモード、Z相信号とソフトリセット、位相差入力モード）�

015

DM6643、6644
ポート１：DM6643�
ポート２：DM6644 －�

参 考 �
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Mに000を設定すると目標値一致型で、001を設定すると帯域比較型で、比較テーブ
ルを登録し、登録が完了したら比較を開始します。比較を実行している間、比較
テーブルに従って高速カウンタ割り込みが実行されます。
登録する比較テーブルの内容については、CTBL命令を参照してください。

②比較を停止させるときは、INI命令を次のように実行します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

［高速カウンタ1、2の現在値を読み出す場合］

現在値の読み出しには、次の2つの方法があります。
高速カウンタ1、2現在値エリアを読み出す方法
PRV命令を使用する方法

＜高速カウンタ1、2現在値エリアを読み出すとき＞
高速カウンタ1、2現在値エリアには、高速カウンタ1、2の現在値が、次のように
格納されています。

上位4桁 下位4桁 リニアモード時 リングモード時
　 ポート1  233CH  232CH F8388607～08388607 00000000～00064999

ポート2  235CH  234CH （負数の場合、最上位桁がFになります）

Mに002を設定すると目標値一致型で、003を設定すると帯

域比較型で、比較テーブルを登録しますが、比較は開始し

ません。この場合は、INI命令で比較を開始させます。

・比較を再開させるときは、第1オペランドにポートNo.を

第2オペランドに000（比較実行）を設定して、INI命令

を実行します。

・いったん登録されたテーブルは、新たに他のテーブルが

登録されない限り、運転中（プログラム実行中）はずっ

とCQM1内に保持されます。

参 考 �

(@) I N I (61)�
             P�
             001�
             000

参 考 �

このチャネルは1スキャンごとに更新されるため、正確な現

在値からは多少のズレが出ます。
参 考 �
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＜PRV命令を使用するとき＞
PRV命令で、高速カウンタ1、2の現在値を読み出します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

D ：現在値格納先頭チャネル番号

次のように、高速カウンタ1、2の現在値が格納されます。

   上位4桁    下位4桁 リニアモード時 リングモード時
　D+1　 　D  　 F8388607～08388607 00000000～00064999

（負数の場合、最上位桁がFになります）

［高速カウンタ1、2の現在値を変更する場合］

高速カウンタ1、2の現在値の変更には、次の2つの方法があります。
リセット方式に従って、リセットする方法（0になる）
INI命令を使用する方法

ここでは、INI命令を使用する方法について説明します。リセット方式に従ってリ
セットする方法については、「処理の概要」（P.2-45）を参照してください。

INI命令で、高速カウンタ1、2現在値を変更します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

 C2：現在値変更データ格納先頭チャネル番号

   上位4桁    下位4桁 リニアモード時 リングモード時
　C2+1　 　C2  　 F8388607～08388607 00000000～00064999

負数を指定するときは、最上位桁に16進数のFを設定します。

PRV命令実行時点での正確な現在値を読み出すことができ
ます。

(@)PRV(62)�
             P�
             000�
             D

(@) I N I (61)�
             P�
             002�
             C2

参 考 �

H

目標値一致型で比較動作を実行しているときは、パルス入
力したままで、INI命令による現在値変更と比較開始を連続
実行しないでください。強制的に現在値を変更した後です
ぐに比較開始を行うと、正常に割り込みが発生しないこと
があります。目標値一致型では、比較テーブルの最後の目
標値との一致後は、自動的に再び先頭の目標値との比較と
なりますので、一連の比較動作完了後は、現在値を初期値
に戻すだけで、繰り返し動作させることができます。

参 考 �
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［高速カウンタ1、2の状態を読み出す場合］

高速カウンタ1、2の状態の読み出しには、次の2つの方法があります。
CQM1の関連するエリアを読み出す方法
PRV命令を使用する方法

＜CQM1の関連するエリアを読み出す方法＞
高速カウンタ1、2に関連するCQM1のエリアは次のようになっています。このエリ
アを読み出すことで、高速カウンタ1、2の状態を知ることができます。

AR0408～0415：動作状態
00 ：正常
01、02：ハードウェア異常
03 ：PCシステム設定異常

ポート1 ポート2 機能 意味

AR0500 AR0600 帯域比較結果1 0：不一致　1：一致

AR0501 AR0601 帯域比較結果2 0：不一致　1：一致

AR0502 AR0602 帯域比較結果3 0：不一致　1：一致

AR0503 AR0603 帯域比較結果4 0：不一致　1：一致

AR0504 AR0604 帯域比較結果5 0：不一致　1：一致

AR0505 AR0605 帯域比較結果6 0：不一致　1：一致

AR0506 AR0606 帯域比較結果7 0：不一致　1：一致

AR0507 AR0607 帯域比較結果8 0：不一致　1：一致

AR0508 AR0608 比較動作 0：停止中　1：実行中

AR0509 AR0609 オーバーフロー／ 0：正常　　1：発生中

アンダーフロー

＜PRV命令を使用する方法＞
PRV命令を次のように使用することで、高速カウンタ1、2の状態を読み出すこと
ができます。

P：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

Dには、状態を格納するチャネル番号を指定します。
Dチャネルに格納される高速カウンタ1、2の状態は、ビットによって次のように
なっています。

ビット 機能 意味

0 比較動作 0：停止中　1：実行中

1 オーバーフロー／アンダーフロー 0：正常　　1：発生中

ビット2～15は、0になります。

(@)PRV(62)�
             P�
             001�
             D
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●使用例
ポート１を使用して、パルス出力を行い、同時にそのパルス数を高速カウンタ１
でカウントして、パルス出力を制御する例を示します。
高速カウンタ１は加減算パルス入力モードとし、パルス出力のCW側をB相（UP入
力）、CCW側をA相（DOWN入力）で受けるようにしておきます。
プログラム実行前に、PCシステム設定を以下のように設定して、CQM1を再起動
させます（DM6611の設定を有効にするため）。

DM6611：0000 （高速カウンタモード）
DM6643：0002 （ポート１：通常のパルス出力、リニアモード、Z相信号＋ソフ

トリセット、加減算パルス入力）
その他のPCシステム設定は、初期状態になっているものとします（割り込み処理
時の入力リフレッシュは行いません）。

25313（常時ON）�

00000

SBN(92) 100

SBN(92) 101

RET(93)

RET(93)

@SPED(64)�
           001�
           001�
       #0001

@PULS(65)�
           001�
           004�

000

@CTBL(63)�
           001�
           000�
       DM0000

@ACC       �
           001�
           001�
DM0010

25313（常時ON）�

25313（常時ON）�

SBN(92) 102

RET(93)

ACC         �
           001�
           003�
DM0012

SPED(64) �
           001�
           001�

#0000

ポート１�
目標値一致型�
登録・比較開始�

ポート１�
CW側�
パルス量設定なし�

ポート１�
連続モード�
10Hz

ポート１�
加速＋連続モード�
（モード１）�

ポート１�
減速＋連続モード�

ポート１�
連続モード�
出力停止�

DM0000　0  0  0  3　比較条件３個�
DM0001　2  5  0  0　カウント数�
DM0002　0  0  0  0　2500�
DM0003　0  1  0  0　サブルーチン100�
DM0004　7  5  0  0　カウント数�
DM0005　0  0  0  0　7500�
DM0006　0  1  0  1　サブルーチン101�
DM0007　0  0  0  0　カウント数�
DM0008　0  0  0  1　10000�
DM0009　0  1  0  2　サブルーチン102

DM0010　0  0  5  0　加速500Hz／4ms�
DM0011　2  5  0  0　目標25kHz

DM0012　0  0  5  0　減速500Hz／4ms�
DM0013　0  0  5  0　目標500Hz

10000 10000  ON
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アブソリュート形高速カウンタ割り込み
CPUユニット（形CQM1－CPU44－V1）には、アブソリュート形エンコーダイン
タフェース（ABS　I／F）機能があります。
専用ポート1、2に入力された、アブソリュート形のロータリエンコーダからのグ
レイ2進コードの値に応じた割り込み処理を行うことができます。
2つのポートを別々に使用することができます。ポート1でのアブソリュート形高
速カウンタを「アブソリュート形高速カウンタ1」、ポート2でのアブソリュート
形高速カウンタを「アブソリュート形高速カウンタ2」と呼びます。
計数速度は、4kHzです。

●処理の概要
［入力信号とカウントモード］

入力されたグレイ2進コードの変換のしかたに応じて、次の2つのカウントモード
があります。

BCDモード
グレイ2進コードを通常のBIN（2進化16進数）データに直した上で、BCD
（2進化10進数）に変換します。

360゜モード
分解能に応じた最大値を360゜として、入力された値を角度（0～359）に変
換します（CTBL命令で比較テーブルを設定するときは、5゜単位にしま
す）。

ポート1、2で入力されるグレイ2進コードの分解能には、次の3種類のいずれかを指定
します。それによって、各カウントモードでの数値範囲は次のようになります。

［アブソリュート形高速カウンタ1、2割り込みのカウントチェック方式］

アブソリュート形高速カウンタ1、2でも、他の高速カウンタと同じ次の2つのカウ
ントチェック方式があります。
　目標値一致型
　帯域比較型
それぞれの動作については、P.2-40を参照してください。
ただし、形CQM1-CPU44-V1では、目標値一致型の比較条件を、比較テーブルに最
大48個まで登録できます。

分解能 数値範囲

BCDモード時 360゜モード時
8ビット 0～255 比較テーブル設定値：0～355（5゜単位）
10ビット 0～1023 現在値出力：0～359（1゜単位）
12ビット 0～4095

アブソリュート形高速カウンタ1、2は、形CQM1－CPU44

－V1でのみ使用できます。
参 考 �

D
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●使用前の準備（PCシステム設定）
アブソリュート形高速カウンタ1、2割り込みを使用するときは、プログラムを実
行する前に、プログラムモードで次のように設定しておきます。

入力リフレッシュチャネルの設定（DM6634、6635）

ポート1、2の動作の設定（DM6643、6644）

それぞれのポートの使用状況に合わせて設定してください。

●アブソリュート形エンコーダの原点の補正
アブソリュート形エンコーダの原点が実際の原点とずれているときは、原点の補
正を行うことができます。原点の補正後は、アブソリュート形エンコーダからの
データを補正した値が、現在値として出力されるようになります。

参 考 �

ビット

�
チャネル数（BCD２桁）　　　　00～16�
開始チャネル番号（BCD２桁）　00～15�
（初期状態：「0000」入力リフレッシュなし）�

015

DM6634、6635

高速カウンタ１：DM6634�
高速カウンタ２：DM6635

ビット�

�
カウントモード�
　0：BCDモード　1：360°モード
分解能�
　00：8ビット　01：10ビット　02：12ビット�
（初期状態：「0000」BCDモード、分解能8ビット）�

015

DM6643、6644

ポート１：DM6643�
ポート２：DM6644

・原点の補正は、ポート１とポート２で別々に行うことが

できます。

・初期状態では、原点補正なしの状態になっています。

・原点の補正は、次に再び原点の補正が実行されるまで有

効です（電源OFF後も有効です）。
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原点の補正は、次のように行います。
①原点としたい位置に、アブソリュート形エンコーダを設定します。
②CQM1のディップスイッチ１がOFF（DM6614～6655にツールからの書き込み

可）になっていることを確認します。また、CQM1はプログラムモードにしてお
きます。

③PCシステム設定（DM6643、6644）にアブソリュート分解能を設定します。
④停止異常、FALS　9Cが発生していないことを確認します。
⑤高速カウンタ１、２現在値エリアを読み出し、補正前の値を確認しておきま

す。
高速カウンタ１、２現在値エリアは、以下のようになっています。

　 ポート１：232、233CH　ポート２：234、235CH
⑥アブソリュート形高速カウンタ１、２原点補正フラグを周辺ツールからONにし

ます。
アブソリュート形高速カウンタ１、２原点補正フラグは、以下のようになって
います。

　 ポート１：25201　ポート２：25202
原点の補正が実行され、補正値が以下のチャネルに格納されます（原点補正フ
ラグは自動的にOFFに戻ります）。

　 ポート１：DM6611　ポート２：DM6612

⑦高速カウンタ１、２現在値エリアを読み出し、補正が完了したことを確認しま
す。
正常に補正が完了したときは、現在値が0000になります。

参 考 � BCDモード／360゜モードに関りなく、0000～4095の

BCD４桁で補正値が格納されます。

アブソリュート形高速カウンタ1、2は、設定が有効に

なったときからカウント動作を開始します。またカウン

ト動作だけでは比較テーブルとの比較は行わず、割り込

みはかかりません。また、現在値は次のチャネルでモニ

タできます。

アブソリュート形高速カウンタ1：232、233CH

アブソリュート形高速カウンタ2：234、235CH

●使用手順
プログラム内で、次の手順で使用します。

参 考 �
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［比較テーブルとの比較を起動・停止する場合］

①CTBL命令で、比較テーブルをCQM1に登録し、比較を開始します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002
M ：モード指定

目標値一致テーブル登録・比較開始 ：000
帯域比較テーブル登録・比較開始 ：001
目標値一致テーブル登録のみ ：002
帯域比較テーブル登録のみ ：003

S ：比較テーブル先頭チャネル番号

Mに000を設定すると目標値一致型で、001を設定すると帯域比較型で、比較テーブ
ルを登録し、登録が完了したら比較を開始します。比較を実行している間、比較
テーブルに従ってアブソリュート形高速カウンタ割り込みが実行されます。
登録する比較テーブルの内容については、CTBL命令を参照してください。

②比較を停止させるときは、INI命令を次のように実行します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

・比較を再開させるときは、第1オペランドにポートNo.を

第2オペランドに000（比較実行）を設定して、INI命令

を実行します。

・いったん登録されたテーブルは、新たに他のテーブルが

登録されない限り、運転中（プログラム実行中）はずっ

とCQM1内に保持されます。

参 考 �

(@)CTBL(63)�
                P�
                M�
                S

(@) I N I (61)�
              P�
              001�
              000

アブソリュート形高速割り込み1、2は、他の高速カウンタ

と異なり、比較テーブルに設定する目標値、上限値、下限

値はいずれも1チャネルずつです。

参 考 �
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［アブソリュート形高速カウンタ1、2の現在値を読み出す場合］

現在値の読み出しには、次の2つの方法があります。
高速カウンタ1、2現在値エリアを読み出す方法
PRV命令を使用する方法

＜高速カウンタ1、2現在値エリアを読み出すとき＞
高速カウンタ1、2現在値エリアには、アブソリュート形高速カウンタ1、2の現在
値が、次のように格納されています。

上位4桁 下位4桁 BCDモード時 360゜モード時
　 ポート1  233CH  232CH 00000000～00004095 00000000～00000359

ポート2  235CH  234CH

＜PRV命令を使用するとき＞
PRV命令で、アブソリュート形高速カウンタ1、2の現在値を読み出します。

P ：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

D ：現在値格納先頭チャネル番号

次のように、アブソリュート形高速カウンタ1、2の現在値が格納されます。

   上位4桁    下位4桁 BCDモード時 360゜モード時
　D+1　 　D  　 00000000～00004095 00000000～00000359

PRV命令実行時点での正確な現在値を読み出すことができ

ます。

(@)PRV(62)�
             P�
             000�
             D

このチャネルは1スキャンごとに更新されるため、正確な現

在値からは多少のズレが出ます。
参 考 �

参 考 �
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［アブソリュート形高速カウンタ1、2の状態を読み出す場合］

アブソリュート形高速カウンタ1、2の状態の読み出しには、次の2つの方法があり
ます。

CQM1の関連するエリアを読み出す方法
PRV命令を使用する方法

＜CQM1の関連するエリアを読み出す方法＞
アブソリュート形高速カウンタ1、2に関連するCQM1のエリアは次のようになって
います。このエリアを読み出すことで、アブソリュート形高速カウンタ1、2の状
態を知ることができます。

AR0408～0415：動作状態
00 ：正常
01、02：ハードウェア異常
03 ：PCシステム設定異常

＜PRV命令を使用する方法＞
PRV命令を次のように使用することで、アブソリュート形高速カウンタ1、2の状
態を読み出すことができます。

P：ポート指定 ポート1：001　ポート2：002

Dには、状態を格納するチャネル番号を指定します。
Dチャネルに格納されるアブソリュート形高速カウンタ1、2の状態は、ビットに
よって次のようになっています。

ビット 機能 意味

0 比較動作 0：停止中　1：実行中

ポート1 ポート2 機能 意味

AR0500 AR0600 帯域比較結果1 0：不一致　1：一致

AR0501 AR0601 帯域比較結果2 0：不一致　1：一致

AR0502 AR0602 帯域比較結果3 0：不一致　1：一致

AR0503 AR0603 帯域比較結果4 0：不一致　1：一致

AR0504 AR0604 帯域比較結果5 0：不一致　1：一致

AR0505 AR0605 帯域比較結果6 0：不一致　1：一致

AR0506 AR0606 帯域比較結果7 0：不一致　1：一致

AR0507 AR0607 帯域比較結果8 0：不一致　1：一致

AR0508 AR0608 比較動作 0：停止中　1：実行中

ビット1～15は、0になります。

(@)PRV(62)�
              P�
              001�
              D
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●使用例
ポート１を使用して、アブソリュート形高速カウンタを使用し、アブソリュート形エ
ンコーダからの入力に応じて、出力10000～10003をON／OFFする例を示します。
アブソリュート形高速カウンタ１は、分解能８ビットの360゜モードで、帯域比較
型で実行するようにします。
プログラム実行前に、PCシステム設定を以下のように設定します。
DM6643：0100（ポート１：360゜モード、分解能８ビット）
その他のPCシステム設定は、初期状態になっているものとします（割り込み処理
時の入力リフレッシュは行いません）。

AR0500

AR0501

AR0502

AR0503

AR0507

AR0504
〜�

0 85   90 175   180 265   270 355   360

アブソリュート形高速カウンタ１の現在値とAR0500～0507（帯域比較結果）の関係�

25313（常時ON）�

00000

SBN(92) 100

SBN(92) 101

RET(93)

RET(93)

@CTBL(63)�
           001�
           001�
       DM0000

25313（常時ON）�

25313（常時ON）�

SBN(92) 102

RET(93)

MOV(21)   �
#0001�

           100

MOV(21)   �
           #0002�
           100�

�

MOV(21)   �
           #0004�
           100�

�

ポート１�
帯域比較型�
登録・比較開始�

10000　　 ：ON�
他のビット：OFF

10001　　 ：ON�
他のビット：OFF

10002　　 ：ON�
他のビット：OFF

DM0000　0  0  0  0�
　　　　   0  0  8  5　
　　　　   0  1  0  0　サブルーチン100�
DM0003　0  0  9  0�
　　　　   0  1  7  5�
　　　　   0  1  0  1　サブルーチン101�
DM0006　0  1  8  0�
　　　　   0  2  6  5�
　　　　   0  1  0  2　サブルーチン102�
DM0009　0  2  7  0�
　　　　   0  3  5  5�
　　　　   0  1  0  3　サブルーチン103�
DM0012　0  0  0  0�
　　　　   0  0  0  0�
　　　　   F  F  F  F�
DM0015　0  0  0  0�
　　　　   0  0  0  0�
　　　　   F  F  F  F�
DM0018　0  0  0  0�
　　　　   0  0  0  0�
　　　　   F  F  F  F�
DM0021　0  0  0  0�
　　　　   0  0  0  0�
　　　　   F  F  F  F

25313（常時ON）�

SBN(92) 102

RET(93)

MOV(21)   �
           #0008�
           100

10003　　 ：ON�
他のビット：OFF

0～85°

90～175°

180～265°

270～355°

比較個数調整�
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CQM1では、通信ポートで、次のような通信を行うことができます。
　上位リンク方式の通信 ：CQM1 パーソナルコンピュータなど
　RS232無手順方式の通信 ：CQM1 パーソナルコンピュータなど
　1対1リンク（データリンク）通信 ：CQM1 CQM1
　NTリンク（1：1）方式の通信 ：CQM1 プログラマブルターミナル

ここでは、これらの通信に関わるPCシステム設定と、通信の使用方法について説
明します。

上位リンク方式、RS232無手順方式で共通のPCシステム設定
上位リンク方式とRS232無手順方式で共通のPCシステム設定には、次の設定があ
ります。あらかじめ設定してください。

２ー５　通信機能

E

参 考 � ・ペリフェラルポートしか備えていないCPUユニット（形

CQM1－CPU11）では、1対1リンク通信は実行できません。

・形CQM1－CPU11／21では、NTリンク（1：1）方式の通

信は実行できません。また、NTリンク（1：1）方式の通信

は、ペリフェラルポートでは実行できません。

・DM6645～6649の設定は、ラダーサポートソフト、FIT使

用時は「PCシステム設定（拡張機能）」で行えます。

・CQM1のディップスイッチ5がONのときは、PCシステム

設定に関わらず、以下の通信条件に設定されます。

通信のモード　　 ：上位リンクモード

号機No．　　　 ：00

スタートビット　 ：1ビット

データ長　　　　 ：7ビット

　 ストップビット　 ：2ビット

　 パリティ　　　　 ：偶数

　 伝送速度　　　　 ：9600ビット/s

　 送信ディレー時間 ：なし

　通信条件設定（スイッチ番号5）のON条件は、CPUユニッ

トのロットNo.が「＊＊75」（1995年7月）以降のものより

上記の値になっています。

　「＊＊65」（1995年6月）以前のものは、ストップビット

=1bit、伝送速度=2400ビット/sとなっています。

参 考 �
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標準通信条件の設定

ビット8～11は、1対1リンクの親局でのみ有効です。
ビット0～7、12～15は、CQM1本体のディップスイッチ5がOFFのときのみ有効です。

標準通信条件は、次のようになっています。
スタートビット ：1
データ長 ：7
ストップビット ：2
パリティ ：偶数
伝送速度 ：9600ビット/s

使用するモードは必ず設定してください。
通信条件が上記の設定で構わないときは、下位2桁に00を設定します。

H

ビット�

モード指定�
　0：上位リンク　1：RS232無手順　2：1対1リンク子局　3：1対1リンク親局�
　4：NTリンク（1：1）�
　（ペリフェラルポートおよび形CQM1-CPU21のRS232Cポートでは、�
　　NTリンク（1：1）方式は使用不可）�
1対1リンク時の使用エリアの設定�
　0：LR00～63　1：LR00～31　2：LR00～15�
標準通信条件の使用・不使用�
　00：標準通信条件　01：DM6646、6651の設定に従う�
（初期状態：「0000」標準通信条件で上位リンク方式）�

015

DM6645、6650

RS232ポート　　 ：DM6645�
ペリフェラルポート：DM6650

参 考 � 1対1リンク通信とNTリンク（1：1）方式の通信の設定は、
RS232ポートでのみ有効です。ただし、形CQM1-CPU21で
は、NTリンク（1：1）方式の通信は実行できません。
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通信条件の設定

ビット�

伝送フレームフォーマットの設定（下表）�
伝送速度（下表）�
（初期状態：「0000」�
　　　　　　スタートビット：1、データ長：7、ストップビット：1、偶数パリティ、1200ビット/s）�

015

DM6646、6651

RS232ポート　　 ：DM6646�
ペリフェラルポート：DM6651

伝送フレームフォーマット

設　定 スタート データ ストップ パリティ 設　定 スタート データ ストップ パリティ
ビット 長 ビット ビット 長 ビット

00 1 7 1 偶数 06 1 8 1 偶数

01 1 7 1 奇数 07 1 8 1 奇数

02 1 7 1 なし 08 1 8 1 なし

03 1 7 2 偶数 09 1 8 2 偶数

04 1 7 2 奇数 10 1 8 2 奇数

05 1 7 2 なし 11 1 8 2 なし

伝送速度

設　定 伝送速度

00 1200 ビット/s

01 2400 ビット/s

02 4800 ビット/s

03 9600 ビット/s

04 19200 ビット/s

CQM1本体のディップスイッチ5がOFFになっていて、DM6645、6650で「DM6646、
6651の設定に従う」に設定されているときのみ有効です。
通信相手の通信条件に合わせて設定してください。

送信ディレー時間の設定

ビット�

送信ディレー時間（BCD４桁、10ms単位）�
　0000～9999（0～99.99秒）�
（初期状態：「0000」送信ディレー時間なし）�

015

DM6647、6652

RS232ポート　　 ：DM6647�
ペリフェラルポート：DM6652

通信ポートに接続する機器によっては、送信を行う間隔をとる必要のあるものが
あります。そのようなときは、送信ディレー時間を設定して、送信間隔を調整し
てください。

は標準通信条件
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上位リンク方式・RS232無手順方式・NTリンク（1：1）方式時の推奨ケー
ブル・コネクタ

上位リンク方式・RS232無手順方式・NTリンク（1：1）方式使用時の推奨する
ケーブル・コネクタは、次の製品です。

・ケーブル
　AWG28×5P　IFVV－SB 藤倉電線製
　CO－MA－VV－SB　5P×AWG28 日立電線製

・コネクタ（CQM1側）
　形XM2A－0901　オムロン製（CQM1に付属）

・コネクタカバー（CQM1側）
　形XM2S－0911　オムロン製（CQM1に付属）

コンピュータ側のコネクタ、コネクタカバーは、使用しているコンピュータの取
扱説明書を参照して用意してください。

ケーブルは、下図のように配線してください（ここではFC－987を例に示しま
す）。

＜CQM1＞� ＜FC987＞�
信号�
略号�
FG�
SD�
RD�
RS�
CS�
DSR�
SG�
－�
－�.�.�.�
DTR

ピン�
番号�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9��.�.�.�
20

信号�
略号�
FG�
SD�
RD�
RS�
CS�
－�
－�
－�
SG

ピン�
番号�
�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9

コネクタ口金�

・CQM1のFG端子はD種接地（第3種接地）を行ってくださ
い。詳細は、セットアップマニュアルを参照してくださ
い。
・コンピュータのFG端子もD種接地（第3種接地）を行って
ください。詳細は、コンピュータの取扱説明書を参照して
ください。

お願い�

J
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上位リンク方式の設定と通信の使用方法
上位リンク方式の通信を行うときの、PCシステム設定の設定と、通信の使用方法
について説明します。

●上位リンク方式使用時のPCシステム設定
上位リンク方式だけで必要なPCシステム設定には、以下の設定があります。

号機No.の設定

ビット�

号機No.（BCD２桁）　00～31�
（初期状態：「00」号機No.00）�

015

DM6648、6653 0 0

R S 2 3 2ポート　　：DM6648�
ペリフェラルポート：DM6653

号機No.は、複数のPCが上位コンピュータに接続されているときに、PCを識別する
ための番号です。通常は00に設定してください。

●上位リンク方式とは
上位リンク方式とは、PCと上位コンピュータをRS－232Cケーブルで接続し、上位
コンピュータからPCを通信制御するために、弊社が開発した通信方式です。
通常は上位コンピュータがPCにコマンドを発行し、PCが自動的に返信（レスポ
ンス）を返します。そのため、PC側では通信を意識しないで済むようになってい
ます。
しかし、PC側からまったく通信を開始できないと困ることがありますので、
CQM1では必要があれば、自発的にデータ送信ができるようになっています。

上位リンク方式には、Cモードコマンド、FINSコマンドの2つの体系があり、
CQM1はその内のCモードコマンドをサポートしています。Cモードのコマンド／
レスポンスや、上位コンピュータからのコマンドの発行方法については、「第5章
上位リンクコマンド」を参照してください。

参 考 � DM6645、6650の上位2桁には必ず「00」（上位リンクモー

ド）を設定してください。DM6645、6650の下位2桁と

DM6646、6651には、通信条件に応じた設定をしてくださ

い。
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●通信の手順
ここでは、CQM1から上位リンク方式でデータ送信を行う方法について説明しま
す。これによって、データ変化時にCQM1から自発的にデータ送信ができ、コン
ピュータ側が常に監視する必要がなくなるため、負担を軽減することができま
す。
上位コンピュータからコマンドを発行する方法については、「第5章 上位リンクコ
マンド」を参照してください。

①補助記憶リレーAR0805（RS232ポート送信レディーフラグ）がONになっている
ことを確認します（ペリフェラルポートではAR0813）。

②TXD命令で、データを送信します。

S：送信データ先頭チャネル番号
C：コントロールデータ 0000：RS232ポート

1000：ペリフェラルポート
N：送信データバイト数（BCD4桁） 0000～0061

この命令実行後から、データ送信完了までの間、AR0805（AR0813）はOFFになり
ます（送信が完了すると再びONに戻ります）。
TXD命令にはレスポンスがありませんので、コンピュータ側が受信したことを確
認したいときは、コンピュータのプログラムでCQM1に対してデータの書き込みな
どを行って通知してください。

(@)TXD (48)�
           S �
             C �
             N 

・TXD命令で送信される上位リンクモードの送信データのフ

レームは、次のようになっています。

＠ E X *

号機No. ヘッダコード�
（必ず "EX" に　�

なります）�

FCS

×10 1 ×10 0

データ�
（122文字以内）�

ターミネータ�

・通信ポートをリセットする（初期状態に戻す）ときは、特

殊補助リレーの25209（RS232ポート）、25208（ペリ

フェラルポート）をONにします（リセット完了後、自動

的にOFFに戻ります）。

・コンピュータからのコマンドに対するレスポンスをCQM1

が返信している最中にTXD命令を実行したときは、レスポ

ンス送信完了するまで待ってからTXD命令による送信を行

います。それ以外のときは、TXD命令によるデータ送信が

優先されます。

参 考 �
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●使用例
RS232ポートを上位リンク方式で使用して、DM0000～0004の10バイトのデータを
コンピュータに送信するプログラム例を示します。
PCシステム設定は、すべて初期状態になっているものとします（RS232ポートを
上位リンク方式で、号機No.00、標準通信条件で使用します）。
DM0000～0004には、どのチャネルにも「1  2  3  4」が格納されているものとしま
す。
コンピュータ側では、CQM1の標準通信条件でデータを受信するプログラムを実行
しておいてください。

00100がONになったときに、AR0805（送信レ
ディーフラグ）がONならば、DM0000～0004
の10バイトのデータを送信します。

コンピュータ側のプログラムを、次のように入力します。
PCからのデータ読み出しを実行する上位リンクコマンドの読み出し系コマンドを
実行中に、コンピュータ宛にPCからデータを送信し表示させます。

10 'CQM1 SAMPLE PROGRAM FOR EXCEPTION
20 CLOSE 1
30 CLS
40 OPEN "COM:E73" AS #1
50 ＊KEYIN
60 INPUT "DATA        --------",S$
70 IF S$="" THEN GOTO 190
80 PRINT "SEND DATA = ";S$
90 ST$=S$
100 INPUT "SEND OK? Y or N?=",B$
110 IF B$="Y" THEN GOTO 130 ELSE GOTO ＊KEYIN
120 S$=ST$
130 PRINT #1,S$･････････････････････････････････････････  PC宛のコマンドを送信

140 INPUT #1,R$･････････････････････････････････････  PCからのレスポンスを受信

150 PRINT "RECV DATA = ";R$
160 IF MID$(R$,4,2)="EX" THEN GOTO 210･･･････ PC発行のコマンドを識別

170 IF RIGHT$(R$,1)<>"＊" THEN S$="":GOTO 130
180 GOTO ＊KEYIN
190 CLOSE 1
200 END
210 PRINT "EXCEPTION!! DATA"
220 GOTO 140

コンピュータが受信するデータは、次のようになります（FCSは「59」になりま
す）。

"@00EX1234123412341234123459＊　CR   "

@TXD(48)�
     DM0000�
       #0000�
        #0010

00100 AR0805



2-67

● 2－5　通信機能

２
章

Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
設
定
と
Ｃ
Ｑ
Ｍ
１
の
機
能

RS232無手順方式の設定と通信の使用方法
RS232無手順方式の通信を行うときの、PCシステム設定の設定と、通信の使用方
法について説明します。
RS232無手順方式の通信を使用することで、プリンタに印字したり、バーコード
リーダからデータを読み出したりできます。

●RS232無手順方式使用時のPCシステム設定
RS232無手順方式だけで必要なPCシステム設定には、以下の設定があります。

スタートコード、エンドコードの有無の設定

ビット�

エンドコードの有無�
　0：付けない（受信データ数指定）　1：付ける（エンドコード指定）�
　2：CR・LF�
スタートコードの有無�
　0：付けない　1：付ける（スタートコード指定）�
（初期状態：「00」スタートコードなし、受信データ数256で受信完了）�

015

DM6648、6653 0 0

R S 2 3 2ポート　　：DM6648�
ペリフェラルポート：DM6653

データの先頭にスタートコードを、最終にエンドコードを付けるかを設定しま
す。エンドコードの代わりに指定バイト数で受信完了する設定にすることもでき
ます。
コードや受信データ数はDM6649、6654で設定します。

スタートコード、エンドコード、受信データ数の設定

ビット�

エンドコードまたは受信データ数の設定�
　エンドコード時　00～FF�
　受信データ数時（16進数２桁）00～FF（00：256バイト）�
スタートコード　00～FF�
（初期状態：「0000」スタートコードなし、受信データ数256で受信完了）�

015

DM6649、6654

R S 2 3 2ポート　　：DM6649�
ペリフェラルポート：DM6654

この設定は、CQM1のディップスイッチ5がOFFのときのみ有効です。

参 考 � DM6645、6650の上位2桁には必ず「10」（RS232無手順モー

ド）を設定してください。DM6645、6650の下位2桁と

DM6646、6651には、通信条件に応じた設定をしてくださ

い。
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●通信の手順
［送信時］

①補助記憶リレーAR0805（RS232ポート送信レディーフラグ）がONになっている
ことを確認します（ペリフェラルポートではAR0813）。

②TXD命令で、データを送信します。

この命令実行後から、データ送信完了までの間、AR0805（AR0813）はOFFになり
ます（送信が完了すると再びONに戻ります）。

(@)TXD (48)�
                 S�
                 C�
                 N

S：送信データ先頭チャネル番号�
C：コントロールデータ�
�
�
�
�
N：送信データバイト数（BCD４桁）  0000～0256

X 0 0 X
0：上位→下位の順�
1：下位→上位の順�
0：RS232ポート�
1：ペリフェラルポート�

�

・送信データバイト数には、スタートコード、エンドコー

ドは含みません。ただし、送信できる最大のバイト数

は、スタートコード、エンドコードを含めて256バイトで

す。

例：スタートコードのみのとき

Nの最大値：255

スタートコード、エンドコードがあるとき

Nの最大値：254

送信データバイト数に0000を指定すると、スタートコー

ド、エンドコードだけを送信します。

・TXD命令で送信される上位リンクモードの送信データの

フレームは、次のようになっています。

・通信ポートをリセットする（初期状態に戻す）ときは、

特殊補助リレーの25209（RS232ポート）、25208（ペ

リフェラルポート）をONにします（リセット完了後、自

動的にOFFに戻ります）。

スタート�
コード�

エンド�
コード�

データ�
（送信データバイト数分）�

256バイト以内�

参 考 �
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［受信時］

①データの受信を補助記憶リレーAR0806（RS232ポート受信完了フラグ）がONに
なることで確認します（ペリフェラルポートではAR0814 ）。

②RXD命令で、データを読み出します。

③データの受信状態が以下の補助記憶リレーに格納されます。これらのエリアは
RXD命令を実行すると、初期化（イニシャル）されます。
RS232 ペリフェラル
AR0800～0803 AR0808～0811 ：通信ポートエラーコード（BCD1桁）

0：正常終了
1：パリティエラー
2：フレーミングエラー
3：オーバーランエラー

 AR0804  AR0812 ：通信異常発生時にON
 AR0807  AR0815 ：受信オーバーフラグ（受信完了後にRXD命

令でデータを読み出す前に、次のデータを
受信した）

 AR09  AR10 ：受信データバイト数

●使用例
RS232ポートをRS232無手順方式で使用して、コンピュータにDM0100～0104の10
バイトのデータを送信し、コンピュータから受信したデータをDM0200から格納す
るプログラムを示します。
プログラムを実行する前に、PCシステム設定を以下のように設定します。
　DM6645：1000（RS232ポートをRS232無手順方式で、標準通信条件で使用）
　DM6648：2000（スタートコードなし、エンドコードCR・LF）

・通信ポートをリセットする（初期状態に戻す）ときは、

特殊補助リレーの25209（RS232ポート）、25208（ペ

リフェラルポート）をONにします（リセット完了後、自

動的にOFFに戻ります）。

・AR09、AR10の受信データバイト数には、スタートコー

ド、エンドコードは含みません。ただし、受信できるバ

イト数は、スタートコード、エンドコードを含めて256バ

イトです。

(@)RXD (47)�
                 D�
                 C�
                 N

D：受信データ格納先頭チャネル番号�
C：コントロールデータ�
�
�
�
�
N：格納バイト数（BCD４桁）  0000～0256

X 0 0 X
0：上位→下位の順�
1：下位→上位の順�
0：RS232ポート�
1：ペリフェラルポート�

�

参 考 �
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その他のPCシステム設定は、すべて初期状態になっているものとします。
DM0100～0104には、どのチャネルにも「3 1 3 2」が格納されているものとしま
す。
コンピュータ側では、CQM1の標準通信条件でデータを送受信するプログラムを実
行しておいてください。

00100がONになったとき、AR0805（送信レディーフラ
グ）がONならば、DM0100～0104の10バイトのデータを
送信します（上位→下位の順で送信します）。

AR0806（受信完了フラグ）がONになったら、CQM1の
受信バッファから、AR09に書き込まれた受信データ数分
のデータを読み出し、DM0200以降へ格納します（上位

→下位の順で格納します）。

データは、次のようになります。
"31323132313231323132　CR　  LF   "

1対1リンクの設定と通信の使用方法
2台のCQM1をRS232ポート同士で接続して、1対1リンクを行うことで、リンクリ
レー（LR）を共有することができます。
1対1リンクでは、片方のCQM1を親局、もう片方のCQM1を子局と呼びます。

●1対1リンクとは
1対1リンクとは、2台のCQM1でリンクリレー（LR）を共有するための機能です。
下図のように、1対1リンクリレーの自分用のエリアに書き込みをするだけで、自
動的に相手の同じエリアが自分用のエリアのデータと同じになります。

親局�

親局用エリア�

子局用エリア�

書き込む→1

1

子局�

1

1←書き込む�

親局用エリア�

子局用エリア�

自動的に�
書き込まれる�

親局用エリア、子局用エリアは、リンクリレーエリアの設定によって、次のよう
になります。

DM6645の設定 LR00～63を使用 LR00～31を使用 LR00～15を使用

親局用エリア LR00～31 LR00～15 LR00～07

子局用エリア LR32～63 LR16～31 LR08～15

TXD(48)�
     DM0100�
        #0000�
        #0010

00101 AR0805

@RXD(47)�
     DM0200�
        #0000�
          AR09

AR0806

DIFU(13)  00101
00100

参 考 � １対１リンクは、ペリフェラルポートでは使用できません。
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お願い�
CQM1のFG端子は2台ともD種接地（第3種接地）を行ってく
ださい。詳細は、セットアップマニュアルを参照してくださ
い。

J

●推奨ケーブル・コネクタと配線方法
1対1リンク通信使用時の推奨するケーブル・コネクタは、次の製品です。

・ケーブル
　AWG28×5P  IFVV－SB 藤倉電線製
　CO－MA－VV－SB 5P×AWG28日立電線製

・コネクタ
　形XM2A－0901　オムロン製（CQM1に付属）

・コネクタカバー
　形XM2S－0911　オムロン製（CQM1に付属）

親局、子局とも同じコネクタ・コネクタカバーを使用します。

ケーブルは、下図のように配線してください。

＜CQM1＞� ＜CQM1＞�
信号�
略号�
FG�
SD�
RD�
RS�
CS�
－�
－�
－�
SG

ピン�
番号�
�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9

信号�
略号�
FG�
SD�
RD�
RS�
CS�
－�
－�
－�
SG

ピン�
番号�
�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9

コネクタ口金� コネクタ口金�

●1対1リンク使用時のPCシステム設定
1対1リンクのPCシステム設定には、以下の設定があります。

モードとリンクリレーエリアの設定

ビット�

モード指定�
　2：１対１リンク子局�
　3：１対１リンク親局�
１対１リンク時の使用エリアの設定�
　0：LR00～63�
　1：LR00～31�
　2：LR00～15�
（初期状態：「00」標準通信条件で上位リンク方式）�

015

DM6645 00

00固定�

この設定は、CQM1の本体のディップスイッチ5がOFFのときのみ有効です。
ビット8～11は、1対1リンクの親局でのみ有効です。
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●通信の手順
正しく親局、子局がそれぞれに設定されていれば、2台のCQM1の電源を両方とも
ONするだけで、自動的に1対1リンクが起動します（CQM1のモードには無関係に
動作します）。

●リンクエラー
子局は、1秒間たっても親局からのレスポンスを受信しない場合、AR0802（1対1リ
ンクエラー）とAR0804（通信異常）をONします。

●使用例
RS232ポートで1対1リンクを行う様子を確かめるプログラムを示します。
プログラム実行前に、PCシステム設定を以下のように設定します。

親局側　DM6645：3200（1対1リンク親局、使用エリアLR00～15）
子局側　DM6645：2000（1対1リンク子局）

その他のPCシステム設定は、初期状態になっているものとします。
１対１リンク用のエリアは次のようになります。

親局側�
LR00�

�
LR07�
LR08�

�
LR15

子局側�

書き込み用エリア�

読み出し用エリア�書き込み用エリア�

読み出し用エリア�

LR00�
�

LR07�
LR08�

�
LR15

親局、子局の両方でプログラムを実行する
と、自分の入力001チャネルの状態が相手側
の出力100チャネルに、相手の入力001チャネ
ルの状態が自分の出力100チャネルに反映さ
れることがわかります。

E

MOV(21)�
           001�
         LR00

25313（常時ON）�

MOV(21)�
         LR08�
           100�
�

親局側�

MOV(21)�
           001�
         LR08

25313（常時ON）�

MOV(21)�
         LR00�
           100�
�

子局側�
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NTリンク（1：1）方式の設定と通信の使用方法
NTリンク（1：1）方式の通信を行うときの、通信の使用方法について説明しま
す。

参 考 � ・NTリンク（1：1）方式だけで必要なPCシステム設定は、
特にありませんが、NTリンク（1：1）方式を使用する場合
は、必ず以下のように設定してください。
・DM6645：4000（NTリンク（1：1）方式を使用）
（P.2-61参照）
・CPUユニットのディップスイッチ5：OFF（RS232
ポートをPCシステム設定での設定で使用）

・プログラマブルターミナル（PT）側の設定や、NTリンク
（1：1）方式での通信の詳細については、ご使用のPTのマ
ニュアルを参照してください。

・形CQM1－CPU11／21では、NTリンク（1：1）方式の通信
は実行できません。また、NTリンク（1：1）方式の通信
は、ペリフェラルポートでは実行できません。

NTリンク方式とは、PCとプログラマブルターミナル（PT）との間で、高速に通信
を行うために、弊社が開発した通信方式です。
NTリンク方式には、1台のPCに1台のPTを接続する1：1の通信方式と、1台のPCに
複数台のPTを同時に接続する1：Nの通信方式の2種類がありますが、CQM1では
1：1の通信方式のみを使用できます。

PTの中には、プログラミングコンソールの機能（プロコン機能）を持つものがあ
り、NTリンク（1：1）方式を使用することで、PTからCQM1のプログラミングや
モニタをすることもできます。プロコン機能の詳細については、ご使用のPTのマ
ニュアルを参照してください。

NTリンク方式では、PT側から発行されたコマンドに、PC側が自動的に応答するた
め、CQM1上でプログラムを用意する必要はなく、特に通信手順などを意識する必
要はありません。

●NTリンク（1：1）方式とは

●通信の手順
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２ー６　符号付きBIN演算

CQM1では、符号付きBIN演算が扱えるようになりました。符号付きBIN演算用
に、以下の命令を用意しています。

16ビットデータ演算
・2の補数変換命令（NEG）
・BIN加算命令（ADB）
・BIN減算命令（SBB）
・符号付きBIN乗算命令（MBS）
・符号付きBIN除算命令（DBS）

32ビットデータ演算
・2の補数倍長変換命令（NEGL）
・BIN倍長加算命令（ADBL）
・BIN倍長減算命令（SBBL）
・符号付きBIN倍長乗算命令（MBSL）
・符号付きBIN倍長除算命令（DBSL）

符号付きBIN演算の定義

●符号付き演算の考え方

減算

7－3 → 4
（－7）－3 → －10
7－（－3） → 10
（－7）－（－3） → －4

加算

7＋3 → 10
（－7）＋3 → －4
7＋（－3） → 4
（－7）＋（－3） → －10

乗算

7×3 → 21
（－7）×3 → －21
7×（－3） → －21
（－7）×（－3） → 21

除算

7÷3 →　2余り　1
（－7）÷3 →－2余り－1
7÷（－3） →－2余り　1
（－7）÷（－3） →　2余り－1

2の補数を使用することで符号付き
演算ができます。）

2の補数を使用することで符号付き
演算ができます。）
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● 2－6　符号付きBIN演算

D

●符号付きBINデータの定義
CQM1では16ビット、32ビットの数値を扱う命令があります。符号付きBINデータ
は2の補数表現を用いてるため、16ビット、32ビットの最上位ビットを正負の符号
判定ビットに使用しています。したがって、16ビット、32ビットで取り扱える数値
は次のようになります。

16ビット：－32768～32767（16進表現：8000～7FFF）
32ビット：－2147483648～2147483647（16進表現：80000000～7FFFFFFF）

16ビット符号付きデータと32ビット符号付きデータを、10進で表現すると以下のよ
うになります。

16進表現

16ビットデータ 32ビットデータ

2147483647 － 7FFFFFFF

2147483646 － 7FFFFFFE

：　　 － ：

：　　 － ：

32767 7FFF 00007FFF

32766 7FFE 00007FFE

：　　 ： ：

：　　 ： ：

5 0005 00000005

4 0004 00000004

3 0003 00000003

2 0002 00000002

1 0001 00000001

0 0000 00000000

－1 FFFF FFFFFFFF

－2 FFFE FFFFFFFE

－3 FFFD FFFFFFFD

－4 FFFC FFFFFFFC

－5 FFFB FFFFFFFB

：　　 ： ：

：　　 ： ：

－32767 8001 FFFF8001

－32768 8000 FFFF8000

：　　 － ：

：　　 － ：

－2147483647 － 80000001

－2147483648 － 80000000

10進表現
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フラグ（接点No.） フラグの意味、およびONする条件

加算結果、桁上がりが生じた。
減算結果、負となった。

加算結果、0になった。
減算結果、0になった。
乗算結果、0になった。
除算結果、商が0になった。
2の補数変換結果、0になった。

16ビット加算結果、＋32767（7FFF）を超えた。
32ビット加算結果、＋2147483647（7FFFFFFF）を超えた。
16ビット減算結果、＋32767（7FFF）を超えた。
32ビット減算結果、＋2147483647（7FFFFFFF）を超えた。

16ビット加算結果、－32768（8000）を超えた。
32ビット加算結果、－2147483648（80000000）を超えた。
16ビット減算結果、－32768（8000）を超えた。
32ビット減算結果、－2147483648（80000000）を超えた。
16ビット2の補数変換結果、－32768（8000）となった。
32ビット2の補数変換結果、－2147483648（80000000）となった。

●各種フラグの定義
符号付きBIN演算命令を実行すると、その結果により各種フラグがON/OFFしま
す。
各種フラグの意味、およびフラグが「ON」する条件は以下のようになっていま
す。
ただし、以下の条件を満たしていない場合は、各種フラグは「OFF」します。

キャリーフラグ　　
（25504）

オーバーフローフラグ
（25404）

アンダーフローフラグ
（25405）

イコールフラグ　　
（25506）

符号付きBIN演算の使用方法
●10進表現での入力方法

符号付きBIN演算は、データとして16進表現により演算されます。プログラミング
コンソール、またはツールを使用すると、10進表現での入力、およびモニタがで
きます。

ツールからの入力方法は、SYSMAC  サポートソフトの「C解説

編」を参照してください。
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D

●命令での入力方法
以下の命令の16ビット演算、定数だけが入力できます。
対象命令：NEG、ADB、SBB、MBS、DBS

例1）プログラミングコンソールを使ってBIN加算命令でオペランド1「＋12345」
を入力する場合。

クリア

シフト

変更

TR

モニタ

1B 0A

０００００

０００００
チャネル　ＤＭ　００００

０００００
チャネル　ＤＭ　１０００

Ｄ１０００
　００００

Ｄ１０００
＋０００００

　　　　ケ゛ンサ゛イチ　？
Ｄ１０００＋０００００

DM

0A0A

クリア�

5
F

FUN

�

シフト�

0
A

書込�

接点�
＃定数�

TR

シフト� TR

書込�

1B 2C 3D

4E F 5

０００００�

�０００００�
ＦＵＮ（？？）�

�０００００�
ＡＤＢ（５０）�

�０００００　ＡＤＢ　セッテイＡ�
　　　　　　　　　　　　０００�

�０００００　ＡＤＢ　セッテイＡ�
＃００００　�

�０００００　ＡＤＢ　セッテイＡ�
＃＋０００００　�

�０００００　ＡＤＢ　セッテイＡ�
＃＋１２３４５　�

�０００００　ＡＤＢ　セッテイＡ�
＃３０３９　�

�０００００　ＡＤＢ　セッテイＢ�
０００　�

●チャネルデータでの入力方法
例2）16ビットデータでDM1000に「＋22334」を設定する場合。
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クリア�

書込�

2C 2C 3D

3D E 4

�　　　　ケ゛ンサ゛イチ　？�
Ｄ１０００＋２２３３４　�

�Ｄ１０００�
＋２２３３４�

�Ｄ１０００�
　５７３Ｅ　�

例3）32ビットデータでDM1234、DM1235に「－1234567890」を設定する場合。

クリア� �

シフト�

変更�

TR

モニタ�

1B 2C

０００００�

�０００００�
チャネル　ＤＭ　００００�

�０００００�
チャネル　ＤＭ　１２３４�

�Ｄ１２３４�
００００�

�Ｄ１２３４�
＋０００００�

�Ｄ１２３５Ｄ１２３４�
＋０００００００００�

DM

76

EXT

録音�
リセット�

98

5F

0A
4E3D

�　　　　ケ゛ンサ゛イチ　？�
Ｄ１２３５＋００００００００００�

�　　　　ケ゛ンサ゛イチ　？�
Ｄ１２３５－００００００００００�

�　　　　ケ゛ンサ゛イチ　？�
Ｄ１２３５－１２３４５６７８９０�

�Ｄ１２３５Ｄ１２３４�
－１２３４５６７８９０�

�Ｄ１２３４�
－００７２２�

�Ｄ００００Ｄ１２３４�
　　　　　　ＦＤ２Ｅ�

�Ｄ１２３５Ｄ１２３４�
　　　　　　ＦＤ２Ｅ�

�Ｄ１２３５Ｄ１２３４�
　Ｂ６６９　ＦＤ２Ｅ�

書込�

クリア�

クリア�

DM

1B 2C

3D 5F

1B 2C

3D 4E

モニタ�

�Ｄ１２３４�
　ＦＤ２Ｅ�
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●符号付きBIN演算命令の使用方法
符号付きBIN演算命令の中で以下の命令については、応用命令設定を行ってくださ
い。

・2の補数変換命令（NEG）
・2の補数倍長変換命令（NEGL）
・BIN倍長加算命令（ADBL）
・BIN倍長減算命令（SBBL）
・符号付きBIN乗算命令（MBS）
・符号付きBIN倍長乗算命令（MBSL）
・符号付きBIN除算命令（DBS）
・符号付きBIN倍長除算命令（DBSL）

［応用命令設定の方法］

プログラミングコンソールを使って、応用命令設定を行う方法を以下に示しま
す。
なお、以下の操作の前に、CQM1の本体動作設定スイッチSW4をONにしておいて
ください。

例） プログラミングコンソールを使って、FUN19にBIN倍長加算命令を設定する
場合。

クリア

変更

０００００

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１７：ＡＳＦＴ

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１８：ＳＣＡＮ

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１９：ＭＣＭＰ

メイレイ　セッテイ　ヘンコウ？
　ＦＵＮ１９：ＭＣＭＰ→？？？？

メイレイ　セッテイ　ヘンコウ？
　ＦＵＮ１９：ＭＣＭＰ→ＡＤＢＬ

EXT

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１９：ＡＤＢＬ

０００００

書込

クリア

／［BIN倍長加算命令(ADBL）が表示されるまで矢印キー（　　　　　）を押す］

／
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●符号付きBIN演算命令の使用例
例）((1234＋(－123))×1212－12345)÷(－1234)＝－1081　余り232

000 ＝04D2 ← 1234
001 ＝FF85 ← －123
LR00 ＝04BC ← 1212
HR50 ＝3039 ← 12345
HR51 ＝0000 ←
DM1000 ＝FB2E ← －1234
DM1001 ＝FFFF ←

ＣＬＣ�

ＡＤＢ�
　　０００�
　　００１�
　　０１０�

ＳＢＢＬ�
　　０２０�
　ＨＲ５０�
　　０３０�

ＭＢＳ�
　　０１０�
　ＬＲ００�
　　０２０�

ＤＢＳＬ�
　　０３０�
ＤＭ１０００�
　　０４０�

１００００�

０４Ｄ２�
ＦＦ８５�
　　　０�＋�

←�

０４５７�
０４ＢＣ�×�

←� ００１４８ＢＥ４�

－�
←� ００１４５ＢＡＢ�

００１４８ＢＥ４�
００００３０３９�
　　　　　　　０�

０４５７�

÷�
←� ＦＦＦＦＦＢＣ７　･･･商�

００１４５ＢＡＢ�
ＦＦＦＦＦＢ２Ｅ�

００００００Ｅ８　･･･余り�

ＣＬＣ�
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内蔵電池がない、または内蔵電池が消耗しているときでも、オプションのメモリ
カセットに、ユーザプログラムやPCシステム設定などを書き込んでおくことで、
運転を行うことができます。この場合は、CQM1の前面のディップスイッチ2を
ONにして、起動時に自動的にメモリカセットの内容を読み出させるようにしま
す（メモリカセットにユーザプログラムやPCシステム設定を書き込む方法につい
ては「１－３　DM・ユーザプログラムメモリのメモリカセットへの書き込み・
読み出し・照合」を参照して下さい）。

ただし、内蔵電池がない、または消耗している状態で運転する場合は、以下の点
にご注意ください。
（1）内蔵電池消耗時の各データは、次のようになります。

・保持リレー、タイマ/カウンタの現在値、データメモリ、補助記憶リレーの
各データは、電源OFF時に保持されなくなります。

・特殊補助リレーのデータは、電源OFFにより不定になります。したがっ
て、PCシステム設定（DM6601）でI/Oメモリ保持フラグ（25212）、強制
セット/リセット保持フラグ（25211）を保持に指定しないでください。

（2）特殊補助リレーのうち、とくに「I/Oメモリ保持フラグ」（25212）と、
「強制セット/リセット保持フラグ」（25211）、「負荷遮断フラグ」
（25215）は、不定では動作に支障をきたすので、ユーザプログラムの先頭で
OFF（0）に設定してください。

ANDW(34)    �
#67FF�
252�
252(         )

25315

運転開始時　�
１スキャンON

２－７　バッテリレス運転

E

参 考 � メモリカセットを使用していない場合は、内蔵電池が消耗
すると、電源OFF時にCQM1内のデータ（プログラムや設
定）が、すべて失われます。

内蔵電池が消耗したとき、電池異常（運転継続異常）を不検
知にすることができます。PCシステム設定（DM6655ビット
12～15）によって以下のように設定します。

電池異常の検知/不検知の設定�
OHex：検知する�
1Hex：不検知しない�

15

DM6655

12 11 08 07 04 03 00

参 考 �
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3 章

CQM1の新しい命令・
処理機能

この章では、CQM1の持っている新しい命令や、新しい処理機能
について説明します。
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あまり頻繁に使われないか、使われるときはいくつか組み合わせて使われるような

特殊な命令には、状況に応じてFUN No.に割り当てる命令を設定し直します。この

ようにFUN No.への割り当てを変えられる命令を「拡張応用命令」といいます。ま

た、この機能を「拡張応用命令の設定機能」といいます。

拡張応用命令の設定機能によって、00～99という限られた範囲のFUN No.を有効

に活用することができます。

例

　工場出荷時には上のように割り当て 　パルス出力を行わず、最大値、最小値
　られています（例の命令は、いずれ 　の検索や、合計値の算出などのデー
　もパルス出力に関わる命令です）。 　タ処理を多く行うときは、上のよう

　に命令を入れ換えて使用すること
　ができます。

応用命令の設定機能に使用できるFUN No.は、次の18個です。
17　18　19　47　48　60　61　62　63　64　65　66　67　68　69　87　88　89　

FUN No.61�
�
�

FUN No.64�
�
�

FUN No.65

INI�
�
SPED�
�
PULS�
�
MAX�
�
MIN�
�
SUM

FUN No.61�
�
�

FUN No.64�
�
�

FUN No.65

INI�
�
SPED�
�
PULS�
�
MAX�
�
MIN�
�
SUM
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命令語 FUN No.

MIN －

NEG ＊ －

NEGL ＊ －

PID ＊ －

PLS2＊＊ －

PWM ＊＊ －

SBBL ＊ －

SCL2 ＊ －

SCL3 ＊ －

SEC －

SRCH －

SUM －

XFRB ＊ －

ZCP ＊ －

ZCPL ＊ －

拡張応用命令と工場出荷時のFUN No.を以下に示します。

命令語 FUN No.

ASFT 17

TKY 18

MCMP 19

RXD 47

TXD 48

CMPL 60

INI 61

PRV 62

CTBL 63

SPED 64

PULS 65

SCL 66

BCNT 67

BCMP 68

STIM 69

DSW 87

7SEG 88

INT 89

命令語 FUN No.

ACC ＊＊ －

ADBL ＊ －

APR －

AVG －

COLM －

CPS ＊ －

CPSL ＊ －

DBS ＊ －

DBSL ＊ －

FCS －

FPD －

HEX －

HKY －

HMS －

LINE －

MAX －

MBS ＊ －

MBSL ＊ －

　－　 ：工場出荷時はFUN No.の割り当てなし　

＊　：形CQM1－CPU4□（－V1）だけで使用できます。

＊＊：形CQM1－CPU43（－V1）だけで使用できます。

拡張応用命令の設定機能の具体的な操作は、プログラミングコンソールの場合は
セットアップマニュアルの第3章の「拡張応用命令の設定」を、ラダーサポートソ
フトの場合はラダーサポートソフトのマニュアルを参照してください。

参 考 � ・拡張応用命令の設定機能を使用すると、オペランドの意味が変わ

りますので、必ずプログラム入力前に実行してください。

・拡張応用命令の設定情報は、オプションのメモリカセットにも保

存されます。他のCQM1で使用していたメモリカセットを使用す

るときは、ご注意ください。

・CQM1のディップスイッチ4がOFF（拡張応用命令デフォルト設

定）になっているときは、割り当てを変更しても無効になりま

す。また、電源ON時には割り当てが初期状態（工場出荷時と同

じ状態）に戻り、以前の設定情報は消去されます。

・CQM1のディップスイッチ４がOFF（拡張応用命令デフォルト設

定）になっているときは、拡張応用命令の割り当てを変更したプロ

グラムをメモリカセットから読み出しても、割り当てはデフォルト

の状態のままです（メモリカセットとの照合を行うと、拡張応用命

令の設定情報が一致しないため、「不一致」になります）。割り当

てを変更したプログラムを読み出すときは、いったんCQM1の電源

をOFFにして、ディップスイッチ４をON（拡張応用命令ユーザ設

定）にしてから、実行してください。
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従来は複雑な処理が必要だった外部の入出力装置（デジタルスイッチや7セグメン

トLEDなど）を、1つの命令で制御できるようにした機能を「コンビニ命令機能」

といいます。

ここでは、コンビニ命令の使い方について説明します。

コンビニ命令には、次の4つがあります（いずれも拡張応用命令です）。

 　　  命令語 デフォルト 　　　　機　能

FUN No.

TKY命令 18 10キーからのBCD入力

HKY命令 － 16キーからの16進数入力

DSW命令 87 デジタルスイッチからの設定値読み出し

7SEG命令 88 7セグメント表示器へのデータ表示

10キー入力（TKY）命令
10キーから8桁のBCDを入力します。入力10点を使用します。

●ハードウェアの構成
10キーのキーボード（10キーパッド）を作成し、0～9の数値のキーのスイッチが
下図のように接点0～9に入力されるようにします。

使用できる入力は、次のようになっ
ています。

入　・CPUユニット内蔵入力端子

力　・16点以上のDC入力ユニット

●命令の使い方

I：データ入力チャネル番号
D1：データ格納先頭チャネル番号
D2：キー入力情報格納チャネル番号

３ー２　コンビニ命令機能

(@)TKY (18)�
              I�
             D1�
             D2

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
COM

I D 2 1 2

入力ユニット�

テンキー�

9

0

0V
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● 3－2　コンビニ命令機能

・１つのキーが押されている間は、他のキーは受け付けま

せん。

・8桁を超えて入力したときは、最上位桁からあふれて無く

なっていきます。

・ここで使用していないリレー接点は、通常のリレー接点

として使用できます。

TKY(18)�
           000�
     DM1000�
     DM1002

25313（常時ON）�

@XFER(70)�
        #0002�
     DM1000�
     DM0000�
�

00015

参 考 �

10キーパッドを接続した入力チャネル番号をIに指定して、プログラムを実行する
と次のように動作します。

I CH�
�
00�
�
01�
�
02�
�
�
�
09�
�

D2CH�
�
00�
�
01�
�
02�
�
�
�
09�
�
10

↓�
①�

↓�
④�

↓�
③�

↓�
②�

10キーからの�
入力�

10キーに対応�
するフラグがON�
（次の入力が入�
るまでONし続�
ける）�

押されているキ�
ーがあればON

…�

…�

0 0000000

0 1000000

0 0100000

0 2010000

0 9201000

D1＋1 D1

実行前�

①�

②�

③�

④�

「1」キー入力�

「0」キー入力�

「2」キー入力�

「9」キー入力�

●使用例
10キーから数値を入力するプログラムを示します。
10キーは、入力の000チャネルに接続されているものとします。

TKY命令によって、000チャネルに入力された10キーの情
報がBCDに変換されてDM1000、1001に格納されます。ま
た、キーの入力情報が、DM1002に格納されます。

接点00015をENTERキーの代わりに使用し、00015がONに
なったらDM1000、1001に格納されている数値をDM0000、

0001に転送します。
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16キー入力（HKY）命令
16進数キーボードから8桁の16進数を入力します。
出力4点と入力4点を使用します。

●ハードウェアの構成
16進数キーボードを作成し、0～Fの数値のキーのスイッチが下図のように入力接
点0～3、出力接点0～3に接続されるようにします。出力接点4には、いずれかの
キーが押されている間ONになる出力が行われますが、接続の必要はありません。

使用できる入出力は、次のようになっています。

入 ・CPUユニット内蔵入力端子

力 ・8点以上のDC入力ユニット

出 ・8点以上のトランジスタ出力

力 　ユニット

●命令の使い方

  I：データ入力チャネル番号
O：制御信号出力チャネル番号
D：データ格納先頭チャネル番号

16進数キーボードを接続した入力チャネル番号をIに、出力チャネル番号をOに指
定して、プログラムを実行すると次のように動作します。

      H KY�
              I�
             O�
             D

● 3－2　コンビニ命令機能

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
COM

I D 2 1 2

入力ユニット�

C D E F

8 9 A B

4 5 6 7

0 1 2 3

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
DC

OD 2 1 2

出力ユニット�
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HKY命令の実行中は、特殊補助リレー25408がONになります。
HKY命令を使用する場合、次のことにご注意ください。
・ HKY命令は、プログラム内で2回以上使わないでください。
・ 該当する入力チャネルの入力時定数をサイクルタイムよりも小さくしてしてく

ださい（入力時定数はDM6620以降で変更できます）。

● 3－2　コンビニ命令機能

OCH�
00�
�
01�
�
02�
�
03�
�

16キー�
0�
�
9�
�
F�
�

D+2CH�
00�
�
09�
�
15�
�

OCH�
04

…�

…�

…�

…�

16キー選択制御信号�

16キーの状態�

入力キーに対応する�
フラグがON�
（次のキーが押され�
　るまでONし続ける）�

押されているキーが�
あれば12サイクルON

12スキャンで1巡�

0000  0000�
D+1     D     

0000  000F�
D+1     D     

0000 00F9�
D+1     D     

0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 1 0  1 1  1 2

・1つのキーが押されている間は、他のキーは受け付けませ

ん。

・8桁を超えて入力したときは、最上位桁からあふれて無く

なっていきます。

・ここで使用していないリレー接点は、通常のリレー接点

として使用できます。

・この命令は3～12スキャンで1つのキー入力を読み出しま

す（ある出力がONのときONになっている入力がどれか

で、押されたキーを特定しています）。

参 考 �
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●使用例
16進数キーボードから数値を入力するプログラムを示します。
16進数キーボードは、入力の000チャネルと出力の100チャネルに接続されている
ものとします。

HKY命令によって、000チャネルに入力された16進数
キーの情報が16進数に変換されてDM1000、1001に格納
されます。

接点00015をENTERキーの代わりに使用し、00015がON
になったらDM1000、1001に格納されている数値を

DM0000、0001に転送します。

● 3－2　コンビニ命令機能

HKY�
           000�
           100�
    DM1000

25313（常時ON）�

@XFER(70)�
        #0002�
     DM1000�
     DM0000�
�

00015
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デジタルスイッチ（DSW）命令
デジタルスイッチから、BCD4桁または8桁の設定値を読み出します。
出力5点と入力4点（4桁時）または入力8点（8桁時）を使用します。

●使用前の準備
DSW命令を使用するときは、プログラムを実行する前に、プログラムモードで次
のように設定しておきます。

デジタルスイッチの設定（PCシステム設定）

ビット�

DSW命令の読み出し桁数�
　00：４桁　01：８桁�
（初期状態：「00」４桁）�

015

DM6639 ―�―�

ビット0～7は、DSW命令には関係ありません（変更しないようにしてください）。

●ハードウェアの構成
デジタルスイッチと入力ユニット、出力ユニットを下図のように接続します。図
は8桁の入力時のものです。4桁の入力のときは、デジタルスイッチのD0～D3を入
力接点0～3に接続します。どちらの場合でも、出力接点5にはデータ読み出しが1
巡したときにONになる出力が行われますが、接続の必要はありません。

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
DC

OD 2 1 2

出力ユニット�

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
COM

I D 2 1 2 入力ユニット�

インタフェース回路�
（注）�

D 0�
D 1�
D 2�
D 3�
D 0�
D 1�
D 2�
D 3�
CS 0�
CS 1�
CS 2�
CS 3�
RD

D 0�
D 1�
D 2�
D 3�
D 0�
D 1�
D 2�
D 3�
CS 0�
CS 1�
CS 2�
CS 3�
RD

上位４桁� 下位４桁�（形A7E）�

（注）形A7Eデジタルスイッチ使用時は、5～24Vの信号変換を行う�
　　　インタフェース回路を作成してください。�

形A7E　下位４桁データライン�

形A7E�
上位４桁データライン�

形A7E　チップセレクト端子へ�

形A7E　RD端子へ�

● 3－2　コンビニ命令機能
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形A7Bなどのサムロータリースイッチについては、以下の例を参考にしてください。

使用できる入出力は、次のようになっています。

入 ・CPUユニット内蔵入力端子

力 ・8点以上のDC入力ユニット

出 ・8点以上のトランジスタ出力

力 　ユニット

1

3

5

7

9

11

13

15

COM

0

2

4

6

8

10

12

14

DC

OD 2 1 2

出力ユニット

1

3

5

7

9

11

13

15

COM

0

2

4

6

8

10

12

14

COM

I D 2 1 2 入力ユニット

（注）この場合、データリード信号は接続しません。

8 4 2 1
形A7B
サムロータリースイッチ

スイッチNo.  C⑧ ⑤⑥⑦ ④ ③ ② ①

● 3－2　コンビニ命令機能
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●命令の使い方

I：データ入力チャネル番号
O：制御信号出力チャネル番号
D：データ格納先頭チャネル番号

デジタルスイッチを接続した入力チャネル番号をIに、出力チャネル番号をOに指
定して、プログラムを実行すると次のように動作します。

DSW命令の実行中は、特殊補助リレー25410がONになります。
DSW命令を使用する場合、次のことにご注意ください。
・ DSW命令は、プログラム内で2回以上使わないでください。
・ 該当する入力チャネルの入力時定数をサイクルタイムよりも小さくしてしてく

ださい（入力時定数はDM6620以降で変更できます）。また、デジタルスイッ
チの特性も考慮してください。

 D SW (87)�
               I�
              O�
              D

　　上位4桁　下位4桁
→ 　  D+1　  　  D 　
4桁のみの読み出し時は
Dチャネルのみ使用

Ich

４桁　00～03

８桁　00～03、04～07

OCH�

00�

�

01�

�

02�

�

03�

�

04�

�

05

10 0 10 1 10 2 10 3 入力データ�

CS信号�

１巡フラグ�

0　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　  10　  11　  12　  13　 14　  15　 16

16スキャンで命令実行一巡�

RD（リード）信号�

● 3－2　コンビニ命令機能

・ここで使用していないリレー接点は、通常のリレー接点と

して使用できます。

・この命令は16スキャンで4桁または8桁の設定値を読み出し

ます。

参 考 �
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●使用例
デジタルスイッチから4桁のBCDを読み出すプログラムを示します。
デジタルスイッチは、入力の000チャネルと出力の100チャネルに接続されている
ものとします。
PCシステム設定は、すべて初期状態になっているものとします（DSW命令の読み
出し桁数4桁）。

DSW命令によって、HR51チャネルにデジタルスイッチ
に設定されている数値が格納されていきます。

接点入力信号（00015）がONすると、HR51チャネルに格
納されている数値をDM0001に転送します。

DSW(87)�
           000�
           100�
        HR51

25313

@MOV(21)�
        HR51�
     DM0000�
�

00015

● 3－2　コンビニ命令機能

E

　1巡フラグ（10005）は、デジタルスイッチを2個使用する

場合に、データ格納先とゲート信号（CS信号）出力先を

切り替えるタイミングとして使用します。

参 考 �
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7セグメント表示（7SEG）命令
7セグメント表示器にチャネルデータを表示させます。
出力8点（4桁時）または出力12点（8桁時）を使用します。

●ハードウェアの構成
7セグメント表示器を次の図のように出力ユニットに接続します。図は8桁表示時
のものです。4桁表示のときは、データ出力（D0～D3）を出力接点0～3に接続
し、ラッチ出力（LE0～LE3）を出力接点4～7に接続します。8桁表示時は出力接
点12に、4桁表示時は出力接点8に、データ表示が1巡したときにONになる出力が
行われますが、接続の必要はありません。

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
DC

OD 2 1 2

出力ユニット�

D0�
D1�
D2�
D3

VDD�
(+)�
VSS�
(0)

LE3 LE2 LE1 LE0 LE3 LE2 LE1 LE0

上位４桁� 下位４桁�
7セグメント表示器�

VDD�
(+)�
VSS�
(0)

D0�
D1�
D2�
D3

使用できる入出力は、次のようになっています。

4桁時 　　8桁時

   出 ・8点以上のトランジスタ出力ユニット ・16点以上のトランジスタ出力ユニット
   力 　　　　　　　　　　　　　　　

● 3－2　コンビニ命令機能

・出力ユニットの出力は、通常は負論理です（PNP出力タ

イプのみ正論理）。

・7セグメント表示器は、機種により正論理のものと、負

論理のものがあります。

参 考 �
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●命令の使い方

S：表示データ格納先頭チャネル番号
O：データ／ラッチ信号出力チャネル番号
C：論理･桁数選択データ

表示するデータが格納されている先頭チャネル番号をSに、出力チャネル番号をO
に指定し、下表から求めた設定値をCに指定して、プログラムを実行すると次のよ
うに動作します。

・データ格納形式
　　上位4桁　下位4桁
　　   S+1　　　S
　　4桁のみの表示時はSチャネルのみ使用

・論理･桁数選択データ（C）の設定値

（注）000～007以外の設定はしないでください。

● 3－2　コンビニ命令機能

 7SEG (88)�
              S�
              O�
              C

　　 表示桁数　　表示器のデータ入力と　表示器のラッチ入力と　Cの
 　　　　　　　　出力ユニットの論理　　出力ユニットの論理　　設定データ

　４桁　　　　　  同じ　　　　　　　　　同じ　　　　　　　　　　000

（４桁１組）　　　　　　　　　　　　　  異なる　　　　　　　　　001

　　　　　　　　  異なる　　　　　　　　同じ　　　　　　　　　　002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  異なる　　　　　　　　　003

　８桁　　　　　  同じ　　　　　　　　　同じ　　　　　　　　　　004

（４桁２組）　　　　　　　　　　　　　  異なる　　　　　　　　　005

　　　　　　　　  異なる　　　　　　　　同じ　　　　　　　　　　006

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  異なる　　　　　　　　　007
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7SEG命令の実行中は、特殊補助リレー25409がONになります。
7SEG命令を使用する場合、次のことにご注意ください。
・ 7SEG命令は、プログラム内で2回以上使わないでください。
・ サイクルタイムと7セグメント表示器の特性との関係を考慮してください。

100

0　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　  10　  11　  12　�

12回命令実行で一巡�

　機能説明�

データ出力�

ラッチ出力0�

ラッチ出力1�

ラッチ出力2�

ラッチ出力3�

一巡フラグ�

４桁１組�

0～3�

4�

5�

6�

7�

8�

�

４桁2組�

0～3�
4～7�

8�

9�

10�

11�

12�

�

対応するOチャネル�
のビット位置� 出力状態（データラッチ出力の論理はCの設定により変わります）�

（注）�
0～3：Sチャネル�
              �
4～7：S+1チャネル�
　　　データ出力�

101 102 103

データ出力�

● 3－2　コンビニ命令機能

参 考 � ・ここで使用していないリレー接点は、通常のリレー接

点として使用できます。

・この命令は、12スキャンで4桁または8桁の表示をしま

す。

・実行開始時は、停止時の状態に関わらず、最初のサイ

クルから動作します。

7SEG(88)�
    DM0120�
           100�
           004

25313（常時ON）�

●使用例
CQM1内のBCD8桁の数値を7セグメントLEDに表示させるプログラムを示します。
7セグメントLEDは、出力の100チャネルに接続されているものとします。
また、出力ユニットの論理は負論理、7セグメントLEDの論理もデータ信号、ラッ
チ信号とも負論理になっているものとします。

7SEG命令によって、DM0120（下位4桁）、DM0121（上
位 4 桁） 内 のB C D 8 桁の 数 値を 常 に表 示 しま す
（DM0120、0121の内容が変わると表示も変わりま
す）。
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1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
COM

I D 2 1 2

C D E F

8 9 A B

4 5 6 7

0 1 2 3

1�
�
3�
�
5�
�
7�
�
9�
�
11�
�
13�
�
15�
�
COM

0�
�
2�
�
4�
�
6�
�
8�
�
10�
�
12�
�
14�
�
DC

OD 2 1 2

内蔵入力端子�
000CH

出力ユニット�
100CH

（電源ラインは省略してあります。）�

コンビニ命令を入出力チャネルの0ビット目以外から使用する場合
コンビニ命令は、指定された入出力チャネルの0ビット目からを使用しますが、次
のようにいったん他のチャネルを介して入出力チャネルを利用することで、0ビッ
ト目以外からでも使用することができます。

●使用例
HKY命令を入力00004～00007と、出力10004～10007を使用して動作させます。
・概略配線図

・プログラム例

000CH

DM0000 入力

出力

HKY命令実行

DM0100

100CH

15 015 0

① ② ③

MOVD(83) 
000

#0001
DM0000

25313（常時ON）

HKY          
DM0000
DM0100
DM1000

MOVD(83) 
DM0100
#0100
100

①
000チャネルの4～7ビットをDM0000の0
～3ビットへ転送します。

②
DM0000を入力リレー、DM0100を出力リ
レーとしてHKY命令を実行し、入力結果を
DM1000～1002に格納します。

③
DM0100の0～3ビットを100チャネルの4
～7ビットへ転送します。

● 3－2　コンビニ命令機能
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マクロ機能とは、1つのサブルーチン（回路パターン）を入出力のチャネル番号だ

けを変えて、使い分けることができるようにした機能です。複数のほとんど同じ回

路を1つのサブルーチンだけで済ますことができるため、プログラムのステップ数

を大幅に減らし、見やすいプログラムにすることができます。

●マクロ機能の使い方
マクロ機能は、SBS（サブルーチンコール）命令の代わりにMCRO命令で次のよう
にサブルーチンを呼び出して使います。

　MCRO（99）

　　サブルーチン番号

　　入力チャネル先頭チャネル番号

　　出力チャネル先頭チャネル番号

MCRO命令を実行すると、次のように動作します。
①「入力チャネル先頭チャネル番号」からの連続した4チャネルの内容を96～99

チャネルに、「出力チャネル先頭チャネル番号」からの連続した4チャネルの
内容を196～199チャネルに転送します。

②指定されたサブルーチンを、RET（サブルーチンリターン）命令まで実行しま
す。

③196～199チャネルの内容を、「出力チャネル先頭チャネル番号」からの連続し
た4チャネルに転送します。

④MCRO命令を終了します。

MCRO命令を実行するときに、「入力チャネル先頭チャネル番号」、「出力チャ
ネル先頭チャネル番号」を変えることで、同じ回路パターンを必要に応じて使い
分けることができます。

上記の動作からわかるように、マクロ機能を使用するときは、次の制限がありま
す。
・回路ごとに使い分けることができるのは、入力では「入力チャネル先頭チャネ

ル番号」からの連続した4チャネル、出力では「出力チャネル先頭チャネル番
号」からの連続した4チャネルに限られます。
・指定した入力や出力が、サブルーチンの回路に正しく対応して転送される必要

があります。
・出力がダイレクトOUTリフレッシュ方式でも、実際に指定した出力チャネルに

サブルーチンの結果が反映されるのはサブルーチンが終了したとき（上記③）
です。

96～99、196～199チャネルは、MCRO命令を使わないとき

は、内部補助リレーとして使用できます。

３ー３　マクロ機能

参 考 �
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・「入力チャネル先頭チャネル番号」、「出力チャネル

先頭チャネル番号」には、入出力リレーだけでなく、

他のリレー（保持リレー、内部補助リレー等）やデー

タメモリなどでも指定できます。

・MCRO命令で呼び出すサブルーチンも、通常のサブ

ルーチンと同様に、SBN（サブルーチンエントリー）

命令とRET（サブルーチンリターン）命令で定義しま

す。

●使用例
マクロ機能を使用すると、次のようにプログラムを簡略化することができます。

MCRO(99)�
           090�
           002�
           105

09600

MCRO(99)�
           090�
           000�
           100

MCRO(99)�
           090�
           005�
           120

MCRO(99)�
           090�
           010�
           150

SBN(92) 090

RET(93)

19601

25313（常時ON）�

19600

19600

09601 09602 19601

01000 15001

15000

01001 01002

00000 10001

10000

00001 00002

00200 10501

10500

00201 00202

00500 12001

12000

00501 00502

15001

15000

12001

12000

10501

10500

10001

10000

［マクロ機能を使用しないとき］　　　➜　　　［マクロ命令を使用するとき］

参 考 �

● 3－3　マクロ機能
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指定したリレーの立ち上がり、または立ち下がり検出時にブザーを鳴らします。

ラダーサポートソフトやプログラミングコンソールの画面だけではわかりにくい、

信号の変化を把握できます。

●ラダーサポートソフトでの操作
①モニタ画面上で、微分モニタするリレーにカーソルを合わせます。
② F 5 （微分）キーを押します。
③ F 9 （立上り）キー、または F10 （立下り）キーを押して、条件を指定しま

す。

④ キーを押すと、微分モニタが起動します。
⑤条件が成立すると、ブザーが鳴ります。
　 ESC キーを押すと、ブザーが停止します。
⑥もう一度 ESC キーを押すと、微分モニタが終了します。

●プログラミングコンソールの操作
① I／Oモニタ画面、またはI/O多点モニタ画面で、微分モニタするリレーを左端に

表示させます（ モニタ キーを押すと表示位置が移動します）。
② シフト キーを押してから、  キー（立ち上がり微分時）または  キー（立ち

下がり微分時）を押して、検出条件を指定します。

左の例は立ち上がり微分時です。

立ち下がり微分時は「D＠」と表示されます。

③条件が成立すると、短くブザーがなります。
④ クリア キーを押すと、微分モニタが終了します。

L000000108H2315
U@OFF^ OFF^  ON

３ー４　微分モニタ
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アナログ設定機能とは、CPUユニット形CQM1－CPU42（－V1）にある、４つの
ボリュームの値を自動的に220～223CHに格納する機能です。運転中に状況に応じ
て微妙に変化させる必要がある設定値を、ボリュームを回すだけで、運転したま
ま簡単に調整することができます。

ボリュームとチャネルは、次のように対応しています。

格納される値は、ボリュームの位置に応じた、BCD４桁の0000～0200です。時計
回り方向に回すと、値が大きくなります。
ボリュームの操作は、市販のミニドライバで行ってください。

0

1

2

3

このボリュームの値は、220CHに格納されます。�

このボリュームの値は、221CHに格納されます。�

このボリュームの値は、222CHに格納されます。�

このボリュームの値は、223CHに格納されます。�

３ー５　アナログ設定機能

参 考 � アナログ設定機能は、形CQM1－CPU42（－V1）でのみ使

用できます。

参 考 � ・形CQM1－CPU42（－V1）では、電源ONの間は、常に

各ボリュームの値で220～223CHを更新します。この範

囲には、プログラムや周辺ツールで書き込みを行わない

ようにしてください。

・形CQM1－CPU42（－V1）以外の機種では、220～

223CHは特に使用していません。内部補助リレーとして

使用できます。



4 章

命令語

この章では、CQM1を使用する上で必要な命令語（基本命令、
応用命令、拡張応用命令）について説明します。
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４ー１　命令語一覧の見方

本章では、CQM1で使用できる「基本命令」「応用命令」「拡張応用命令」につい

て説明しています。各ページは、次のような構成になっています。

・FUN No.…命令語に割り当

てられている番号。入力時

に指定します。

　「＠」の付いた命令は、入

力微分型命令として実行で

きます。

・参考…使用する上で参考に

なる情報や補足情報を説明

しています。

・お願い…使用する上で守って

いただきたいお願いと注意事項

について記載しています。

・参照…関連する情報の参照

ページや参照するマニュア

ル名を説明しています。

・命令語名／シンボル…命令

語の名称とシンボル。

・動作説明…ニモニック／オ

ペランドと命令の動作につ

いて説明しています。

・データ内容…オペランドに

指定できるデータの範囲に

ついて説明しています。

・フラグの動き…特殊補助リ

レーのフラグの動作につい

て説明しています。

・使用例…プログラム例と動

作の説明をしています。

・キー操作…プログラミング

コンソール（形C Q M 1 -

PRO01）でのキー入力操作

です。基本命令について説

明しています。
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 ４－２　プログラムと命令語の考え方

プログラムと命令語の基本的な考え方や、制限について説明します。

 ステップの考え方
CQM1では、プログラムの容量を「ステップ」と「ワード」の２種類の単位で
表すことがあります。
ステップ ： １ステップは１つの命令を表します。そこで、プログラム

のステップ数はそのプログラムで使用されている命令の総
数になります。

ワード ： プログラムが実際にユーザプログラムメモリ（UM）を使用
する量を表します。ワード数は命令語によって異なってい
ます。

命令語によってワード数が異なるため、CQM1でプログラムできるステップ数
は、使用する命令によって変化します。

各命令語のワード数は、「４－５　命令語一覧」、または

「付－５　特殊補助リレーと命令語」を参照してくださ

い。

リレー（接点）単位だけではデータの制御が複雑になるため、16接点を１まと
めにした単位が「チャネル」です。また、データの中にはデータメモリ（DM）
のように実際のリレーに対応していないものもありますので、チャネル単位で
扱うときは、リレーに対応する単位を「ビット」と呼びます。
チャネルデータの表現方法には、次の２種類の方法があります。
16ビット表記法： 16ビットの0、1で表現します。
16進４桁表記法： ４桁の16進数で表現します。

［例］

16ビット表記法では、次のようになります。

　０１０１１１１１００１０１０１０

　↑ ↑

　MSB 　　　 LSB

16進４桁表記法では、次のようになります。

　５Ｆ２Ａ

HR10チャネルの内容�

HR1000�
HR1001�
HR1002�
RH1003�
HR1004�
HR1005�
HR1006�
HR1007�
HR1008�
HR1009�
HR1010�
HR1011�
HR1012�
HR1013�
HR1014�
HR1015

0�
1�
0�
1�
0�
1�
0�
0�
1�
1�
1�
1�
1�
0�
1�
0

20�
21�
22�
23�
20�
21�
22�
23�
20�
21�
22�
23�
20�
21�
22�
23

LSB

MSB

23+21＝10  →  A

21＝2

23+22+21+20＝15  →  F

22+20＝5

注 LSB (Least Significant Bit)：最下位のビット（00ビット）
MSB (Most Significant Bit)：最上位のビット（15ビット）

 チャネルデータの考え方
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プログラムの考え方

PCでは、メモリ部に記憶された命令語の順序にしたがって、プログラムが実行
されていきます。下記の制限に従って、正しくプログラミングしてください。

リレー回路や、プログラム上の基本的な制限などについて説明します。

（１） 入出力リレー、内部補助リレー、タイマなどの接点使用回数には制限は
ありませんので、理解しやすい単純明快な回路を構成できます（接点使
用数を節約して複雑な回路にしてしまうと、メンテナンスなどが大変に
なります）。

（２） PCでは信号の流れが左→右になりますので、下図のようにダイオード
が挿入された回路と同様の動作をします。ダイオードが挿入されていな
い回路をプログラムするときは、注意してください。

（３） 母線から直接に出力コイルやタイマ、カウンタなどを接続することはで
きません。このような回路が必要なときは、下図のように使用されてい
ない内部補助リレーのｂ接点や、特殊補助リレー25313（常時ON接点）
を、ダミーとして挿入してください。

（４） 直列・並列回路で、直列に構成する接点数、並列に構成する接点数に
は、制限はありません。

（５） 出力リレーの接点には、実際に負荷を駆動させる出力信号の他に、回路
上で使用できる補助接点があり、入力接点として使用することもできま
す（下図ａ）。この補助接点の使用回数には、制限はありません。

（６） 出力コイルの次に接点を挿入することはできません（下図ｂ）。接点は
必ず出力コイルの前に入れてください。

●リレー回路の考え方

A B

C D

E

信号の流れ�

R1

R2

A B

C D

R1

R2

（  ）�

（  ）�
E

10200

T IM�
000

10200

T IM�
000

25313

内部補助リレー�

10201

0000400000

10201

00003
00004

00001

　a

b

● 4－2　プログラムと命令語の考え方
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（７） 回路上の接点番号、コイル番号は、第１章で記述してある範囲のリレー
番号を使用してください。

（８） 出力コイルのリレー番号は、二重に使用できません。

（９） 出力コイルは２個以上並列にすることもできます。

（10） プログラムの最後には、必ずＥＮＤ命令を入れてください。
・END命令のないプログラムで運転しようとしても、CPUユニット前面

の「ERR／ALM」LEDが点灯し、運転停止異常になり、プログラム
は実行されません。

・プログラム内に複数のEND命令があるときは、最初のEND命令までし
か実行されません。

・試運転時に、シーケンス回路の区切りごとにEND命令を挿入しておく
と、段階的にプログラムの実行を確認できます。

　

　シーケンス回路にしたがって、プログラムの先頭～最初のEND命令間
を繰り返し実行（スキャニング）します。

● 4－2　プログラムと命令語の考え方

CQM1の使用できるデータメモリ（DM）の範囲は、次

のようになっています。

　DM0000～6143：読み出し・書き込み可能

　DM6144～6655：読み出しのみ可能、書き込み不可

形CQM1-CPU11／21では、DM1024～6143はありませ

ん。この範囲を指定してもエラーにはなりませんが、書

き込みは無効になり、読み出しても常に0000になりま

す。

参 考 �

00000 00005

10202

TIM�
000

00000�
00001�
�
�
END

�
END�
�

END�
�

END

上のEND命令を�
削除しないと�
実行されません。�
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●AND・LD命令、OR・LD命令の使い方

コーディング例�

LD�
OR�
LD�
OR・NOT�
AND・LD�
OUT

00000�
00001�
00002�
00003�
　―�
10000

00000 00002

00001 00003

10000�

コーディング例�

LD�
AND・NOT�
LD�
AND�
OR・LD�
OUT

00000�
00001�
00002�
00003�
　―�
10000

00000 00001

00002 00003

10000�

● 4－2　プログラムと命令語の考え方

ニモニックを使用して複雑なシーケンス回路を入力するとき、AND・LD命令、
OR・LD命令を使用します。ブロックごとにまとめられた回路を、AND・LD命
令は直列にまとめ、OR・LD命令は並列にまとめます。また、各ブロックの最初
の接点では、LD命令、LD・NOT命令を使用します。

・AND・LD命令

・OR・LD命令

AND・LD命令、OR・LD命令は何回でも続けて使用できますが、PCの内部に記
憶していられるブロックの状態は８個までです。下図のコーディング例１のよ
うに複数のブロックを後で一括してまとめるときは、ブロックの数は８個まで
にしてください。ブロックの数が９個以上のときは、コーディング例２のよう
にブロックを段階的にまとめてください。

例：AND・LD命令の場合

00000 00002

00001 00003

10000�
00004

00005

a b c

コーディング例１�

LD�
OR・NOT�
LD・NOT�
OR�
LD�
OR�
�
AND・LD�
AND・LD�
�
OUT

00000�
00001�
00002�
00003�
00004�
00005�
�
　―�
　―�
�
10000

a�
�
b�
�
c�
�
b+c�
a+ (b+c )

コーディング例２�

LD�
OR・NOT�
LD・NOT�
OR�
AND・LD�
LD�
OR�
AND・LD�
�
OUT

00000�
00001�
00002�
00003�
　―�
00004�
00005�
　―�
�
10000

a�
�
b�
a+b�
�
c�
(a+b )+c�
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応用命令、拡張応用命令をプログラミングコンソールで書き込むときは、次の

ようにキー操作します。

FUN No.（ ） 書込�（設定値）

・ FUN  キーに続いて入力する命令語のFUN No.を入力します。
・入力微分型にするときは NOT  キーを押します。
・設定値が必要な命令では、画面の右側に数値が表示されます。
　設定値の個数は、命令によって異なります。

・入力00000がONしている間、HR10チャネルの
データがDM0000へ毎スキャン転送されま
す。
・HR10チャネルの内容が途中で変化した場合、

DM0000にはHR10チャネルの内容が常に反映
されます。

４ー３　応用命令の入力方法

４ー４　命令実行型について

ほとんどの応用命令には、「毎スキャン型」と「入力微分型」があります。

入力微分型で実行できる応用命令には、次のようにニモニックの前に「＠」が

表示されています。

毎スキャン型と入力微分型の動作を、MOV命令を例にして説明します。

転送（MOV）  （＠）FUN.  21

入力微分型を表わします。

●毎スキャン型

●入力微分型

MOV�
         HR  10�
       DM0000

00000

@MOV�
         HR  10�
       DM0000

00000

FUN NOT 書込�

・入力00000の立上がり（OFF→ON）時に1回だ
け、HR10チャネルのデータをDM0000へ転送
します。
・命令を1スキャンだけ実行したい場合、入力回

路を微分命令（FUN.13/14）で構成する必要
がなく、プログラムとサイクルタイムを短縮
できます。

D

入力リレーが25313

（常時ON）、25315

（1サイクルON）の

場合は、入力の立上

がりがないため、入

力微分型命令は実行

しません。入力微分

型命令の入力リレー

には、25313、25315

を使用しないでくだ

さい。

参 考 �
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４－５　命令語一覧

＊1：形CQM1-CPU4□（-V1）だけで使用できます。
＊2：形CQM1-CPU43（-V1）だけで使用できます。
＊3：拡張応用命令を示します。

*3

*2 *3

*1 *3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*1 *3

*1 *3

*3

*1 *3

*1 *3

*3

●アルファベット順
ニモニック FUN No. 入力微分型 ワード数 　命　令 参照ページ

7SEG 88 4 7セグメント表示 P.4-134

ACC － @ 4 周波数加減速コントロール P.4-201

ADB 50 @ 4 BIN加算 P.4-56

ADBL － @ 4 BIN倍長加算 P.4-178

ADD 30 @ 4 BCD加算 P.4-43

ADDL 54 @ 4 BCD倍長加算 P.4-60

AND 1 アンド P.4-13

AND・LD 1 アンド・ロード P.4-15

AND・NOT 1 アンド・ノット P.4-13

ANDW 34 @ 4 ワード論理積 P.4-47

APR － @ 4 数値変換 P.4-150

ASC 86 @ 4 ASCIIコード変換 P.4-90

ASFT 17 @ 4 非同期シフトレジスタ P.4-96

ASL 25 @ 2 1ビット左シフト P.4-38

ASR 26 @ 2 1ビット右シフト P.4-38

AVG － 4 データ平均化 P.4-168

BCD 24 @ 3 BIN→BCD変換 P.4-37

BCDL 59 @ 3 BIN→BCD倍長変換 P.4-65

BCMP 68 @ 4 テーブル間比較 P.4-127

BCNT 67 @ 4 ビットカウンタ P.4-125

BIN 23 @ 3 BCD→BIN変換 P.4-36

BINL 58 @ 3 BCD→BIN倍長変換 P.4-64

BSET 71 @ 4 ブロック設定 P.4-68

CLC 41 @ 1 クリアキャリー P.4-52

CMP 20 3 比較 P.4-33

CMPL 60 4 倍長比較 P.4-107

CNT 2 カウンタ P.4-20

CNTR 12 3 可逆カウンタ P.4-29

COLL 81 @ 4 データ抽出 P.4-81

COLM － @ 4 ビット行→ビット列変換 P.4-155

COM 29 @ 2 ビット反転 P.4-42

CPS － 4 符号付きBIN比較 P.4-185

CPSL － 4 符号付きBIN倍長比較 P.4-187

CTBL 63 @ 4 比較テーブル登録 P.4-113

DBS － @ 4 符号付きBIN除算 P.4-182

DBSL － @ 4 符号付きBIN倍長除算 P.4-184

DEC 39 @ 2 デクリメント P.4-50

DIFD 14 2 立下り微分 P.4-30

DIFU 13 2 立上り微分 P.4-30

DIST 80 @ 4 データ分配 P.4-78

DIV 33 @ 4 BCD除算 P.4-46

DIVL 57 @ 4 BCD倍長除算 P.4-63

DMPX 77 @ 4 16→4エンコーダ P.4-73

DSW 87 4 デジタルスイッチ P.4-132

DVB 53 @ 4 BIN除算 P.4-59

END 01 1 エンド P.4-21
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ニモニック FUN No. 入力微分型 ワード数 命　令 参照ページ

FAL 06 @ 2 運転継続故障診断 P.4-24

FALS 07 2 運転停止故障診断 P.4-24

FCS － @ 4 FCS値算出 P.4-162

FPD － 4 故障点検出 P.4-141

HEX － @ 4 ASCII→HEX変換 P.4-164

HKY － 4 16キー入力 P.4-139

HMS － @ 4 秒→時分秒変換 P.4-157

IL 02 1 インターロック P.4-21

ILC 03 1 インターロッククリア P.4-21

INC 38 @ 2 インクリメント P.4-50

INI 61 @ 4 動作モードコントロール P.4-109

INT 89 @ 4 割り込み制御 P.4-136

IORF 97 @ 3 I/Oリフレッシュ P.4-94

JME 05 2 ジャンプエンド P.4-23

JMP 04 2 ジャンプ P.4-23

KEEP 11 2 キープ P.4-28

LD 1 ロード P.4-12

LD・NOT 1 ロード・ノット P.4-12

LINE － @ 4 ビット列→ビット行変換 P.4-153

MAX － @ 4 最大値検索 P.4-148

MBS － @ 4 符号付きBIN乗算 P.4-181

MBSL － @ 4 符号付きBIN倍長乗算 P.4-183

MCMP 19 @ 4 多チャネル比較 P.4-99

MCRO 99 @ 4 マクロ P.4-95

MIN － @ 4 最小値検索 P.4-148

MLB 52 @ 4 BIN乗算 P.4-58

MLPX 76 @ 4 4→16デコーダ P.4-73

MOV 21 @ 3 転送 P.4-34

MOVB 82 @ 4 ビット転送 P.4-84

MOVD 83 @ 4 ディジット転送 P.4-84

MSG 46 @ 2 16文字メッセージ表示 P.4-54

MUL 32 @ 4 BCD乗算 P.4-45

MULL 56 @ 4 BCD倍長乗算 P.4-62

MVN 22 @ 3 否定転送 P.4-34

NEG － @ 4 2の補数変換 P.4-189

NEGL － @ 4 2の補数倍長変換 P.4-191

NOP 00 1 無機能 　　―

OR 1 オア P.4-14

OR・LD 1 オア・ロード P.4-15

OR・NOT 1 オア・ノット P.4-14

ORW 35 @ 4 ワード論理和 P.4-47

OUT 2 アウト P.4-16

OUT・NOT 2 アウト・ノット P.4-16

PID － 4 PID制御 P.4-172

PLS2 － @ 4 位置決め P.4-198

PRV 62 @ 4 高速カウンタ現在値読み出し P.4-111

●4-5  命令語一覧

＊1：形CQM1-CPU4□（-V1）だけで使用できます。
＊2：形CQM1-CPU43（-V1）だけで使用できます。
＊3：拡張応用命令を示します。

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*1 *3

*1 *3

*3

*3

*1 *3

*1 *3

*1 *3

*2 *3

*3
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ニモニック FUN No. 入力微分型 ワード数 命　令 参照ページ

PULS 65 @ 4 パルス量セット P.4-119

PWM － @ 4 PWM出力 P.4-170

RET 93 1 サブルーチンリターン P.4-92

ROL 27 @ 2 1ビット左回転 P.4-40

ROOT 72 @ 3 平方根 P.4-69

ROR 28 @ 2 1ビット右回転 P.4-40

RSET 2 リセット P.4-17

RXD 47 @ 4 通信ポート入力 P.4-101

SBB 51 @ 4 BIN減算 P.4-56

SBBL － @ 4 BIN倍長減算 P.4-178

SBN 92 2 サブルーチンエントリ P.4-92

SBS 91 @ 2 サブルーチンコール P.4-92

SCL 66 @ 4 スケーリング P.4-123

SCL2 － @ 4 スケーリング2 P.4-203

SCL3 － @ 4 スケーリング3 P.4-205

SDEC 78 @ 4 7セグメントデコーダ P.4-76

SEC － @ 4 時分秒→秒変換 P.4-157

SET 2 セット P.4-17

SFT 10 3 シフトレジスタ P.4-27

SFTR 84 @ 4 左右シフトレジスタ P.4-87

SLD 74 @ 3 1桁左シフト P.4-71

SNXT 09 2 ステップラダー歩進 P.4-25

SPED 64 @ 4 周波数設定 P.4-119

SRCH － @ 4 データ検索 P.4-146

SRD 75 @ 3 1桁右シフト P.4-71

STC 40 @ 1 セットキャリー P.4-52

STEP 08 2 ステップラダー領域定義 P.4-25

STIM 69 @ 4 インターバルタイマ P.4-129

SUB 31 @ 4 BCD減算 P.4-43

SUBL 55 @ 4 BCD倍長減算 P.4-60

SUM － @ 4 サム値算出（合計値算出） P.4-160

TCMP 85 @ 4 テーブル一致 P.4-89

TIM 2 タイマ P.4-18

TIMH 15 3 高速タイマ P.4-31

TKY 18 @ 4 10キー入力 P.4-98

TRSM 45 1 トレースメモリサンプリング P.4-53

TXD 48 @ 4 通信ポート出力 P.4-101

WSFT 16 @ 3 ワードシフト P.4-32

XCHG 73 @ 3 データ交換 P.4-70

XFER 70 @ 4 ブロック転送 P.4-66

XFRB － @ 4 多ビット転送 P.4-197

XNRW 37 @ 4 ワード排他的論理和否定 P.4-47

XORW 36 @ 4 ワード排他的論理和 P.4-47

ZCP － 4 領域範囲比較 P.4-193

ZCPL － 4 倍長領域範囲比較 P.4-195

●4-5  命令語一覧

＊1：形CQM1-CPU4□（-V1）だけで使用できます。
＊2：形CQM1-CPU43（-V1）だけで使用できます。
＊3：拡張応用命令を示します。

*3

*2 *3

*3

*1*3

*3

*1 *3

*1 *3

*3

*3

 *3

*3

*3

*3

*1

*3

*1 *3

*1 *3

*1 *3
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●機能分類

●4-5  命令語一覧

D

分類 命令語

ラダー
基本
命令

基本命令 LD、LD・NOT、AND、AND・NOT、OR、OR・NOT、OUT、OUT・NOT、
AND・LD、OR・LD、TR、キープ(KEEP)、エンド(END)

セット/リセット セット(SET)、リセット(RSET)

インターロック インターロック(IL)、インターロッククリア(ILC)

ジャンプ ジャンプ(JMP)、ジャンプエンド(JME)

タイマ/カウンタ タイマ(TIM)、高速タイマ(TIMH)、カウンタ(CNT)、可逆カウンタ(CNTR)

入力微分 立上り微分(DIFU)、立下り微分(DIFD)

データ
応用
命令

データシフト シフトレジスタ(SFT)、左右シフトレジスタ(SFTR)、1ビット左シフトレジスタ
(ASL)、1ビット右シフトレジスタ(ASR)、1ビット左回転(ROL)、1ビット右回転
(ROR)、1桁左シフト(SLD)、1桁右シフト(SRD)、ワードシフト(WSFT)、非同期シ
フトレジスタ(ASFT)

データ転送 転送(MOV)、否定転送(MVN)、ブロック設定(BSET)、ブロック転送(XFER)、ビット
転送(MOVB)、ディジット転送(MOVD)、データ交換(XCNG)、データ分配(DIST)、
データ抽出(COLL)、多ビット転送(XFRB)

データ比較 比較(CMP)、倍長比較(CMPL)、多チャネル比較(MCMP)、テーブル間比較(BCMP)、
テーブル一致(TCMP)、符号付きBIN比較(CPS)、符号付きBIN倍長比較(CPSL)、
領域範囲比較(ZCP)、倍長領域比較(ZCPL)

データ変換 BCD→BIN変換(BIN)、BCD→BIN倍長変換(BINL)、BIN→BCD変換(BCD)、BIN→
BCD倍長変換(BCDL)、4→16デコーダ(MLPX)、16→4エンコーダ(DMPX)、7セグメ
ントデコーダ(SDEC)、ASCIIコード変換(ASC)、ASCII→HEX変換(HEX)、ビット列
→ビット行変換(LINE)、ビット行→ビット列変換(COLM)、時分秒→秒変換(SEC)、
秒→時分秒(HMS)

演算
命令

BCD演算 インクリメント(INC)、デクリメント(DEC)、セットキャリー(STC)、クリアキャ
リー(CLC)、BCD加算(ADD)、BCD倍長加算(ADDL)、BCD減算(SUB)、BCD倍長減
算(SUBL)、BCD乗算(MUL)、BCD倍長乗算(MULL)、BCD除算(DIV)、BCD倍長除算
(DIVL)、平方根(ROOT)

BIN演算 BIN加算(ADB)、BIN倍長加算(ADBL)、BIN減算(SBB)、BIN倍長減算(SBBL)、BIN乗
算(MLB)、BIN除算(DVB)、符号付きBIN乗算(MBS)、符号付きBIN倍長乗算(MBSL)、
符号付きBIN除算(DBS)、符号付きBIN倍長除算(DBSL)、2の補数変換(NEG)、
2の補数倍長変換(NEGL)

論理演算 ビット反転(COM)、ワード論理積(ANDW)、ワード論理和(ORW)、ワード排他的論
理和(XORW)、ワード排他的論理和否定(XNRW)

特殊演算 数値変換(APR)

サブルーチン命令/割込制御
命令

サブルーチンコール(SBS)、サブルーチンエントリー(SBN)、サブルーチンリターン
(RET)、動作モードコントロール(INI)、高速カウンタ現在値読み出し(PRV)、
比較テーブル登録(CTBL)、インターバルタイマ(STIM)、割り込み制御(INT)

ステップラダー命令 ステップラダー領域定義(STEP)、ステップラダー歩進(SNXT)

特殊命令 故障診断(FAL/FALS)、16文字メッセージ表示(MSG)、ビットカウンタ(BCNT)、
I/Oリフレッシュ(IORF)

コンビニ命令 10キー入力(TKY)、デジタルスイッチ(DSW)、7セグメント表示(7SEG)、16キー入力
(HKY)

パルス出力 周波数設定(SPED)、パルス量セット(PULS)、PWM出力(PWM)、位置決め(PLS2)、
周波数加減速コントロール(ACC)

スケーリング スケーリング(SCL)、スケーリング2(SCL2)、スケーリング3(SCL3)

検索 データ検索(SRCH)、最大値検索(MAX)、最小値検索(MIN)

通信 通信ポート入力(RXD)、通信ポート出力(TXD)

その他 故障点検出(FPD)、FCS値検出(FCS)、サム値算出(SUM)、データ平均化(AVG)、
マクロ(MCRO)、トレースメモリサンプリング(TRSM)、
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エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

４－６　基本命令

ロード（ＬＤ）
論理スタートを示します。

母線からはじまる最初の接点には、LD命令かLD・NOT命
令を使います。

動作説明

エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

一時記憶リレー TR0～7

データ内容

キー操作 データ 書込�LD

動作説明

ロード・ノット（ＬＤ・ＮＯＴ）
論理否定スタートを示します。

LD命令をb接点で扱います。

データ内容

キー操作

K

K データL D NOT 書込�
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動作説明 直列接点を接続します。

アンド（ＡＮＤ）
論理積条件で接続されていることを示します。

データ内容 エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

AND 書込�データキー操作

動作説明 AND命令をb接点で扱います。

アンド・ノット（ＡＮＤ・ＮＯＴ）
論理積否定条件で接続されていることを示します。

データ内容

キー操作K

K

エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

AND NOT 書込�データ



4-14

●4-6  基本命令

４
章

命
令
語

オア（ＯＲ）
論理和条件で接続されていることを示します。

動作説明 並列接点を接続します。

データ内容 エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

キー操作 データOR 書込�

オア・ノット（ＯＲ・ＮＯＴ）
論理和否定条件で接続されていることを示します。

動作説明 OR命令をb接点で扱います。

データ内容 エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

キー操作 データOR NOT 書込�

K

K
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アンド・ロード（ＡＮＤ・ＬＤ）
1つ前のブロックと論理積します。

動作説明 ブロックとブロックを直列にまとめます。
ブロックの数（AND・LD命令の前までのLD／LD・NOT
命令の数）は、8個以下にしてください。

キー操作 L DAND 書込�

オア・ロード（ＯＲ・ＬＤ）
1つ前のブロックと論理和します。

動作説明 ブロックとブロックを並列にまとめます。
ブロックの数（OR・LD命令の前までのLD／LD・NOT命
令の数）は、8個以下にしてください。

キー操作 OR L D 書込�

K

K
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アウト（ＯＵＴ）
リレー出力を示します。

動作説明 論理演算処理の結果をリレー出力します。

キー操作 データOUT 書込�K

データ内容 エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25215

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

一時記憶リレー TR0～7

データキー操作

アウト・ノット（ＯＵＴ・ＮＯＴ）
否定出力を示します。

動作説明 論理演算処理の結果を反転してリレー出力します。

データ内容 エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25215

保持リレー HR0000～9915

補助記憶リレー AR0000～2715

リンクリレー LR0000～6315

OUT 書込�NOTK



4-17

●4-6  基本命令

４
章

命
令
語

エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25507

保持リレー HR0000～9915

リンクリレー LR0000～6315

動作説明 入力条件がONになったとき指定接点をON（SET命令）
またはOFF（RSET命令）します。入力条件がOFFになっ
ても指定接点の状態は変わりません。

セット（ＳＥＴ）
指定接点をONにします。

リセット（ＲＳＥＴ）
指定接点をOFFにします。

SET�
D

RSET�
D

・00000のON/OFFに

より10000は動作し

ます。

・00001がONすると、

1 0 0 0 0がO Nしま

す。00002がONす

るまで10000はON

状態を保ちます。

SET／RSET命令とOUT命令の違い

SET       10000

RSET    10000

00001

00002

10000
00000

＜OUT命令＞�

＜SET・RSET命令＞�

データ内容

参 考 �

・SET命令
データ

・RSET命令
データ

FUN

FUN 書込�リセット�

書込�
キー操作K

セット�

D
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タイマ（ＴＩＭ）
減算式ONディレータイマの動作をします。

動作説明 　 　設定時間（0～999.9秒／0.1秒単位）

0.1秒単位で減算式ONディレータイマを設定します。
タイマの現在値、アップフラグは、入力条件により次のように動作します。

・タイマ番号は000～511で
す。
タイマ番号はカウンタ番号
と共用です。重複して使用
しないでください。

・設定値は0000～9999です。
このとき設定時間は0 ～
999.9秒（0.1秒単位／タイ
マ精度　　  秒）です。

・タイマ番号の使用順、a／b
接点の使用回数に制限はあ
りません。

TIM�
タイマ番号�
設定時間�

タイマ入力00000

タイムアップ出力10200

15.0s

●TIM000の動作�

TIM�
000

00000
� #0150

10200
T000

�

参 考 �
・IL(02)～ILC(03)内でIL条件がOFFのとき、タイマは
リセットされます。
・電源断時、タイマはリセットされます。停電対策が
必要な場合は、内部クロックとカウンタを使用して
ください。

・設定値を外部設定する場合、指定されたCHの内容が
BCD（2進化10進）データでないと25503（ER）が
ONします。命令は実行されますが、タイムアップ動
作は保証されません。

CNT�
002�

#0015

00000

00003

25502
カウント入力�

リセット入力� 15秒タイマ�

25502：1.0秒クロックの特殊補助リレー�

＜停電記憶型タイマ＞

●TIM

タイマの設定値は#0000～#9999

（BCD）です。

設定値が#0000、#0001の場合は次

のような動作になります。

・設定値が#0000の場合はタイマ入

力がOFF→ONとなった時点でタ

イムアップとなります。

・設定値が#0001の場合はタイマ精

度が0～－0.1秒のためタイマ時

間は0～0.1秒となり、タイマ入

力がOFF→ONとなった時点でタ

イムアップとなることがありま

す。

その他の設定についても同様に0～

－0.1秒のタイマ精度を考慮して設

定してください。

J

＋0
－0.1
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エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6655

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） #0000～9999

データ内容

TIM番号 　  データキー操作 T I M 書込� 書込�K
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・カウンタ番号は000～511です。
カウンタ番号はタイマ番号と共用です。重複して使用しないでください。

・設定値は0000～9999です。
・カウンタ命令は、カウント入力・リセット入力・CNT命令の順に入力しま

す。
・カウンタ番号の使用順、a／b接点の使用回数に制限はありません。
・カウンタの現在値は、電源断時やIL(02)～ILC(03)内でのIL条件OFF時も記憶さ

れています。

エリア データ

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6655

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） #0000～9999

CNT番号 データ

動作説明

カウンタ（ＣNT）
減算式カウンタの動作をします。

カウンタの現在値、アップフラグは、カ
ウント入力、リセット入力により次のよ
うに動作します。

CNT�
カウンタ番号�
設定値�

カウント入力�

リセット入力�

N N-1 N-2 N-3 1 0 N・・・・・�

カウント入力�

現在値�
（N：設定値）�
リセット入力�

アップフラグ�

データ内容

キー操作 CNT 書込� 書込�K

参 考 � ・設定値を外部設定する場合、指定されたCHの内容が

BCD（2進化10進）データでないと25503（ER）が

ONします。命令は実行されますが、カウントアップ

動作は保証されません。
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４－７　応用命令

エンド（ＥＮＤ） FUN．01
プログラムを終了します。

動作説明 プログラムの最後には、必ずEND命令を入れます。

インターロック（ＩＬ） FUN．02
インターロッククリア（ＩＬＣ） FUN．03
出力分岐の多い回路を、ニモニックでシンプルに記述します。

動作説明 ・ILの条件がONのとき、各リレーはIL／ILCがな
い場合と同じ動作をします。
・ILはインターロックの始まりを、ILCは終わりを

示します。
・ILの条件がOFFの場合、ILとILCの間の出力は次

のようになります。

出力リレー／内部補助リレー／リンク     OFF
リレー／保持リレー／補助記憶リレー

タイマ リセット

カウンタ／シフトレジスタ／キープ命令 状態保持

●インターロック（IL）

●インターロッククリア

（ILC）

END(01)

E N D ( 0 1 )

END命令がないと、プログラムは実行
されません。

使用例

IL(02)

ILC(03)

・IL－ILC命令とTR命令の比較

　TR命令では、分岐点の前でLD　TRが必要です。これ

に対してIL－ILC命令ではLD　TRが不要なので、プ

ログラムのステップ数を少なくすることができます。

参 考 �
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・IL－ILC命令間で微分命令（DIFU／DIFD／＠付命令）を使
用すると、入力条件により動作が一定しなくなります。
・IL－ILCが一対でない場合

IL－ILCを一対で使用していない場合（IL－ILC間にILがある
ような場合）、プログラムチェック時に「IL－ILCエラー」
になります。この場合、プログラム通りに動作しますが、
ILC命令の前にあるIL命令はすべてクリアされます。
「IL－IL－ILC－ILC」のようなネスティングはできません。
IL－ILCが一対で使われていない場合、次のように動作し
ます。

① IL ＊の条件がOFFの場合、出力リレー10010、
10011、10012はすべてOFFし、カウンタCNT010は計
数された状態を保持します。

② IL ＊の条件ON、 IL ＊＊の条件OFFの場合、出力
リレー10010は00001のON／OFFによりON／OFFしま
す。出力リレー10011、10012はOFFします。カウンタ
CNT010は計数された状態を保持します。

③ IL ＊、 IL ＊＊の条件が共にONの場合、 IL ＊、
IL ＊＊がないときと同じ動作をします。

I L C ( 0 3 )

I L ( 0 2 )
＊�0 0 0 0 0

1 0 0
1 0

0 0 0 0 1

I L ( 0 2 )
＊＊�0 0 0 0 2

1 0 0
1 1

0 0 0 0 3 0 0 0 0 4

1 0 0
1 2

0 0 0 0 5

C N T
   0 1 0
  # 0 0 1 5

0 0 0 0 6

0 0 0 0 7

使用例 ・00000がILの条件になります。
・このプログラムをラダーサポートソフトでの

ラダー図で書くと、次のようになります。

IL(02)0 0 0 0 0

0 0 0 0 3

0 0 0 0 4

0 0 0 0 1 0 0 0 0 2
10104

10105

10106

ILC(03)

I L C ( 0 3 )

I L ( 0 2 )
00000

10104
00001 00002

10106
00004

10105
00003

参 考 �
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動作説明 ・JMP命令の入力条件がOFFのとき、JMP－JME間
のプログラムは実行されません。
・JMP番号に00を指定すると、JMP－JME間のそれ

ぞれの命令はNOP処理されるので、命令実行時
間を要します（応用命令は非実行時の時間）。
・JMP番号に01～99を指定すると、同じ番号を持

つJME命令に直接ジャンプします（JMP命令の
処理時間しか要しません）。
・JMP番号01～99は、番号の組み合わせを重複し

て使用することはできません。
・JMP番号00は、複数回使用できます。

・JMP－JME命令が一対でない場合

① JMP＊の条件がOFFの場合、JME命令までのプログラム
は実行されません。出力リレー10000、10001、10002、
カウンタCNT010はすべて状態保持になります。
② JMP＊の条件ON、 JMP＊＊の条件OFFの場合、出力
リレー10000は入力リレー00001、00002によりON／
OFFします。出力リレー10001、10002、カウンタ
CNT010は状態保持となります。
③ JMP＊、 JMP＊＊の条件が共にONの場合、 JMP＊、

JMP＊＊がないときと同じ動作をします。

ジャンプ（ＪＭＰ） FUN．04
ジャンプエンド（ＪＭＥ） FUN．05
JMP命令の入力条件がOFFのとき、JMP－JME間の命令をすべてNOP扱いとして処理します。

●ジャンプ（JMP）

N：JMP番号

●ジャンプエンド（JME）

N：JME番号

データ内容 　　　　　   　N

定数（BCD）   00～99

＊�
0 0 0 0 0

100
00

0 0 0 0 1

＊＊�
0 0 0 0 3

100
01

0 0 0 0 4

0 0 0 0 2

100
02

0 0 0 0 5

CNT
      10
  #0010

0 0 0 0 6

0 0 0 0 7

JMP(04)
     00

JMP(04)
     00

JME(05)
     00

JMP(04)  N

JME(05)  N

参 考 �
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運転継続故障診断（ＦＡＬ） （＠）FUN．06
実行されるとCPUユニットのERR/ALM LEDが点滅します（「警報」状態）。

運転停止故障診断（ＦＡＬＳ） FUN．07
実行されるとCPUユニットのERR/ALM LEDが点灯し、運転が停止します（「異常」状態）。

動作説明 FAL／FALS命令が実行されると、指定されたFAL番
号を特殊補助リレー25300～25307の8ビットにBCD2
桁で出力します。
FAL／FALSは、次の方法で解除します。
・FAL   …FAL00をプログラム上で実行します。
・FALS …異常原因を取り除き、異常読み出し／解

除を実行します（「セットアップマニュ
ル」参照）。

●運転継続故障診断

（FAL）

N：FAL番号

●運転停止故障診断

（FALS）

N：FAL番号

(@)FAL(06)  N

FALS(07)  N

データ内容 　　　　　　　 N

定数    00～99

使用例 ①FALS01がONすると、特殊補助リ
レー25300がONします。

②FALS01を解除するには、異常原
因を取り除いてから、異常読み出
し／解除を行います。

FALS(07) 01
00000

0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

23 22 21 20 23 22 21 20

25307 25300

101 100
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動作説明 ・オペランドあり
ステップ開始命令として各工程の前に必ず挿入し
ます。ステップラダー実行の工程No.を示します。
・オペランドなし

ステップラダー領域の終了を示します。

●ステップラダー領域定義

（STEP）

S：工程No．

STEP(08)  S

ステップラダー領域定義（ＳＴＥＰ） FUN．08
ステップラダーの開始または終了を示します。

ステップラダー歩進（ＳＮＸＴ） FUN．09
前工程をリセットし、次工程を起動します。

各工程の始めと終わりには、必ずこの命令を挿
入します。前工程をリセットして次工程を起動
します。
SNTX命令は、入力の立ち上がり(OFF→ON)時に
1回だけ実行されます。

●ステップラダー歩進

（SNXT）

SNXT(09)  S

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  S

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25215

保持リレー HR0000～9915

リンクリレー LR0000～6315

補助記憶リレー AR0000～2715

使用例 ①入力00000がONすると、前工程を
リセットしてSTEP 12800をONし
ます。

②STEP 12800がONのとき、工程Aが
実行されます。

③ステップラダー領域の最後には、
必ずSTEP命令（オペランドな
し）を設定してください。

STEP(08) 

SNXT(09) 12800

STEP(08) 12800

〈工程　A〉�

00000

SNXT(09) 24615

・プログラム内でコイルとして使用しているリレー番号

を、工程番号に使用することはできません。
参 考 �
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・STEP～STEP間では、次の命令は使用できません。

　END(01)/IL(02)/ILC(03)/JMP(04)/JME(05)

・工程番号をデータ保持リレー(HR)にすると、電源断時

も記憶されます。

・工程起動時のカウンタの初期化には、特殊補助リレー

25407(1工程運転開始時に、1サイクルだけON)を使用

してください。

参 考 �

SNXT(09) HR0000

STEP(08) HR0000

00000

CNT01
#0003

00100

25407

00101

F
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シフトレジスタ（ＳＦＴ） FUN．10
指定チャネルのデータをビット単位でシフトします。

動作説明

D1：開始チャネル番号

D2：終了チャネル番号

IN�
       SFT(10)�
SP           D1�
                D2�
�
R

データ入力�

シフト信号入力�

リセット入力�

・データ入力用リレーの状態（ON=1/OFF=0）を
D1チャネルのLSBに取り込みます。
・D1、D2チャネルは、同じエリア内でD1≦D2にな

るように設定します。
・リセット入力がONすると、D1～D2チャネルは

リセット（すべて0）されます。
・リセット入力がONの間、データは取り込まれま

せん。
・SFT命令は、データ入力、シフト入力信号、リ

セット入力、SFT命令の順にプログラムしま
す。ラダーサポートソフトでは、上の段から順
にプログラムします。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　D1/D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255

保持リレー HR00～99

リンクリレー LR00～63

補助記憶リレー AR00～27

①シフト入力信号がONすると、03000に00000の
データが取り込まれます。また、03000～03014
のデータは、それぞれ1ビット上位ビットへ移動
します。

②03007に1が取り込まれると、10000がONしま
す。

使用例
SFT(10)

     030
  030

00000

25502（1秒クロック）�

00001

10000
03007

MSB

1

LSB 00000

1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1

消滅します�

030CH

MSB

1

LSB

0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1

03007
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キープ（ＫＥＥＰ） FUN．11
リセット入力がONするまで、セット入力のON状態を保持します。

動作説明 ・セット入力とリセット入力が同時にONした場
合、リセット入力が優先されます。
・リセット入力がONの間、セット入力は受け付け

られません。

・KEEP命令は、セット入力、リセット
入力、KEEP命令の順にプログラムし
ます。
ラダーサポートソフトでは、上の段
から順にプログラムします。

セット入力�

リセット入力�

キープ出力�

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  　　　　　B

入出力、内部補助、特殊補助リレー 　 　　 　00000～25215

保持リレー 　　　  　HR0000～9915

補助記憶リレー 　　　  　AR0000～2715

リンクリレー 　　　  　LR0000～6315

使用例 入力00000がONすると、10000のON状態が保持さ
れます。00001がONすると、10000がOFFします。

K E E P ( 1 1 )
1 0 0 0 0

00000

00001

セット入力（S）�

リセット入力（R）�

KEEP(11 )�
B       

B：リレー番号
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入出力、内部補助、特殊補助リレー 　   － 000～252

保持リレー 　   － HR00～99

補助記憶リレー 　   － AR00～27

リンクリレー 　   － LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 　　　　 －
データメモリ 　   － DM0000～6655

間接指定 　   － ＊DM0000～6655

定数（BCD） 　   － #0000～9999

可逆カウンタ（ＣＮＴＲ） FUN．12
加減算カウンタの動作をします。

動作説明

N：カウンタ番号

D：設定値

・加算、減算カウント入力は信号立ち上が
り（OFF→ON）時に1回計数されます。
両方の入力が同時にONすると、どちら
も計数されません。また、リセット入力
ONで現在値は0000になり、カウント入
力は受け付けられません。
・設定値は、0000～9999です。

CNTR(12)�
N�
D

加算カウント入力（ACP）�

減算カウント入力（SCP）�

リセット入力（R）�

・カウンタ番号はタイマ番号と共用で
す。重複して使用しないでくださ
い。
・CNTR命令は、加算カウント入力、

減算カウント入力、リセット入力、
CNTR命令の順に入力します。
・ラダーサポートソフトでは、上の段

から順にプログラムします。

加算入力�

減算入力�

カウント出力�
桁上げ時� 桁下げ時�

1 0 N N-1

N-1 N 0 1 2

データ内容

フラグの動き 25503(ER) ・設定チャネルの内容がBCDデータでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONのとき、命令は実行されません。

使用例 入力00000または00001がONすると、
カウンタ番号6の加算、減算が計数さ
れます。

00000

00001

00002

 C N T R ( 1 2 )

0 0 6

# 5 0 0 0

ACP

SCP

R



4-30

●4-7  応用命令

４
章

命
令
語

立上り微分（ＤＩＦＵ） FUN．13
入力信号の立上り時に、指定リレーを1スキャンだけONします。

立下り微分（ＤＩＦＤ） FUN．14
入力信号の立下り時に、指定リレーを1スキャンだけONします。

動作説明 ●立上り微分（DIFU）

B：リレー番号

●立下り微分（DIFD）

B：リレー番号

入力信号の立上がり（OFF→ON）時または立下が
り（ON→OFF）時に、指定されたリレーを1ス
キャンONします。

データ内容 　　　　　　　 エリア 　　　  B

入出力、内部補助、特殊補助リレー 00000～25215

保持リレー HR0000～9915

リンクリレー LR0000～6315

補助記憶リレー AR0000～2715

使用例 ・入力00000の立上り時に、10014が1
スキャンONします。
・入力00000の立下り時に、10015が1

スキャンONします。

DIFU(13)  B

DIFD(14)  B

DIFU(13) 10014

DIFD(14) 10015

0 0 0 0 0

　IL－ILC命令間、JMP－JME命令間、サブルーチン命

令内でDIFU命令、DIFD命令を使うと、入力条件が一

定しません。

参 考 �
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高速タイマ（ＴＩＭＨ） FUN．15
減算式ONディレー高速タイマを作動します。

動作説明 設定時間（S）で高速タイマを作動させます。
高速タイマ番号（000～511）は、カウンタ番号と
共通になっています。重複して使用しないでくだ
さい。
高速タイマの設定時間は、0秒～99.99秒（0.01秒
単位）です。

TIMH(15)�
N�
S

N：高速タイマ番号
S：設定値

データ内容 　　　　　　　エリア 　　N   　　　　S

入出力、内部補助、特殊補助リレー 　   — 000～252

保持リレー 　   — HR00～99

補助記憶リレー 　   — AR00～27

リンクリレー 　   — LR00～63

タイマ／カウンタ　　　　　　　　    TIM/CNT 000～511 　　　　 —

データメモリ 　   — DM0000～6655

間接指定 　   — ＊DM0000～6655

定数（BCD）       — #0000～9999

入力00000がONすると、高速タイマ002が
1.5秒間作動してタイムアップします。00000 T I M H ( 1 5 )

0 0 2
# 0 1 5 0

使用例

25503(ER) ・設定チャネルの内容がBCDデータでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONのとき、命令は実行されません。

フラグの動き

・TIMH命令は、使用するタイマ番号によりサイクルタ
イムの影響を受けることがあります。
　TIMH000～015： PCシステム設定（DM6629）で割

り込み処理が設定されているとき
は、サイクルタイムの影響を受け
ません。

　TIMH016～511：サイクルタイム10ms以上で誤動
作することがあります。

・JMP－JME間にあり、JMP命令の入力条件がOFFの
ときは、JMP番号によって次のようになります。
　JMP番号00 ：タイマ計測を中断し、現在値を保持
　JMP番号01～99：タイマ計測を継続

参 考 �

●TIMH
タイマの設定値は#0000～#9999
（BCD）です。
設定値が#0000、#0001の場合は
次のような動作になります。
・設定値が#0000の場合はタイ

マ入力がOFF→ONとなった
時点でタイムアップとなりま
す（TIM000～015使用時は遅
れが生じる場合がありま
す）。

・設定値が#0001の場合はタイ
マ精度が0～－0.01秒のため
タイマ時間は0～0.01秒とな
り、タイマ入力がOFF→ON
となった時点でタイムアップ
となることがあります。

その他の設定値についても同様
に0～－0.01秒のタイマ精度を考
慮して設定してください。

J
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ワードシフト（ＷＳＦＴ） （＠）FUN．16
複数チャネルデータをチャネル単位でシフトします。

フラグの動き

D1：開始チャネル番号

D2：終了チャネル番号

入力がONのとき、チャネルデータが1チャネル
単位でシフトします。シフトすると、終了CH番
号にあるデータは消滅します。開始チャネル番
号には＃0000が取り込まれます。

動作説明

データ内容

使用例 入力00000がONのとき、DM0000に#0000が取り込
まれ、DM0000のデータがDM0001に、DM0001の
データがDM0002に移動します。DM0002のデータ
は消滅します。

@WSFT(16)
DM0000
DM0002

0 0 0 0 0

2C0F

DM0002

2543

DM0001

9201

DM0000

2543

DM0002

9201

DM0001

0000

DM0000

消滅�

#0000

(@)WSFT(16)�
D1�
D2

　　　　　　　エリア 　　  D1/D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

25503 ・D1、D2チャネルが同じデータエリアでない場合、
・＊DM内容がBCDデータでない場合またはDMエリアを超える
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONのとき、命令は実行されません。

ON。
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比較（ＣＭＰ） FUN．20
チャネルデータや定数を16進4桁で比較します。

動作説明

S1：比較データ1

S2：比較データ2

指定された2つのチャネルのデータや定数を、16進
4桁で比較します。比較結果は、特殊補助リレー
25505～25507に出力されます（「付－５　特殊補
助リレーと命令語」参照）。

CMP(20)�
S1�
S2

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  S1/S2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～511

データメモリ DM0000～6655

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF

010チャネルの内容とHR19チャネルの内容を比較
します。
この例では、010チャネルの内容＜HR19チャネル
の内容、になるので25507がONします。
25507がONすると、出力10202がONします。

使用例

5284

010CH

×103 ×102 ×101 ×100

3416

HR19CH

×103 ×102 ×101 ×100

25505

25506

25507

C M P (20)
     0 1 0
   H R 1 9

00000

10200

10201

10202

フラグの動き 25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONのとき、命令は実行されません。

S1>S2 S1=S2 S1<S2

25505（＞） 1 0 0

25506（＝） 0 1 0

25507（＜） 0 0 1
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転送（ＭＯＶ） （＠）FUN．21
転送先チャネルへ16ビット単位で出力します。

否定転送（ＭＶＮ） （＠）FUN．22
データの内容を反転して転送先チャネルへ16ビット単位で出力します。

動作説明 ●転送（MOV）

S：転送データ

D：転送先チャネル番号

MOV命令は、転送データを指定された転送先チャ
ネル番号へ転送します。

(@)MOV(21)�
S�
D

●否定転送（MVN）

S：転送データ

D：転送先チャネル番号

(@)MVN(22)�
S�
D

MVN命令は、転送データを反転（1→0／0→1）し
て、指定された転送先チャネル番号へ転送しま
す。

参 考 � 転送先チャネルにタイマ／カウンタを指定することはで

きません。タイマカウンタの現在値をプログラム上で変

更する場合、BSET（71）命令を使うと簡単にプログラ

ムが作成できます。

25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・Sデータが0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  S   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511   ―

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数）　　　　　　　　　　　 #0000～FFFF　　　　　　　 ―

フラグの動き
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使用例 ①入力00000がONすると、001チャネルのデータを
HR05チャネルに出力します。

②入力00001がONすると、定数F8C5を反転して
DM0010チャネルに出力します。

@MVN(22)
#F8C5

DM0010

00001

@MOV(21)
001

HR05

00000

00100
00101
00102
00103
00104
00105
00106
00107
00108
00109
00110
00111
00112
00113
00114
00115

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

HR 0500
HR 0501
HR 0502
HR 0503
HR 0504
HR 0505
HR 0506
HR 0507
HR 0508
HR 0509
HR 0510
HR 0511
HR 0512
HR 0513
HR 0514
HR 0515

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

001 CHの内容� HR 05 CHの内容�

00000
00001
00002
00003
00004
00005
00006
00007
00008
00009
00010
00011
00012
00013
00014
00015

1
0
1
0
0
0
1
1
0
0
0
1
1
1
1
1

DM 001000
DM 001001
DM 001002
DM 001003
DM 001004
DM 001005
DM 001006
DM 001007
DM 001008
DM 001009
DM 001010
DM 001011
DM 001012
DM 001013
DM 001014
DM 001015

0
1
0
1
1
1
0
0
1
1
1
0
0
0
0
0

定数F8C5 DM 0010 CHの内容�
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S：変換データチャネル番号

D：変換結果出力チャネル番号

25503(ER) ・Sチャネルの内容がBCDデータでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・変換結果Dチャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

ＢＣＤ→ＢＩＮ変換（ＢＩＮ） （＠）FUN．23
BCD4桁のチャネルデータをBIN16ビットに変換します。

動作説明 変換データチャネルの内容をBIN（2進化16進4桁）
16ビットデータに変換して、変換結果出力チャネ
ルへ出力します。

(@)BIN(23)�
S�
D

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  S 　　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 ―

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き

使用例 入力00000がONすると、LR11チャネルのBCDデー
タをBINデータに変換して、DM0012へ出力しま
す。

@BIN(23) 
LR11

DM0012

00000

3 4 5 2
LR 11CH

103 102 101 100

0 0 1 1 0 1 0 0

103 102 101 100

3452 = 0×163+13×162+7×161+12×160

　　　　 → 0D7C

23 22 21 20 23 22 21 20

0 1 0 1 0 0 1 0

23 22 21 20 23 22 21 20

LR11CHの内容�

0 0 0 0 1 1 0 1

163 162 161 160

23 22 21 20 23 22 21 20

0 1 1 1 1 1 0 0

23 22 21 20 23 22 21 20

DM0012CHの内容�

E
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ＢＩＮ→ＢＣＤ変換（ＢＣＤ） （＠）FUN．24
BIN1チャネル（16ビット）のデータをBCDに変換します。

動作説明

S：変換データチャネル番号

D：変換結果出力チャネル番号

変換データチャネルの内容をBCD（2進化10進）4
桁データに変換して、変換結果出力チャネルへ出
力します。

(@)BCD(24)�
S�
D

0 0 0 1 0 0 0 0

163 162 161 160

10EC = 1×163+0×162+14×161+12×160

　　　　 → 4332

23 22 21 20 23 22 21 20

1 1 1 0 1 1 0 0

23 22 21 20 23 22 21 20

010CHの内容�

0 1 0 0 0 0 1 1

103 102 101 100

23 22 21 20 23 22 21 20

0 0 1 1 0 0 1 0

23 22 21 20 23 22 21 20

LR20CHの内容�

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  S 　　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・Dチャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

フラグの動き

入力00000がONすると、010チャネルのBIN16桁
データをBCD4桁データに変換して、LR20チャネ
ルへ出力します。

@BCD(24)
010

LR20

1 0 E C
010CH

00000使用例

　変換データが270Fを超える場合、出力チャネルは9999を超

え、この命令は実行されません。
参 考 �
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１ビット左シフト（ＡＳＬ） （＠）FUN．25
指定チャネルデータを左に1ビットずつシフトします。

１ビット右シフト（ＡＳＲ） （＠）FUN．26
指定チャネルデータを右に1ビットずつシフトします。

動作説明 ●左シフト（ASL）

D：データチャネル番号

●右シフト（ASR）

D：データチャネル番号

指定チャネル（16ビット）のデータを1ビットずつ
左（上位ビット側）へシフトします。

指定チャネル（16ビット）のデータを1ビットずつ
右（下位ビット側）へシフトします。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き 25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504(CY) ・キャリーに1がシフトされた場合、ON。
・キャリーに0がシフトされた場合、OFF。

25506(=) ・Dチャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

(@)ASR(26)�
D

(@)ASL(25)�
D

CYMSB LSB

00ビットのデータは�
CY(25504)へシフト�
されます。�

0

15ビットへは0が�
シフトされます。�

・・・・� ・・・・�

CY MSB LSB

15ビットのデータは�
CY(25504)へシフト�
されます。�

0

00ビットへは0が�
シフトされます。�

・・・・� ・・・・�

　ASL／ASR命令を毎スキャン型で使用すると、入力条件がON

の間は毎スキャンごとに実行されます。1回だけシフトさせた

いときは、入力微分型で使用するか、入力回路を微分命令で構

成してください。

参 考 �
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00000がONすると、DM0010の16ビットを1ビッ
トずつ左（上位ビット側）へ移動します。

00001がONすると、DM0010の16ビットを1ビッ
トずつ右（下位ビット側）へ移動します。

使用例

・DM0010の内容

@ASR(26)
DM0010

00001

@ASL(25)
DM0010

00000

MSB

1

LSB CY

0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1

MSB

1

LSBCY

0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0

MSB LSB

1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1
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１ビット左回転（ＲＯＬ） （＠）FUN．27
指定チャネルデータにキャリーを含めた17ビットを左回転シフトします。

１ビット右回転（ＲＯＲ） （＠）FUN．28
指定チャネルデータにキャリーを含めた17ビットを右回転シフトします。

動作説明 ●左回転（ROL）

D：データチャネル番号

●右回転（ROR）

D：データチャネル番号

指定チャネル（16ビット）にキャリーを含めた17
ビットのデータを1ビットずつ左（上位ビット側）
へ回転シフトします。

指定チャネル（16ビット）にキャリーを含めた17
ビットのデータを1ビットずつ右（下位ビット側）
へ回転シフトします。

(@)ROL(27)�
D

CY MSB
15

LSB
00

00ビットへシフトされます。�

・・・・�・・・・�

(@)ROR(28)�
D

CY MSB
15

LSB
00

CYへシフトされます。�

・・・・�・・・・�

・ROL／ROR命令を毎スキャン型で使用すると、入力

条件がONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回

だけシフトさせたいときは、入力微分型で使用する

か、入力回路を微分命令で構成してください。

・STC（40）／CLC（41）命令をROL／ROR命令の直

前に使用すると、キャリーの内容を強制的に1、0に変

更することができます。

参 考 �
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データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き

使用例

25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504(CY) ・キャリーに1がシフトされた場合、ON。
・キャリーに0がシフトされた場合、OFF。

25506(=) ・Dチャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

00000がONすると、DM0010の内容を1ビットずつ左
（上位ビット側）へ移動します。LSBにはCYの内容
が移動し、MSBの内容はCYへ移動します。

@ R O L ( 2 7 )  
D M 0 0 1 0

00000

CY MSB LSB

1 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 10

CY MSB LSB

1 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0

DM0010の内容�

00001がONすると、DM0011の内容を1ビットずつ
右（下位ビット側）へ移動します。
MSBにはCYの内容が移動し、LSBの内容はCYへ
移動します。

@ R O R ( 2 8 )  
D M 0 0 1 1

00001

CY MSB LSB

1 0 1 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 10

CY MSB LSB

1 0 1 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 11 0

DM0011の内容�
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ビット反転（ＣＯＭ） （＠）FUN．29
指定チャネルのビット内容を反転します（1→0／0→1）。

動作説明

D：反転指定チャネル番号

指定されたチャネルのデータ（16ビット）の1/0を
反転します。(@)COM(29)�

D

フラグの動き 25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・反転結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

使用例 00000がONすると、HR00チャネルのデータを16
ビット単位で反転します。@ C O M ( 2 9 )

H R 0 0

0 0 0 0 0

HR 0000

HR 0001

HR 0002

HR 0003

HR 0004

HR 0005

HR 0006

HR 0007

HR 0008

HR 0009

HR 0010

HR 0011

HR 0012

HR 0013

HR 0014

HR 0015

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

HR 0000

HR 0001

HR 0002

HR 0003

HR 0004

HR 0005

HR 0006

HR 0007

HR 0008

HR 0009

HR 0010

HR 0011

HR 0012

HR 0013

HR 0014

HR 0015

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

　COM命令を毎スキャン型で使用すると、入力条件が

ONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回だけ反

転させたいときは、入力微分型で使用するか、入力回

路を微分命令で構成してください。

参 考 �
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ＢＣＤ加算（ＡＤＤ） （＠）FUN．30
BCD4桁のデータをキャリーを含めて加算します。

ＢＣＤ減算（ＳＵＢ） （＠）FUN．31
BCD4桁のデータをキャリーを含めて減算します。

動作説明 ●BCD加算（ADD）

S1：被加算データ

S2：加算データ

D：加算結果出力チャネル番号

●BCD減算（SUB）

S1：被減算データ

S2：減算データ

D：減算結果出力チャネル番号

・BCD（2進化10進）4桁の2つの演算データをキャ
リーを含めて加算し、結果を指定チャネルに出
力します。加算の結果、桁上がりがあれば、
25504(CY)がONします。

・BCD（2進化10進）4桁の2つの演算データをキャ
リーを含めて減算し、結果を指定チャネルに出
力します。
減算実行時にS1<S2の場合、25504(CY)がONし、
減算結果は2の補数で出力されます。再度#0000
から2の補数を減算し、真数に変換するプログラ
ムが必要です。

(@)ADD(30)�
S1�
S2�
D

(@)SUB(31)�
S1�
S2�
D

ADD／SUB命令はキャリーを含めて演算します。直前

の命令の影響を受けないように、本命令の前にCLC

（41）命令を実行してください。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  S1/S2 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 　 000～255      000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　TIM/CNT000～511 　　　  ―

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD）　　　　　　　　　　　　　#0000～9999　　　　　　　―

参 考 �
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フラグの動き

使用例 入力00000がONのとき、030チャネルのBCDデータ
と定数#1117をキャリー（25504）を含めてBCD加
算し、結果をHR07チャネルの16ビット（HR0700
～0715）に出力します。

入力00000がONのとき、001チャネルのBCDデータ
からLR20チャネルをキャリー（25504）を含めて
BCD減算し、結果をHR05チャネルの16ビット
（HR0500～0515）に出力します。

25503(ER) ・S1、S2のデータ内容がBCDでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504(CY) ・ADD命令で加算の結果、桁上がりがあれば、ON。
・SUB命令でS1<S2の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

25506(=) ・Dチャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

CLC(41)

@ A D D ( 3 0 )
0 3 0

# 1 1 1 7
H R 0 7

00000

CLC(41)

@SUB(31)
001

LR20
HR05

00000

キャリー�

030CH

#1117

キャリー� 0…加算結果�
　  桁上がりがないので�
　  0となります�

0 1 5 3

1 1 1 7

1 2 7 0

0…�CLC命令により�
リセット�

HR07CH

001CH

LR20CH

キャリー� 0

6 1 0 6

5 8 1 1

0 2 9 5

0……CLC命令により�
　　  リセット�

HR05CH

キャリー�
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動作説明

S1：被乗算データ

S2：乗算データ

D：乗算結果出力下位チャネル

番号

S1、S2の内容を乗算して、結果を指定したチャネ
ル番号に出力します。S1、S2には、必ずBCDデー
タを設定してください。
演算結果は、D、D+1チャネルに出力されます。エ
リアを超えないようにしてください。

データ内容 　　　　　　  エリア 　　  S1/S2 　　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT000～511 　　　  －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） #0000～9999 　　　  －

フラグの動き

使用例 入力00000がONすると、020チャネルの内
容と定数#1234を乗算し、演算結果を
LR22、LR21チャネルに出力します。

25503(ER) ・S1、S2のデータ内容がBCDでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・D、D＋1チャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

(@)MUL(32)�
S1�
S2�
D

ＢＣＤ乗算（ＭＵＬ） （＠）FUN．32
BCD（2進化10進）4桁の2つのデータを乗算します。

0 0 0 2 4 6 8 0
LR22CH LR21CH

0 0 2 0020 CH

1 2 3 4#  1 2 3 4

@MUL(32)
020

#1234
LR21

0 0 2 0
020CHの内容�

00000
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ＢＣＤ除算（ＤＩＶ） （＠）FUN．33
BCD（2進化10進）4桁の2つのデータを除算し、商と余りを出力します。

動作説明

S1：被除算データ

S2：除算データ

D：除算結果出力先頭チャネル

番号

S1の内容をS2の内容で除算して、結果を指定した
チャネル番号に出力します。S1、S2には、必ず
BCDデータを設定してください。
演算結果の商はDチャネルへ、余りはD+1チャネル
に出力されます。D+1チャネルがエリアを超えな
いようにしてください。

使用例 入力00000がONすると、030チャネルの内
容をLR00チャネルの内容で除算し、商を
DM0010に、余りをDM0011に出力しま
す。

(@)DIV(33)�
S1�
S2�
D

@DIV(33)
030

LR00
DM0010

3 4 5 2
030CHの内容�

00000

0 0 0 3
LR00CHの内容�

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～511   　　   －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） #0000～9999   　　   －

フラグの動き 25503(ER) ・S1、S2のデータ内容がBCDでない場合やS2データが0000
の場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・除算結果（Dチャネル）が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

3 4 5 2030CH

0 0 0 3LR00CH

1 1 5 0DM0010CH

0 0 0 2DM0011CH

（商）�

（余り）�
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ワード論理積（ＡＮＤＷ） （＠）FUN．34
2つのチャネルの各ビットを対応させて論理積をとります。

ワード論理和（ＯＲＷ） （＠）FUN．35
2つのチャネルの各ビットを対応させて論理和をとります。

ワード排他的論理和（ＸＯＲＷ） （＠）FUN．36
2つのチャネルの各ビットを対応させて排他的論理和をとります。

ワード排他的論理和否定（ＸＮＲＷ） （＠）FUN．37
2つのチャネルの各ビットを対応させて排他的論理和否定をとります。

動作説明 ●ワード論理積（ANDW）

S1：演算データ1

S2：演算データ2

D：演算結果出力チャネル番号

(@)ANDW(34)�
S1�
S2�
D

(@)ORW(35)�
S1�
S2�
D

●ワード論理和（ORW）

S1：演算データ1

S2：演算データ2

D：演算結果出力チャネル番号

●ワード排他的論理和否定（XNRW）

S1：演算データ1

S2：演算データ2

D：演算結果出力チャネル番号

(@)XORW(36)�
S1�
S2�
D

●ワード排他的論理和（XORW）

S1：演算データ1

S2：演算データ2

D：演算結果出力チャネル番号

(@)XNRW(37)�
S1�
S2�
D

演算データと演算結果は、次のようになります。

ANDW ORW XORW XNRW

S1 S2 D S1 S2 D S1 S2 D S1 S2   D

1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1   1

1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0   0

0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1   0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   1
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25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・演算結果（Dチャネル）が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  S1/S2 　　　   D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT000～511 　　　  －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数）　　　　　　　　　　　　 #0000～FFFF 　　  　    －

フラグの動き

使用例 ・001チャネルとLR11チャネルのデータ
で、それぞれANDW／ORW／XORW
／XNRW命令を実行し、その結果を
DM0010～0013に出力します。

@ANDW(34) 
001

LR11
DM0010

00000

@ORW(35) 
001

LR11
DM0011

00001

@XORW(36) 
001

LR11
DM0012

00002

@XNRW(37) 
001

LR11
DM0013

00003
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入力00000がONすると、001チャネルとLR11チャネルの論理積をとり、結果を
DM0010に出力します。

入力00001がONすると、001チャネルとLR11チャネルの論理和をとり、結果を
DM0011に出力します。

入力00002がONすると、001チャネルとLR11チャネルの排他的論理和をとり、
結果をDM0012に出力します。

入力00003がONすると、001チャネルとLR11チャネルの排他的論理和否定をと
り、結果をDM0013に出力します。

MSB LSB

1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1

0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1

・001チャネルの内容�

・LR11チャネルの内容�

0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1DM0010

ANDW

1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1DM0011

ORW

1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0DM0012

XORW

0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1DM0013

XNRW
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インクリメント（ＩＮＣ） （＠）FUN．38
BCD（2進化10進）4桁のチャネルデータに1を加算します。

デクリメント（ＤＥＣ） （＠）FUN．39
BCD（2進化10進）4桁のチャネルデータから1を減算します。

動作説明 ●インクリメント（INC）

D：データチャネル番号

●デクリメント（DEC）

D：データチャネル番号

指定されたチャネルの内容に対して1を加算または
減算します。
チャネルデータには、必ずBCDデータを指定して
ください。
INC命令で、Dチャネルのデータ内容が9999のと
き、加算結果は0000となり、25506(=)がONしま
す。このとき25504(CY)は動作しません。
DEC命令で、Dチャネルのデータが0001のとき、
減算結果は0000となり、25506(=)がONします。
データ内容が0000のとき減算結果は9999となりま
す。このとき25504(CY)は動作しません。

フラグの動き 25503(ER) ・Dチャネルの内容がBCDでない場合、ON。
・＊DM内容がBCDデータでない場合またはDMエリアを超える
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONのとき、命令は実行されません。

25506(=) ・実行結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

(@)INC(38)�
D

(@)DEC(39)�
D

データ内容 　　　　　　エリア 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

　INC／DEC命令を毎スキャン型で使用すると、入力条

件がONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回だ

け実行させたいときは、入力微分型で使用するか、入

力回路を微分命令で構成してください。

参 考 �
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使用例 入力00000がONすると、DM0010のデータに1を加
算します。

入力00000がONすると、DM0010のデータから1を
減算します。

@INC(38)  
DM0010

00000

@DEC(39)  
DM0010

00000

4321 3321DM0010

4321 5321DM0010
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セットキャリー（ＳＴＣ） （＠）FUN．40
キャリーフラグ（25504）を1にします。

クリアキャリー（ＣＬＣ） （＠）FUN．41
キャリーフラグ（25504）を0にします。

動作説明 ●セットキャリー

（STC）

●クリアキャリー

（CLC）

(@)STC(40)

(@)CLC(41)

キャリーフラグ（25504）を1にします。

キャリーフラグ（25504）を0にします。

各命令の動作とキャリーフラグ（25504）は、次のような関係になっています。

　　　　　         キャリーフラグ（25504）

　　　  1 　　　 0

BCD加算 ADD 30

BCD倍長加算 ADDL 54

BIN加算 ADB 50

BIN倍長加算 ADBL －

BCD減算 SUB 31

BCD倍長減算 SUBL 55

BIN減算 SBB 51

BIN倍長減算 SBBL －

1ビット左シフト ASL 25

1ビット左回転 ROL 27

1ビット右シフト ASR 26

1ビット右回転 ROR 28

左右シフトレジスタ SFTR 84

変換 スケーリング2 SCL2 －

セットキャリー STC 40 STC命令実行時 　　　 －

クリアキャリー CLC 41 　　　 － CLC命令実行時

エンド END 01 　　　 － END命令実行時

　　　　　  名　称 命  令 FUN No.

加算

減算

シフト

加算結果桁上がり
がある場合

加算結果桁上がり
がない場合

減算結果が負の
場合

減算結果が正の
場合

MSBの内容0がシ
フトされた場合

左シフト時MSB
の内容0が、右シ
フト時LSBの内容
0がシフトされた
場合

LSBの内容1がシ
フトされた場合

LSBの内容0がシ
フトされた場合

MSBの内容1がシ
フトされた場合

左シフト時MSB
の内容1が、右シ
フト時LSBの内容
1がシフトされた
場合

変換結果が負の
場合

変換結果が正の
場合
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トレースメモリサンプリング（ＴＲＳＭ） FUN．45
設定された接点の内容の変化をサンプリング・ストアします。

※形CQM1－CPU11／21では、この命令は使用できません。

動作説明

入力条件がONすると、その時点でサンプリングが設定されている接点、チャネ
ルデータ、現在値をトレースメモリに格納します。
・補助記憶リレーAR2512～2515は、トレース機能用に割り当てられています。

AR2515 トレーススタートフラグ（注）

AR2514 トレーストリガフラグ

AR2513 トレース実行中ONフラグ

AR2512 トレース完了時ONフラグ

（注）プログラムからの書き込みは行わないでください。

・TRSM命令の使用個数に制限はありません。

トレースパラメータの設定とトレースの手順

「SYSMACサポートソフトオペレーションマニュアル」

TRSM(45)

使用例 ①SYSMACサポートソフトでトレー
スパラメータを設定し、トレース
を実行します。

②入力00000がONのとき、トレース
トリガフラグAR2514をONし、ディ
レー回数分よりトレースメモリサイ
ズ分のサンプリングデータがトレー
スメモリに格納されます。

※サンプリングパラメータの設定や
トレースメモリの読み出しは、ラ
ダーサポートソフトで行います。

A R
2 5 1 4

00000

T R S M ( 4 5 )

1 0 0
0 1

AR2512（トレース完了時ON)

1 0 0
0 0

AR2513（トレース中ON)

トレース�
トリガフラグ�

“トレース中”�
表示�

“トレース完了”�
表示�

データトレースでは、SYSMACサポートソフトまたは

上位リンクを介して接続されたパソコンなどで設定され

た接点、チャネルの内容の変化をサンプリングしてト

レースメモリに格納します。

参 考 �
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先頭チャネルから8チャネル分のデータ内容を、最
大16文字のキャラクタでプログラミングコンソー
ルに表示します。メッセージは、次のように記
憶・表示します。
・入力条件がONしたもののうち3個までのメッ

セージを記憶します。
・最初に入力がONしたものから記憶・表示します。
・LR→I/Oチャネル→HR→AR→DM/＊DMの順に

記憶します。
・同一エリア内では、チャネル番号の小さい順に

記憶します。
・＊DM指定の場合、DM内のDM No.の小さい順に

記憶します。

(@)MSG(46)�
S

動作説明

16文字メッセージ表示（ＭＳＧ） （＠）FUN．46
キャラクタで、8チャネル分のデータ内容をプログラミングコンソールに表示します。

S：先頭チャネル番号

表示の解除は、解除命令FAL00またはプログラミングコ

ンソールの「異常およびメッセージの読出し／解除」で

行います。

データ内容

参 考 �

　　　　　　　エリア 　　　  S

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～248

保持リレー HR00～92

補助記憶リレー AR00～20

リンクリレー LR00～56

データメモリ DM0000～6648

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き 25503(ER) ・＊DM内容がBCDデータでない場合またはDMエリアを超える
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONのとき、命令は実行されません。

F
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使用例

・入力00000がONのとき、DM0010～0017のデータ16キャラクタ分をプログラミ
ングコンソールに表示します。
・入力00001がONすると、表示を解除します。
・メッセージデータ内に$0D（16進数）のコードを設けると、このコードの1つ

前までのデータのみをプログラミングコンソールに表示します。

@MSG(46)
   DM0010

@FAL(06) 00

00000

00001

DM0010
DM0011
DM0012
DM0013

4
4
4
4

1
3
5
7

4
4
4
4

2
4
6
8

DM0010～0017の内容�

$41 : A,  $42 : B
$43 : C,  $44 : D
$45 : E,  $46 : F
$47 : G,  $48 : H

DM0014
DM0015
DM0016
DM0017

4
4
4
4

9
B
D
F

4
4
4
5

A
C
E
0

$49 :  I,  $4A : J
$4B : K,  $4C : L
$4D : M,  $4E : N
$4F : O,  $50 : P

メッセージ�
ABCD E F G H I J K LMNO P

プログラミングコンソールの表示�



4-56

●4-7  応用命令

４
章

命
令
語

ＢＩＮ加算（ＡＤＢ） （＠）FUN．50
BINの2つのデータを加算します。

ＢＩＮ減算（ＳＢＢ） （＠）FUN．51
BINの2つのデータを減算します。

動作説明 ●BIN加算（ADB）

S1：被加算データ

S2：加算データ

D：加算結果出力チャネル番号

・BIN16ビット（2進化16進4桁）のデータS1、S2を
キャリー（25504）を含めて加算し、結果をチャ
ネルに出力します。加算の結果、桁上がりがあ
るとキャリーが1になります。
多段の加算で2段目以降は前段のキャリーを含め
て加算するので、CLC（41）命令は使用しませ
ん。
被加算データ、加算データに2の補数を使用する
と、符号付き演算ができます。

(@)ADB(50)�
S1�
S2�
D

●BIN減算（SBB）

S1：被減算データ

S2：減算データ

D：減算結果出力チャネル番号

・BIN16ビット（2進化16進4桁）のデータS1、S2を
キャリー（25504）を含めて減算し、結果をチャ
ネルに出力します。S1<S2のとき、結果出力チャ
ネルには2の補数で出力され、キャリーが1にな
ります。補数を真数に変換する場合「#0000-補
数=真数」のプログラムが必要です。
被減算データ、減算データに2の補数を使用する
と、符号付き演算ができます。

(@)SBB(51)�
S1�
S2�
D

キャリー（25504）を含めて演算するので、本命令の直

前にCLC（41）命令を使用してください。
参 考 �

データ内容 　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～511 　　　  —

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF 　　　  —
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フラグの動き 25404 ・ADB命令で正数＋正数、SBB命令で正数－負数の演算結果が
8000～FFFFの範囲内になった場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

25405 ・ADB命令で負数＋負数、SBB命令で負数－正数の演算結果が
0000～7FFFの範囲内になった場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

（オーバーフロー）
形CQM1-CPU4□

（-V1）のみ

（アンダーフロー）
形CQM1-CPU4□

（-V1）のみ

25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504(CY) ・ADB命令で演算結果に桁上がりある場合、O N。
・SBB命令でS1<S2の場合、O N。
・上記以外の場合、OFF。

25506(=) ・演算結果が0000の場合、O N。
・上記以外の場合、O FF。

使用例 ・入力00000がONすると、CLC命令によ
り25504(CY)が0になります。001チャネ
ルのデータに定数F8C5を加算し、結果
をLR21チャネルに出力します。

CLC(41)

@ADB(50) 
001

#F8C5
LR21

00000

0 1 8 7
001CHの内容�

0 1 8 7001CH

F 8 C 5#F8C5

F A 4 CLR21CH

キャリー�

キャリー�

CLC命令により�
リセット�

桁上がりがあるとき　1�
桁上がりがないとき　0

0……�

0……�

・入力00001がONすると、CLC命令により
25504(CY)が0になります。002チャネルの
データからLR20チャネルのデータを減算
し、結果をHR21チャネルに出力します。

CLC(41)

@SBB(51) 
002

LR20
HR21

00001

F 8 C 5
002CHの内容�

7 A 0 3
LR20の内容�

F 8 C 5002CH

7 A 0 3LR20CH

7 E C 2HR21CH

キャリー�

キャリー�

CLC命令により�
リセット�

S1≧S2のとき　0�
S1＜S2のとき　1

0……�

0……�



4-58

●4-7  応用命令

４
章

命
令
語

ＢＩＮ乗算（ＭＬＢ） （＠）FUN．52
2つのBINデータを乗算します。

動作説明

S1：被乗算データ

S2：乗算データ

D：乗算結果出力下位チャネル

番号

BIN16ビット（2進化16進4桁）のデータS1、S2を乗
算します。結果は、D+1・Dチャネルに8桁で出力
します。
　　　　　　　S1

×　　　　　　S2
　D+1 CH　　D CH　
（上位桁）（下位桁）

(@)MLB(52)�
S1�
S2�
D

データ内容 　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～511 　　　  —

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF 　　　  —

フラグの動き 25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・演算結果（D＋1・Dチャネル）が00000000の場合、O N。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力00000がONすると、001チャネルのデー
タと定数F892を乗算します。結果は、上位
4桁をLR21チャネルに、下位4桁をLR20
チャネルに出力します。

@MLB(52) 
001

#F892
LR20

00000

2 0 1 A
001CHの内容�

1 F 2 B 7 E D 4
LR21CH LR20CH

2 0 1 A001CH

F 8 9 2
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ＢＩＮ除算（ＤＶＢ） （＠）FUN．53
BINデータの除算をします。

動作説明

S1：被除算データ

S2：除算データ

D：除算結果出力下位チャネル

番号

BIN16ビット（2進化16進4桁）のデータS1をS2で除
算します。結果は、商をDチャネルに、余りをD＋
1チャネルに出力します。

(@)DVB(53)�
S1�
S2�
D

データ内容

フラグの動き 25503(ER) ・S2が0000の場合、O N。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・演算結果（Dチャネル）が0000の場合、O N。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力00000がONすると、010チャネルの
データをLR20チャネルのデータで除算し
ます。結果は、商をHR05チャネルに、余
りをHR06チャネルに出力します。

@DVB(53) 
010

LR20
HR05

00000

010CHの内容�
1 0 F 7 0 0 0 3

LR20CHの内容�

1 0 F 7010CH

0 0 0 3LR20CH

0 5 A 7HR05CH

0 0 0 2HR06CH

（商）�

（余り）�

　　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～511 　　　  —

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF 　　　  —
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ＢＣＤ倍長加算（ＡＤＤＬ） （＠）FUN．54
BCD8桁のデータを、キャリー（25504）を含めて加算します。

ＢＣＤ倍長減算（ＳＵＢＬ） （＠）FUN．55
BCD8桁のデータを、キャリー（25504）を含めて減算します。

動作説明 ●BCD倍長加算（ADDL）

S1：被加算下位チャネル番号

S2：加算下位チャネル番号

D：加算結果出力下位チャネル

番号

●BCD倍長減算（SUBL）

S1：被減算下位チャネル番号

S2：減算下位チャネル番号

D：減算結果出力下位チャネル

番号

2つのBCD（2進化10進）8桁データをキャリー
（25504）を含めて加算し、結果をD＋1・Dチャネ
ルに出力します。加算の結果、桁上がりがあると
キャリーが1になります。

2つのBCD（2進化10進）8桁データをキャリー
（25504）を含めて減算し、結果をD＋1・Dチャネ
ルに出力します。S1<S2のとき、結果は補数で出力
され、キャリーが1になります。補数を真数に変換
する場合「#00000000－補数＝真数」のプログラム
が必要です。

(@)ADDL(54)�
S1�
S2�
D

(@)SUBL(55)�
S1�
S2�
D

キャリー（25504）を含めて演算するので、本命令の直

前にCLC（41）命令を実行してください。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～251

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～510 　　　  —

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

参 考 �
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・入力00000がONすると、CLC命令により
25504(CY)が0になります。001・000チャネルの
データにDM0021・0020のデータを加算し、結
果をLR22・21チャネルに出力します。

・入力00001がONすると、CLC命令により
25504(CY)が0になります。006・005チャネルの
データからDM0011・0010のデータを減算し、
結果をLR12・11チャネルに出力します。

フラグの動き 25503(ER) ・加算・被加算データ、または減算・被減算データがBCDで
ない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504(CY) ・加算結果に桁上がりある場合、ON。
・減算時に被減算データ＜減算データの場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

25506(=) ・演算結果が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例
CLC(41)

@ADDL(54) 
000

DM0020
LR21

00000

001CHの内容�
1 2 2 4 0 3 1 9

0 5 0 2 0 3 2 7

000CHの内容�

DM0021の内容� DM0020の内容�

CLC(41)

@SUBL(55)
005

DM0010
LR11

00001

006CHの内容�
1 0 2 9 6 8 8 7

0 7 2 8 0 0 7 9

005CHの内容�

DM0011の内容� DM0010の内容�

1 7 2 6 0 6 4 6
LR22CH LR21CH

0 5 0 2 0 3 2 7

1 2 2 4 0 3 1 9001CH • 000CH

DM0021 • DM0020

キャリー

キャリー�

0

0

0 3 0 1 6 8 0 8
LR12CH LR11CH

0 7 2 8 0 0 7 9

1 0 2 9 6 8 8 7006CH • 005CH

DM0011 • DM0010

キャリー

キャリー�

0

0
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BCD（2進化10進）8桁のデータS1+1・S1とS2+1・
S2を乗算します。結果は、D+3～Dチャネルに出力
します。
    　　　　　　　　　　　S1+1　S1

×　　　　　　　　　　　S2+1　S2

　D+3 CH　D+2 CH　D+1 CH　D CH

ＢＣＤ倍長乗算（ＭＵＬＬ） （＠）FUN．56
2つのBCD8桁のデータを乗算します。

動作説明

S1：被乗算下位チャネル番号

S2：乗算下位チャネル番号

D：乗算結果出力下位チャネル

番号

(@)MULL(56)�
S1�
S2�
D

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～249

保持リレー HR00～98 HR00～96

補助記憶リレー AR00～26 AR00～24

リンクリレー LR00～62 LR00～60

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～510 　　　  —

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6140

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き 25503(ER) ・S1＋1・S1、S2＋1・S2のデータ内容がBCDでない場合、
ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・演算結果がすべて0の場合、O N。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 ・入力00000がONすると、051・050チャネルの
データとDM0071・0070のデータを乗算します。
結果は、HR04～01チャネルに出力します。

D+3 : HR04CH
0 0 0 5 5 5 6 2 9 4 8 0 8 1 5 5

D+2 : HR03CH D+1 : HR02CH D : HR01CH

1 0 0 0 5 5 5 5

0 0 5 5 5 3 2 1051CH • 050CH

DM0071 • DM0070

@MULL(56)
050

DM0070
HR01

00000

051CHの内容�
0 0 5 5 5 3 2 1

1 0 0 0 5 5 5 5

050CHの内容�

DM0071CHの内容�DM0070CHの内容�
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25503(ER) ・S1＋1・S1、S2＋1・S2のデータ内容がBCDでない場合、
ON。
・S2＋1・S2チャネルの内容が00000000の場合、O N。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・演算結果D＋1・Dチャネルの内容（商）が0の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

BCD（2進化10進）8桁のデータS1+1・S1をS2+1・
S2で除算します。結果は、商をD+1・Dチャネル
に、余りをD+3・D+2チャネルに出力します。
  　　　　　　　　　　S1+1　S1

÷　　　　　　　　　  S2+1　S2

　D+3 CH　D+2 CH　D+1 CH　D CH

   （余り）     　   （商）

ＢＣＤ倍長除算（ＤＩＶＬ） （＠）FUN．57
BCD8桁データの除算を行い、商と余りを出力します。

動作説明

S1：被除算先頭チャネル番号

S2：除算先頭チャネル番号

D：除算結果出力先頭チャネル

番号

使用例 入力00000がONすると、031・030チャネルの
データをLR01・00チャネルのデータで除算し
ます。結果は、商をDM0101・DM0100に、余
りをDM0103・DM0102に出力します。

@DIVL(57)
030

LR00
DM0100

00000

031CHの内容�
9 8 5 5 2 3 0 0

0 0 0 0 0 0 3 5

030CHの内容�

LR01CHの内容� LR00CHの内容�

(@)DIVL(57)�
S1�
S2�
D

　　　　　　　エリア 　　  S1/S2   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～249

保持リレー HR00～98 HR00～96

補助記憶リレー AR00～26 AR00～24

リンクリレー LR00～62 LR00～60

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～510 　　　  —

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6140

間接指定 ＊DM0000～6655

データ内容

フラグの動き

031 030

9 8 5 5 2 3 0 0

LR01 LR00

0 0 0 0 0 0 3 5

DM0101 DM0100

0 2 8 1 5 7 8 0

DM0103 DM0102

0 0 0 0 0 0 0 0

（商）�

（余り）�
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ＢＣＤ→ＢＩＮ倍長変換（ＢＩＮＬ） （＠）FUN．58
BCD8桁の2チャネルのデータをBIN32ビットに変換します。

動作説明

S：変換データ下位チャネル番号

D：変換結果出力下位チャネル

番号

S+1・SチャネルのBCD（2進化10進）8桁データ
を、BIN32ビット（2進化16進8桁）データに変換
して、D+1・Dチャネルに出力します。

(@)BINL(58)�
S�
D

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  S   　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～251

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　T IM/CNT 000～510 　　　  —

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き 25503(ER) ・S＋1・Sチャネルのデータ内容がBCDでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・変換結果が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力00000がONすると、011・010チャネルのBCD8
桁データをBIN16ビットデータに変換し、LR22・
21チャネルに出力します。

@ B I N L ( 5 8 )
0 1 0

L R 2 1

0 0 0 0 0

011CH
0 0 2 0 0 0 5 0

010CH

MSB LSB

(BCD)

(BIN)
LR22CH

0 0 0 3 0 D 7 2
LR21CH

MSB LSB

×167 ×166 ×165 ×164 ×163 ×162 ×161 ×160

×107 ×106 ×105 ×104 ×103 ×102 ×101 ×100
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ＢＩＮ→ＢＣＤ倍長変換（ＢＣＤＬ） （＠）FUN．59
BIN32ビットのチャネルのデータをBCD8桁に変換します。

動作説明 S+1・SチャネルのBIN32ビット（2進化16進8桁）
データをBCD（2進化10進）8桁データに変換し
て、D+1・Dチャネルに出力します。

(@)BCDL(59)�
S�
D

S：変換データ下位チャネル番号

D：変換結果出力下位チャネル

番号

　S、S+1チャネルのデータ内容が05F5E0FFを超えて

いると、変換結果が99999999を超えるので変換は実

行されません。

　このとき、D、D+1チャネルの内容は変化しません。

参 考 �

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　 S 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～251

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

25503(ER) ・D+1、Dの内容が99999999を超える場合、O N。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・変換結果が00000000の場合、O N。
・上記以外の場合、OFF。

フラグの動き

入力00000がONすると、011・010チャネルの
BIN32ビットデータをBCD8桁データに変換し、
LR21・22チャネルに出力します。

使用例
@ B C D L ( 5 9 )

0 1 0
L R 2 1

0 0 0 0 0

011CH
0 0 2 D 3 2 0 A

010CH

MSB LSB

(BIN)

(BCD)
LR22CH

0 2 9 6 1 9 3 0
LR21CH

MSB LSB

×167 ×166 ×165 ×164 ×163 ×162 ×161 ×160

2×165+13×164+3×163+2×162+10=2961930

×107 ×106 ×105 ×104 ×103 ×102 ×101 ×100
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25503(ER) ・Wデータの内容がBCDデータでない場合、O N。
・転送元、転送先終了チャネルがデータエリアを超える場合、

ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

動作説明

W：転送ワード数

S：転送元下位チャネル番号

D：転送先下位チャネル番号

SチャネルからWワード分のデータを、Dチャネル
にコピーします。
転送元(S)、転送先(D)には、先頭チャネル番号を指
定します。

ブロック転送（ＸＦＥＲ） （＠）FUN．70
連続した複数のチャネルをコピーします。

(@)XFER(70)�
W�
S�
D

XFER命令を使うと、データをシフトして使うことがで

きます。

X F E R ( 7 0 )  
# 0 0 1 0

D M 0 0 0 0
D M 0 0 0 2

X F E R ( 7 0 )  
# 0 0 1 0

D M 0 0 0 2
D M 0 0 0 0

D M 0 0 0 0

D M 0 0 0 2 D M 0 0 0 2

D M 0 0 0 0

D M 0 0 0 9

D M 0 0 1 1 D M 0 0 1 1

D M 0 0 0 9

　　　　　　　エリア 　　W   S D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） #0000～9999  　   ―

データ内容

フラグの動き

参 考 �



４
章

命
令
語

4-67

●4-7  応用命令

使用例 入力00000がONすると、001～003チャネルが、そ
れぞれDM0010～0012にコピーされます。@ X F E R ( 7 0 )

# 0 0 0 3
0 0 1

D M 0 0 1 0

0 0 0 0 0

W : #0003 Sデータ� Dデータ�

001 CH

002 CH

003 CH

1 2 3 4

0 0 0 0

F F F F

DM 0010

DM 0011

DM 0012

1 2 3 4

0 0 0 0

F F F F

3CHが�
対象に�
なります�



４
章

命
令
語

4-68

●4-7  応用命令

動作説明

S：設定データ

D1：転送先先頭チャネル番号

D2：転送先終了チャネル番号

設定データを、D1チャネルからD2チャネルまでの
各チャネルに出力します。

ブロック設定（ＢＳＥＴ） （＠）FUN．71
設定データを16ビット単位で転送します。

(@)BSET(71)�
S�
D1�
D2

MOV（21）命令では、タイマ／カウンタを転送先に指

定できません。BSET命令を使うと、現在値変更のプロ

グラムが容易に作成できます。

　　　　　　　エリア 　　　  S   　　D1/D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF －

データ内容

フラグの動き 25503(ER) ・D1、D2チャネルのエリアが異なる場合やD1＞D2チャネルとな
る場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例 DM0000～DM0500の内容をクリアする使用例で
す。
入力00000がONすると、定数0000がDM0000～
DM0500に出力されます。

@ B S E T ( 7 1 )
# 0 0 0 0

D M 0 0 0 0
D M 0 5 0 0

0 0 0 0 0

Sデータ�0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0

0 0 0 0

D M 0 0 0 0 �
D M 0 0 0 1

D M 0 5 0 0

参 考 �
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25503(ER) ・S、S+1チャネルの内容がBCDデータでない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・Dチャネルの内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

動作説明

S：演算下位チャネル番号

D：演算結果出力チャネル番号

S、S+1チャネルのBCDデータの平方根を計算し、
Dチャネルに整数4桁で出力します。この際、小数
点以下は切り捨てられます。

平方根（ＲＯＯＴ） （＠）FUN．72
BCD8桁（2チャネル分）のデータの平方根を計算します。

(@)ROOT(72)�
S�
D

データ内容 　　　　　　　エリア 　　　  S 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～252

保持リレー HR00～98 HR00～99

補助記憶リレー AR00～26 AR00～27

リンクリレー LR00～62 LR00～63

タイマ／カウンタ　　　　　　　　　　TIM/CNT 000～510    　　　－

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

フラグの動き

使用例 入力00000がONすると、DM0000とDM0001の内容
の平方根をとり、DM0100に出力します。@ R O O T ( 7 2 )

D M 0 0 0 0
D M 0 1 0 0

0 0 0 0 0

0 5 6 1

DM0000
6 3 2 5

DM0001

7 9 5 3

DM0100

63, 250, 561     ≒    7,953（例）�

7953.0221…�

小数点以下は切り捨てられます。�
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25503(ER) ・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

　　　　　　　エリア 　　　D1/D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

D1：交換チャネル番号1

D2：交換チャネル番号2

1チャネルごとにデータを交換します

データ交換（ＸＣＨＧ） （＠）FUN．73
チャネルデータ同士を16ビット単位で交換します。

動作説明

D1チャネル� D2チャネル�

データ交換�

(@)XCHG(73)�
D1�
D2

データ内容

@XCHG(73)
100

DM0010

00000
入力00000がONすると、100チャネルとDM0010を1
チャネル（16ビット）単位でデータ交換します。

使用例

フラグの動き

00100
00101
00102
00103
00104
00105
00106
00107
00108
00109
00110
00111
00112
00113
00114
00115

1
0
1
1
0
0
1
1
1
1
0
1
0
1
0
1

100 CHの内容�
D1データ�

(ABCD)

0
0
1
0
1
1
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0

DM0010の内容�
20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

×100

×101

×102

×103

D2データ�

(1234)

00100
00101
00102
00103
00104
00105
00106
00107
00108
00109
00110
00111
00112
00113
00114
00115

0
0
1
0
1
1
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0

100 CHの内容�
D1データ�

(1234)

1
0
1
1
0
0
1
1
1
1
0
1
0
1
0
1

DM0010の内容�
20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

×100

×101

×102

×103

D2データ�

(ABCD)
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１桁左シフト（ＳＬＤ） （＠）FUN．74
複数チャネルのデータを桁（4ビット）単位で左へシフトします。

１桁右シフト（ＳＲＤ） （＠）FUN．75
複数チャネルのデータを桁（4ビット）単位で右へシフトします。

動作説明 ●1桁左シフト（SLD）

D1：開始チャネル

D2：終了チャネル

●1桁右シフト（SRD）

D1：終了チャネル

D2：開始チャネル

桁（4ビット）単位で左（上位桁側）シフトしま
す。D1チャネル最下位桁には0がシフトされ、D2

チャネル最上位桁の内容は消滅します。

桁（4ビット）単位で右（下位桁側）シフトしま
す。D2チャネル最上位桁には0がシフトされ、D1

チャネル最下位桁の内容は消滅します。

(@)SLD(74)�
D1�
D2

MSB

最上位桁は消滅します。�

D2CH
LSB MSB LSB MSB LSB

D1CH

0

最下位桁へは0が�
シフトされます。�

(@)SRD(75)�
D1�
D2

MSB

最下位桁は消滅します。�

D2CH
LSB MSB LSB MSB LSB

D1CH

0

最上位桁へは0が�
シフトされます。�

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  D1/D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

25503(ER) ・D1、D2が同じエリア内にない場合、ON。
・D1＞D2の場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

フラグの動き

　SLD／SRD命令を毎スキャン型で使用すると、入力条

件がONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回だ

けシフトさせたいときは、入力微分型で使用するか、

入力回路を微分命令で構成してください。

参 考 �
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使用例 入力00000がONすると、DM0010、DM0011の8桁
（32ビット）の内容が、1桁（4ビット）ずつ上位
桁（左）側へシフトします。

@ S L D ( 7 4 )
D M 0 0 1 0
D M 0 0 1 1

0 0 0 0 0

D 7 9 1

DM0010

MSB LSB

8 F C 5

DM0011

MSB LSB

7 9 1 0

DM0010

MSB LSB

F C 5 D

DM0011

MSB LSB

消滅します�

0
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●4-7  応用命令

４→16デコーダ（ＭＬＰＸ） （＠）FUN．76
チャネルデータの指定桁の内容を読み取り、指定チャネルの対応するビットに1を出力します。

16→４エンコーダ（ＤＭＰＸ） （＠）FUN．77
指定チャネル（16ビット）の中でONしている最上位ビットの番号を出力します。

●4→16デコーダ（MLPX）

S：変換データチャネル番号

K：桁指定

D：変換結果出力先頭チャネル

　   番号

●16→4エンコーダ（DMPX）

S：変換データ先頭チャネル番号

D：変換結果出力チャネル番号

K：桁指定

・Kの内容により、Sチャネルの指定桁を16ビット
データに変換します。

　変換した内容にしたがってDチャネルの該当ビッ
トを1にします。

・Kの内容によりSチャネルデータの1になってい
る最上位ビットの番号を16進数に変換します。
変換結果は、Kの内容にしたがってDチャネルに
出力します。

動作説明
(@)MLPX(76)�

S�
K�
D

(@)DMPX(77)�
S�
D�
K

・桁指定データの内容（MLPX）�

SCH変換対象桁番号（0～3）�
デコード桁数（0～3）�
　0:1桁　1:2桁�
　2:3桁　3:4桁�
0にしてください。0以外�
のときは無視します。�

�

MSB LSB

変換結果出力開始桁（0～3）�
変換データチャネル数（0～3）�
　0:1桁　1:2桁�
　2:3桁　3:4桁�
0にしてください。0以外�
のときは無視します。�

・桁指定データの内容（DMPX）�
MSB LSB

データ内容 　　　　　　  エリア 　　S 　　K 　   D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 　   －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数  － #0000～0033 －

　MLPX命令で複数桁をデコードするときは、桁指定

（K）によってD＋1～D＋3チャネルがエリアを超えな

いようにしてください。DMPX命令で複数チャネルをエ

ンコードするときは、桁指定（K）によってS+1～S+3

チャネルがエリアを超えないようにしてください。

参 考 �
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使用例
@ M L P X ( 7 6 )

L R 0 0
H R 1 0

D M 0 0 1 0

0 0 0 0 0

フラグの動き 25503(ER) ・桁指定データが不正値の場合、ON。
・MLPX命令でD+1～D+3チャネルが、DMPX命令でS＋1
～S＋3チャネルがデータエリアを超える場合、ON。
・DMPX命令でS～S＋3チャネルの内容に1つでも0000があ
る場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

・MLPX命令
入力00000がONのとき、桁指定データHR10チャ
ネルの内容0001により、LR00チャネルの内容
8F2Cの1桁の値2が16ビットデータに変換されま
す。DM0010の02ビット目に1を、他のビットに0
を出力します。

・DMPX命令
入力00000がONのとき、桁指定データHR10チャネ
ルの内容0001により、001チャネルのONしている
最上位ビット（ビット番号9）が4ビットデータに
変換されてDM0010の1桁に出力されます。
このとき、DM0010の他の桁の内容は変化しませ
ん。

@ D M P X ( 7 7 )
0 0 1

D M 0 0 1 0
H R 1 0

0 0 0 0 0

S: LR00CH

LR0000

LR0001

LR0002

LR0003

LR0004

LR0005

LR0006

LR0007

LR0008

LR0009

LR0010

LR0011

LR0012

LR0013

LR0014

LR0015

0

0

1

1

0

1

0

0

1

1

1

1

0

0

0

1

8F2C

C

2

F

8

LR00CHの1桁の値2�
が対象となります。�

デコード桁数1となり、�
DM0010のみが出力の�
対象となります。�

0にしてください。�
0以外の時は無視しま�
す。�

1000

K: HR 10CH

桁指定�

C2F8

S: LR00CH

0
D: DM 0010

0 0 4

0桁�

1桁�

2桁�

3桁�

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

2

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

×100

×101

×102

×103

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

D: DM0010 0004
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●4-7  応用命令

DM0010の1桁が出力開始�
桁となります。�
エンコードCH数は1とな�
り、001CHのみがエンコ�
ード対象となります。�
0にしてください。0以外�
の時は無視します。�

1000
K: HR 10CH

7A30
S: 001CH

9
D: DM 0010

29 + 28 + . . .

3桁�2桁�1桁�0桁�

S: 001CH

00100

00101

00102

00103

00104

00105

00106

00107

00108

00109

00110

00111

00112

00113

00114

00115

1

1

1

0

0

1

0

1

1

1

0

0

0

0

0

0

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

1

0

0

1

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

0桁�

1桁�

2桁�

3桁�

D: DM001003A7

エンコード�
の対象と�
なりません�

7

A

3

0

桁指定�

9ビット目が�
ONしている�
ことを表します。�

9
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変換データ（桁）内容�
数値� ビット内容�

変換出力データ�

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1

0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

g
0
0
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
0
1
1
1

f
1
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1

e
1
0
1
0
0
0
1
0
1
0
1
1
1
1
1
1

d
1
0
1
1
0
1
1
0
1
1
0
1
1
1
1
0

c
1
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
0
0

b
1
1
1
1
1
0
0
1
1
1
1
0
0
1
0
0

a
1
0
1
1
0
1
1
1
1
1
1
0
1
0
1
1

a

f

e

d

g b

c

a
b
c
d
e
f
g

LSB

MSB

7セグメント表示�

動作説明

S：変換データチャネル番号

K：桁指定

D：変換結果出力チャネル番号

チャネルデータの指定された桁4ビットの内容（0
～F）を8ビットの7セグメントデータに変換しま
す。変換結果は、Kの内容にしたがってDチャネル
の上位、または下位8ビットに出力します。

●変換データの内容とデコード出力の関係

桁（4ビット）の内容（0～F）が、8ビットの7セグ
メントデータに変換された場合、次の表のように
なります。

(@)SDEC(78)�
S�
K�
D

Sチャネルの変換開始桁番号(0～3)�
�デコード桁数(0～3)�
　0:1桁　1:2桁�
　2:3桁　3:4桁�
Dチャネルの出力位置(0, 1)�
（0:下位8ビット　1:上位8ビット）�

•桁指定データの内容�
MSB LSB

0

0にしてください。�

７セグメントデコーダ（ＳＤＥＣ） （＠）FUN．78
チャネルデータの指定桁の内容を、7セグメントデータに変換します。

・SDEC命令を毎スキャン型で使用すると、入力条件が

ONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回だけ実

行させたいときは、入力微分型で使用するか、入力回

路を微分命令で構成してください。

・複数桁のデコードを行うときは、桁指定によって

D+1、D+2チャネルがエリアを超えないようにしてく

ださい。

参 考 �
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●4-7  応用命令

　　　　　　  エリア 　　  S 　　  K   　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 　　　 －

データメモリ DM0000～6155 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 － #0000～0133 －

0桁�

1桁�

2桁�

3桁�

LR0700
LR0701
LR0702
LR0703
LR0704
LR0705
LR0706
LR0707
LR0708
LR0709
LR0710
LR0711
LR0712
LR0713
LR0714
LR0715

1: DM0010の1�
　桁が変更対象�
　となります。�

K: LR07CH

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

×100

×101

×102

×103

0: 変更桁数1と�
　なります。�

0: 020CHの0位�
　置（下位ビッ�
　ト側）へ出力�
　されます。�
この内容は無視�
されます。�

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

0
1
0
0
0
0
0
1
0
1
1
1
1
0
1
1

1
1
1
1
1
1
1
0

0�
位置�

1�
位置�

10000
10001
10002
10003
10004
10005
10006
10007
10008
10009
10010
10011
10012
10013
10014
10015

a
b
c
d
e
f
g

S: DM0010 D: 100CH

a

f

e

d

g b

c

（外部配線）�

8

データ内容

フラグの動き 25503(ER) ・桁指定データが不正値の場合、ON。
・D+1、D+2チャネルがデータエリアを超える場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例 桁指定（LR07チャネル）で指定されたDM0010の1
桁目が、8ビットの7セグメントデータに変換され
ます。変換結果は、LR07チャネルの指定により、
100チャネルの下位8ビットに出力されます。

@ S D E C ( 7 8 )
D M 0 0 1 0

L R 0 7
1 0 0

0 0 0 0 0
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●4-7  応用命令

データ分配（ＤＩＳＴ） （＠）FUN．80
コントロールデータの内容にしたがって、指定データ（16ビット）を転送します。

動作説明

S：転送データ

D：転送先基準チャネル番号

C：コントロールデータ

Cの内容により、スタック動作とデータ分配動作が
あります。

●スタック動作時

①Dチャネル～「D＋スタック長データ」チャネル
がスタック領域になります。

②Dチャネルのデータがスタックポインタになり
ます。

③「Dチャネル＋スタックポインタ＋1」チャネル
に、Sチャネルのデータを格納します。

●データ分配動作時

DチャネルからCで指定したオフセットデータ分移
行したチャネルに、Sデータを転送します。

(@)DIST(80)�
S�
D�
C

・コントロールデータの内容�

スタック長データ�
（000～999）�
9にしてください。�
0～8だとデータ分配�
動作になります。�

MSB LSB
9

・コントロールデータの内容�

オフセットデータ�
（0000～8999）�

MSB LSB

・DIST命令を毎スキャン型で使用すると、入力条件が

ONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回だけ実

行させたいときは、入力微分型で使用するか、入力回

路を微分命令で構成してください。

・スタック動作として使用するときは、命令を使用する

前にスタックポインタを0000でクリアしてください。

参 考 �
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使用例 ●スタック動作時 ①Cに指定された035チャネルのデータ内容が9005
のとき、スタック領域はDM0000～DM0005にな
ります。

②入力00000がONすると、DM0001に001チャネルの
内容（FFFF）が転送されます。DM0000の内容
は、0001になります。

③再び入力00000がONすると、DM0002に001チャ
ネルの内容が転送されます。DM0000の内容は、
0002になります。

　　　　　 エリア 　　  S   　　D 　　　  C

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 #0000～FFFF 　　 － 　（注）

（注）コントロールデータは、0000～9999までのBCDデータ

データ内容

25503(ER) ・Cのオフセットデータやスタック長データがBCDデータで
ない場合、データエリアを超える場合、ON。
・スタック動作時、スタックポインタ≧スタック長データの
場合、ON。
・スタック動作時、スタックポインタ値がBCDデータでない
場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・転送データが0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

フラグの動き

@ D I S T ( 8 0 )  
0 0 1

D M 0 0 0 0
0 3 5

0 0 0 0 0

００００�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

０００１�

＄ＦＦＦＦ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

スタックポインタ�DM0000

＄ＦＦＦＦ�001CH

０００２�

＄ＦＦＦＦ�

＄ＦＦＦＦ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

ＸＸＸＸ�

９００５�035CH

転送データ�

DM0005
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●データ分配動作時 入力00001がONすると、LR10チャネルのデータに
したがって#00FFをHR20＋5チャネルのHR25チャ
ネルに転送します。@ D I S T ( 8 0 )

# 0 0 F F
H R 2 0
L R 1 0

0 0 0 0 1

0 0 0 5

LR10
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データ抽出（ＣＯＬＬ） （＠）FUN．81
コントロールデータの内容にしたがって、指定データ（16ビット）を取り出します。

動作説明 Cの指定により、スタック動作（スタック領域から
の読み出し）とデータ抽出動作があります。
●スタック動作時

①「Sチャネル+Cの内容（下位3桁）」をスタック
領域とします。

②FIFO（First In First Out）読み出し動作
　「S+1」チャネルの内容をDチャネルに格納し、

Sチャネルのスタックポインタ値を－1します。
③LIFO（Last In First Out）読み出し動作
　「S+スタックポインタ値（Sチャネルの内容）」

チャネルの内容をDチャネルへ格納し、スタッ
クポインタ値を－1します。

S：転送元基準チャネル番号

C：コントロールデータ

D：転送先チャネル番号

(@)COLL(81)�
S�
C�
D

●データ抽出動作時

SチャネルからCで指定したオフセットデータ分移
行したチャネルの内容を、Dチャネルに転送しま
す。

・コントロールデータの内容�

オフセットデータ�
（0000～7999）�

MSB LSB

・コントロールデータの内容�

スタック長データ�
（000～999）�
9：FIFO読み出し�
8：LIFO読み出し�
0～7だとデータ抽出�
動作になります。�

MSB LSB
9

・オフセットデータの内容はBCD4桁で指定し、転送元

チャネルがデータエリアを超えないようにしてくださ

い。

・COLL命令を毎スキャン型で使用すると、入力条件が

ONの間は毎スキャンごとに実行されます。1回だけ実

行させたいときは、入力微分型で使用するか、入力回

路を微分命令で構成してください。

参 考 �
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　　　　　  エリア 　　　 S 　　  C 　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255（＊1） 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655（＊2） DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 　　　－ 　 （＊3） 　　 －

（＊1）スタック動作時　000～252
（＊2）スタック動作時　DM0000～6143
（＊3）コントロールデータは、0000～9999までのBCDデータ

データ内容

フラグの動き 25503(ER) ・Cのオフセットデータやスタック長データがBCDデータで
ない場合、データエリアを超える場合、ON。
・スタック動作時、スタックポインタ≧スタック長データの
場合、ON。
・スタック動作時、スタックポインタ値がBCDデータでない
場合、ON。
・スタック動作時、スタック領域を超えてデータを格納しよ
うとした場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・転送データが0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
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使用例 ●スタック動作時 ・FIFO読出動作時
①Cで指定された035チャネルのデータ内容が9005

のとき、スタック領域はDM0000～0005になりま
す。

②入力00000がONすると、DM0001の内容が100
チャネルに格納されます。DM0000の内容（ス
タックポインタ値）は－1されます。

③DM0002～0005の内容は、DM0001～0004へチャ
ネル単位でシフトされます。

・LIFO動作時
①Cで指定された035チャネルのデータ内容が8005

のとき、スタック領域はDM0000～0005になりま
す。

②入力00000がONすると、「DM0000+スタックポ
インタ値（DM0000の内容）」の内容が、100
チャネルに格納されます。

③DM0000の内容（スタックポインタ値）は－1さ
れます。

@ C O L L      
D M 0 0 0 0

0 3 5
1 0 0

0 0 0 0 0

９００５�

０００５�

ＡＡＡＡ�

ＢＢＢＢ�

ＣＣＣＣ�

ＤＤＤＤ�

ＥＥＥＥ�

０００４�

ＢＢＢＢ�

ＣＣＣＣ�

ＤＤＤＤ�

ＥＥＥＥ�

ＥＥＥＥ�

ＡＡＡＡ�

スタックポインタ値�DM0000

035CH

100CH

８００５�

０００５�

ＡＡＡＡ�

ＢＢＢＢ�

ＣＣＣＣ�

ＤＤＤＤ�

ＥＥＥＥ�

０００４�

ＡＡＡＡ�

ＢＢＢＢ�

ＣＣＣＣ�

ＤＤＤＤ�

ＥＥＥＥ�

ＥＥＥＥ�

スタックポインタ値�DM0000

035CH

100CH

●データ抽出動作時 ①入力00001がONすると、010チャネルの内容
（0005）にしたがって、「DM0000+5チャネ
ル」＝DM0005を転送元チャネルとします。

②DM0005の内容を、100チャネルに転送します。
@ C O L L

D M 0 0 0 0
0 1 0
1 0 0

0 0 0 0 1

5000

010CH
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動作説明 ●ビット転送（MOVB）

S：転送元チャネル番号または

データ

C：コントロールデータ

D：転送先チャネル番号

・コントロールデータ（C）の内容にしたがって、
Sチャネルの指定ビットをDチャネルの指定ビッ
トにコピーします。転送先チャネルでは、転送
ビット以外は変化しません。

　コントロールデータの内容は、次のとおりで
す。

ビット転送（ＭＯＶＢ） （＠）FUN．82
コントロールデータの内容にしたがって、指定ビットをコピーします。

ディジット転送（ＭＯＶＤ） （＠）FUN．83
コントロールデータの内容にしたがって、指定桁をコピーします。

(@)MOVB(82)�
S�
C�
D

●ディジット転送

（MOVD）

S：転送元チャネル番号または

データ

C：コントロールデータ

D：転送先チャネル番号

・コントロールデータ（C）の内容にしたがって、
Sチャネルの指定桁（4ビット）をDチャネルの
指定桁にコピーします。転送先チャネルでは、
転送桁以外は変化しません。

　コントロールデータの内容は、次のとおりで
す。

(@)MOVD(83)�
S�
C�
D

MSB

転送元チャネルのビット指定(0～15)�
�

LSB

転送先チャネルのビット指定(0～15)�
�

MSB

Sチャネルの転送開始桁番号(0～3)�
�転送桁数(0～3)�
　0:1桁(4ビット)分　  1:2桁(8ビット)分�
　2:3桁(12ビット)分　3:4桁(16ビット)分�
Dチャネルの出力開始桁番号(0～3)�
�0にしてください。�

LSB

0

［制限事項］
　コントロールデータの内容はBCD4桁で指定してください。
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①コントロールデータ（035チャネル）の内容・
1202により、転送元チャネルの02ビットと転送
先チャネルの12ビットが指定されます。

②入力00000がONすると、DM0000の02ビットの内
容が100チャネルの12ビットに転送されます。

データ内容 　　　　　　  エリア 　　　  S 　　   C    　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511（＊1）

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 #0000～FFFF （＊2）  －

（＊1）MOVB命令では、Cのみに指定できます。
（＊2）コントロールデータは、0000～9999までのBCDデータ

フラグの動き 25503(ER) ・Cの内容がBCDデータでない場合、ON。
・MOVB命令で、Cの上位、下位8ビットの内容が00～15以
外の場合、ON。
・MOVD命令で、Cの0～3桁に1つでも4以上の指定がある場
合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例 ●MOVB命令

@ M O V B ( 8 2 )
D M 0 0 0 0

0 3 5
1 0 0

0 0 0 0 0

03500
03501
03502
03503
03504
03505
03506
03507
03508
03509
03510
03511
03512
03513
03514
03515

0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

0
1
1
0
1
0
1
0
1
1
0
0
1
0
1
1

C : 035 CH

10000
10001
10002
10003
10004
10005
10006
10007
10008
10009
10010
10011
10012
10013
10014
10015

1

2

0

2

1

LSB

MSB

S : DM0000 D : 100CH

MSB LSB
1 2 0 2

コントロールデータ� 転送元� 転送先�

転送先�
ビット�

転送元�
ビット�
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●MOVD命令 ①コントロールデータの内容・0201により、転送
開始桁、転送桁数、転送先チャネルの出力開始
桁が指定されます。

②入力00000がONすると、DM0000の1桁目の内容
がDM0003の2桁目に転送されます。

@ M O V D ( 8 3 )
D M 0 0 0 0

# 0 2 0 1
D M 0 0 0 3

0 0 0 0 0

MSB LSB

0 2 0 1

102 101 100103

C: #0201

Sチャネルの1桁の位置�
転送桁数：１桁分�
Dチャネルの２桁の位置から出力開始�

コントロールデータ�

5 6 B A

162 161 160163

S: DM0000

B

162 161 160163

D: DM0003

3桁�2桁�1桁�0桁�

3桁�2桁�1桁�0桁�
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左右シフトレジスタ（ＳＦＴＲ） （＠）FUN．84
シフトする方向を変えられるシフトレジスタです。

動作説明

C：コントロールデータ

D1：シフト下位桁チャネル番号

D2：シフト上位桁チャネル番号

コントロールチャネルのビット12で指定された方
向にシフトします。
シフト信号入力リレー（ビット14）がONになった
とき、D1～D2チャネルのデータを指定方向に1
ビットシフトします。

・コントロールデータの内容

・左シフト時

・右シフト時

(@)SFTR(84)�
C�
D1�
D2

15 14 13 12

シフト方向設定リレー (DR) . . . 0: 右シフト　1: 左シフト�

データ入力リレー (IN)�

シフト信号入力リレー (SP)�

リセット入力リレー (R)

00

LSBMSB

CY MSB

1/0

LSB

・・・・� ・・・・�

CYMSB

1/0

LSB

・・・・� ・・・・�

・リセット入力リレー（ビット15）がONの間、D1

～D2チャネルのすべてのビットとキャリー
（25504）が0になります。

データ内容 　　　　　　　  エリア 　　C/D1/D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655
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入力00000がONのとき、10012の内容（ON=1）に
よりシフト方向（左）が決定されます。
入力00002がONで、入力00001がONのとき、10013
のデータ入力がONになります。入力00004の立上
がり時にDM0010の内容が1ビットずつ左へシフト
します。

フラグの動き 25503(ER) ・D1、D2チャネルのエリアが異なる場合やD1>D2のような
設定がされた場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504(CY) ・シフト方向の最終ビットの内容1がシフトされた場合、ON。
・0がシフトされた場合、OFF。
・リセット入力がONの場合、OFF。

使用例

CY MSB LSB
1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1

CY MSB LSB
1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1

DM0010

1
10013

10013

00001

10013
0 0 0 0 1

10014
0 0 0 0 2

10015
0 0 0 0 3

0 0 0 0 4 @ S F T R ( 8 4 )
1 0 0

D M 0 0 1 0
D M 0 0 1 0

10012
0 0 0 0 0

( R )

( D R )

( I N )

( S P )
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03500
03501
03502
03503
03504
03505
03506
03507
03508
03509
03510
03511
03512
03513
03514
03515

1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
1
0

ＡＢＣＤ�
�
�
�
�
�

ＡＢＣＤ�
�
�
�
�

ＡＢＣＤ�
�
�

ＡＢＣＤ�
�

DM0000
DM0001
DM0002
DM0003
DM0004
DM0005
DM0006
DM0007
DM0008
DM0009
DM0010
DM0011
DM0012
DM0013
DM0014
DM0015

S: 001 CH T~T+15: DM0000~0015 D: 035 CH

ＡＢＣＤ�

比較�

使用例 入力00000がONのとき、001チャネルの内容と、
DM0000～0015までを1チャネルずつ比較します。
比較結果が一致したときは1、一致しないときは0
を、035チャネルのLSBビットから順に出力します。

@ T C M P ( 8 5 )
0 0 1

D M 0 0 0 0
0 3 5

0 0 0 0 0

動作説明 (@)TCMP(85)�
S�
T�
D

比較データ（S）をT～T＋15チャネルのデータと
比較します。比較結果が一致した場合は、その
チャネル（T～T＋15）が対応するDチャネルの
ビット（0～15）に1を出力します。

S：比較データ

T：比較テーブル先頭チャネル

番号

D：比較結果出力チャネル番号

テーブル一致（ＴＣＭＰ） （＠）FUN．85
指定したテーブル（16チャネル）のデータが、比較データ（16進数4桁）と一致しているかどうか判別します。

フラグの動き 25503(ER) ・T＋15チャネルがデータエリアを超える場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506(=) ・比較結果が0000（16チャネル分不一致）の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

　　　　　　エリア 　　　 S 　　　T 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～240 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～84 HR00～99

リンクリレー LR00～63 LR00～48 LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 TIM/CNT 000～496 TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6640 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF 　　　－ 　　　－

データ内容
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●パリティ指定とパリティビットの内容

・パリティ指定0…パリティ指定なし
　パリティビットの内容は、0が出力されます。
・パリティ指定1…偶数パリティ指定
　パリティビットの内容は、他の7ビットのON/OFF状態で決まります。ONして

いるビットの数が奇数であればON、偶数であればOFFになります。つまり、
8ビット分の合計が偶数になるように変化します。
・パリティ指定2…奇数パリティ指定
　パリティビットの内容は、他の7ビットのON/OFF状態で決まります。ONして

いるビットの数が偶数であればON、奇数であればOFFになります。つまり、
8ビット分の合計が奇数になるように変化します。

動作説明

S：変換データチャネル番号

K：桁指定

D：変換結果出力チャネル番号

チャネルデータ（16ビット）中の指定された桁（4
ビット）の内容を、8ビットのASCIIコードに変換
します。変換結果は、桁指定（K）の指定により、
出力チャネルの下位または上位の8ビットに出力さ
れます。

(@)ASC(86)�
S�
K�
D

ASCIIコード変換（ＡＳＣ） （＠）FUN．86
指定桁4ビットの内容を、8ビットのASCIIコードデータに変換します。

SCH変換開始桁番号(0～3)�
�変換桁数(0～3)�
　�

桁指定データの内容�

DCHの出力位置�
（0:下位8ビット　1:上位8ビット）�
パリティ指定(0～2)�
　0：　指定なし　　1：　偶数指定�
　2：　奇数指定�

　複数桁を変換するときには、D＋1・D＋2チャネルが

エリアを超えないようにしてください。
参 考 �

●ASCIIコード変換例
変換データ桁内容�

数値� ビット内容�
変換出力データ�

コード� ビット内容�(MSB) (LSB)
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1

0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1

$ 30
$ 31
$ 32
$ 33
$ 34
$ 35
$ 36
$ 37
$ 38
$ 39
$ 41
$ 42
$ 43
$ 44
$ 45
$ 46

＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�
＊�

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
0
1
1
0
0
1

0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
1
0
1
0
1
0

パリティビット…パリティ指定により変化します。�＊�
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データ内容 　　　　　　エリア 　　   S 　　  K 　　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511     －

データメモリ  DM0000～6655   DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD）          －  （注）         －

（注）前ページ「桁指定データの内容」で定められた範囲

フラグの動き 25503(ER) ・桁指定（K）が不正値の場合、ON。
・D+1、D+2チャネルがデータエリアを超える場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超える
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例
@ASC(86) 

DM0010
#0000

100

00000
入力00000がONのとき、DM0010の0桁の4ビット分
のデータ内容（8）がASCIIコード（$38）に変換さ
れます。変換結果は、100チャネルの0位置（下位8
ビット）に出力されます。
桁指定のパリティ指定が0なので、10007の内容は0
になります。

0
0
0
1
0
1
0
0
1
0
0
1
1
0
0
0

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

20

21

22

23

S:DM0010 00100
00101
00102
00103
00104
00105
00106
00107
00108
00109
00110
00111
00112
00113
00114
00115

0
0
0
1
1
1
0
0

D:100CH

8

3

1位置�

0位置�

パリティ�

0桁�

1桁�

2桁�

3桁�

8

ASCIIコード�
$38
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データ内容

フラグの動き 25503(ER) ・指定したサブルーチンが存在しない場合、ON。
・自サブルーチンから自サブルーチンをコールした場合、ON。
・実行中のサブルーチンをコールした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

N：サブルーチン番号

サブルーチンコール（ＳＢＳ） （＠）FUN．91
指定されたサブルーチンを呼び出します。

サブルーチンエントリー（ＳＢＮ） FUN．92
サブルーチン定義の先頭を示します。

サブルーチンリターン（ＲＥＴ） FUN．93
指定サブルーチンの終了を示します。

動作説明 サブルーチン領域は、通常プログラム領域の
後部に配置します。最初のSBN命令以降はサ
ブルーチン領域と見なされ、それ以降に通常
プログラムがあると無効になります。

①処理を指定サブルーチンに移します。
②最初のSBN命令以降がサブルーチンプログ

ラム領域になります。
③指定サブルーチンの最後を示します。
④END命令は、サブルーチン領域の後ろに記

述します。

(@)SBS(91)
N

SBN(92)　
N

RET(93)

END

通常プログ
ラム領域

サブルーチン
プログラム
領域

00000

①

②

③

④

　　　　　　　 　　　  N

サブルーチン番号 000～255（＊1）

（＊1）形CQM1－CPU11／21では、000～127です。

D
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使用例 2つのサブルーチンコール命令（SBS 001/SBS 002）
がある場合の動作は、次のようになります。

SBS(91) 001
0 0 0 0 0

SBS(91) 002
0 0 0 0 1

SBN(92) 001

RET(93)

SBN(92) 002

RET(93)

END(01)

通常�
プログラム領域�

サブルーチン�
プログラム領域�

A

B

C

•00000→ON／00001→ONの場合�

A S B N 0 0 1 ~ R E T B S B N 0 0 2 ~ R E T

•00000→ON／00001→OFFの場合�

A S B N 0 0 1 ~ R E T B

•00000→OFF／00001→OFFの場合�

A B

•00000→OFF／00001→ONの場合�

A S B N 0 0 2 ~ R E TB

C

C

C

C
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使用例 入力00000がONのとき、002～102チャネルの入出
力リレーエリアのデータ内容をリフレッシュしま
す。

データ内容 　　　　　　　エリア 　　  D1/D2

入出力リレー 000～115

@ IORF(97)�
              002�
              102

00000

I／Oリフレッシュ（ＩＯＲＦ） （＠）FUN．97
指定範囲内の入出力リレーデータをリフレッシュします。

動作説明

D1：開始チャネル番号

D2：終了チャネル番号

入出力ユニットのD1～D2チャネル間の入出力デー
タをリフレッシュします。
D1、D2は同じエリア内で、D1≦D2になるように設
定してください。

(@)IORF(97)�
D1�
D2

・通常、I／Oリフレッシュは、1サイクルに1回まとめて

実行されます。IORF命令を使うと、指定したリレー

をサイクルの途中で実行させることができます（都度

リフレッシュ）。

・入出力に使用していない内部補助リレーには影響しま

せん。

参 考 �

E
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マクロ（ＭＣＲＯ） （＠）FUN．99
1つのサブルーチンを、入出力のチャネル番号だけを変えて使い分けます。

動作説明

N：サブルーチン番号

S：入力チャネル先頭チャネル

番号

D：出力チャネル先頭チャネル

番号

Sチャネルからの連続した4チャネルの内容を96～
99チャネルと、D チャネルからの連続した4チャネ
ルの内容を196～199チャネルに転送して、サブ
ルーチンを実行します。196～199チャネルの内容
を、Dチャネルからの連続した4チャネルに転送し
てサブルーチンを終了します。

(@)MCRO(99)�
N�
S�
D

データ内容

①入力00000がONすると、SBN 010に処理が移
ります。

②DM0010～0013をSBN 010の中で使われてい
る096～099チャネルに、DM0020～0023を
196～199チャネルにコピーします。

③SBN 010の中で使われている196～199チャネ
ルを、指定サブルーチンの実行終了時に
DM0020～0023にコピーします。

MCRO命令についての詳細は、「３ー３

マクロ機能」を参照してください。

フラグの動き 25503(ER) ・S＋3チャネル、D＋3チャネルがデータエリアを超える場
合、ON。
・指定したサブルーチンが存在しない場合、ON。
・自サブルーチンから自サブルーチンをコールした場合、ON。
・実行中のサブルーチンをコールした場合、ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合やDMエリアを超え
る場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例

RET(93)

MCR0(99)    
010     

DM0010
DM0020

SBN(92) 010

00000

通常プログラム�

　　　　　  エリア         N              S              D

入出力、内部補助、特殊補助リレー　000～255(＊1) 000～252 000～249

保持リレー 　　－ HR00～96

補助記憶リレー 　　－ AR00～24

リンクリレー 　　－ LR00～60

タイマ／カウンタ 　　－ TIM/CNT 000～508 　　　  －

データメモリ 　　－ DM0000～6652 DM0000～6140

間接指定 　　－ ＊DM0000～6655

（＊1）形CQM1－CPU11／21では、000～127です。
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非同期シフトレジスタ（ＡＳＦＴ）　　（＠）FUN．17
指定した範囲、指定した方向で、0000のデータとその次のデータを入れ換えます

動作説明

C：コントロールデータ

D1：開始チャネル番号

D2：終了チャネル番号

・コントロールデータの内容

D1～D2チャネルの範囲で、0000のデータとその次のデータを入れ換えること
で、0000以外のデータを上位または下位のチャネルにシフトします。
この命令を複数回実行することで、0000以外のデータを前詰めまたは後ろ詰め
にすることができます。

・コントロールデータの内容に従って、次のように動作します。

［制限事項］
　D1、D2チャネルは、必ず同じエリアで、D1≦D2となるように指定
してください。

　４－８  拡張応用命令

(@) A S F T (17)�
                     C�
                     D1�
                     D2

15 14 13 12

シフト方向設定�

　0：下位チャネル→上位チャネル　1：下位チャネル←上位チャネル�

シフト実行フラグ�

　0：シフトしない　1：シフトする�

リセット入力フラグ�

　0：リセットしない　1：リセットする�

0

未　使　用�

C   　4 0 0 0 　のとき

D1     XXXX

0 0 0 0

0 0 0 0

XXXX

0 0 0 0

D2     XXXX

XXXX

0 0 0 0

XXXX

0 0 0 0

XXXX

0 0 0 0

C   　6 0 0 0 　のとき

D1     XXXX

0 0 0 0

0 0 0 0

XXXX

0 0 0 0

D2     XXXX

0 0 0 0

XXXX

0 0 0 0

0 0 0 0

XXXX

XXXX

C   　8 0 0 0 　のとき

D1     XXXX

0 0 0 0

0 0 0 0

XXXX

0 0 0 0

D2     XXXX

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0



４
章

命
令
語

4-97

●4-8  拡張応用命令

データ内容 　　　　　  エリア 　　　C 　　  D1   　　D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ 　　　　　　　　　　－

データメモリ DM0000～6655 　　　DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 　 解説参照   　　　　　　－

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・D1、D2チャネルのエリアが異なる場合、D1＞D2となる場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

入力00000がONになると、ASFT命令を
実行し、DM0100～0110の内、0000以外
のデータをDM0100の側に前詰めしま
す。

命令実行前→命令1回実行後→命令7回実行後

DM0100 1234 1234 1234
DM0101 0000 0000 2345
DM0102 0000 2345 3456
DM0103 2345 0000 4567
DM0104 3456 3456 5678
DM0105 0000 4567 6789
DM0106 4567 0000 789A
DM0107 5678 5678 0000
DM0108 6789 6789 0000

DM0109 0000 789A 0000
DM0110 789A 0000 0000

使用例
@ASFT(17)�
           #6000�
        DM0100�
        DM0110

00000

・ビット15がONのときは、他のビットは無効になり、

指定された範囲のデータがすべて0000になります。

・ASFT命令を毎スキャン型にすると、入力条件がON

の間はスキャンの度に実行されます。実行回数を制限

したいときは、入力微分型にするか、入力回路を微分

命令で構成してください。

参 考 �
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動作説明

I：データ入力チャネル番号

D1：データ格納先頭チャネル番号

D2：キー入力情報格納チャネル番号

入力ユニットに接続した10キーから、最大8桁の数値を読み出し、D1、D1＋1
チャネルにBCDで格納します。またD2チャネルでは、キーの入力状態に応じ
て、対応するビットがON／OFFします。いずれかのキーが押されていると10
ビット目がONします。
上位4桁　 下位4桁
　D1＋1　　D1　　
・1つの数値が入力されると、格納されている数値が1桁（4ビット）ずつ上位に

シフトして、最下位桁に入力された数値が格納されます。
・8桁以上入力すると、最上位桁からなくなっていきます。
・1つのキーを押している間は、他のキーは受け付けられません。
・この命令の詳細と実際の使い方については、第3章の「10キー入力命令」

（P.3-4）を参照してください。

10キー入力（ＴＫＹ） （＠）FUN．18
10キーから数値を読み出します

(@)TKY(18)�
                 I�
                D1�
                D2

データ内容 　　　　　　エリア 　　　I 　　  D1   　　D2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～251 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～98 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26 AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～62 LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 TIM/CNT 000～510 TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6143 DM0000～6142 DM0000～6655

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・D1＋1チャネルがエリアの上限を超えた場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

この命令は、データ入力チャネル番号を変えることで、

プログラム内で複数回使用できます。
参 考 �
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25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・S1+15、S2+15チャネルがエリアの上限を超えた場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・比較がすべて一致し、結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

動作説明

S1：比較データ1先頭チャネル番号

S2：比較データ2先頭チャネル番号

D：比較結果格納チャネル番号

S1～S1＋15チャネルのチャネルデータと、S2～S2＋15チャネルのチャネルデー
タをチャネルごとに比較し、比較結果を次のようにDチャネルに格納します。

多チャネル比較（ＭＣＭＰ）　　 （＠）FUN．19
2つの16チャネル分のデータをチャネル単位で比較します。

(@)MCMP(19)�
                   S1�
                   S2�
                   D

Dチャネル�

S1�
S1+1�
S1+2�

�
�

S1+14�
S1+15�

�
�

S2�
S2+1�
S2+2�

�
�

S2+14�
S2+15�

�
�

0�
0�
1�
�
�
1�
0

00ビット�
01�
02�
�
�
14�
15

1（ON）  ＝不一致�
0（OFF）＝一致�

比較�

データ内容 　　　　　　エリア 　　　S1 　　　S2 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 　　　000～240 000～252

保持リレー 　　　HR00～84 HR00～99

補助記憶リレー 　　　AR00～12 AR00～27

リンクリレー 　　　LR00～48 LR00～63

タイマ／カウンタ 　　　TIM/CNT 000～496 TIM/CNT000～511

データメモリ 　　　DM0000～6640 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き
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使用例
@MCMP(19)�
           100�

        DM0200�
        DM0300

00000 入力00000がONになると、100～115チャネル
とDM0200～0215のチャネルデータをチャネル
単位で比較し、DM0300の対応するビットに、
一致する場合は0を、一致しない場合は1を書
き込みます。

1 1 1 1 �
0 0 0 0 �
1 2 3 4 �
�
�

ABCD�
0 0 0 0

…�

100�
101�
102�
�
�

114�
115

…�

S1

1 1 1 1 �
1 2 3 4 �
1 2 3 4 �
�
�

2 3 4 5 �
ABCD

…�

DM0200�
DM0201�
DM0202�
�
�
DM0214�
DM0215

…�

S2比較�

比較結果：D：DM0300の内容�

1 1 1 00……�
15 14 02 01 00……�
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通信ポート入力（ＲＸＤ）　　 （＠）FUN．47
指定ポートが受信したデータを指定バイト数分読み出します

通信ポート出力（ＴＸＤ）　　 （＠）FUN．48
指定バイト数分のデータを指定ポートから送信します

動作説明 ●通信ポート入力（RXD）

D：受信データ格納先頭チャネル番号

C：コントロールデータ

N：格納バイト数（BCD4桁）　0000～0256

・コントロールデータの内容

指定ポートが受信したデータを、指定バイト数分読み出し、コントロールデー
タで指定した方式で、Dチャネルから格納します。
・1度に256バイトまで読み出せます。
・データは、次の順で格納されます。

　　上位1バイト→下位1バイト時（0）　 下位1バイト→上位1バイト時（1）
上位1バイト下位1バイト 　  上位1バイト 下位1バイト

D ① ② 　　D　 　 ② 　　　①
D+1 ③ ④ 　　D+1 　 ④ 　　　③
D+2 ⑤ ⑥ 　　D+2 　 ⑥ 　　　⑤

15

00

011

格納順指定�
　0：上位１バイト→下位１バイト�
　1：下位１バイト→上位１バイト�

3

受信ポート指定�
　0：RS232ポート�
　1：ペリフェラルポート�

(@)RXD(47)�
                 D�
                 C�
                 N

・Nに受信したバイト数よりも大きな値を指定しても、読み出されるのは受信し
たバイト数分になります。
・通信条件などの通信の設定は、PCシステム設定で行います。設定方法や、

RXD命令の使い方などについての詳細は、「２－５　通信機能」を参照して
ください。
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［制限事項］
　データ受信完了時は、RXD命令で読み出さないと、CQM1が次の
データを受信できません。受信完了フラグAR0806（RS232ポー
ト）、AR0814（ペリフェラルポート）がONになったら、次の受信
までにRXD命令を実行してください。

・通信異常フラグや受信カウンタのクリアなど、受信を

初期化したいときに、Sデータに0000を指定して実行

します。

・CQM1がデータを受信すると、ポートごとに次のよう

に補助記憶リレーに反映されます。

　RS232ポート

　AR0806：受信が完了（正常終了）するとONにな

り、RXD命令でデータを読み出すとOFF

になります。

　AR09    ：受信したバイト数がBCD4桁で格納され

ます。RXD命令でデータを読み出すと、

0000になります。

　ペリフェラルポート

　AR0814：受信が完了（正常終了）するとONにな

り、RXD命令でデータを読み出すとOFF

になります。

　AR10    ：受信したバイト数がBCD4桁で格納され

ます。RXD命令でデータを読み出すと、

0000になります。

上記のエリアは、特殊補助リレー（25208、25209）

によるポートのリセットでもクリアされます。

参 考 �
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●通信ポート出力（TXD）＜上位リンクモード時＞

S：送信データ先頭チャネル番号

C：コントロールデータ

N：送信バイト数（BCD4桁）0000～0061

・コントロールデータの内容

Sチャネルから始まる指定バイト数分のデータをASCIIコードに変換し、上位リ
ンクコマンドのフォーマットに従って、指定ポートから送信します。
・送信バイト数に0061を指定すると、122バイトのASCIIデータが送信されます。
・送信データは、次の順で送信されます。

上位1バイト下位1バイト
S ① ②
S+1 ③ ④
S+2 ⑤ ⑥

送信する順番：①②③④⑤⑥…

・通信条件などの通信の設定は、PCシステム設定で行います。設定方法や、
TXD命令の使い方などについての詳細は、「２－５　通信機能」を参照して
ください。

(@)TXD(48)�
                 S�
                 C�
                 N

15

00

012  11

送信ポート指定�
　0：RS232ポート�
　1：ペリフェラルポート�

0

［制限事項］
　TXD命令は、CQM1が送信できる状態であることを確認してから実
行してください。RS232ポートが送信可のときはAR0805が、ペリ
フェラルポートが送信可のときはAR0813がONになります。
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●通信ポート出力（TXD）＜RS232無手順モード時＞

S：送信データ先頭チャネル番号

C：コントロールデータ

N：送信バイト数（BCD4桁）　0000～0256

・コントロールデータの内容

Sチャネルから始まる指定バイト数分のデータを、そのまま指定ポートから送信
します。
・任意のデータを256バイトまで送信できます。
・送信データは、次の順で送信されます。

上位1バイト下位1バイト
S ① ②
S+1 ③ ④
S+2 ⑤ ⑥

送信する順番 上位1バイト→下位1バイト時（0）：①②③④⑤⑥…
下位1バイト→上位1バイト時（1）：②①④③⑥⑤…

＠ E X *

号機No. ヘッダコード� FCS

送信データ（ASCIIコード）�

最大122文字�

(@)TXD(48)�
                 S�
                 C�
                 N

15

00

011

送信順指定�
　0：上位１バイト→下位１バイト�
　1：下位１バイト→上位１バイト�

3

送信ポート指定�
　0：RS232ポート�
　1：ペリフェラルポート�

参 考 � TXD命令実行による上位リンクコマンドのフォーマット

は、次のようになっています。

＠～ヘッダとFCS～ は、設定に応じてCQM1が自動的

に付けます。
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・通信条件などの通信の設定は、PCシステム設定で行います。設定方法や、
TXD命令の使い方などについての詳細は、「２－５　通信機能」を参照して
ください。

［制限事項］
・TXD命令は、CQM1が送信できる状態であることを確認してから実
行してください。RS232ポートが送信可のときはAR0805が、ペリ
フェラルポートが送信可のときはAR0813がONになります。
・スタートコード、エンドコードを指定しているときは、これらを含
めて256バイト以内にしてください
（例：スタートコード、エンドコード共指定しているときは、N＝
254まで指定できます）。

データ内容 　　　　　　エリア S(TXD)／D(RXD)  (＊1) 　  C 　　　N

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255(TXD) 　 － 000～255

000～252(RXD)

保持リレー HR00～99 　 － HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 　 － AR00～27

リンクリレー LR00～63 　 － LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 　 － TIM/CNT000～511

データメモリ DM0000～6655(TXD) 　 － DM0000～6655
DM0000～6143(RXD)

間接指定 ＊DM0000～6655(RXD) 　 － ＊DM0000～6655

定数（BCD） 　　　　  －  動作説明 #0000～0256
 参照 #0000～0061(＊2)

（＊1）送信データ、受信データの最後がこの表のエリアを超えないように注意してくだ
さい。

（＊2）TXD上位リンクモード時
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25503（ER） ・RS232ポートがないのにRXD／TXD命令を使
用した場合、ON。
・ペリフェラルポートに通信相手が接続されてい
ない場合、ON。
・通信の設定（PCシステム設定）に誤りがある
場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを
超える場合、ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行さ
れません。

＜送信レディーフラグ＞ ＜TXD命令＞
AR 0805（RS232ポート） ・送信バッファが空のときON。
AR 0813（ペリフェラルポート） ・すでにプログラム中に本命令を実行している場
　　　　　 　合、OFF。

（注）OFFのとき命令は実行されません。

＜受信完了フラグ＞ ＜RXD命令＞
AR 0806（RS232ポート） ・エンドコード・CR－LF受信後、または256バイト
AR 0814（ペリフェラルポート） 　受信したとき、ON。

・本命令実行後、OFF。
　　　　　  （注）ONの間、データは受信できません。

通信そのものに関わるフラグ、およびRXD／TXD命

令の使用例については、「２－５　通信機能」を参照

してください。

フラグの動き
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倍長比較（ＣＭＰＬ） FUN．60
2つの2チャネルずつのデータを比較します。

動作説明

S1：比較データ1先頭チャネル番号

S2：比較データ2先頭チャネル番号

（第3オペランド：000固定）

S1、S1＋1チャネルとS2、S2＋1チャネルの内容をそれぞれ8桁の数値として比較
し、結果を25505～25507に格納します。

CMPL(60)�
               S1�
               S2�
             000

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25505（＞） 下表参照
25506（＝）
25507（＜）

　　　　　比較結果   25505(>) 25506(=) 25507(<)

 S1+1　S1  　>  S2+1　S2 1 0 0

 S1+1　S1  　=  S2+1　S2 0 1 0

 S1+1　S1  　<  S2+1　S2 0 0 1

（1：ON、0：OFF）

  上位4桁     下位4桁
　S1＋1　　S1　　
　　比較 ↕　
　S2＋1　　S2　　

データ内容 　　　　　　エリア 　　   S1 　　   S2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 　　　000～254

保持リレー 　　　HR00～98

補助記憶リレー 　　　AR00～26

リンクリレー 　　　LR00～62

タイマ／カウンタ 　　　TIM/CNT 000～510

データメモリ 　　　DM0000～6654

間接指定 　　　＊DM0000～6655

定数 　　　　　　  －

フラグの動き
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使用例

CMPL(60)�
              150�
       DM0200�
               000

00000
TR�
0

25505（＞）�

25506（＝）�

25507（＜）�

10000

10001

10002

大きい�

同じ�

小さい�

入力00000がONのとき、150、151チャネルの内容とDM0200、DM0201の内容を
比較し、比較結果を10000～10002で表します。

S1＋1＝101CH S1＝100CH
1  2  3  4 5  6  7  8

↕ 比較 → 結果

S2＋1＝DM0201 S2＝DM0200
A  B  C  D E  F  1  2

25505 0
25506 0
25507 1
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動作説明

P ：ポート指定

C1：制御指定

C2：現在値変更データ格納先頭チャネル（C1＝002時のみ）

（C1≠002時、第3オペランド：000固定）

・ポート指定の内容
000：内蔵入力接点（高速カウンタ0／接点パルス出力）
001：ポート1（高速カウンタ1／ポート1パルス出力）
002：ポート2（高速カウンタ1／ポート1パルス出力）
・制御指定の内容
　000：比較開始
　001：比較停止
　002：高速カウンタ現在値変更
　003：パルス出力停止

C1（制御指定）の指定に従って、次の制御を行います。

・比較開始（C1＝000）、比較停止（C1＝001）のとき
CTBL命令で登録した比較テーブルと、高速カウンタの現在値との比較を開始
したり、停止したりします。
比較の内容や、処理については、第2章の「２－４　割り込み機能についての
設定と使用方法」を参照してください。
・高速カウンタ現在値変更（C1＝002）のとき

高速カウンタの現在値を変更します。C2、C2＋1チャネルに、新しい値を次の
ようにBCD8桁で設定します。

　  上位4桁     下位4桁
　　C2＋1　　C2

F0032767～00032767（高速カウンタ0加減モード時）
00000000～00065535（高速カウンタ0加算モード時）
F8388607～08388607（高速カウンタ1、2リニアモード時）
00000000～00064999（高速カウンタ1、2リングモード時）

　負数を指定するときは、最上位桁（C2＋1チャネルのビット12～15）に16進数
のFを設定します（負数のときは数値の桁数は7桁です）。

動作モードコントロール（ＩＮＩ）　　（＠）FUN．61
高速カウンタ使用時の動作の制御や、パルス出力の停止を行います

(@) IN I (61)�
               P�
               C1�
               C2
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　INI命令は、入力微分型で必要なときだけ実行する

と、スキャンタイムを短縮できます。

データ内容

フラグの動き

　　　　　  エリア P C1 C2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～002 000～003 000～251

保持リレー  ― HR00～98

補助記憶リレー  ― AR00～26

リンクリレー  ― LR00～62

タイマ／カウンタ ―

データメモリ ― DM0000～6142

間接指定 ― ＊DM0000～6655

定数 ―

25503（ER） ・ポート指定と機能が対応しない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、

ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御
する命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム
内で本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

参 考 �

　アブソリュート型高速カウンタ1、2では、現在値は変

更できません。
参 考 �

・パルス出力停止（C1＝003）のとき
パルス出力を停止します。パルス出力については、SPED命令（P.4-119）、
PLS2命令（P.4-198）、ACC命令（P.4-201）を参照してください。
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動作説明

Ｐ：ポート指定

Ｃ：制御指定

Ｄ：現在値格納先頭チャネル番号

・ポート指定の内容
000：内蔵入力接点（高速カウンタ0／接点パルス出力）
001：ポート1（高速カウンタ1／ポート1パルス出力）
002：ポート2（高速カウンタ1／ポート1パルス出力）
・制御指定の内容
　000：高速カウンタ現在値読み出し
　001：高速カウンタ、パルス出力ステータス読み出し
　002：帯域比較結果読み出し

・高速カウンタ現在値読み出し（C＝000）のとき

高速カウンタの現在値を読み出し、D＋1、Dチャネルに次のように格納します。
  上位4桁   下位4桁   　
　D＋1　　D    　　　

F0032767～00032767（高速カウンタ0、加減モード時）
00000000～00065535（高速カウンタ0、加算モード時）
F8388607～08388607（高速カウンタ1、2リニアモード時）
00000000～00064999（高速カウンタ1、2リングモード時）
00000000～00004095（アブソリュート形高速カウンタ1、2  BCDモード時）
00000000～00000359（アブソリュート形高速カウンタ1、2   360゜モード時）

負数のときは、最上位桁（D＋1チャネルのビット12～15）が16進数のFにな
ります（負数のときは数値の桁数は7桁です）。アブソリュート形高速カウン
タの現在値も８桁のデータで読み出されます。

・高速カウンタ1、2、パルス出力ステータス読み出し（C＝001）のとき
高速カウンタ1、2、アブソリュート形高速カウンタ1、2、パルス出力の動作
状態を読み出し、Dチャネルに次のように格納します。

高速カウンタ現在値読み出し（ＰＲＶ）（＠）FUN．62
高速カウンタの現在値を読み出します

(@)PRV(62)�
               P�
               C�
               D

比較動作　0：停止中　1：実行中�
オーバーフロー／アンダーフロー　0：正常　1：発生中�
減速設定　0：設定なし　1：設定あり�
パルス出力量設定　0：設定なし　1：設定あり�
パルス出力完了　0：未完了　1：完了�
パルス出力　0：停止中　1：出力中�

015
・高速カウンタ１、２のとき（形CQM1－CPU43(－V1)のみ）�

8 7 6 5 4 3 2 1
0 0 00

比較動作　0：停止中　1：実行中�

15
・アブソリュート形高速カウンタ１、２のとき（形CQM1－CPU44(－V1)のみ）�

1
0 0

0
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・帯域比較結果読み出し（C＝002）のとき
高速カウンタ1、2、アブソリュート形高速カウンタ1、2を帯域比較型で比較
しているとき、PRV命令実行時の比較結果を読み出し、Dチャネルに格納し
ます。

データ内容

フラグの動き

　　　　　　エリア P C D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～002 000～251

保持リレー — HR00～98

補助記憶リレー — AR00～26

リンクリレー — LR00～62

タイマ／カウンタ  —

データメモリ  — DM0000～6142

間接指定  — ＊DM0000～6655

定数 —

25503（ER） ・ポート指定と機能が対応しない場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御
する命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム
内で本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

読み出したステータスや、比較結果は、補助記憶リ
レーAR05、06の内容と同じですが、1スキャンに1回
しか更新されないAR05、06よりも最新の情報を得るこ
とができます。

１番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
２番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
３番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
４番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
５番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
６番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
７番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�
８番目の条件との一致　0：不一致　1：一致�

015
・帯域比較結果�

8 7 6 5 4 3 2 1
0 0

参 考 �

K
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比較テーブル登録（ＣＴＢＬ）　　 （＠）FUN．63
高速カウンタ用の比較テーブルの登録、比較の開始をします

P ：ポート指定

M：モード

S ：登録元比較テーブル先頭チャネル番号

・ポート指定の内容
000：内蔵入力接点（高速カウンタ0）
001：ポート1（高速カウンタ1）
002：ポート2（高速カウンタ2）
・モードの内容
　000：目標値一致テーブル登録・比較開始
　001：帯域比較テーブル登録・比較開始
　002：目標値一致テーブル登録のみ
　003：帯域比較テーブル登録のみ

モード（M）の設定に従って、高速カウンタの現在値との比較のためのテーブ
ルの登録、比較の開始をします。比較実行中に、現在値が比較の条件に合った
ときは、比較テーブルに設定されているサブルーチンを実行します。

・目標値一致テーブル登録・比較開始（M＝000）のとき
目標値一致比較用の比較テーブルをCQM1に登録し、登録完了後に高速カウ
ンタの現在値と比較テーブルとの比較を開始します。

・帯域比較テーブル登録・比較開始（M＝001）のとき
帯域比較用の比較テーブルをCQM1に登録し、登録完了後に高速カウンタの
現在値と比較テーブルとの比較を開始します。

・目標値一致テーブル登録（M＝002）のとき
目標値一致比較用の比較テーブルをCQM1に登録します。比較の開始は、INI
命令で指定します。

・帯域比較テーブル登録（M＝003）のとき
帯域比較用の比較テーブルをCQM1に登録します。比較の開始は、INI命令で
指定します。

動作説明
(@)CTBL(63)�
               P�
               M�
               S



4-114

●4-8  拡張応用命令

・目標値一致型の比較では、目標値との一致が、比較条件になります。

・目標値一致比較テーブルは、次のように構成します。

高速カウンタ0、高速カウンタ1、2（リニアモード時）

高速カウンタ1、2（リングモード時）

アブソリュート形高速カウンタ1、2

・目標一致型の比較では、サブルーチン番号には、一致したときに実行するサ
ブルーチンの番号の他に、高速カウンタ加算時の一致か、減算時の一致かの
設定をします。減算時の一致を設定するときは、サブルーチン番号の最上位
桁に16進数のFを設定します。

　減算時・加算時の指定は、実際のカウンタの動きと必ず一致するように設定
してください。

・目標一致型での目標値との比較は、テーブルの順番に1個ずつ行います。
現在値がテーブルの目標値になると割り込みサブルーチンを実行し、比較対
象はテーブルの次の目標値に移ります。
テーブルの最後の目標値まで終わると、先頭の目標値に戻ります。

・帯域比較型の比較では、現在値が下限値と上限値の間にあるかが、比較条件
になります。

・帯域比較テーブルは、次のように構成します。　
必ず8個分を設定します。設定値が8個に満たないときは、下限値と上限値を
それぞれ00000000に、サブルーチン番号をFFFFに設定します。

H

S�
S+1�
S+2�
S+3

比較の個数�
目標値1下位4桁�
目標値1上位4桁�
サブルーチン番号�

（BCD4桁）   0001～0016/0048 *1�
（BCD4桁） �
（BCD4桁）�
 F000～F255、0000～0255�
　（減算時）　　　（加算時）�

Sチャネルで指定した個数分を設定します。�
*1：高速カウンタ0では0001～0016、CPU4□-V1の高速カウンタ�

1、2では0001～0048です。�

比較1個分�
の設定�

S�
S+1�
S+2�
S+3�
S+4�
S+5�
�
�

リング値下位4桁�
リング値上位4桁�
比較の個数�
目標値1下位4桁�
目標値1上位4桁�
サブルーチン番号�

�
（BCD8桁）   00000000～00065000�
�
（BCD4桁）   0001～0016/0048 *1�
（BCD4桁） �
（BCD4桁）�
 F000～F255、0000～0255�
　（減算時）　　　（加算時）�

S+2チャネルで指定した個数分を設定します。�
*1：CPU43-V1では0001～0048、それ以外では0001～0016です。�

比較1個分�
の設定�

S�
S+1�
S+2�
S+3�
�

比較の個数�
目標値1�
サブルーチン番号�

（BCD4桁）   0001～0016/0048 *1�
（BCD4桁）�
 F000～F255、0000～0255�
　（減算時）　　　（加算時）�

Sチャネルで指定した個数分を設定します。�
*1：CPU44-V1では0001～0048、それ以外では0001～0016です。�

比較1個分�
の設定�
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使用しない比較1個分のテーブル設定例

高速カウンタ0、高速カウンタ1、2（リニアモード時）

　 　 　　

高速カウンタ1、2（リングモード時）

　
　

　 　 　　

アブソリュート形高速カウンタ1、2

 　　

　　

アドレス�
S+35�
S+36�
S+37�
S+38�
S+39

設定�
0000�
0000�
0000�
0000�
FFFF

　  内　　容�
下限値8下位4桁�
下限値8上位4桁�
上限値8下位4桁�
上限値8上位4桁�
サブルーチン番号�

S�
S+1�
S+2�
S+3�
S+4�
�
�
S+35�
S+36�
S+37�
S+38�
S+39

下限値1下位4桁�
下限値1上位4桁�
上限値1下位4桁�
上限値1上位4桁�
サブルーチン番号�
�
�
下限値8下位4桁�
下限値8上位4桁�
上限値8下位4桁�
上限値8上位4桁�
サブルーチン番号�

（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
  0000～0255                     �
�
�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
  0000～0255 

比較1個分�
の設定�

比較1個分�
の設定�

S�
S+1�
S+2�
S+3�
S+4�
S+5�
S+6�
�
�
S+37�
S+38�
S+39�
S+40�
S+41

リング値下位4桁�
リング値上位4桁�
下限値1下位4桁�
下限値1上位4桁�
上限値1下位4桁�
上限値1上位4桁�
サブルーチン番号�
�
�
下限値8下位4桁�
下限値8上位4桁�
上限値8下位4桁�
上限値8上位4桁�
サブルーチン番号�

�
（BCD8桁）    00000000～00065000�
�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
  0000～0255                     �
�
�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
  0000～0255 

比較1個分�
の設定�

比較1個分�
の設定�

S�
S+1�
S+2�
�
�
S+21�
S+22�
S+23�
�

下限値1�
上限値1�
サブルーチン番号�
�
�
下限値8�
上限値8�
サブルーチン番号�

（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
  0000～0255                     �
�
�
（BCD4桁）�
（BCD4桁）�
  0000～0255 

比較1個分�
の設定�

比較1個分�
の設定�

H
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・目標値、下限値、上限値の範囲は、次のようになっています。

範囲

高速カウンタ0 加減算モード時 加算モード時

F0032767～00032767 00000000～00065535

高速カウンタ1、2 リニアモード時 リングモード時

F8388607～08388607 00000000～00064999

アブソリュート形 BCDモード時 360゜モード時
高速カウンタ1、2（＊） 0000～4095 0000～0355（5゜単位）

＊：アブソリュート形高速カウンタ1、2では1チャネル（4桁）で設定します。

・目標値、下限値、上限値に負数を指定するときは、最上位桁に16進数のFを設
定します（負数のときは数値の桁数は7桁です）。

・帯域比較型のときは、一致した条件があると、先頭からの順番（1～8）に対
応して高速カウンタ0ではAR1100～1107が、高速カウンタ1ではAR0500～
0507が、高速カウンタ2ではAR0600～0607がONになります。
ARの状態は、1サイクルに1回更新されます。

・サブルーチンは、条件一致の立ち上がり時のみ実行されます。条件一致テー
ブルが2個以上あるときは、テーブルの先頭に近いものが優先されます。

・比較の内容や、処理については、「２－４　割り込み機能についての設定と
使用方法」を参照してください。

D

［制限事項］
・形CQM1－CPU11／21では、サブルーチン番号は000～127で
す。
・形CQM1－CPU43－Ｖ１で、PCシステム設定（DM6611）を
簡易位置決めモードに設定しているときは、高速カウンタ1、2

に対するCTBL命令は使用できません。
・リングモードで比較実行中は、リング値を変更しないでくださ
い。
・高速カウンタ1、2（リングモード時）、アブソリュート形高速
カウンタ1、2を、目標値一致型で比較するときの目標値は、昇
順（小さい順）か降順（大きい順）にしてください。昇順、降
順が混在すると、比較テーブルは登録できません。
・高速カウンタ1、2を目標値一致型で比較するときは、割り込み
発生のタイミングが0.2ms以上の間隔になるように目標値を設
定してください。
・高速カウンタ1、2を帯域比較型で比較するときは、下限値と上限
値の時間的な間隔が2ms以上になるようにしてください（上限値－
下限値＞0.002×入力パルス周波数）。
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・高速カウンタ0、1、2は、CQM1の運転開始と同時に

初期値0からカウントを開始しますが、比較を開始す

るまではサブルーチンを呼び出しません。

・比較を停止するには、INI命令を使用します。

・一度登録した比較テーブルは、CQM1の運転を停止す

るか、異なるテーブルを登録するまで有効です。入

力微分型にして必要なときだけ実行すると、スキャ

ンタイムを短縮できます。

・帯域比較型で比較するとき、割り込み処理する必要が

ない場合は、サブルーチンが定義されていない番号

を設定すると、割り込み処理が行われません。ま

た、同じサブルーチン番号を複数の比較で使用する

ことができます。

・帯域比較型の比較テーブルでは8個までしか比較でき

ませんが、BCMP命令などを使用して、高速カウン

タ0、1、2現在値エリア（230～235CH）と比較する

ことで、9個以上の比較を行うこともできます（この

エリアは1スキャンに1回しか更新されないことを、

留意してご使用ください）。

・アブソリュート形高速カウンタ（360°モード時）の

設定値

設定された5°単位の設定値は、アブソリュート分解

能に応じて、内部で次のようにグレイコードに変換

されます。

［5～45°時］

分解能 5° 10° 15° 20° 25° 30° 35° 40° 45°

8ビット 4 7 11 14 18 21 25 28 32

10ビット 14 28 43 57 71 85 100 114 128

12ビット 57 114 171 228 284 341 398 455 512

［50～355゜時］
5～45゜の変換値を元に、次のように計算します。

　　設定値（ ゚ ）÷45゜＝A　余り　B（ ゚ ）

　　変換値＝（45゜の変換値）×A＋（Bの変換値）

例：分解能8ビットでの145゜
　　145゜÷45゜＝3　余り　10゜
　　変換値＝32×3＋7＝103

分解能10、12ビットでは、端数の出方によっては、

現在値が比較条件に合っても割り込み処理されない

ことがあります。

参 考 �
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データ内容 　　　　　  エリア P M S (目標値一致型) S (帯域比較型)

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～002 000～003 000～226 000～190

保持リレー － HR00～96 HR00～60

補助記憶リレー － AR00～24 　　　－

リンクリレー － LR00～60 LR00～23

タイマ／カウンタ －

データメモリ － DM0000～6140 DM0000～6104

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・ポート指定と機能が対応しない場合、ON。
・CTBL命令で呼び出されたサブルーチン内で、異なる比較方法
でCTBL命令を使用した場合、ON。
・比較実行中に、異なる比較方法でCTBL命令を使用した場合、

ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、

ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・比較テーブルに誤りがある場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御
する命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム
内で本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。
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周波数設定（ＳＰＥＤ）　　 （＠）FUN．64
パルス出力を行うリレー、パルスの周波数を指定し、パルス出力を開始します

パルス量セット（ＰＵＬＳ）　　 （＠）FUN．65
パルス出力を停止するパルス量と、ポート1、2使用時の出力先を指定します。

動作説明 ●周波数出力（SPED）

Ｐ：ポート指定

Ｍ：出力モード

　000：単独モード　001：連続モード

Ｆ：パルス周波数（BCD4桁、単位10Hz）

　0000、0002～0100（接点出力時）、0001～5000（ポート1、2出力時）

・ポート指定の内容
接点出力のとき

ポート1出力のとき
001

ポート2出力のとき
002

パルス出力のPでポート、Mで出力モード、Fで周波数を指定すると、指定に
従ってパルス出力が行われます。

・パルス出力を行う接点は、次のように指定します（接点出力時）。
　チャネル番号 ：100＋（DM6615の下位1バイト）
　接点位置　　 ：チャネル内での接点の位置（00～15）をPの上位2桁に指定

　  （最下位桁は0）
例　DM6615の下位1バイト＝02、P＝130のとき
　　10213にパルス出力

・パルス出力の停止は、次のいずれかの方法で行います。
　①Fに0000を指定する
　②単独モードで使用中に、出力したパルスの数がPULS命令の設定値になる
　③INI命令でパルス出力停止を指定する

(@)SPED(64)�
                 P�
                 M�
                 F

□□0
出力接点位置（00～15）
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・パルス出力には、次の2つのモードがあります。
単独モード：PULS命令で設定した数だけパルス出力を行います。

先にPULS命令でパルス量が設定されている必要があります。
連続モード：上記の①、③のどちらかの方法で、パルス出力を停止するま

で、いつまでもパルス出力を行います。

・パルスの周波数は、Fに10Hz単位で指定します。設定できる値は、接点出力時
は0002～0100（20Hz～1kHz）、ポート1、2出力時は0001～5000（10Hz～
50kHz）です。

・パルス出力中でも、Fを変更し、SPED命令を実行することでパルス周波数を
変更できます。

［制限事項］
・単独モードでパルス出力を行うときは、先にPULS命令でパルス量
を設定してください。ポート1、2からパルス出力を行うときは、
CW側／CCW側も設定してください。
　ポート1、2から連続モードでパルス出力を行うとき、PULS命令で

CW側／CCW側が設定されていない場合は、CW側に出力されま
す。
・形CQM1－CPU11／21で接点からパルス出力を行うときは、

DM6639（PCシステム設定）でOUTリフレッシュ方式をダイレク
トOUTリフレッシュ方式にしてください（形CQM1－CPU4□－V1

では、OUTリフレッシュ方式に関係なく、接点からパルス出力を
行えます）。
・インターバルタイマ0が動作しているときは、パルス出力はできま
せん。
・500Hz以上の周波数で接点からパルス出力をするときは、TIMH命
令用のタイマ／カウンタ点数を000～003に設定してください
（DM6629に0104を指定します）。
・接点からのパルス出力は、同時に1点だけしかできません。

ポート1、2から単独モードでパルス出力しているとき
は、それまでに出力したパルス数を次のチャネルで調
べることができます。
　ポート1：236、237CH
　ポート2：238、239CH
それぞれ237CH、239CHが上位4桁です。

参 考 �
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・ポート指定の内容
000：接点出力
001：ポート1出力
002：ポート2出力
・出力先指定の内容
　000：CW側（パルス量設定あり）
　001：CCW側（パルス量設定あり）
　002：CW側（パルス量、減速ポイント設定あり）
　003：CCW側（パルス量、減速ポイント設定あり）

004：CW側（パルス量設定なし）
　005：CCW側（パルス量設定なし）

Dに000、001を指定したときは、単独モードでパルス出力を行うときの、出力す
る全パルス数（パルス量）をN、N＋1チャネルに指定します。
Dに002、003を指定したときは、N、N+1チャネルのパルス量の設定の他に、
N+2、N+3チャネルに減速ポイントを設定します。減速ポイントは、ACC命令の
モード0用の設定です。詳細は、ACC命令（P.4-201）を参照してください。
Dに004、005を指定したときは、パルス量の設定は不要です。Ｎは000にしてく
ださい。この指定は、ポート1、2から連続モードでパルス出力するときの、出
力先変更に使用します。

・パルス量、減速ポイントは、BCD8桁で次のように指定します。
  上位4桁   下位4桁
　N＋1　　N　　　　00000001～16777215
　N＋3　　N＋2

] ポート1、2
出力指定時のみ

●パルス量セット（PULS）

P ：ポート指定
D ：出力先指定（接点出力時は000固定）
Ｎ：パルス量設定先頭チャネル番号

・途中でSPED命令でパルス周波数を変更しても、設定

したパルス量は有効です（パルス量は途中で変更でき

ません）。

例　パルス量2100、周波数1kHzでパルス出力を開始

　したとき

　　1秒目に周波数を100Hzに変更→12秒目にパルス

　出力停止

　　2秒目に周波数を100Hzに変更→3秒目にパルス出

　力停止

(@)PULS(65)�
              P�
              D�
               N

参 考 �
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・CW側／CCW側の設定は、運転が停止されるか、次の

PULS命令で変更されるまで有効です。

・PULS命令、SPED命令は、入力微分型にして必要なとき

だけ実行すると、スキャンタイムを短縮できます。

参 考 �

データ内容 SPED命令

　　　　　　エリア P M F

入出力、内部補助、特殊補助リレー 　解説参照 000/001 000～252

保持リレー － HR00～99

補助記憶リレー － AR00～27

リンクリレー － LR00～63

タイマ／カウンタ －

データメモリ － DM0000～6143

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数（BCD） － #0000～5000

PULS命令

　　　　　　エリア P D N

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～002 000～005 000～251

保持リレー － HR00～98

補助記憶リレー － AR00～26

リンクリレー － LR00～62

タイマ／カウンタ －

データメモリ － DM0000～6142

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数（BCD） －

フラグの動き 25503（ER） ・インターバルタイマ0の動作中に接点出力指定でSPED命令を
実行した場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、

ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御
する命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム
内で本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

D
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スケーリング（ＳＣＬ）　　 （＠）FUN．66
指定された1次関数に従って16進数をBCDに変換します

動作説明

S：変換対象チャネル番号

C：スケール変換用パラメータ格納先頭チャネル番号

D：変換結果格納チャネル番号

・スケール変換用パラメータ格納チャネルの内容
　C　  　BCDパラメータ1（At） （BCD4桁） 0000～9999
　C＋1　HEXパラメータ1（Ap） （16進数4桁） 0000～FFFF
　C＋2　BCDパラメータ2（Bt） （BCD4桁） 0000～9999
　C＋3　HEXパラメータ2（Bp） （16進数4桁） 0000～FFFF

下図のように、スケール変換用パラメータによって指定された1次関数に従っ
て、Sチャネルの内容（16進数）をBCDに変換し、Dチャネルに格納します。

　C　　 　  →　At
　C＋1　     →　Ap
　C＋2　     →　Bt
　C＋3　     →　Bp

(@)SCL(66)�
                S�
                C�
                D

AP S BP

A t

D

B t

変換後の値（BCD)

変換前の値（16進数）�

※パラメータApとBpには、同じ値を指定しないでください。

・変換結果が0000以下のときは0000に、9999以上のときは9999にして格納しま
す。

・変換結果に端数が出たときは、四捨五入して整数にします。

　　　   次の式に基づいて変換します。

変換結果
（BCDデータ）

参 考 �

＝Bt － 　　×（Bp － 変換元データ）

のBCD変換値　　

Bt －At

（Bp－ Ap）の
  BCD変換値
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データ内容 　　　　　　エリア 　　   S 　　   C 　　   D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～249 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～96 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 AR00～24 AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～60 LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 TIM/CNT 000～508 　　   －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6140 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF －

使用例

変換パラメータ

DM0150 0010

DM0151 0005

DM0152 0050

DM0153 0019

DM0100 DM0200

0 1 0 0 0 5 1 2

@SCL(66)�
        DM0100�
        DM0150�
        DM0200

00000 入力00000がONになると、DM0100の内容
（0100）をスケール変換用パラメータ
DM0150～DM0153によってBCDに変換し、
その結果（0512）をDM0200に格納します。

フラグの動き 25503（ER） ・C＋1チャネルとC＋3チャネルの値が同じ場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・変換結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
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動作説明

W：カウントチャネル数（BCD4桁）

S：カウント開始チャネル番号

D：カウント結果格納チャネル番号

Bチャネルから始まる指定チャネル数分のチャネルデータの内、ONになってい
るビットの数を数え、DチャネルにBCDで格納します。

ビットカウンタ（ＢＣＮＴ）　　 （＠）FUN．67
指定した範囲内で、ONになっているビットの数を数えます。

(@)BCNT(67)�
                   W�
                   S�
                   D

データ内容 　　　　　　エリア 　　　W 　　　S 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） 　 解説参照 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・カウント終了チャネルがエリアの上限を超える場合、ON。
・Wデータが0の場合、BCDでない場合、ON。
・カウント結果が99 99を超えた場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25 503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・カウント結果が 0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

［制限事項］
　計算する範囲は、必ず同一エリア内にしてください。
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使用例 入力00000がONになると、101～103チャネ
ルのデータのONになっているビットを数
え、結果（22）をDM0010に格納します。

@BCNT(67)�
         #0003�
             101�
     DM0010

00000

  ONのビット数

101CH 1 2 3 4 → 0001001000110100 → 5
102CH 8 7 6 5 → 1000011101100101 → 8
103CH C B A 9 → 1100101110101001 → 9

DM0010 0 0 2 2 22

+

+

II
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テーブル間比較（ＢＣＭＰ）　　 （＠）FUN．68
下限・上限を表す16対（32チャネル）のデータの間に、比較データが納まっているか調べます。

動作説明

S：比較データ（16進数4桁）

T：比較テーブル先頭チャネル番号

D：比較結果格納チャネル番号

下図のように、比較データが16対の下限・上限データ（比較テーブル）の間に
納まっているか調べ、結果をDチャネルに格納します。

データ内容 　　　　　　エリア 　　  S   　　T 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～221 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～68 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27   　　－ AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～32 LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 TIM/CNT 000～480 TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6624 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） #0000～FFFF －

T�
T＋2�
T＋4�
T＋6�

�
�

T＋28�
T＋30

S�
S�
S�
S�
�
�
S�
S

T＋1�
T＋3�
T＋5�
T＋7�

�
�

T＋29�
T＋31

（下限値）� （上限値）�（比較データ）� Dチャネル（結果出力）�

≦�
≦�
≦�
≦�
�
�

≦�
≦�

≦�
≦�
≦�
≦�
�
�

≦�
≦�

→�
→�
→�
→�
�
�

→�
→�

00�

01�

02�

03�

�

�

14�

15�
ビット�

0：間にない�
1：間にある�

(@)BCMP(68)�
S�
T�
D
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フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・T+31チャネルがエリアの上限を超えた場合、
・指定に誤りがある場合、
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

　下限値＞上限値となっていても25503はONにならず、比較結果

として対応するビットに0（間にない）を書き込みます。

使用例 入力00000がONになると、DM0000の内容
と比較テーブルLR21～52チャネルの内容を
比較し、比較結果をHR05チャネルに格納し
ます。

@BCMP(68)�
DM0000�

            LR21�
            HR05

00000

0 2 1 0

S：DM0000

LR21 0000 LR22 0100

T～T＋31：LR21～52CH D：HR05CH

HR0500    0�

HR0501    0�

HR0502    1

LR23 0101 LR24 0200

LR25 0201 LR26 0300

LR31 0501 LR32 0600

LR49 1401 LR50 1500

LR51 1501 LR52 1600

HR0510    0

HR0514    0�

HR0515    0

比較�

（下限値）�（上限値）�

ON。
ON。

参 考 �
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動作説明

インターバルタイマ（ＳＴＩＭ）　　 （＠）FUN．69
インターバルタイマを制御します

C1：制御指定

C2：制御データ1

C3：制御データ2

・制御指定の内容

・制御データ1、2の内容
［C1＝000～005のとき］

C2：タイマ設定値（先頭チャネル）
C3：サブルーチン番号（BCD4桁）　0000～0255

C2はチャネル番号を設定したときと、定数を設定したときで設定値の決め方が
変わります。
　チャネル番号を設定したとき

　C2　  　：減算カウンタ初期値（BCD4桁）　0000～9999
　C2＋1　：減算時間間隔（BCD4桁、単位0.1ms）　0005～0320

　定数を設定したとき
　　減算カウンタ初期値＝定数　減算時間間隔＝10（1ms）
　　（設定値＝定数ms）

［C1＝006～008のとき］
C2：現在値パラメータ1格納先頭チャネル
C3：現在値パラメータ2格納チャネル

　現在値パラメータ1
　C2　  　：減算カウンタが減算された回数（BCD4桁）
　C2＋1　：減算時間間隔（BCD4桁、単位0.1ms）

　現在値パラメータ2
　C3　　  ：前回の減算後からの経過時間（BCD4桁、単位0.1ms）

（C2で設定した減算時間間隔以下の数値となります。）

機　能
インターバルタイマ番号

参照ページ

タイマ起動
定時割り込み起動
タイマ現在値読み出し
タイマ停止

0
000
003
006
010

1
001
004
007
011

2
002
005
008
012

P.2-35
P.2-35
P.2-36
P.2-36

(@)STIM(69)�
                 C1�
                 C2�
                 C3

D
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［C1＝010～012のとき］
C2：000固定
C3：000固定

C1（制御指定）で指定された制御を、インターバルタイマ0～2やインターバル
タイマ割り込み処理に対して行います。
実行する制御の内容をC1で、制御の詳細をC2、C3で設定します（コントロール
データの機能は、制御の内容によって異なります）。
この命令の機能についての詳細は、それぞれの参照ページを参照してください。

［制限事項］
・形CQM1－CPU11／21では、サブルーチン番号は000～127です。
・インターバルタイマ0は、SPED命令によって出力ユニットにパ
ルス出力を行っているときは、使用できません。
・インターバルタイマ2は、PCシステム設定（DM6642）が「高速
カウンタ0を使用する」になっているときは、使用できません。

・インターバルタイマ起動からタイムアップまでの時間

は次のように計算されます。

　（C2チャネルの内容）×（C2＋1チャネルの内容）×0.1ms

・読み出した現在値パラメータ1、2により、インターバ

ルタイマ起動からの経過時間は次のように計算されま

す。

　  {（C2チャネルの内容）×（C2＋1チャネルの内容）＋

　　（C3チャネルの内容）}  ×0.1ms

参 考 �
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データ内容 　　　　　　エリア 　C1 　　　  C2（＊1） 　　　  C3（＊1）

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～ 000～254 000～255
008、 （C1=000～005） （C1=000～005）

000～251 000～252
（C1=006～008） （C1=006～008）

010～ 000 000
012 （C1=010～012） （C1=010～012）

保持リレー － HR00～98 HR00～99

補助記憶リレー － AR00～26 AR00～27

リンクリレー － LR00～62 LR00～63

タイマ／カウンタ － TIM/CNT 000～510 TIM/CNT 000～511

データメモリ － DM0000～6654 DM0000～6655
（C1=000～005） （C1=000～005）
DM0000～6142 DM0000～6143
（C1=006～008） （C1=006～008）

間接指定 － 　　　　　  ＊DM0000～6655

定数（BCD） － #0000～9999 #0000～0255

（C1=000～005） （C1=000～005）
　　　  － 　　　  －
 （C1=006～008） （C1=006～008）

（＊1）C1＝010～012時は、C2、C3とも0にしてください。

フラグの動き 25503（ER） ・出力ユニットからパルス出力中にインターバルタイマ0を
起動しようとした場合、ON。
・「高速カウンタ0を使用する」設定時にインターバルタイ
マ2を起動しようとした場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。
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動作説明

I：データ入力チャネル番号

O：制御信号出力チャネル番号

D：データ格納先頭チャネル番号

入出力ユニットに接続したデジタルスイッチの設定値（4桁または8桁の数値）
を、Iチャネルから読み出し、D、D＋1チャネルに格納します。

 上位4桁   下位4桁
    D＋1　　D　　
4桁のときはDチャネルだけに格納します。

・読み出すデータの桁数は、PCシステム設定エリアのDM6639で設定します。

・この命令は16スキャンで4桁または8桁のデータを読み出します。その後は再
び始めに戻ってデータの読み出しを続けます。

・この命令の詳細と実際の使い方については、第3章の「デジタルスイッチ命
令」を参照してください。

デジタルスイッチ（ＤＳＷ） FUN．87
デジタルスイッチの設定値を読み出します

DSW(87)�
                  I�
                 O�
                 D

［制限事項］
・この命令は、プログラム内で2回以上使用しないでください。
・読み出す桁数の設定は、プログラムからは行えません。周辺ツー
ルで設定してください。

DSW命令実行中は、25410がONになります。参 考 �
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データ内容 　　　　　  エリア 　　　I 　　　O 　　   D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25410 ・DSW命令実行中に、ON。
・上記以外の場合、OFF。

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・8桁指定時にD+1チャネルがエリアの上限を超えた場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。
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7セグメント表示（７ＳＥＧ） FUN．88
7セグメント表示器にデータを出力します

動作説明

S：表示データ格納先頭チャネル番号

O：データ・ラッチ信号出力チャネル番号

C：論理・桁数選択データ　000～007

・論理・桁数選択データの内容

7SEG(88)�
                 S�
                 O�
                 C

表示桁数�
表示器のデータ入力と�
出力ユニットの論理�

表示器のラッチ入力と�
出力ユニットの論理� Cデータ�

 ４桁�
（４桁１組）�

  8桁�
（４桁２組）�

同じ�

異なる�

同じ�

異なる�

同じ�
異なる�
同じ�
異なる�
同じ�
異なる�
同じ�
異なる�

0 0 0 �
0 0 1 �
0 0 2 �
0 0 3 �
0 0 4 �
0 0 5 �
0 0 6 �
0 0 7

（注）000～007以外の設定はしないでください。�

S、S＋1チャネルの8桁の数値を7セグメント表示器用のデータに変換し、Oチャ
ネルに出力します。

上位4桁　下位4桁
    S＋1         S　　
4桁表示のときは、Sチャネルのデータだけを使用します。

・この命令は12スキャンで4桁または8桁の表示を行います。その後は再び始め
に戻って表示を続けます。

・この命令の詳細と実際の使い方については、第3章の「7セグメント表示命
令」（P.3-13）を参照してください。

［制限事項］
　この命令は、プログラム内で2回以上使用しないでください。

7SEG命令実行中は、25409がONになります。参 考 �
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　　　　　　エリア 　　    S 　　　O 　　　C

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255  000～252 000～007

保持リレー HR00～99 －

補助記憶リレー AR00～27 －

リンクリレー LR00～63 －

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 －

データメモリ DM0000～6655 －

間接指定 ＊DM0000～6655 －

定数 －

データ内容

フラグの動き 25409 ・7SEG命令実行中、ON。
・上記以外の場合、OFF。

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・8桁表示時にS+1チャネルがエリアの上限を超えた場合、
・指定に誤りがある場合、
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

ON。
ON。
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C1：制御指定

第2オペランド：000固定

C2：コントロールデータ

・制御指定の内容

制御指定（C1） 制御内容 参照ページ

000 入力割り込みマスク（禁止）設定 P.2-29

001 入力割り込み入力クリア P.2-29

002 入力割り込みマスク状態の読み出し P.2-29

003 カウンタ設定値更新 P.2-30

100 全割り込みの禁止 P.2-33

200 全割り込みの許可 P.2-33

・コントロールデータの内容
［C1＝000のとき］

［C1＝001のとき］

動作説明

割り込み制御（ＩＮＴ）　　 （＠）FUN．89
入力割り込みなどの割り込みの実行を制御します

(@)INT(89)�
               C1�
             000�
               C2

15 4

00000の割り込みマスク設定�

00001の割り込みマスク設定�

00002の割り込みマスク設定�

00003の割り込みマスク設定�

　0：マスク解除　1：マスク（禁止）�

0

0 0

3 2 1

15 4

00000の割り込み入力クリア�

00001の割り込み入力クリア�

00002の割り込み入力クリア�

00003の割り込み入力クリア�

　0：クリアしない　1：クリアする�

0

0 0

3 2 1
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［C1＝002のとき］

［C1＝003のとき］

［C1＝100、200のとき］
0000固定

C1（制御指定）で指定された制御を、割り込み処理に対して行います。
実行する制御の内容をC1で、制御の詳細をC2で設定します（コントロールデー
タの機能は、制御の内容によって異なります）。
この命令の機能についての詳細は、それぞれの参照ページを参照してくださ
い。

15 4

00000の割り込みマスク状態�

00001の割り込みマスク状態�

00002の割り込みマスク状態�

00003の割り込みマスク状態�

　0：マスクなし　1：マスク中�

0

0 0

3 2 1

15 4

00000のI／O割り込みのカウンタ設定値�

00001のI／O割り込みのカウンタ設定値�

00002のI／O割り込みのカウンタ設定値�

00003のI／O割り込みのカウンタ設定値�

　0：更新・マスク解除　1：更新しない�

0

0 0

3 2 1

　　　　　  エリア 　　　  C1 　　　　　　C2（＊1）

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～003、100、 000～252（C1=002時）
200 000～255（上記以外）

保持リレー 　　　  － HR00～99

補助記憶リレー 　　　  － AR00～27

リンクリレー 　　　  － LR00～63

タイマ／カウンタ 　　　  － TIM/CNT 000～511

データメモリ 　　　  － DM0000～6143（C1=002時）
DM0000～6655（上記以外）

間接指定 　　　  － ＊DM0000～6655

定数 － #0000～000F（C1=002時以外）

（C1=002では使用不可）

（＊1）C1＝100、200時は、C2は000にしてください。

データ内容
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25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・C1＝100、200が割り込みプログラム中で使用された場
合、ON。
・C1＝100が全割り込み禁止中に使用された場合、ON。
・C1＝200が全割り込み許可中に使用された場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

フラグの動き
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I：データ入力チャネル番号

O：制御信号出力チャネル番号

D：データ格納先頭チャネル番号

入出力ユニットに接続した16進数キーから、最大8桁の数値を読み出し、D、D
＋1チャネルに格納します。またD＋2チャネルとOチャネルのビット4では、
キーの押し下げ状態に応じて、対応するビットがON／OFFします。

  上位4桁　 下位4桁
    D＋1          D　　

１６キー入力（ＨＫＹ）
16進数キーから数値を読み出します

動作説明 HKY�
                 I�
                O�
                D

・1つの数値が入力されると、格納されている数値が1桁（4ビット）ずつ上位に
シフトして、最下位桁に入力された数値が格納されます。

・8桁以上入力すると、最上位桁からなくなっていきます。

・この命令は、押したキーに応じて、3～12スキャンで1つの数値を読み出しま
す。その後は再び始めに戻ってデータの読み出しを続けます。

・1つのキーを押している間は、他のキーは受け付けられません。

・この命令の詳細と実際の使い方については、第3章の「16キー入力命令」
（P.3-6）を参照してください。

［制限事項］
　この命令は、プログラム内で2回以上使用しないでください。

参 考 � HKY命令実行中は、25408がONになります。
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データ内容 　　　　　　エリア 　　   I 　　  O 　　  D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～250

保持リレー HR00～99 HR00～97

補助記憶リレー AR00～27 AR00～25

リンクリレー LR00～63 LR00～61

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 TIM/CNT000～509

データメモリ DM0000～6143 DM0000～6141

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

25408 ・HKY命令実行中、
・上記以外の場合、OFF。

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・D+2チャネルがエリアの上限を超えた場合、
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

フラグの動き ON。

ON。
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故障点検出（ＦＰＤ）
指定した条件回路がONになってから、指定した論理診断回路がONになるまでの時間を監視します

動作説明

C：コントロールデータ

S：異常監視時間（BCD4桁、単位0.1秒）

   　0000：監視なし、0001～9999（0.1～999.9秒）

D：結果出力・メッセージ格納先頭チャネル番号

F P D�
    C�
    S�
    D

25504�
(CY)

条件回路�
(X)

論理診断回路�
(Y)

異常検知後�
処理回路�

異常監視対象リレー�

・コントロールデータの内容

条件回路がONになってから、論理診断回路がONになるまでの時間を監視し
ます。設定した異常監視時間が経過してもONにならないときは、次のように
動作します。
①設定したFAL番号で運転継続異常を発生させる。ただしFAL番号00のとき

は異常は発生しません。
②論理診断回路中で、OFFになっている接点を調べ、指定した出力モードで

結果をDチャネル以降に格納する
③25504（キャリー）をONにして、処理回路を実行する
④出力モードがキャラクタ出力のときは、D＋5～D＋8チャネルに指定してあ

るメッセージを、②で調べた接点番号と共に周辺ツールに表示させる（詳
細は「結果出力・メッセージ格納チャネルの構成」P.4-143を参照）

15 7

FAL番号（BCD２桁）�
　00～99

～� 0

使用しない�

論理診断結果出力モード�
　0：接点番号コード出力�
　1：接点番号メッセージキャラクタ出力�
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・処理回路が不要なときは、X点からの分岐を省略できます。
・処理回路は、出力命令か応用・拡張応用命令で構成します（LD命令、LD・

NOT命令は使用できません）。
・条件回路、論理診断回路は、複数のa接点、b接点で構成します。
・FPD命令は、プログラム内でいくつでも使用できます。
　その場合、メッセージは同じでも結果出力・メッセージ格納チャネル（D）は

別にしてください。

　　　　　　エリア 　　  C 　　   S 　　  D（＊1）

入出力、内部補助、特殊補助リレー － 000～252 000～251

保持リレー － HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー － AR00～27 AR00～26

リンクリレー － LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ － TIM/CNT000～511 　　 －

データメモリ － DM0000～6143 DM0000～6142

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数 　 解説参照 #0000～9999 　　  －

（＊1）キャラクタ出力時は、D+2～D+8チャネルがエリアの範囲を超えないように注意。

データ内容

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
・Sチャネルの内容がBCDでない場合、
・Cが定数でない場合、FAL番号が00～99のBCDでない場合、

ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504（CY） ・異常監視時間経過しても、論理回路がONにならない場合、
・上記以外の場合、OFF。

フラグの動き
ON。

ON。

ON。
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論理診断回路中でOFFになっている接点を調べます。複数あるときは、上段に
あり、母線に近い接点が選ばれます。
例

入力リレー00000～00003がすべてONのと
きは、Y点がONにならない原因が00002のb
接点にあると判断します。

・コード出力のとき

D 使用できません
D＋1 接点番号コード（下記参照）

①接点情報の有無
　0：なし　1：あり
②接点状態
　0：a接点　1：b接点

接点番号コードの内容

ビ　ッ　ト

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

入出力／補助リレー 1 0 0 0 チャネル番号 接点番号

　　（＊1）

保持リレー 1 0 0 1 1 チャネル番号 接点番号

HR 　　（＊1）

リンクリレー 1 0 0 1 0 0 チャネル番号 接点番号

LR 　　（＊1）

タイマ／カウンタ 1 0 0 1 0 1 T=0 T／C番号

TIM／CNT  C=1

T：タイマ　C：カウンタ

（＊1）「接点番号」の最上位ビット（ビット3）は、0／1が反転しています。

チャネル番号、接点番号、タイマ／カウンタ番号は、2進数で出力されます。
例　050チャネルの03ビットの場合

●論理診断について

00000

00001

00002

00003

（Y）�

●結果出力・メッセージ格納チャネルの構成

1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1

ビット3反転　0011＝03ビット�

$32＝050チャネル�

入出力／補助リレー�

②①
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・キャラクタ出力のとき

15 14 13～　 8　 7 ～0
D ① ② 使用できません
D＋1 $20＝"　"
D＋2
D＋3
D＋4 $2D＝" －" 接点状態
D＋5
D＋6
D＋7
D＋8

①接点情報の有無
　0：なし　1：あり
②接点状態
　0：a接点　1：b接点

D＋1～D＋3には、論理診断結果の接点番号が文字（キャラクタコード）で格納
されます。
FPD命令で異常を検出したときは、D＋1～D＋8チャネルの内容を周辺ツールに
表示させます。あらかじめD＋5～D＋8チャネルに8文字分までのキャラクタ
コードでメッセージを格納しておくと、周辺ツールにメッセージを表示させる
ことができます。CRコード（＄0D）を書き込んでおくと、その前までを表示し
て以後を無視します。

S（異常監視時間）をチャネルで指定したときは、以下の操作によって異常監視
時間を自動設定させることができます（ティーチング動作）。
①CQM1をモニタモードで運転させます。
②周辺ツールでAR2508をONにします。

AR2508がONの間に、条件回路ONから論理回路ONまでの時間が異常監視時
間を超えたときは、その時間の1. 5倍を、新しい異常監視時間としてSチャネ
ルに格納します（このときは、運転継続異常は発生しません）。

③自動設定が完了したら、AR2508をOFFにします。

該当接点番号
（5キャラクタ）
" 0 " ＝a接点、" 1 " ＝b接点
ユーザ任意メッセージ
（最大8キャラクタ）
8キャラクタ未満の場合最終
キャラクタの次にコード$0D
を設定してください。

●異常監視時間の自動設定
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使用例

FPD         �
      #8010�
      #1234�
      HR10

25504

25315

25315

10000

10001

LR0000

MOV(21)   �
     #4142�
     HR15

MOV(21)   �
     #430D�
     HR16

INC(38)    �
     DM0100

10002

10003

LR0015

異常発生時の�
メッセージとして�
”ABC”を�
格納します。�

接点番号メッセージキャラ�
クタ出力指定、�
FAL番号：10

LR0000がONになると、異常監視動作を開始します。
123. 4秒経過してもLR0015がONにならず、10000～10003がすべてONのときは、
10002が原因と判断し、FAL番号10を発生させてから、HR10～14チャネルに結果
を格納し、周辺ツールにメッセージを表示します。

異常検知前 異常検知後

HR10 → HR10 C 接点情報：あり　b接点
HR11 HR11 2 0 3 1 "  1"
HR12 HR12 3 0 3 0 "00"
HR13 HR13 3 0 3 2 "02"
HR14 HR14 2 D 3 1 "-1"
HR15 4 1 4 2 HR15 4 1 4 2 "AB"
HR16 4 3 0 D HR16 4 3 0 D "C",CRコード
HR17 0 0 0 0 HR17 0 0 0 0 無視します
HR18 0 0 0 0 HR18 0 0 0 0 （スペースで表示）

表示メッセージ
10002-1ABC



4-146

●4-8  拡張応用命令

４
章

命
令
語

データ検索（ＳＲＣＨ）　　 （＠）
指定した範囲内で、検索データと一致するデータを探します

動作説明
(@)SRCH�
                 N�
                 S�
                 C

N：検索チャネル数（BCD4桁）　0001～6656

S：検索開始チャネル

C：検索データ・結果格納先頭チャネル番号

・結果格納チャネルの内容
　C    　　：検索データ（16進4桁）　0000～FFFF
　C＋1　   ：一致チャネル情報（BCD4桁）　0000～6655

Sチャネルから始まるNチャネル分の範囲内で、Cチャネルの内容と一致する
データを先頭から探します。最初に一致したチャネルの情報をC＋1チャネル
に格納し、25506をONします。

・チャネルの情報は、検索したチャネルの種類によって、次のようにBCD4桁で
格納されます。

　データメモリのとき　　：チャネル番号
　データメモリ以外のとき：先頭チャネルを0とした相対的なチャネル位置
・指定した範囲内に一致するデータがなかったときは、25506がOFFになります。

エリア 　　   N    　　S 　　  C

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ － TIM/CNT000～511 －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） 　 解説参照 －

データ内容

［制限事項］
　検索する範囲は、必ず同一エリア内にしてください。
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25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・Nデータが1～9999のBCD以外の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・一致するデータがあった場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

入力00001がONになると、DM0000のデー
タFFFFと一致するデータが、DM0010～
DM0109内にあるか検索します。
検索データに一致したデータがDM0014に
あったので、結果（0014）をDM0001に
BCDで格納します。

フラグの動き

使用例
@SRCH   �
   #0100�
   DM0010�
   DM0000

00001

F F F F

0 0 0 0 �
9 8 9 8 �
A A A A �
9 7 9 7 �
F F F F �
9 5 9 5

DM0000

DM0010�
DM0011�
DM0012�
DM0013�
DM0014�
DM0015

0 0 1 4DM0001
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C：コントロールデータ

S：検索開始チャネル番号

D：検索結果格納先頭チャネル番号

・コントロールデータの内容

●最大値検索（MAX）

Sチャネルから始まる指定チャネル数分のデータの中から最大値を探し、見つけ
た最大値をDチャネルに格納します。またコントロールデータに「チャネル出
力：あり」が設定されているときは、最大値が見つかったチャネルをD＋1チャ
ネルに格納します。

・チャネルの情報は、検索したチャネルの種類によって、次のようにBCD4桁で
格納されます。

　データメモリのとき　　：チャネル番号
　データメモリ以外のとき：先頭チャネルを0とした相対的なチャネル位置

●最小値検索（MIN）

Sチャネルから始まる指定チャネル数分のデータの中から最小値を探し、見つけ
た最小値をDチャネルに格納します。またコントロールデータに「チャネル出
力：あり」が設定されているときは、最小値が見つかったチャネルの情報をD＋
1チャネルに格納します。

動作説明 (@)MAX�
                 C�
                 S�
                 D

(@)MIN�
                 C�
                 S�
                 D

0 0

チャネル出力　0：なし　1：あり�

データタイプ　0：符号なし　1：符号付き�

�

15 0

検索チャネル数（BCD３桁）　001～999

14 13 12 11

最大値検索（ＭＡＸ）　　 （＠）
指定した範囲内で、最大値を検索します

最小値検索（ＭＩＮ）　　 （＠）
指定した範囲内で、最小値を検索します
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・チャネルの情報は、検索したチャネルの種類によって、次のようにBCD4桁で
格納されます。

　データメモリのとき　　：チャネル番号
　データメモリ以外のとき：先頭チャネルを0とした相対的なチャネル位置

　　　　　  エリア 　　　C 　　　S 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ －  TIM/CNT000～511 －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 解説参照 － －

データ内容

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・検索チャネル数が1～999のBCD以外の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・検索した最大値または最小値が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

［制限事項］
　検索する範囲は、必ず同一エリア内にしてください。

・データタイプに符号付きを指定したときは、8000以上

の数値を負数として扱います。データタイプの指定に

よって結果が変わります。

・最大値・最小値が複数チャネルにあったときは、最も

先頭に近いチャネルの情報がD＋1チャネルに格納さ

れます。

参 考 �
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数値変換（ＡＰＲ）　　 （＠）
SIN計算、COS計算、または折れ線近似計算をします

動作説明 (@)APR�
                 C�
                 S�
                 D

C：コントロールデータ

S：入力データチャネル番号

D：計算結果格納チャネル番号

・コントロールデータの内容
　0000（定数） ：SIN計算指定
　0001（定数） ：COS計算指定
　チャネル指定 ：折れ線近似計算指定（折れ線テーブル先頭チャネル番号）

Sチャネルの入力データに対応する近似値を計算し、結果をDチャネルに格納し
ます。

・SIN計算（Cが定数0000）、COS計算（Cが定数0001）のとき
　入力データは、BCD4桁で次のように指定します。
　　0000～0900（単位 0.1度、0～90.0度）

計算結果は、小数点以下4桁までの数値がBCD4桁で格納されます（端数は切
り捨てられます）。ただし、入力データにSIN 90°、COS 0°を指定しても、
9999（0.9999）が格納されます。

・折れ線近似計算（Cがチャネル番号）
Cチャネルから始まるテーブルが表す折れ線グラフに、入力データをXとして
当てはめ、そのときのYを計算結果とします。
入力データ、格納データには、BCD、16進数のどちらでも指定できます（異
なる指定のときは、自動的に変換します）。
詳細は、「折れ線近似計算について」（次ページ）を参照してください。

データ内容 　　　　　　エリア 　　　C 　　　S 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 #0000/#0001 －
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フラグの動き

Cチャネルから始まる折れ線テーブルは、次のように構成します。

●折れ線近似計算について

①②③④は、次のように指定します。

機　能 0 1

① 入力Sのデータ種別 BCD 16進数

② 結果Dのデータ種別 BCD 16進数

③ 入力Sのデータ加工 S（そのままの値） Xm-S

④ m-l（m：折れ線グラフの座標点数）（16進数2桁）00～FF

C
C＋1
C＋2
C＋3
C＋4
C＋5
C＋6

C＋（2m＋1）
C＋（2m＋2）

15　14　13　12  ～  8　7  ～  0

 ①　②　③　 0 0 0 0 0 　　④

Xm（X座標の最大値）
Y0

X1

Y1

X2

Y2

Xn

Yn

Xm

Ym

〜

〜

〜

X0 X1 X2 X3 X4 Xm X
Y0
Y1

Y2

Y3
Y4

Ym

Y

入力データ（例）�

計算結果�
（例）�

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、ON。
・Cデータに0000／0001以外の定数を指定した場合、ON。
・折れ線テーブルの指定に誤りがある場合、ON。
・折れ線近似計算の入力データが指定した折れ線グラフから
外れている場合、ON。
・SIN、COS計算の入力データが0900を超えている場合、

BCDでない場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・計算結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
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X座標、Y座標のデータはすべて16進数4桁（0000～FFFF）で指定します（256点
まで指定できます）。
X座標のデータは、必ず小さい方から指定してください（X0は0に固定ですの
で、テーブルへの指定は行いません）。
Cチャネルのビット13（③）を1に指定したときは、下図のように左右反転した
グラフを使用することになります。

［SIN、COS計算のとき］

入力00000がONになると、DM0000の内容
（0300＝30度）のSINを計算し、結果（5000
＝0．5000）をDM0100に格納します。

入力00001がONになると、DM0010の内容
（0300＝30度）のCOSを計算し、結果（8660
＝0．8660）をDM0110に格納します。

［折れ線近似計算のとき］
入力00000がONになると、010チャネルの入
力データ（0020）を16進数（0014）に変換
して折れ線テーブルが示す折れ線グラフに
当てはめ、結果（0726）を011チャネルに
格納します。

使用例

@APR�
          ＃0000�
        DM0000�
        DM0100

00000

@APR�
          ＃0001�
        DM0010�
        DM0110

00001

0 3 00

0 3 00

DM0000

DM0010

5 0 00

8 6 06

DM0100

DM0110

0.5

0.866

@APR�
        DM0000�
                010�
                011

00000

X0 Xm

Y

X X
X0Xm

Y

DM0000�
DM0001�
DM0002�
DM0003�
DM0004�
DM0005�
DM0006�
�
DM0025�
DM0026

4 0 0 B �
0 5 F 0 �
0 0 0 0 �
0 0 0 5 �
0 F 0 0 �
0 0 1 A �
0 4 0 2 �
�
0 5 F 0 �
1 F 2 0

入力BCD、出力16進数�
X 12�
Y 0�
X 1�
Y 1�
X 2�
Y 2�
�
X 12�
Y 12

〜� 〜�

0 1 0
0 0 2 0

（ B C D ）�
変換（16進数）�
0 0 1 4

0 1 1
0 7 2 6

（ 16進数）�

Y

1F20

0F00

0726
0402

0000 0005 0014 001A 05F0
X
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S～S＋15チャネルの、Cで指定したビットのON／OFF状態を、Dチャネルの対
応するビット（0～15）に書き込みます。

ビットC D CH ビット
S 0 0 00
S＋1 1 1 01

S＋15 1 1 15

データ内容 　　　　　　エリア 　　　S 　　　C 　　　D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～240 000～252

保持リレー HR00～84 HR00～99

補助記憶リレー AR00～12 AR00～27

リンクリレー LR00～48 LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～496 TIM/CNT000～511

データメモリ DM0000～6640 DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） 　　　－ #0000～0015 　　　－

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・Cデータが0～15のBCD以外の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・Dチャネルの内容が0000になった場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

ビット列→ビット行変換（LINE）　　 （＠）
連続する16チャネルの指定ビットのON／OFF状態を、指定チャネルの対応する16ビットにセットします

動作説明 (@)LINE�
                   S�
                   C�
                   D

S：変換元先頭チャネル番号

C：ビット番号（BCD4桁）　0000～0015

D：変換結果格納チャネル番号
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入力00000がONになると、100～115チャネ
ルのビット7のON／OFF状態が、DM0100に
書き込まれます。

S C：#0007
　07ビット

100 0
101 1
102 1
103 0

115 1
↓

D 15 03 02 01 00
DM0100 1 0 1 1 0

使用例
@LINE

100
#0007
DM0100

00000
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ビット行→ビット列変換（COLM）　　 （＠）
指定チャネルの16ビットのON／OFF状態を、対応する16チャネルの指定ビットにセットします

動作説明

S：変換元チャネル番号

D：ビット対応先頭チャネル番号

C：ビット番号（BCD4桁）　0000～0015

Sチャネル内のデータ（ビット0～15）のON／OFF状態を、データのビットに対
応するD～D＋15チャネルの、Cで指定したビットに書き込みます。
ビット S CH ビットC

00 1 1 D
01 0 0 D＋1

15 1 1 D＋15

エリア S D C

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～237 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～84 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 AR00～12 AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～48 LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 TIM/CNT000～496 TIM/CNT 000～511

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6128 DM0000～6655

間接指定 　＊DM0000～6655

定数（BCD）  － #0000～0015

データ内容

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・Cデータが0～15のBCD以外の場合、
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・Sチャネルの内容が　　 の場合、
・上記以外の場合、OFF。

(@)COLM�
                   S�
                   D�
                   C

ON。

ON。0000
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使用例

00000がONになると、DM0100の16ビットのON／OFF状態が、DM0200～0215の
ビット15に書き込まれます。

@COLM
DM0100
DM0200
#0015

00000

S 15 03 02 01 00
DM0100 0 1

C：#0015�
15ビット�

DM0200�
DM0201�
DM0202�
DM0203�
�
�
DM0215

0

0

01

1
1

1

1 . . . . . . . .
. . . . . . . .

. . . . . .

. . . . . .
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時分秒→秒変換（ＳＥＣ）　　 （＠）
時分秒データを秒データに変換します

秒→時分秒変換（ＨＭＳ）　　 （＠）
秒データを時分秒データに変換します

動作説明 ●時分秒→秒変換（SEC）

S：変換元データ先頭チャネル番号

D：変換結果格納先頭チャネル番号

第3オペランド：000固定

・変換元データ、変換結果の内容
いずれのデータもBCDです。

　最大値は、次のようになります。
9999時間59分59秒
　　　↓
　35999999秒

S+1、Sチャネルの時分秒データを秒データに変換し、D＋1、Dチャネルに格
納します。

●秒→時分秒変換（HMS）

S：変換元データ先頭チャネル番号

D：変換結果格納先頭チャネル番号

第3オペランド：000固定

(@)SEC�
                 S�
                 D�
             000

×103 ×102 ×101 ×100 ×101 ×100×101×100

×107 ×106 ×105 ×104 ×103 ×100×101×102

時�

S＋1 S

分� 秒�

秒�

D＋1 D

(@)HMS�
                 S�
                 D�
             000
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・変換元データ、変換結果の内容
いずれのデータもBCDです。

　最大値は、次のようになります。
　35999999秒
　 ↓
9999時間59分59秒

S+1、Sチャネルの秒データを時分秒データに変換し、D＋1、Dチャネルに格
納します。

×103 ×102 ×101 ×100 ×101 ×100×101×100

×107 ×106 ×105 ×104 ×103 ×100×101×102

時�
S＋1 S

分� 秒�

秒�

D＋1 D

データ内容 エリア S D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～251

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～510

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・SEC命令で、SデータがBCDでない場合、分・秒データが60
以上の場合、ON。
・HMS命令で、SデータがBCDでない場合、36000000以上の
場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・変換結果が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
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●時分秒→秒変換（SEC）

入力00000がONになると、DM0100、0101に格納された時分秒（23時間45分18
秒）を秒に変換します。
変換した結果（85518秒）を、DM0200、DM0201に格納します。

DM0100 4 5 1 8 DM0200 5 5 1 8

DM0101 0 0 2 3 DM0201 0 0 0 8

→23時45分18秒 →85518秒

●秒→時分秒変換（HMS）

入力00001がONになると、DM0200、0201
に格納された秒（85518秒）を時分秒に変
換します。

@SEC�
      DM0100�
      DM0200�
             000

00000

@HMS�
      DM0200�
      DM0100�
             000

00001

使用例

変換した結果（23時間45分18秒）を、DM0100、DM0101に格納します。

DM0200 5 5 1 8 DM0100 4 5 1 8

DM0201 0 0 0 8 DM0101 0 0 2 3

→85518秒 →23時45分18秒
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サム値算出（合計値算出）（ＳＵＭ）　　 （＠）
指定した範囲内で、データの合計値を計算します

動作説明

C：コントロールデータ

S：計算開始チャネル番号

D：合計値格納先頭チャネル番号

・コントロールデータの内容

Sチャネルから始まる指定テーブル長分のデータを合計し、結果をDチャネル、D
＋1チャネルに次のように格納します。テーブル長は、計算単位がワード単位
（0）のときはワード単位で、バイト単位（1）のときはバイト単位で指定します。

上位4桁　下位4桁
　D＋1　　D 　　

・計算方法には、次の3種類があります。
　BIN（16進数）符号なし計算：数値を16進数として計算
　BIN（16進数）符号付き計算：数値を符号付きの16進数として計算
　BCD（2進化10進数）計算　：数値をBCDとして計算

(@)SUM�
                 C�
                 S�
                 D

15 14 13 12

計算開始位置（バイト単位時のみ有効）　0：上位２バイト　1：下位２バイト�

計算単位　0：ワード（チャネル）単位（４桁）　1：バイト単位（２桁）�

データタイプ　0：BCD　1：BIN�

符号の有無（BIN時のみ有効）　0：符号なし　1：符号付き�

11 8   7 4   3 0

テーブル長（ワード数またはバイト数）（BCD３桁）　001～999

［制限事項］
　計算する範囲は、必ず同一エリア内にしてください。

・計算方法をBCDにしたとき、指定範囲内に16進数の

データがあると、25503（ER）がONし、命令は実行

されません。

・符号付きの16進数とは、負数を2の補数で表現した16進

数です。

・BCD計算では、符号付きの計算はできません。

・計算結果は、計算方法で指定した形式で格納されます。

参 考 �
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・計算単位をバイト単位にしたときは、計算開始位置によって、次のように計
算します（テーブル長の指定もバイト単位になります）。

15 8 7 0
例 DM0000 ① ②

DM0001 ③ ④

　計算開始位置が上位バイトのとき：①＋②＋③＋④…
　計算開始位置が下位バイトのとき：②＋③＋④…

データ内容 エリア C S D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ 　　   － TIM/CNT 000～511 　　   －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数  解説参照 －

フラグの動き 25503（ER） ・データタイプにBCDを指定したときBCDでないデータがあっ
た場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、

ON。
・計算チャネル数が1～999のBCD以外の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・合計値が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例

入力00001がONになると、DM0000～DM0007の8チャネルのチャネルデータを
BCDで合計し、合計値（36）をDM0010、DM0011に格納します。

合計値算出対象 → 合計値算出結果
DM0000=0001 DM0010= 0036
DM0001=0002 DM0011= 0000
DM0002=0003
DM0003=0004
DM0004=0005
DM0005=0006
DM0006=0007
DM0007=0008

@SUM
#0008
D0000
D0010

00001
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動作説明

C：テーブル長指定データ

S：テーブル先頭チャネル番号

D：FCS値格納先頭チャネル番号

・テーブル長指定データの内容

Sチャネルから始まる指定テーブル長分のデータの排他的論理和をとり、FCS値
（16進数）を算出します。D、D＋1チャネルには、FCS値をASCIIコードに変換
して格納します。テーブル長は、計算単位がワード単位（0）のときはワード単
位で、バイト単位（1）のときはバイト単位で指定します。
・バイト単位で計算するとき、計算の順番は次のようになります（テーブル長

の指定もバイト単位になります）。

計算開始位置 上位バイト時（0）：①②③④…
下位バイト時（1）：②③④…

FCS値算出（ＦＣＳ）　　 （＠）
指定した範囲のチャネルデータのFCS値を計算し、ASCIIコードで格納します

(@)FCS�
                 C�
                 S�
                 D

15 14 13 12

計算開始位置（バイト単位時のみ有効）　0：上位バイト　1：下位バイト�

計算単位　0：ワード（チャネル）単位　1：バイト単位�

11 8   7 4   3 0

テーブル長（ワード数またはバイト数）（BCD３桁）001～999

00

・FCS値は、バイト単位のときは16進数2桁に、ワード単位のときは16進数4桁
になり、次のようにASCIIコードに変換されて、D、D＋1チャネルに格納され
ます（バイト単位のときはDチャネルだけが使用されます）。

例

FCS値� 4A FCS値� F10B

D  34  41 D＋1  46  31　D  30  42

バイト単位のとき�
ワード単位のとき�

① ②
③ ④

上位バイト 下位バイト

S
S+1
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［制限事項］
　計算する範囲は、必ず同一エリア内にしてください。

データ内容 エリア C S D（＊1）

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ 　　   － TIM/CNT000～511 　　   －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数   解説参照 －

（＊1）FCS値格納チャネルは、計算単位によってチャネル数が変わります。上の表は、

  　　　計算単位がワード単位のときの値です。

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・テーブル長が001～　   のBCD以外の場合、
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例
@FCS�
             #2016�
            D0000�
            D0010

00000
入力00000がONになると、DM0000～
DM0007（16バイト分）のFCS値（08）を算
出し、ASCIIコード（30　38）に変換し
て、DM0010に格納します。

ON。999

DM0000�
DM0001�
DM0002�
DM0003�
DM0004�
DM0005�
DM0006�
DM0007

00  　01�
00  　02�
00  　03�
00  　04�
00  　05�
00  　06�
00  　07�
00  　08

上位�下位�
DM0000のバイト（上位2桁）から順にFCS値

FCS値�0　0　0　0　1　0　0　0

0 8

3　0　3　8

DM0010

DM0000の上位バイト（上位2桁）から順にFCS値
を出します。

参 考 � FCS値は通信ポートでのデータ送受信時に、データのエ

ラーチェックに使用します。
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ASCI I→ＨＥＸ変換（ＨＥＸ）　　 （＠）
ASCIIコードを16進数に変換します

動作説明

S：変換データチャネル番号

K：桁指定データ

D：変換結果格納チャネル番号

・桁指定データの内容

Kチャネルの内容に従って、Sチャネルから始まる数チャネル分の内容（16進数
を記述したASCIIコード）を16進数に変換して、Dチャネルに格納します。

・変換されるSチャネルのチャネル数は、Kチャネルの内容（変換開始位置、変
換コード数）によって変わります。

(@)HEX�
                 S�
                 K�
                 D

15 4    38    7 0

パリティ指定（P.4-141参照）�
　0：指定なし　1：偶数指定　2：奇数指定�

12  11

変換開始位置�
　0：下位２桁　1：上位２桁�

変換コード数�
　0：１個　1：２個　2：３個　3：４個�

格納開始位置�
　0：１桁目　1：２桁目　2：３桁目　3：４桁目�

参 考 � Dチャネルの変換結果が格納されない桁は、内容が変化

しません。

［制限事項］
　変換されるデータ（16進数2桁）は、必ず次の範囲内の値にしてく
ださい。
　30（"0"）～  39（"9"）、41（"A"）～  46（"F"）
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データ内容 エリア S K D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ 　　  TIM/CNT 000～511 　　  －

データメモリ  DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 － 　 解説参照   －

フラグの動き 25503（ER） ・変換されるデータが範囲外の値の場合、ON。
・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、

ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、ON。
・指定に誤りがある場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例
@HEX�
           LR10�
           HR10�
             100

00000
入力00000がONになると、桁指定データ
HR10チャネルの内容により、LR10チャネ
ルの上位2桁、LR11チャネルの下位2桁の
データを16進数に変換し、変換結果を100
チャネルの1、2桁目に格納します。

3 1 3 0

4 2 3 2

3 5 3 4

0 1 1 0

LR10

LR11�

LR12

HR10

0 0 2 1   100

変換対象�
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以下を参照して、データのパリティに合うように指定します（8ビットのキャラ
クタコードのときは、「パリティ指定なし」です）。
0：指定なし

変換されるデータのパリティビットが0でないとき、25503（ER）がONにな
り、命令は実行されません。

1：偶数指定
8ビット分のデータの内、1になっているビットの数が偶数でないとき、25503
（ER）がONになり、命令は実行されません。

2：奇数指定
8ビット分のデータの内、1になっているビットの数が奇数でないとき、25503
（ER）がONになり、命令は実行されません。

変換データ 変換出力データ桁内容

コード ビット内容 数値 ビット内容

$30 ＊ 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

$31 ＊ 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1

$32 ＊ 0 1 1 0 0 1 0 2 0 0 1 0

$33 ＊ 0 1 1 0 0 1 1 3 0 0 1 1
$34 ＊ 0 1 1 0 1 0 0 4 0 1 0 0

$35 ＊ 0 1 1 0 1 0 1 5 0 1 0 1

$36 ＊ 0 1 1 0 1 1 0 6 0 1 1 0

$37 ＊ 0 1 1 0 1 1 1 7 0 1 1 1

$38 ＊ 0 1 1 1 0 0 0 8 1 0 0 0
$39 ＊ 0 1 1 1 0 0 1 9 1 0 0 1

$41 ＊ 1 0 0 0 0 0 1 A 1 0 1 0

$42 ＊ 1 0 0 0 0 1 0 B 1 0 1 1

$43 ＊ 1 0 0 0 0 1 1 C 1 1 0 0

$44 ＊ 1 0 0 0 1 0 0 D 1 1 0 1
$45 ＊ 1 0 0 0 1 0 1 E 1 1 1 0

$46 ＊ 1 0 0 0 1 1 0 F 1 1 1 1

＊パリティビット…パリティ指定により変化します。

桁指定データによって、変換・格納は次のようになります。

●パリティ指定方法

●複数コードの変換

下位2桁�
上位2桁�

S CH 1桁目�
2桁目�
3桁目�
4桁目�

下位2桁�
上位2桁�
下位2桁�
上位2桁�

S CH

S＋1 CH

1桁目�
2桁目�
3桁目�
4桁目�

D CH D CH
K：0011 K：0030
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下位2桁�
上位2桁�

S CH 1桁目�
2桁目�
3桁目�
4桁目�

下位2桁�
上位2桁�
下位2桁�
上位2桁�
下位2桁�
上位2桁�

S CH

S+1CH

1桁目�
2桁目�
3桁目�
4桁目�

D CH D CH
K：0023 K：0133

下位2桁�
上位2桁�

S+1 CH

S+2CH
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データ平均化（ＡＶＧ）
指定チャネルのデータ（16進数）のスキャンごとの平均を計算します

動作説明

S：平均値計算チャネル

N：平均値計算スキャン数（BCD4桁）　0001～0064

D：平均値・作業データ格納先頭チャネル番号

・平均値・作業データ格納チャネルの内容

AVG命令が実行を開始すると、指定されたスキャン数になるまで、1スキャンご
とにSチャネルの現在値を過去の値として格納していきます。この間は、Dチャ
ネルにはSチャネルの現在値が格納されます。
Nで指定されたスキャン回数分AVG命令が実行されると、平均値（16進数4桁）
が計算され、Dチャネルに格納されます（Nに65以上を指定しても、64で処理さ
れます）。
以後は、1スキャンごとに最新のSチャネルの現在値で平均値が計算し直され
て、Dチャネルに格納されます。
・平均値の端数は四捨五入されます。

AVG�
                S�
                N�
                D

平均値�
�
システムで使用�
�
過去の値１�
�
過去の値２�
�
　　�
�
過去の値 N

…�

D�
�
D＋1�
�
D＋2�
�
D＋3�
�
�
�
D＋N＋1

…�

［制限事項］
・平均値は、16進数で計算されます。Sチャネルの内容は必ず16進
数にしてください。
・運転開始の1スキャン目から本命令を実行するときは、D＋1チャ
ネルの内容を0000にしておいてください。
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データ内容

使用例

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDでない場合、DMエリアを超える場合、
ON。
・指定した範囲がエリアの上限を超えた場合、
・指定に誤りがある場合、
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

00001
@MOV(21)�
          #0000�
              040

AVG�
              040�
           #0003�
       DM1000

CLC(41)

ADB(50)�
           040�
        #0001�
           040

入力00001がONになると、040チャネルの内
容は0000からスキャンごとに1ずつ加算さ
れていき、1、2スキャン目ではAVG命令は
040チャネルの内容をDM1002、DM1003に
格納します（040チャネルの内容を加算し
ているのは、AVG命令の結果の変化が確認
できるようにするためで、特に意味はあり
ません）。
3スキャン目からAVG命令は最新の平均値
を計算し、DM1000に格納します。

ON。
ON。

1スキャン目�

0 0 0 0 �

�

0 0 0 0 �
　�

0 0 0 0

2スキャン目�

0 0 0 1 �

�

0 0 0 1 �
　�

0 0 0 0 �
0 0 0 1

3スキャン目�

0 0 0 2 �

�

0 0 0 1 �
　�

0 0 0 0 �
0 0 0 1 �
0 0 0 2

4スキャン目�

0 0 0 3 �

�

0 0 0 2 �
�

0 0 0 3 �
0 0 0 1 �
0 0 0 2

DM1000�
DM1001�
DM1002�
DM1003�
DM1004

1 2

平均値�
システムで使用�

実平均値�

過去の取り�
込みデータ�
格納エリア�

040 CH

エリア S N D（＊1）

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～250

保持リレー HR00～99 HR00～97

補助記憶リレー AR00～27 AR00～25

リンクリレー LR00～63 LR00～61

タイマ／カウンタ TIM/CNT 000～511 　　   －

データメモリ DM0000～6143 DM0000～6141

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（BCD） 　　   － #0001～0064 　　  －

（＊1）平均値・作業データ格納チャネルのチャネル数は、Nの値によって変わります。

　　　  上の表ではNが0001のときで記述してあります。
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エリア P F D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 001、002 000～002 000～255

保持リレー － HR00～99

補助記憶リレー － AR00～27

リンクリレー － LR00～63

タイマ／カウンタ － TIM/CNT000～511

データメモリ － DM0000～6655

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数（BCD） － ＃0000～0099

ＰＷＭ出力（ＰＷＭ） （＠）
ポート1、2で、デューティ比が可変なパルスを出力します。

動作説明

P：ポート指定

F：周波数指定

D：デューティ比指定

・ポート指定の内容
001：ポート1
002：ポート2

・周波数指定の内容
000：5.9kHz
001：1.5kHz
002：91.6Hz

・デューティ比指定には、デューティ比（パルス周期に対するONの時間の割
合）を、百分率で指定します（BCD4桁0001～0099：1～99％）。

・PWM命令はいったん実行されたら、次にPWM命令でデューティ比を変えら
れるか、INI命令でパルス出力を停止させられるまで、指定されたデューティ
比のパルスを出力し続けます。

・この命令の実際の使い方については、第2章の「デューティ比を変えてパルス
出力するとき」（P.2-21）を参照してください。

データ内容

※この命令は形CQM1－CPU43（－V1）でのみ使用できます。

�
ton�
T
＝D（1～99％）�

T

ton

(@)PWM�
              P�
              F�
               D

CPU43（-V1）専用
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フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・設定値が指定できる範囲を超えている場合、ON。
・本命令を形CQM1-CPU43(-V1)以外の機種で使用した場合、ON。
・PCシステム設定が可変デューティ比パルス出力できる設定に
なっていない場合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御す
る命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム内で
本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。
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ＰＩＤ制御（ＰＩＤ）
指定されたパラメータに従ってPID制御を行います。

動作説明

S：計測データ入力チャネル番号

C：PIDパラメータ格納先頭チャネル番号

D：操作出力量出力チャネル番号

この命令の詳細については「PID命令の使い方」（次ページ）を、PID制御につ
いては「PID制御について」（P.4-175）を参照してください。

P I D �
S�
C�
D

エリア S C D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～252 000～220 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～67 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 　　　－ AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～31 LR00～63

タイマ／カウンタ －

データメモリ DM0000～6143 DM0000～6111 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・PIDパラメータの設定値が範囲外の場合、ON。
・サイクルタイムがサンプリング周期の2倍以上のため、正確に
実行できない場合、ON。（＊1）
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません（＊1の
場合を除く）。

25504（CY） ・PID演算を実行したとき、ON。
・サンプリング周期待機中（無処理）のとき、OFF。

データ内容

E

［制限事項］
・PIDパラメータのために、Cチャネルから始まる連続した33チャ
ネルを確保してください。
・PID制御命令は、次のプログラム内では使用しないでください。
正常な動作をしない場合があります。

割り込みプログラム、サブルーチンプログラム
IL-ILC、JMP-JME、ステップラダープログラム

CPU4□（-V1）専用
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項目 内容 設定範囲

設定値（SV） 制御対象の目標値です。 入力レンジのビット数分の
BINデータ

比例帯（P） 比例制御範囲／制御範囲全体で 0001～9999（BCD4桁）

表される比例動作用パラメータ （単位 0.1％、0.1～999.9％）

積分時間／サンプリ 積分動作の効果の大きさを表 0001～8191（BCD4桁）

ング周期（Tik） す定数です。この値を大きく 9999（積分動作なしの指定）
すると積分効果が弱くなりま
す。

微分時間／サンプリ 微分動作の効果の大きさを表 0000～8191（BCD4桁）

ング周期（Tdk） す定数です。この値を大きく
すると微分効果が強くなりま
す。

サンプリング周期 PID演算を行う周期を設定し 0001～1023（BCD4桁）

（τ） ます。 （単位 0.1s、0.1～102.3s）

操作量正逆動作切り 比例動作の方向を決める 0：逆動作

替え指定 パラメータです。 1：正動作

2－PIDパラメータ 入力フィルタ係数です。通常 000（内部で0.65で処理）

（α） 0．65で使用してください。 100～199（BCD3桁）

値が0に近いほどフィルタが （下位2桁の00～99が
効かなくなります。 0.00～0.99に対応）

入力レンジ 入力データのビット数です。 0： 8ビット 5：13ビット

1： 9ビット 6：14ビット

2：10ビット 7：15ビット
3：11ビット 8：16ビット
4：12ビット

15 12 11 8 7 4 3 0
設定値SV�
比例帯P�

  Tik＝積分時間Ti／サンプリング周期T   （注1）�
  Tdk＝微分時間Td／サンプリング周期T （注1）�

サンプリング周期T
2－PIDパラメータ　　（注2）� ＊1

＊3＊2 00

ワークエリア（ユーザ使用不可）�

C　　CH�
C＋１CH�
C＋２CH�
C＋３CH�
C＋４CH�
C＋５CH�
C＋６CH�
C＋７CH�
　　　  �
C＋32CH

＊１：操作量正逆動作切り替え指定�
＊２：入力レンジ�
＊３：出力レンジ�

（注1）C＋２、C＋３チャネルで設定する�
　　　  のは、積分、微分時間そのもので�
　　　  はなく、それらの値をサンプリン�
  　　　グ周期Tで割った値です。�
（注2）000を設定すると2－PIDパラメー�
　　　  タは、0.65になります。通常は�
　　　  000で使用してください。�

〜�

●PID命令の使い方
PID命令は、計測データ入力チャネル（Sチャネル）の内容から、設定された
ビット数（入力レンジ）のBINデータを取り出し、設定された各パラメータに
従って、PID演算を行います。結果は、操作出力量としてDチャネルに格納され
ます。

・PIDパラメータ
PIDパラメータは、次のように構成されます。

設定内容は、次のようになっています。

出力レンジ 出力データのビット数です。
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1スキャン�

70ms 60ms 70ms 60ms

処理　　　�イニシャル、　　�
初期値でPID処理�

無処理　　� PID処理実行　　�PID処理実行　　� 無処理　　�

計測時間の�
流れ　　　�

（0ms）� （70ms）� （70+60=130ms）�
（次回30ms繰越）�

（70+30=100ms）�
（次回繰越なし）�

・PID命令の動作
［入力条件OFF時］

設定された各データは保持されます。そこで、操作出力量出力チャネル（D
チャネル）に値を書き込むことで、手動制御と同じ動作をさせられます。

［入力条件立ち上がり時］
設定されたPIDパラメータに基づいて、ワークエリアの初期化を行います。こ
のとき、操作出力量が急激に変化して制御対象に悪影響を出さないように、
操作出力量を連続的に変化させます（バンプレス処理）。

PIDパラメータを変更したときは、次の入力条件の立ち

上がり時に初めて有効になります。

［入力条件ON時］
設定されたPIDパラメータにより、サンプリング周期に従った間隔でPID演算
を実行します。

・サンプリング周期とPID演算の実行のタイミング
サンプリング周期とは、PID演算を行うために計測データを取り込む時間間隔
を表します。しかし実際には、PID命令はCQM1のサイクルタイムに従って実
行されますので、場合によっては、前回の実行からそのときまでの間にサン
プリング周期を大きく超えてしまうことがあります。このようなときは、次
回のサンプリングまでの時間間隔をその分減らして、調整をとります。
（例）サンプリング周期＝100msのとき

参 考 �
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・演算方式
CQM1のPID制御における演算は、2自由度PID制御方式で行われます。

単純PID制御では、オーバーシュートが出るのを防ぐと
外乱に対する安定が遅くなり（①）、逆に外乱に対す
る安定を早くするとオーバーシュートが出て目標値へ
の応答が遅くなります（②）。
それに対して、2自由度PID制御では、オーバーシュー
トがなく、目標値への応答も早く、外乱に対する安定
も早く行うことができます（③）。

・各制御動作について
［比例動作（P）］

設定値に対して比例帯を持ち、その中では操作量（制御出力量）が偏差に比
例する動作を比例動作といいます。
現在値が比例帯より小さいときは操作量は100％で、比例帯内では操作量は偏
差に比例して徐々に小さくなり、設定値と現在値が一致する（偏差が0にな
る）と操作量は前回の操作量になります（逆動作時）。
比例帯は入力レンジ全幅に対する百分率で表されます。比例動作では、オフ
セット（残留偏差）を生じますが、比例帯を小さくすることでオフセットを
減少させられます。ただし、小さくし過ぎるとハンチングが発生します。

●PID制御について

比例帯の調整�

比例帯が狭いとき（ハンチングする）�

オフセット�

比例帯が適当�

比例帯が広いとき�
（オフセットが大きくなる）�

設
定
値�

参 考 �

H

比例動作（逆動作時）�

比例帯�

設定値�

100％�
�
�
�

0％�

操
作
量�

�
②�

外乱応答を遅くすると�
目標値応答が悪くなる�

オーバーシュート�

2自由度PID制御�
③�

外乱応答�目標値応答�

単純PID制御�
①�

目標値応答を遅くすると�
外乱応答は悪くなる�
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［積分動作（I）］
比例動作に積分動作を組み合わせると、時間経過に伴い、オフセットが減少
していきます。

積分時間

積分動作の強さを示す単位で、図のようにステップ状

の偏差に対して積分の操作量が比例動作と同じ操作量

に達するまでの時間のことです。積分時間が短いほど

積分動作による訂正が強くなります。ただし、短くし

すぎると、訂正動作が強くなりすぎてハンチングが発

生する要因になることがあります。

［微分動作（D）］
比例動作や積分動作は制御結果に対する訂正動作ですので、どうしても応答
が遅くなります。微分動作はその欠点を補い、急激な外乱に対して大きな操
作量を与え、早く元の状態に戻るように働きます。偏差の生じる傾斜（微分
係数）に比例した操作量で訂正動作を行います。

微分時間

微分動作の強さを示す単位で、図のようなランプ状の

偏差に対し、微分の操作量が比例動作と同じ操作量に

達するまでの時間のことです。微分時間が長いほど微

分動作による訂正が強くなります。

PI動作と積分時間�

0�
�
�
�
�
�
0

操
作
量�

偏
差�

ステップ応答�

PI動作�

P動作�

Ti T i：積分時間�

I動作�

積分動作�

0�
�
�
�
�
�
0

操
作
量�

偏
差�

ステップ応答�

微分動作�

0�
�
�
�
�
�
0

操
作
量�

偏
差�

ステップ応答�

PD動作と微分時間�

0�
�
�
�
�
�
0

操
作
量�

偏
差�

ランプ応答�

PD動作�
P動作�
D動作�

Td Td：微分時間�

参 考 �

参 考 �
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・オーバーシュートが生じてでも、早く安定な
制御状態にしたいときは、比例帯を小さくし
ます。ただし、小さくしすぎるとハンチング
が生じる原因になります。

・短い周期のハンチングが生じるときは、原因
として微分動作が強すぎ、制御系の応答が早
すぎることが考えられます。微分時間を小さ
くしてください。

・安定になるまで多少の時間（整定時間）がか
かってでも、オーバーシュートを生じさせた
くないときは、比例帯を大きくします。

・ゆるやかなハンチングが生じたり、オーバー
シュート・アンダーシュートを繰り返しなが
ら収束するときは、原因として積分動作が強
すぎることが考えられます。積分時間を大き
くするか、比例帯を大きくすることで、ハン
チングを小さくできます。

PID動作の出力のランプ応答�

0�
�
�
�
�
�
�
�
0

操
作
量�

偏
差�

PID動作�
I動作�
P動作�
D動作�

ランプ応答�

設定値�

Pを小さくしたとき�

測定PID値による制御�

設定値�

測定PIDによる制御�

Pを大きくしたとき�

設定値�

測定PID値による制御�
（ゆるやかなハンチングが生じたとき）�

Iを大きくする、またはPを大きくする�

設定値�

測定PID値による制御�
（短い周期のハンチングが生じるとき）�

Dを小さくする�

PID動作の出力ステップ応答�

0�
�
�
�
�
�
�
�
0

操
作
量�

偏
差�

ステップ応答�

PID動作�
I動作�
P動作�
D動作�

［PID動作］
PID動作は、比例動作（P）、積分動作（I）、微分動作（D）を組み合わせた
動作で、ムダ時間のある制御対象にも優れた制御結果をもたらします。ハン
チングのないなめらかな制御を比例動作で行い、積分動作でオフセットを自
動的に修正し、微分動作で外乱に対する応答を早くしています。
以下に、ステップ状偏差、ランプ状偏差に対するPID動作の操作量の変化を示
します。

・動作方向
PID制御では、次の2つの内どちらかの制御方向を選択します。

　 正動作：設定値より現在値が大きいとき操作量を増加させます。
　 逆動作：設定値より現在値が小さいとき操作量を増加させます。

どちらの制御方向でも、設定値と現在値の差が大きいほど操作量は大きくな
ります。

・PIDパラメータの調整について
PIDパラメータと制御状態の一般的な関係を、以下に示します。PID命令を使
用するときの参考にしてください。
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ＢＩＮ倍長加算（ＡＤＢＬ） （＠）
2つのBIN8桁のデータを加算します。

ＢＩＮ倍長減算（ＳＢＢＬ） （＠）
2つのBIN8桁のデータを減算します。

動作説明 ●BIN倍長加算（ADBL）

S1：被加算データ先頭チャネル番号

S2：加算データ先頭チャネル番号

D：加算結果格納先頭チャネル番号

BIN8桁のデータS1、S1＋1チャネルとS2、S2＋1チャネルの内容をキャリー
（25504）を含めて加算し、結果をD、D＋1チャネルに格納します。加算の結
果、桁上がりがあると、キャリーが1になります。
多段の加算で2段目以降は前段のキャリーを含めて加算するので、CLC（41）命
令は使用しません。
被加算データ、加算データに2の補数を使用すると、符号付き演算ができます。

●BIN倍長減算（SBBL）

S1：被減算データ先頭チャネル番号

S2：減算データ先頭チャネル番号

D：減算結果格納先頭チャネル番号

S1、S1＋1チャネルの内容からS2、S2＋1チャネルの内容を、BIN8桁としてキャ
リー（25504）を含めて減算し、結果をD、D＋1チャネルに格納します。S1＜S2

のときは、減算結果が2の補数で格納され、キャリーが1になります。補数を真
数に変換するには、NEGL命令（P.4-191）を使用します。
被減算データ、減算データに2の補数を使用すると、符号付き演算ができます。

(@)SBBL�
S1�
S2�
D

(@)ADBL�
S1�
S2�
D S1＋1�

S2＋1
S1�
S2�
CY�

�

DCY D＋1
＋�

S1＋1�
S2＋1

S1�
S2�
CY�

�

DCY D＋1
－�

キャリー（25504）を含めて演算するので、本命令の直

前にCLC（41）命令を使用してください。
参 考 �

CPU4□（-V1）専用

CPU4□（-V1）専用
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データ内容 エリア S1／S2 D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～251

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ －

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25404 ・ADBL命令で正数＋正数、SBBL命令で正数－負数の演算結果
（オーバーフロー） が80000000～FFFFFFFFの範囲内になった場合、ON。

・上記以外の場合、OFF。

25405 ・ADBL命令で負数＋負数、SBBL命令で負数－正数の演算結果
（アンダーフロー） が00000000～7FFFFFFFの範囲内になった場合、ON。

・上記以外の場合、OFF。

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504（CY） ・ADBL命令で演算結果に桁上がりがある場合、ON。
・SBBL命令でS1、S2を真数としたときにS1＜S2となる場合、

ON。
・上記以外の場合、OFF。

25506（＝） ・演算結果が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 ●BIN倍長加算（ADBL）命令

入力00100がONになると、LR20、21チャ
ネルの内容と、DM0010、0011の内容を
加算して、DM0020、0021に格納しま
す。
計算の結果は、BINデータのときと、符
号付きBINデータのときでは、意味が異
なります。
通常のBINデータのときは桁あふれです
が、符号付きBINデータのときは、
80000000を下回って、アンダーフローに
なります。

� �

� �

� �

@ADBL      �
LR20�

DM0010�
DM0020

00100
@CLC(41)  

    LR21�
 8  0  0  0�
�

    LR20�
 0  0  0  0�
�   DM0011�

 F  F  F  F�
�

   DM0010�
 F  F  F  0�
�

   DM0021�
 7  F  F  F�
�

   DM0020�
 F  F  F  0�
�

CY�
1

CY  0

OF�
0
UF�
1

＋�
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●BIN倍長減算（SBBL）命令

入力00101がONになると、LR22、23チャ
ネルの内容から、DM0012、0013の内容
を減算して、DM0022、0023に格納しま
す。
計算の結果は、BINデータのときと、符
号付きBINデータのときでは、意味が異
なります。
通常のBINデータのときは負数（キャ
リーがON）になっただけですが、符号
付きBINデータのときは、7FFFFFFFを上
回って、オーバーフローになります。

� �

� �

� �

@SBBL      �
LR22�

DM0012�
DM0022

00101
@CLC(41)  

    LR23�
 7  F  F  F�
�

    LR22�
 F  F  F  0�
�   DM0013�

 F  F  F  F�
�

   DM0012�
 F  F  F  0�
�

   DM0023�
 8  0  0  0�
�

   DM0022�
 0  0  0  0�
�

CY�
1

CY  0

OF�
1
UF�
0

－�
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エリア S1／S2 D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～511 －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） ＃0000～FFFF －

符号付きＢＩＮ乗算（ＭＢＳ） （＠）
2の補数で表現されたBIN4桁のデータ同士を乗算します。

動作説明

S1：被乗算データ

S2：乗算データ

D：乗算結果格納先頭チャネル番号

S1チャネルとS2チャネルの内容を、2の補数で表現されたBIN4桁のデータとして
乗算し、結果を2の補数で表現してD、D＋1チャネルに格納します。

データ内容

(@)MBS�
S1�
S2�
D

S1�
S2�
�

DD＋1
×�

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・演算結果が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力00100がONになると、DM0010
の内容と、DM0012の内容を乗算し
て、DM0100、0101に格納します。

�

� �

�

@MBS      �
DM0010�
DM0012�
DM0100

00100

  DM0010�
 1  5  B  1�
�   DM0012�
 F  C  1  3�
�

   DM0101�
 F  F  A  A�
�

   DM0100�
 D  8  2  3�
�

×�

10進数�

555 3�
�

－100 5�
�
�

－558 0 7 6 5

CPU4□（-V1）専用
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符号付きＢＩＮ除算（ＤＢＳ） （＠）
2の補数で表現されたBIN4桁のデータ同士で除算します。

動作説明

S1：被除算データ

S2：除算データ

D：除算結果格納先頭チャネル番号

S1チャネルとS2チャネルの内容を、2の補数で表現されたBIN4桁のデータとして
除算し、結果を2の補数で表現して、商をDチャネルに、余りをD＋1チャネルに
格納します。

データ内容

(@)DBS�
S1�
S2�
D S1�

S2�
�

D D＋1
÷�

商� 余り�

エリア S1／S2 D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251

保持リレー HR00～99 HR00～98

補助記憶リレー AR00～27 AR00～26

リンクリレー LR00～63 LR00～62

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～511 －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） ＃0000～FFFF －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・S2の内容が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・演算結果の商が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力00100がONになると、DM0010の内容
を、DM00 1 2の内容で除算して、商を
DM0100に、余りをDM0101に格納します。

@DBS      �
DM0010�
DM0012�
DM0100

00100

÷�

10進数�

－874 2�
�

26�
�
�

－336�
�

－6

商�

余り�

�

�

�

�   DM0010�
 D  D  D  A�
�   DM0012�
 0  0  1  A�
�

   DM0101�
 F  F  F  A�
�

   DM0100�
 F  E  B  0�
�

CPU4□（-V1）専用
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符号付きＢＩＮ倍長乗算（ＭＢＳＬ） （＠）
2の補数で表現されたBIN8桁のデータ同士を乗算します。

動作説明

S1：被乗算データ先頭チャネル番号

S2：乗算データ先頭チャネル番号

D：乗算結果格納先頭チャネル番号

S1、S1＋1チャネルとS2、S2＋1チャネルの内容を、2の補数で表現されたBIN8桁
のデータとして乗算し、結果を2の補数で表現してD～D＋3チャネルに格納しま
す。

データ内容 エリア S1／S2 D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～249

保持リレー HR00～98 HR00～96

補助記憶リレー AR00～26 AR00～24

リンクリレー LR00～62 LR00～60

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～510 －

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6140

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 　　　－

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・演算結果のD～D＋3チャネルの内容がすべて0000の場合、
ON。
・上記以外の場合、OFF。

(@)MBSL�
S1�
S2�
D 

S1�
S2�
�

DD＋1
×�

S1＋1�
S2＋1

D＋2D＋3

使用例 入力00100がONになると、100、101チャ
ネルの内容と、DM0020、0021の内容を
乗算して、LR21～24に格納します。

�

� �

�

@MBSL     �
100�

DM0020�
LR21

00100

      100�
 7  9  3  8�
�   DM0020�
 A  8  1  2

     LR23�
 F  F  7  D�
�

     LR21�
 4  5  F  0�
�

×�

10進数�

555 3 2 0�
�

－100 5 5 5 0�
�
�

－558 4 0 2 0 6 0 0 0

�

�

�      101�
 0  0  0  8�
�   DM0021�
 F  F  F  0

     LR22�
 F  C  A  5�
�

�     LR24�
 F  F  F  F�
�

CPU4□（-V1）専用
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25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・S2、S2＋1チャネルの内容が両方とも0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
　（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・演算結果の商が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

符号付きＢＩＮ倍長除算（ＤＢＳＬ） （＠）
2の補数で表現されたBIN8桁のデータ同士で除算します。

動作説明

S1：被除算データ先頭チャネル番号

S2：除算データ先頭チャネル番号

D：除算結果格納先頭チャネル番号

S1、S1＋1チャネルとS2、S2＋1チャネルの内容を、2の補数で表現されたBIN8
桁のデータとして除算し、結果を2の補数で表現して、商をD、D＋1チャネル
に、余りをD＋2、D＋3チャネルに格納します。

データ内容

(@)DBSL   �
S1     �
S2     �
D     S1�

S2�
�

D D＋3
÷�

商� 余り�

S1＋1�
S2＋1�

�
D＋1 D＋2

エリア S1／S2 D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～249

保持リレー HR00～98 HR00～96

補助記憶リレー AR00～26 AR00～24

リンクリレー LR00～62 LR00～60

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～510 －

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6140

間接指定 　　　　　　　　　＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き

使用例 入力00100がONになると、100、101チャ
ネルの内容を、DM0020、0021の内容で
除算して、商をLR21、22に、余りを
LR23、24に格納します。

�

�

�

�

@DBSL     �
100�

DM0020�
LR21

00100

      100�
 B  1  5  C�
�   DM0020�
 0  0  1  A�
�

     LR23�
 F  F  F  C�
�

     LR21�
 D  F  7  0�
�

÷�

10進数�

－873 6 4 2 0�
�

26�
�
�

－336 0 1 6�
�

－4

商�

余り�

�

�

�

�      101�
 F  F  7  A�
�   DM0021�
 0  0  0  0�
�

     LR24�
 F  F  F  F�
�

     LR22�
 F  F  F  A�
�

CPU4□（-V1）専用
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25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25505（＞） 下表参照
25506（＝）
25507（＜）

比較結果 25505（＞） 25506（＝） 25507（＜）

［S1］＞［S2］ 1 0 0

［S1］＝［S2］ 0 1 0

［S1］＜［S2］ 0 0 1

符号付きＢＩＮ比較（ＣＰＳ）
2の補数で表現された符号付きのBIN4桁のデータを比較します。

動作説明

S1：比較データ1

S2：比較データ2

（第3オペランド：000固定）

S1チャネルとS2チャネルの内容を、2の補数で表現されているBINデータとして
比較し、結果を25505～25507に格納します。

データ内容 エリア S1／S2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～511

データメモリ DM0000～6655

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） ＃0000～FFFF

フラグの動き

   CPS�
S1�
S2�
000

S1�
�
�

S2

比較�

CPU4□（-V1）専用
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使用例 入力00500がONになると、102チャネルの
内容と、DM0020の内容を符号付きBIN
データとして比較して、結果を10000～
10002に表示します。

CPS         �
102�

DM0020�
000

00500

    25505(>)
10000

    25506(=)
10001

    25507(<)
10002

      102
 6  F  A  4

   DM0020
 A  E  3  5

10進数

28 5 8 0

比較

－209 3 9

→

    25505（>）

    25506（＝）

    25507（<）

0

0

1
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エリア S1／S2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～510

データメモリ DM0000～6654

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

符号付きＢＩＮ倍長比較（ＣＰＳＬ）
2の補数で表現された符号付きのBIN8桁のデータを比較します。

動作説明

S1：比較データ1先頭チャネル番号

S2：比較データ2先頭チャネル番号

（第3オペランド：000固定）

S1、S1＋1チャネルとS2、S2＋1チャネルの内容を、2の補数で表現されている
BIN8桁のデータとして比較し、結果を25505～25507に格納します。

データ内容

   CPSL�
S1�
S2�
000

S1＋1�
�
�

S2＋1

比較�

S1�
�
�

S2

上位4桁�下位4桁�

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25505（＞） 下表参照
25506（＝）
25507（＜）

 比較結果    25505（＞）  25506（＝）  25507（＜）

［S1＋1］［S1］＞［S2＋1］［S2］ 1 0 0

［S1＋1］［S1］＝［S2＋1］［S2］ 0 1 0

［S1＋1］［S1］＜［S2＋1］［S2］ 0 0 1

CPU4□（-V1）専用
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使用例 入力00500がONになると、102、103チャネ
ルの内容と、DM0020、0021の内容を符号
付きBIN8桁のデータとして比較して、結
果を10000～10002に表示します。

CPSL        �
102�

DM0020�
000

00500

    25505(>)
10000

    25506(=)
10001

    25507(<)
10002

      103
 8  2  B  6

    DM0020
 9  9  D  B

比較 →

    25505（>）

    25506（＝）

    25507（<）
   DM0021
 0  5  6  A

      102
 F  5  7  9

10進数

－2101938823

90872283

0

0

1
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2の補数変換（ＮＥＧ） （＠）
BIN4桁のデータの2の補数をとります。

動作説明

S：変換元データ

D：変換結果格納チャネル番号

（第３オペランド：000固定）

Sチャネルの内容の2の補数をとり、Dチャネルに格納します。
・Sチャネルの内容が0000のときは、変換結果も0000になり、25506（＝）がON

になります。
・Sチャネルの内容が8000のときは、変換結果も8000になり、25405（アンダー

フロー）がONになります。

2の補数をとるということは、2の補数で表現されたBIN

データの符号を逆転させることになります。

データ内容 エリア S D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～511 －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） ＃0000～FFFF －

フラグの動き 25405 ・変換結果が8000の場合、ON。
（アンダーフロー） ・上記以外の場合、OFF。

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・変換結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

   (@)NEG      �
S      �
D      �
000  

S�
�
�
D

変換�

参 考 �

CPU4□（-V1）専用
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使用例 入力00100がONになると、DM0005の内
容の2の補数をとり、105に格納します。

@NEG      �
DM0005�

105�
000

00100

－�
�

�

   DM0005�
 0  0  1  F�
�
      105�
 F  F  E  1

0  0  0  0
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エリア S D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254 000～251

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～510 －

データメモリ DM0000～6654 DM0000～6142

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

2の補数倍長変換（ＮＥＧＬ） （＠）
BIN8桁のデータの2の補数をとります。

動作説明

S：変換元データ先頭チャネル番号

D：変換結果格納先頭チャネル番号

（第３オペランド：000固定）

S、S＋1チャネルの内容の2の補数をとり、D、D＋1チャネルに格納します。
・S、S＋1チャネルの内容が00000000のときは、変換結果も00000000になり、

25506（＝）がONになります。
・Sチャネルの内容が80000000のときは、変換結果も80000000になり、25405

（アンダーフロー）がONになります。

2の補数をとるということは、2の補数で表現されたBIN

データの符号を逆転させることになります。

データ内容

(@)NEGL   �
S        �
D        �
000   

S＋1�
�
�

D＋1

変換�

S�
�
�
D

上位4桁�下位4桁�

参 考 �

フラグの動き 25405 ・変換結果が80000000の場合、ON。
（アンダーフロー） ・上記以外の場合、OFF。

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25506（＝） ・変換結果が00000000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

CPU4□（-V1）専用
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使用例 入力00100がONになると、150、151チャ
ネルの内容の2の補数をとり、LR03、04
に格納します。

@NEGL     �
150�
LR03�
000

00100

－�
�

�

      150�
 F  F  F  F�
�
     LR03�
 0  0  0  1

0  0  0  0
�

�

      151�
 0  0  1  F�
�
     LR04�
 F  F  E  0

0  0  0  0
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領域範囲比較（ＺＣＰ）
BIN4桁のデータと、指定数値範囲を比較します。

動作説明

S：比較データ

T1：エリア下限値

T2：エリア上限値

Sチャネルの内容と、T1、T2チャネルで指定したエリアとを比較し、結果を
25505～25507に格納します。

データ内容

   ZCP�
S�
T1�
T2

T1

比較�

S

T2

エリア S／T1／T2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255

保持リレー HR00～99

補助記憶リレー AR00～27

リンクリレー LR00～63

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～511

データメモリ DM0000～6655

間接指定 ＊DM0000～6655

定数（16進数） ＃0000～FFFF

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・T1＞T2に設定した場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25505（＞） 下表参照
25506（＝）
25507（＜）

比較結果 25505（＞） 25506（＝） 25507（＜）

［T2］＜［S］ 1 0 0

［T1］≦［S］≦［T2］ 0 1 0

［S］＜［T1］ 0 0 1

CPU4□（-V1）専用
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使用例 入力00100がONになると、002チャネルの
内容を、BIN0010～AB1Fの範囲と比較し
て、結果を10000～10002に表示します。

ZCP         �
002�

#0010�
#AB1F

00100

    25505(>)
10000

    25506(=)
10001

    25507(<)
10002

      002
 6  F  A  4

   　定数
 A  B  1  F

比較 →

    25505（>）

    25506（＝）

    25507（<）
   　定数
 0  0  1  0 ～

0

1

0
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倍長領域範囲比較（ＺＣＰＬ）
BIN8桁のデータと、指定数値範囲を比較します。

動作説明

S：比較データ先頭チャネル番号

T1：エリア下限値先頭チャネル番号

T2：エリア上限値先頭チャネル番号

S、S＋1チャネルの内容と、T1、T1＋1チャネル、T2、T2＋1チャネルで指定した
エリアとを比較し、結果を25505～25507に格納します。

データ内容 エリア S／T1／T2

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～254

保持リレー HR00～98

補助記憶リレー AR00～26

リンクリレー LR00～62

タイマ／カウンタ TIM/CNT000～510

データメモリ DM0000～6654

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・T1、T1＋1チャネルで指定した値が、T2、T2＋1チャネルで指
定した値よりも大きく設定した場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25505（＞） 下表参照
25506（＝）
25507（＜）

比較結果 25505（＞） 25506（＝） 25507（＜）

［T2＋1］［T2］＜［S＋1］［S］ 1 0 0

［T1＋1］［T1］≦［S＋1］［S］≦［T2＋1］［T2］ 0 1 0

［S＋1］［S］＜［T1＋1］［T1］ 0 0 1

   ZCPL�
S�
T1�
T2

上位4桁�下位4桁�

比較�

T2＋1

S

T2

S＋1

T1＋1 T1
上位4桁�下位4桁� 上位4桁�下位4桁�

CPU4□（-V1）専用
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使用例 入力00100がONになると、002、003チャネ
ルの内容を、DM0000、0001の内容と
DM0002、0003の内容の範囲と比較して、
結果を10000～10002に表示します。

ZCPL        �
002�

DM0000�
DM0002

00100

    25505(>)
10000

    25506(=)
10001

    25507(<)
10002

�

�      003�
 8  0  0  0�
�

   DM0002�
 F  F  F  F�
�

比較� →�

    25505（>）�

    25506（＝）�

    25507（<）��   DM0003�
 7  F  F  F

�   DM0000�
 0  0  1  0
�    DM0001�

 0  0  0  0

�      002�
 0  0  0  0�
�

～�

1

0

0
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多ビット転送（ＸＦＲＢ） （＠）
連続した複数のビットデータを転送します。

動作説明

C：コントロールデータ

S：転送元開始チャネル番号

D：転送先開始チャネル番号

・コントロールデータの内容

コントロールデータに従って、Sチャネルの指定ビットから始まる、指定個数の
ビットデータを、Dチャネルの指定ビットに転送します。

データ内容 エリア C S D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～252

保持リレー 　　　　　　　   HR00～99

補助記憶リレー 　　　　　　　    AR00～27

リンクリレー 　　　　　　　    LR00～63

タイマ／カウンタ 　　　　  TIM/CNT000～511 　　　－

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6143

間接指定 　　　　　　　　＊DM0000～6655

定数 ＃0000～FFFF  　　　　　　　－

   (@)XFRB  �
 C�
 S�
 D

S
転送� C

D

転送元開始ビット番号（0～F）�
転送先開始ビット番号（0～F）�
転送ビット数（00～FF：0～255個）�

015

�

フラグの動き 25503（ER） ・転送元、転送先の最終ビットがエリアの上限を超えた場合、
ON。
・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

使用例 入力00100がONになると、020チャネルの
ビット13からの5ビット分のデータを、
LR00のビット14からの5ビットに転送しま
す。
転送元、転送先でビットがチャネルにまた
がるときは、次のビットは次のチャネルの
ビット0になります。

@XFRB     �
#05ED  �
020  �
LR00

00100

15 0

15 0 15 0

15 0ビット�

ビット� ビット�

ビット�
0 2 1 0  2  0

L R 0 1 L R 0 0

CPU4□（-V1）専用
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位置決め（ＰＬＳ２） （＠）
ポート1、2でのパルス出力開始から停止までを、一定比率の周波数変化で制御します。

D

※この命令は、形CQM1-CPU43（-V1）でPCシステム設定（DM6611）
が簡易位置決めモードに設定されているときのみ使用できます。

動作説明

P：ポート指定

D：出力先指定

T：設定テーブル先頭チャネル番号

・ポート指定の内容
001：ポート1
002：ポート2

・出力先指定の内容
000：CW側
001：CCW側

・設定テーブルの内容
［T　  ］ 加減速比率　（BCD4桁）　0001～0200
［T＋1］ 目標周波数　（BCD4桁）　0010～5000
［T＋3］［T＋2］出力パルス量　（BCD8桁）　00000001～16777215

・加減速比率には、4.08msごとの周波数の増減量を、10Hz単位で指定します
（0001～0200：10Hz～2kHz）。

・目標周波数には、加速・減速後の周波数を、10Hz単位で指定します（0010～
5000：100Hz～50kHz）。

(@)PLS2�
     P�
     D�
     T

CPU43（-V1）専用
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PLS2命令を使用すると、次のように動作します。
①パルス出力を開始し、4.08msごとに加減速比率で設定されている周波数分、

周波数を増加させていきます。
②目標周波数に達したら、周波数の増加を停止して一定周波数でパルス出力を

継続します。
③設定されている出力パルス量と、加減速比率から求められる、周波数を減少

させるタイミング（減速ポイント）になったら、4.08msごとに加減速比率で
設定されている周波数分、周波数を減少させていき、100Hzになったらパルス
出力を停止します。

・この命令の詳細と実際の使い方については、第2章の「デューティ比0.5でポー
ト1、2から出力するとき」（P.2-14）を参照してください。

この計算式は、概算式です。パルス入出力の使用状況によって、T1、T2が多少
変化することがあります（出力パルス量は、必ず正確に実行されます）。

・PCシステム設定（DM6611）を高速カウンタモード

に設定しているときは、PLS2命令は使用できませ

ん。

・すでに指定ポートからパルスを出力しているとき

は、本命令は無効になります。AR0515（ポート

1）、AR0615（ポート2）でパルス出力の動作状態を

確認してから実行するようにしてください（パルス

出力は継続されます）。AR0515、0615は、命令実

行直後からONになり、出力完了後OFFに戻ります。

参 考 �

パルス周波数

時間

目標周波数

出力開始

目標周波数到達

減速ポイント

出力停止

T1 T2 T1

T1≒0.004×
目標周波数
加減速比率

T2≒
出力パルス量－（T1×目標周波数）

目標周波数

100Hz
①

②

③
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データ内容 エリア P D T

入出力、内部補助、特殊補助リレー 001、002 000、001 000～251

保持リレー － HR00～95

補助記憶リレー － AR00～23

リンクリレー － LR00～60

タイマ／カウンタ 　　　　　　　　－

データメモリ － DM0000～6651

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き

お願い�
PLS2命令では、加減速や目標速度の条件によっては、停
止時に低速（100Hz）のパルス出力が続き、パルス出力
が停止するまでの時間が長くなることがあります（この
場合でも出力パルス量に対するズレはありません）。

この場合は
(1)加減速や目標速度を変更して調整する
(2)ACC命令（モード0）を使用し、停止時の速度（減速
目標周波数）を高くする

などを行って、システムに影響が出ないようにしてくだ
さい。

パルス出力停止までの�
時間が延びる�

100Hz

D

25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・設定値が指定できる範囲を超えている場合、ON。
・本命令を形CQM1-CPU43（-V1）以外の機種で使用した場合、ON。
・PCシステム設定がパルス出力できる設定になっていない場
合、ON。
・目標周波数、加減速比率、出力パルス量が適切でない（出力
パルス量＜T1×目標周波数となる）場合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御
する命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム
内で本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。
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周波数加減速コントロール（ＡＣＣ） （＠）
ポート1、2でのパルス出力の周波数変化を制御します。

※この命令は、形CQM1-CPU43（-V1）でのみ使用できます。

動作説明

P：ポート指定

M：モード指定

T：設定テーブル先頭チャネル番号

・ポート指定の内容
001：ポート1
002：ポート2
・モード指定の内容

000：モード0（加速＋単独モード）
001：モード1（加速＋連続モード）
002：モード2（減速＋単独モード）
003：モード3（減速＋連続モード）
・設定テーブルの内容

［T　  ］ 加減速比率　　　（BCD4桁）　0001～0200
［T＋1］ 目標周波数　　　（BCD4桁）　0000～5000
［T＋2］ 減速比率　　　　（BCD4桁）　0001～0200
［T＋3］ 減速目標周波数　（BCD4桁）　0000～5000

T＋2、T＋3チャネルの設定は、モード0のときのみ有効です。
・加減速比率、減速比率には、4.08msごとの周波数の増減量を、10Hz単位で指

定します（0001～0200：10Hz～2kHz）。
・目標周波数、減速目標周波数には、加速・減速後の周波数を、10Hz単位で指

定します（0000～5000：0～50kHz）。
0Hzを指定するとパルス出力は停止しますが、正確なパルス出力量では制御で
きません。注意してください。

ACC命令を使用すると、モードによって次のように動作します。
［モード0（加速＋単独モード）］

加速時と減速時で周波数変化の比率
を変えて、パルス出力を制御しま
す。同じ比率で行うときは、PLS2命
令（P.4-198）を使用してください。
このモードは、あらかじめPULS命
令によって設定された、パルス出力量、減速ポイントに従って動作します。

(@)ACC�
     P�
     M�
     T

周波数�

時間�

減速�
　ポイント�

T＋1

指定量出力�
して停止�

T＋2

T＋3

T

CPU43（-V1）専用
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［モード1（加速＋連続モード）］
現在の周波数から、指定された加減
速比率で目標周波数まで周波数を増
加させます。

［モード2（減速＋単独モード）］
現在の周波数から、指定された加減
速比率で目標周波数まで周波数を減
少させます。このモードは、あらか
じめPULS命令によって設定された、
パルス出力量に従って動作します。

［モード3（減速＋連続モード）］
現在の周波数から、指定された加減
速比率で目標周波数まで周波数を減
少させます。

・この命令の実際の使い方について
は、第2章の「デューティ比0.5で
ポート1、2から出力するとき」
（P.2-14）を参照してください。

周波数�

時間�

ACC�
命令実行�

T＋1

T

周波数�

時間�

ACC命令実行�

T＋1
T

周波数�

時間�

ACC�
命令実行�

T＋1

指定量出力�
して停止�

T

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・設定値が指定できる範囲を超えている場合、ON。
・本命令を形CQM1-CPU43（-V1）以外の機種で使用した場合、ON。
・PCシステム設定がパルス出力できる設定になっていない場
合、ON。
・すでにパルス出力中のポートにモード0で本命令を使用した場
合、ON。
・通常のプログラム領域でパルス入出力や高速カウンタを制御
する命令を実行中に割り込みがかかり、割り込みプログラム
内で本命令を実行しようとした場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

データ内容 エリア P M T

入出力、内部補助、特殊補助リレー 001、002 000～003 000～251

保持リレー － HR00～95

補助記憶リレー － AR00～23

リンクリレー － LR00～60

タイマ／カウンタ －

データメモリ － DM0000～6651

間接指定 － ＊DM0000～6655

定数 －

参 考 � 　モード0は、PCシステム設定（DM6611）で簡易位置

決めモードに設定されているときのみ使用できます。
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スケーリング２（ＳＣＬ２） （＠）
指定されたオフセット付きの1次関数に従って16進数をBCDに変換します。

動作説明

S：変換対象チャネル番号

C：スケール変換用パラメータ格納先頭チャネル番号

D：変換結果格納チャネル番号

・スケール変換用パラメータ格納チャネルの内容
［C　  ］オフセット　（符号付き16進数4桁）　8000～7FFF
［C＋1］ΔX　（符号付き16進数4桁）　8000～7FFF
［C＋2］ΔY　（BCD4桁）　0000～9999

・変換対象、オフセット、ΔXには、2の補数表現で負数を指定することもでき
ます。また、変換結果が負数のときは、キャリー（25504）がONになりま
す。

下図のように、スケール変換用パラメータによって指定された1次関数に従っ
て、Sチャネルの内容（16進数）をBCDに変換し、Dチャネルに格納します。

・変換結果が上限（9999）を超えるときは9999に、下限（－9999）を超えると
きは－9999になります。

・変換結果に端数が出たときは四捨五入して整数にします。

(@)SCL2�
          S�
          C�
          D

△Y

△XのBCD変換値
＝ × －

変換結果
（BCD）

変換後の値�
（BCD）�

変換前の値�
（16進数）�

D

S

ΔY
ΔX

オフセット�

参 考 �

オフセットの
BCD変換値

変換対象の
BCD変換値

次の式に基づいて変換します。

CPU4□（-V1）専用



4-204

●4-8  拡張応用命令

４
章

命
令
語

データ内容 エリア S C D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～253 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～97 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 AR00～25 AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～61 LR00～63

タイマ／カウンタ －

データメモリ DM0000～6655 DM0000～6653 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504（CY） ・変換結果が負数の場合、ON。
・変換結果が0または正数の場合、OFF。

25506（＝） ・変換結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力05000がONになると、001チャネルの
内容を、DM0000～0002の内容に従って変
換し、結果をLR00チャネルに格納しま
す。

@SCL2     �
001�

DM0000�
LR00

05000

変換後の値�
（BCD）�

変換前の値�
（16進数）�

FFFD

2
3

FFE2

-0018

0002�
0003

×�(FFE2－FFFD)=　  ×(－1B)=　  (－27)=－18
2�
3

2�
3

�

�

      001�
 F  F  E  2

     LR00�
 0  0  1  8

 F  F  F  D�
 0  0  0  3�
 0  0  0  2�
�

DM0000�
DM0001�
DM0002 変換�

CY�
1

変換結果が負数�
なのでCYフラグ�
がONします。�
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スケーリング３（ＳＣＬ３） （＠）
指定されたオフセット付きの1次関数に従ってBCDを16進数に変換します。

動作説明

S：変換対象チャネル番号

C：スケール変換用パラメータ格納先頭チャネル番号

D：変換結果格納チャネル番号

・スケール変換用パラメータ格納チャネルの内容
［C　　］オフセット　（符号付き16進数4桁）　8000～7FFF
［C＋1］ΔX　（BCD4桁）　0000～9999
［C＋2］ΔY　（符号付き16進数4桁）　8000～7FFF
［C＋3］変換最大値　（符号付き16進数4桁）　8000～7FFF
［C＋4］変換最小値　（符号付き16進数4桁）　8000～7FFF
・変換対象の範囲はBCD4桁の0000～9999ですが、キャリー（25504）がONのと

きは、負数として扱われます。そこで指定できる変換対象の範囲は、－9999
～9999となります。
・オフセット、ΔY、変換最大値、変換最小値には、2の補数表現で負数を指定す

ることもできます。また、変換結果も負数のときは2の補数で表現されます。

下図のように、スケール変換用パラメータによって指定された1次関数に従っ
て、Sチャネルの内容（BCD）を16進数に変換し、Dチャネルに格納します。

・変換結果が変換最大値を超えるときは変換最大値に、変換最小値を超えると
きは変換最小値になります。

　（例）12ビットアナログ入力ユニットの変換を本命令で行うときは、変換最
大値＝07FF、変換最小値＝F800にします。

・変換結果に端数が出たときは四捨五入して整数にします。

(@)SCL3　�
          S�
          C�
          D

変換後の値�
（16進数）�

変換前の値�
 （BCD）�
�

D

S

ΔY
ΔX

変換最大値�

オフセット�

変換最小値�

CPU4□（-V1）専用
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次の式に基づいて変換します。

△Y

△Xの16進変換値
＝ × ＋オフセット

変換結果
(16進数)

変換対象の
16進変換値

データ内容 エリア S C D

入出力、内部補助、特殊補助リレー 000～255 000～251 000～252

保持リレー HR00～99 HR00～95 HR00～99

補助記憶リレー AR00～27 AR00～23 AR00～27

リンクリレー LR00～63 LR00～59 LR00～63

タイマ／カウンタ －

データメモリ DM0000～6655  DM0000～6651 DM0000～6143

間接指定 ＊DM0000～6655

定数 －

フラグの動き 25503（ER） ・＊DMの内容がBCDデータでない場合、DMエリアを超える場
合、ON。
・変換対象がBCDデータでない場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。
（注）25503がONになったとき、命令は実行されません。

25504（CY） ・変換前の状態（変換対象の符号）から変化しません。

25506（＝） ・変換結果が0000の場合、ON。
・上記以外の場合、OFF。

使用例 入力00100がONになると、00101で設定す
る符号に従って、LR02チャネルの内容
を、DM0000～004の内容に従って変換
し、結果をDM1000に格納します。－1035
を変換すると、F7EFになり変換最小値を
下回るので、F800が格納されます。

@SCL3     �
LR02�

DM0000�
DM0100

00100

CLC(41)
25313（常時ON）�

STC(40)
00101

変換後の値�
（16進数）�

�

変換前の値�
（BCD）�

0005

6

3

参 考 �

�

�

     LR02�
 0  1  0  0

   DM0100�
 0  0  C  D�
�

 0  0  0  5�
 0  0  0  3�
 0  0  0  6�
 0  7  F  F�
 F  8  0  0�
�

DM0000�
DM0001�
DM0002�
DM0003�
DM0004

変換�

CY�
0

�

�

     LR02�
 1  0  3  5

   DM0100�
 F  8  0  0�
�

変換�

CY�
1



5 章

上位リンクコマンド

上位リンクコマンドによる通信を行うための、コマンドの使用方法
と通信手順、コマンド／レスポンスのフォーマットについて説明し

ます。
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CQM１宛の上位リンク通信では、次のコマンドが使用できます。各コマンドの詳細な内容は、参照ページに

記載されています。

    　　　　　　　　

　　 　

RR ○ ○ ○ 入出力リレー／内部補助リレー／特殊補助リレーエリア読み出し P.5-8

RL ○ ○ ○  リンクリレー（LR）エリア読み出し P.5-8

RH ○ ○ ○ 保持リレー（HR）エリア読み出し P.5-9

RC ○ ○ ○ タイマ／カウンタ現在値エリア読み出し P.5-9

RG ○ ○ ○ タイマ／カウンタアップデータ読み出し P.5-10

RD ○ ○ ○ データメモリ（DM）エリア読み出し P.5-10

RJ ○ ○ ○ 補助記憶リレー（AR）エリア読み出し P.5-11

WR × ○ ○  入出力リレー／内部補助リレー／特殊補助リレーエリア書き込み P.5-12

WL × ○ ○ リンクリレー（LR）エリア書き込み P.5-12

WH × ○ ○ 保持リレー（HR）エリア書き込み P.5-13

WC × ○ ○ タイマ／カウンタ現在値エリア書き込み P.5-14

WG × ○ ○ タイマ／カウンタアップデータ書き込み P.5-15

WD × ○ ○ データメモリ（DM）エリア書き込み P.5-16

WJ × ○ ○ 補助記憶リレー（AR）書き込み P.5-16

R＃ ○ ○ ○ 設定値読み出し１ P.5-17

R＄ ○ ○ ○ 設定値読み出し２ P.5-18

R％ ○ ○ ○ 設定値読み出し３ P.5-20

W＃ × ○ ○ 設定値変更１ P.5-21

W＄ × ○ ○ 設定値変更２ P.5-22

W％ × ○ ○ 設定値変更３ P.5-24

MS ○ ○ ○ ステータス読み出し P.5-26

SC ○ ○ ○ ステータス書き込み P.5-27

MF ○ ○ ○ 故障情報読み出し P.5-28

KS × ○ ○ 強制セット P.5-29

KR × ○ ○ 強制リセット P.5-30

FK × ○ ○ 多点強制セット／リセット P.5-31

KC × ○ ○ 強制セット／リセット解除 P.5-32

MM ○ ○ ○ 機種コード読み出し P.5-33

TS ○ ○ ○ テスト P.5-34

RP ○ ○ ○ プログラム読み出し P.5-34

WP × × ○ プログラム書き込み P.5-35

QQ ○ ○ ○ 複合コマンド P.5-35

XZ ○ ○ ○ アボート（コマンドのみ） P.5-38

＊＊ ○ ○ ○ イニシャル（コマンドのみ） P.5-38

IC － － － コマンド未定義エラー（レスポンスのみ） P.5-38

    ○：有効　　×：無効　　－：モードに無関係

コマンド一覧

ヘッダ
コード

ページ
運転 モニタプログラム

PC本体のモード
名　　称
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上位リンクによる通信は、上位コンピュータとPCの間でコマンド（命令）とレス

ポンス（応答）をやり取りすることによって行います。

CQM1では、上位コンピュータからPCへコマンドを発行する通常の通信方式以外

に、PCから上位コンピュータへコマンドを発行する通信方式を利用することがで

きます。

フレームの送受信
下図のような順序でコマンドとレスポンスがやり取りされます。１回の送信で送
られる１かたまりのデータを「フレーム」といいます。１フレームは131文字以
下のデータで構成されます。
フレームを送出する権限を「送信権」といいます。フレームは送信権を持ってい
る側が送出できます。１フレームを送出するごとに送信権が上位コンピュータと
PCの間で交互に移行します。ターミネータ（コマンドまたはレスポンスの終端文
字）またはデリミタ（フレームの区切り文字）を受信すると受信した側に送信権
が移ります。

●PC宛のコマンド発行
通常の上位リンク通信では、送信権を上位コンピュータが最初に持って通信が開
始されます。レスポンスはPCが自動的に返信します。

�

＠�
号�
機�
No.

ヘ
ッ
ダ
コ
ー
ド�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

上
位
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
側�

＜
�

＞
� フレーム（コマンド）�

�

＠�
号�
機�
No.

ヘ
ッ
ダ
コ
ー
ド�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

フレーム（コマンド）�

�

＠�
号�
機�
No.

ヘ
ッ
ダ
コ
ー
ド�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

終
了
コ
ー
ド�＜

�
＞
�

P�
C�
側�

�

＠�
号�
機�
No.

ヘ
ッ
ダ
コ
ー
ド�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

終
了
コ
ー
ド�

フレーム（レスポンス）� フレーム（レスポンス）�

送信権が�
移行します。�

●上位コンピュータ宛のコマンド発行
通常の上位リンク通信とは反対にPC側から上位コンピュータ宛にコマンドを発行
することができます。この場合は、送信権をPCが持って通信が開始されます。

５－１　通信の手順

上位コンピュータ宛のコマンド発行で
は、PCから上位コンピュータへ一方
通行でデータが送信されます。コマン
ドに対するレスポンスを返す必要があ
る場合は、上位リンク通信のコマンド
でPCにデータを送信します。

�

＠�
号�
機�
No.

ヘ
ッ
ダ
コ
ー
ド�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

上
位
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
側�

＜
�

＞
�

フレーム（コマンド）�

＜
�

＞
�

Ｐ�
Ｃ�
側�

レスポンスは�
ありません。�

参 考 �
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上位リンク通信でやり取りされるコマンド／レスポンスのフォーマットは次のと

おりです。

上位コンピュータからコマンドを発行する場合
PC宛に上位コンピュータからコマンドを発行する場合のコマンド／レスポンスの
フォーマットは次のようになります。

●コマンドのフォーマット
上位コンピュータからコマンドを送信するときは、プログラム中で次のような
フォーマットのコマンドデータを作成し、送信してください。

テキスト�

＠
×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

・ ＠

必ず先頭に "＠" を付けます。
・ 号機No.

上位コンピュータが相手先PCを識別するための番号です。
PCシステム設定（DM6648、DM6653）でPC本体に設定した号機No.を設定し
ます。

・ ヘッダコード

２文字のコマンドコードを設定します。
・ テキスト

コマンドのパラメータを設定します。
・ FCS

２文字のFCSを設定します（P.5-6参照）。
・ ターミネータ

コマンドの終わりを表す２文字として、"＊" とCRコード（CHR＄（13））を設
定します。

●レスポンスのフォーマット
コマンドに対するPCのレスポンスは次のようなフォーマットで返されます。返さ
れたレスポンスデータを解釈し処理できるようにプログラムを作成してくださ
い。

テキスト�

＠
×16 1 ×16 0 *

ヘッダコード� 終了コード� FCS ターミネータ�号機No.

×10 1 ×10 0

・ ＠、号機No. 、ヘッダコード

コマンドと同じ内容が返されます。
・ 終了コード

コマンドの実行状態（エラーの有無など）が返されます。

５－２　コマンド・レスポンスのフォーマット
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・ テキスト

読み出しデータなどがある場合のみ返されます。
・ FCS、ターミネータ

「コマンドのフォーマット」を参照してください。

PC宛コマンドの詳細な内容については、「５－３　コマンドリ

ファレンス」（P.5-8）を参照してください。

●132文字以上のコマンド／レスポンスの送受信
上位リンク通信で１度に送出できるフレームの長さは、最大131文字です。その
ため132文字以上の長さのコマンド／レスポンスをやり取りするときは、分割し
て送受信します。分割されたフレームの終端にはターミネータの代わりに、CR
コード（CHR$（13））１文字のデリミタ（区切り文字）が付加されます。
１つのフレームを送信するごとに、相手側からのデリミタの送信を待ちます。デ
リミタが送信されてきたら、次のフレームを送信します。この手順を繰り返すこ
とによって、コマンド／レスポンスを分割して送受信することができます。
下図はPC宛の上位リンク通信の例です。

132文字以上のコマンド送信時の注意
WR、WL、WC、WDなどの書き込みを行うコマンドを分割して送信する場合
は、同一のチャネルに書き込むデータが別々のフレームに分割されないように注
意してください。下図のように、必ずフレームの切れ目がチャネルデータの切れ
目になるように分割してください。

＠�

ヘッダコード� FCS１つのチャネルのデータ�号機No.

0 0 W D データ�

デリミタ�

フレーム1

同一チャネルデータは分割しません�

*

FCS ターミネータ�

データ�

１つのチャネルのデータ�

同一チャネルデータは分割しません�

フレーム3

●　5ｰ2　コマンド・レスポンスのフォーマット

�

＠�
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ド�
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キ
ス
ト�
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S

デ
リ
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タ�

上
位
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
側�

＜
�

＞
� フレーム1（コマンド）�

�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

デ
リ
ミ
タ�

フレーム2（コマンド）�

�

＠�
号�
機�
No.

ヘ
ッ
ダ
コ
ー
ド�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

終
了
コ
ー
ド�＜

�
＞
�

P�
C�
側�

�

フレーム（レスポンス）�

デ
リ
ミ
タ�

�

テ
キ
ス
ト�

F�
C�
S

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ�

フレーム3（コマンド）�

�

デ
リ
ミ
タ�

D
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●FCS（フレームチェックシーケンス）
送受信されるフレームには、ターミネータまたはデリミタの直前にデータエラー
をチェックするためのFCSが付加されます。
FCSは、１フレームの最初からFCSの直前までのデータの排他的論理和をとった
８ビットのデータをASCIIコード２文字に変換したものです。受信する各フレー
ムごとにFCSを計算し、フレームに付加されているFCSと照合することによって
データエラーをチェックすることができます。

テキスト�

＠ R R *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

01 0 4 20 10

＠�
�
1�
�
0�
�
R�
�
�
1�
�

計算結果�

ASCII�
コード�

40�
�

31�
�

30�
�

52�
�
�

31

0100�
�

0011�
�

0011�
�

0101�
�
�

0011�
�

0100�
↓�
4

EOR�
�

EOR�
�

EOR�
�

：�
：�

0000�
�

0001�
�

0000�
�

0010�
�
�

0001�
�

0010�
↓�
2

16進に変換�
ASCII文字として扱う�

FCSの計算範囲�

●FCSの計算プログラム例
上位コンピュータ側で受信したフレームのFCSチェックを行うBASICサブルーチ
ンプログラムの例を示します。

400 ＊FCSCHECK
410 L=LEN(RESPONSE$) '  ････････････････････････････････････････ 送受信データ
420 Q=0:FCSCK$=" "
430 A$=RIGHT$(RESPONSE$,1)
440 PRINT RESPONSE$,A$,L
450 IF A$="＊" THEN LENGS=LEN(RESPONSE$)-3
450 IF A$="＊" ELSE LENGS=LEN(RESPONSE$)-2
460 FCSP$=MID$(RESPONSE$,LENGS+1,2) ' ･･･ ･････････受信したFCSデータ

470 FOR I=1 TO LENGS ' ･････････････････････････ FCSの計算範囲のキャラクタ数

480  Q=ASC(MID$(RESPONSE$,I,1)) XOR Q
490 NEXT I
500 FCSD$=HEX$(Q)
510 IF LEN(FCSD$)=1  THEN FCSD$="0"+FCSD$ '･･･････････ FCS計算結果

520 IF FCSD$<>FCSP$ THEN FCSCK$="ERR"
530 PRINT "FCSD$=";FCSD$,"FCSP$=";FCSP$,"FCSCK$=";FCSCK$
540 RETURN

（注）このプログラム例は、RESPONSE＄にCRコード（CHR$(13)）を含まない例です。CRコード

を含む場合は、430行、450行を修正してください。

●　5ｰ2　コマンド・レスポンスのフォーマット
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●　5ｰ2　コマンド・レスポンスのフォーマット

　正常な受信データには、FCS、デリミタ、ターミネータな

どが含まれていますが、正常に受信できなかったデータに

は、FCSが含まれていない等様々なパターンが考えられま

す。

PCからコマンドを発行する場合
通常の上位リンク通信は上位コンピュータからPCにコマンドを発行しますが、単
発的にPCから上位コンピュータへ向けてコマンドを発行することができます。
これによって、任意のデータを上位リンクモードで、PC側から上位コンピュータ
に送信できます。
上位コンピュータ宛のコマンドを発行する場合は、PC側のプログラムで通信ポー
ト出力命令（TXD）を上位リンクモードで使用します。

TXD命令は、指定されたポート（RS232ポートまたはペリフェラルポート）から
データを出力する命令です。TXD命令による上位コンピュータへのコマンドの発
行方法については「２－５　通信機能」を参照してください。

●上位コンピュータが受信するコマンドフォーマット
TXD命令が実行されると、送信データ先頭チャネルから格納されているデータが
ASCIIコードに変換され、下図のようなフォーマットの上位リンクコマンドに構
成されて上位コンピュータへ送信されます。
コマンドの＠～ヘッダコードとFCS～ターミネータの部分は、送信時に自動的に
付加されます。
上位コンピュータ側では、このフォーマットを解釈し、処理するプログラムを用
意しておく必要があります。

テキスト�

＠ E X *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

最大122文字�

（必ず "EX" に�
　なります）�

送信される際に１バイトのデータ（16進数２桁）が２文

字のASCIIコードに変換されるので、データ数は２倍に

なります。したがって送信データの最大文字数は122文

字ですが、送信データの最大バイト数（TDX命令の最大

出力バイト数）は半分の61になります。

参 考 �

参 考 �
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ここでは、上位コンピュータからPC宛に発行できるコマンドの詳細について説明

します。

入出力リレー／内部補助リレー／
特殊補助リレーエリア読み出し　　　　　

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレーエリアの指定CHより指定CH数
分の内容を読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 R R

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始チャネル�
（"0000"～"0255"）�

読み出しチャネル数�
（"0001"～"0256"）�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

        
読み出しデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 R R

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

読み出しデータ（「読み出しチャネル数」分）�

パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネ
ル」から順番にレスポンスとして16進数で返されます。

リンクリレー（LR）エリア読み出し                                  　  RL

リンクリレー（LR）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 R L

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始チャネル�
（"0000"～"0063"）�

読み出しチャネル数�
（"0001"～"0064"）�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     
読み出しデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 R L

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

読み出しデータ（「読み出しチャネル数」分）�

RR

５ー３　コマンドリファレンス
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パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネ
ル」から順番にレスポンスとして16進数で返されます。

保持リレー（HR）エリア読み出し   RH

保持リレー（HR）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

コマンドフォーマット

           
＠

×10 1 ×10 0 R H
×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始チャネル�
（"0000"～"0099"）�

読み出しチャネル数�
（"0001"～"0100"）�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

      読み出しデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 R H

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

読み出しデータ（「読み出しチャネル数」分）�

パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネ
ル」から順番にレスポンスとして16進数で返されます。

タイマ／カウンタ現在値エリア読み出し　　　　　　　　　RC

タイマ／カウンタ現在値エリアの指定番号より指定数分の内容を読み出します。

コマンドフォーマット

    
＠

×10 1 ×10 0 R C
×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始番号�
（"0000"～"0511"）�

読み出し数�
（"0001"～"0512"）�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

      読み出しデータ（1番号分）�

＠
×10 1 ×10 0 R C

×16 1 ×16 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

読み出しデータ（「読み出し数」分）�
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パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定した数の現在値が、「読み出し開始番号」から順番にレスポンス
として10進数（BCD）で返されます。

タイマ／カウンタアップデータ読み出し　　　　　　　　　RG

タイマ、カウンタエリアの指定番号より指定数分のタイマ／カウンタアップフラ
グの状態を読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 R G

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始番号�
（"0000"～"0511"）�

読み出し数�
（"0001"～"0512"）�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     

*

FCS ターミネータ�
読み出しデータ�
（1番号分）�

＠
×10 1 ×10 0 R G

×16 1 ×16 0 ON/OFF

号機No. ヘッダコード�終了コード�

読み出しデータ（「読み出し数」分）�

パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定した数のタイマ／カウンタアップフラグの状態がレスポンスとし
て返されます。ON（ "１"）がタイムアップ、カウントアップとなっていること
を表し、OFF（"０"）がそれ以外の状態を表します。

データメモリ（DM）エリア読み出し　　　　　　　　　　 RD

データメモリ（DM）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 R D

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始チャネル�
（"0000"～"6655"）�

読み出しチャネル数�
（"0001"～"6656"）�

FCS ターミネータ�

●　5ｰ3　コマンドリファレンス
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レスポンスフォーマット

     
読み出しデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 R D

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

読み出しデータ（「読み出しチャネル数」分）�

パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネ
ル」から順番にレスポンスとして16進数で返されます。

補助記憶リレー（AR）エリア読み出し　　　　　　　　　　RJ

補助記憶リレー（AR）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 R J

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し開始チャネル�
（"0000"～"0027"）�

読み出しチャネル数�
（"0001"～"0028"）�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     読み出しデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 R J

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

読み出しデータ（「読み出しチャネル数」分）�

パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容を「読み出し開始チャネル」
から順番にレスポンスとして16進数で返されます。

　データメモリのエリアは、CPUユニットの機種によって異

なります。
参 考 �
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●　5ｰ3　コマンドリファレンス

WR
入出力リレー／内部補助リレー／
特殊補助リレーエリア書き込み　　　　　

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレーエリアの指定CHより指定書き
込みデータをCH単位で書き込みます。

コマンドフォーマット

     
書き込みデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 W R

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×16 3 ×16 2 *

号機No. ヘッダコード� 書き込み開始チャネル�
（"0000"～"0252"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�

×16 1 ×16 0

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W R

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

リレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始チャ
ネル」から順番に16進数で指定します。

リンクリレー（LR）エリア書き込み　　　　　　　　　　　WL

リンクリレー（LR）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き込
みます。

コマンドフォーマット

     
書き込みデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 W L

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×16 3 ×16 2 *

号機No. ヘッダコード� 書き込み開始チャネル�
（"0000"～"0063"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�

×16 1 ×16 0

　書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始チャネルを252に指定して、デー

タを２個指定した場合→書き込みデータの最終チャネルが

253に なるので）、エラーとなり、書き込みは実行しませ

ん。

参 考 �
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レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W L

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

リンクリレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開
始チャネル」から順番に16進数で指定します。

保持リレー（HR）エリア書き込み　　　　　　　　　　　　WH

保持リレー（HR）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き込み
ます。

コマンドフォーマット

     
書き込みデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 W H

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×16 3 ×16 2 *

号機No. ヘッダコード� 書き込み開始チャネル�
（"0000"～"0099"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�

×16 1 ×16 0

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W H

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

保持リレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始
チャネル」から順番に16進数で指定します。

参 考 �　書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始チャネルを60に指定して、データ

を５個指定した場合→書き込みデータの最終チャネルが64

になるので）、エラーとなり、書き込みは実行しません。
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●　5ｰ3　コマンドリファレンス

参 考 �　書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始チャネルを98に指定して、データ

を３個指定した場合→書き込みデータの最終チャネルが

100になるので）、エラーとなり、書き込みは実行しませ

ん。

タイマ／カウンタ現在値エリア書き込み　　　　　　　　　WC

タイマ／カウンタ現在値エリアの指定番号より指定書き込みデータを番号単位で
書き込みます。

コマンドフォーマット

     
書き込みデータ（1番号分）�

＠
×10 1 ×10 0 W C

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 *

号機No. ヘッダコード� 書き込み開始番号�
（"0000"～"0511"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込み個数分）�

×10 1 ×10 0

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W C

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

書き込む個数分のタイマ／カウンタの現在値を、「書き込み開始番号」から順番
に10進数（BCD）で指定します。

参 考 �・本コマンドを使って、現在値エリアにデータを書き込んだ

場合、書き込まれたタイマ／カウンタのアップフラグは

OFFします。

・書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始番号を510に指定して、データを

３個指定した場合→書き込みデータの最終番号が512にな

るので）、エラーとなり、書き込みは実行しません。書き

込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると（例え

ば、書き込み開始チャネルを60に指定して、データを５個

指定した場合→書き込みデータの最終チャネルが64になる

ので）、エラーとなり、書き込みは実行しません。
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タイマ／カウンタアップデータ書き込み　　　　　　　　　WG

タイマ／カウンタエリアの指定番号より指定書き込みデータを番号単位で書き込
みます。

コマンドフォーマット

     
書き込みデータ�
（１番号分）�

＠
×10 1 ×10 0 W G

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ON/OFF *

号機No. ヘッダコード� 書き込み開始番号�
（"0000"～"0511"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込み個数分）�

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W G

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

書き込む個数分のタイマ／カウンタアップフラグの状態を、「書き込み開始番
号」から順番にON（"１"）／OFF（"０"）で指定します。ON（"１"）を指定す
ると、タイムアップ、カウントアップになります。

参 考 �　書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始番号を510に指定して、データを

３個指定した場合→書き込みデータの最終番号が512にな

るので）、エラーとなり、書き込みは実行しません。
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データメモリ（DM）エリア書き込み　　　　　　　　　　WD

データメモリ（DM）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き
込みます。

コマンドフォーマット

     
書き込みデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 W D

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×16 3 ×16 2 *

号機No. ヘッダコード� 書き込み開始チャネル�
（"0000"～"6143"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�

×16 1 ×16 0

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W D

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

データメモリに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始チャ
ネル」から順番に16進数で指定します。

補助記憶リレー（AR）エリア書き込み　　　　　　　　　WJ

補助記憶リレー（AR）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き
込みます。

コマンドフォーマット

     書き込みデータ（1チャネル分）�

＠
×10 1 ×10 0 W J

×10 3 ×10 2 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード� 書き込き開始チャネル�
（"0000"～"0027"）�

FCS ターミネータ�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�

×10 1 ×10 0

参 考 �・書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始チャネルを6142に指定して、デー

タを３個指定した場合→書き込みデータの最終チャネルが

6144になるので）、エラーとなり、書き込みは実行しませ

ん。

・データメモリのエリアは、CPUユニットの機種によって異

なります。
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レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 W J

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　書き込みデータ　（コマンド）

補助記憶リレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み
開始チャネル」から順番に16進数で指定します。

設定値読み出し１                                             　　　　        R＃

ユーザプログラム中のTIM、TIMH、CNT、CNTR命令を検索し、最初に発見した
命令の第２ワードに書かれている10進数（BCD）４桁の、定数設定値を読み出し
ます。
プログラムの先頭から検索するので、レスポンスが返るまでに約10秒かかる場合
があります。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 R #

OP1 OP2 OP3 OP4 *

号機No. ヘッダコード� 読み出し対象� タイマ／カウンタ番号�
（"0000"～"0511"）�

FCS ターミネータ�

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

レスポンスフォーマット

     

設定値�

＠
×10 1 ×10 0 R #

×16 1 ×16 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　読み出し対象、番号　（コマンド）

「読み出し対象」には、設定値を読み出す命令の名前を指定します。名前は４桁
の文字で指定してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウン
タ番号を指定します。

参 考 �　書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると

（例えば、書き込み開始チャネルを26に指定して、データ

を３個指定した場合→書き込みデータの最終チャネルが28

になるので）、エラーとなり、書き込みは実行しません。
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  S ：スペース

　設定値　（レスポンス）

定数設定値が返されます。

OP4

S

H

S

R

読み出し対象

0000～0511

番号指定範囲種　別

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

OP2

I

I

N

N

OP1

T

T

C

C

OP3

M

M

T

T

設定値読み出し２                                                    　　　　   R＄

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、
CNTR命令の第２ワードに書かれている10進数（BCD）４桁の定数設定値または
設定値の格納チャネル番号を読み出します。
このコマンドでユーザステップを指定できるプログラムのサイズは、10Kステッ
プ未満までです。

コマンドフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 R $

OP1 OP2 OP3 OP4 *

号機No. ヘッダコード� ユーザステップ� 読み出し対象� FCS ターミネータ�

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

タイマ／カウンタ�
（"0000"～"0511"）�

レスポンスフォーマット

      

オペランド�

＠
×10 1 ×10 0 R $

×16 1 ×16 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

OP1 OP2 OP3 OP4

設定値�

参 考 �・「読み出し対象」の名前は４文字必要です。後ろをスペー

スで埋めて４文字にしてください。

・プログラム中に同一の命令が複数ある場合は、一番目に書

かれている命令だけが読み出しの対象になります。

・このコマンドは、定数設定値が設定されていることが確実

な場合だけ使用してください。
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OP4

S

H

S

R

OP2

I

I

N

N

OP1

T

T

C

C

OP3

M

M

T

T

読み出し対象

オペランド
種　　別

設定値のチャネル
または
設定値OP2

I

R

R

R

M

M

O

OP4

S

S

S

S

S

S

S

OP1

C

L

H

A

D

D

C

OP3

O

S

S

S

S

＊

N

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

データメモリ

データメモリ間接

定数

0000～0255

0000～0063

0000～0099

0000～0027

0000～6655

0000～6655

0000～9999

種　別

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

番号指定範囲

0000～0511

パラメータ詳細
　読み出し対象、番号　（コマンド）

「読み出し対象」には、読み出す命令の名前を指定します。名前は４桁の文字で
指定してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウンタ番号を
指定します。

  S ：スペース

　オペランド、設定値　（レスポンス）

「オペランド」には「設定値」の種別を表わす名前が、「設定値」には設定値が
格納されているチャネル番号または定数設定値が返されます。

参 考 �　「読み出し対象」の名前は４文字必要です。後ろをスペー

スで埋めて４文字にしてください。
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設定値読み出し３                                                    　　　　   R％

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、
CNTR命令の第２ワードに書かれている10進数（BCD）４桁の定数設定値または
設定値の格納チャネル番号を読み出します。
このコマンドでは、10Kステップ以上のプログラムのユーザステップを指定でき
ます。

コマンドフォーマット

     

読み出し対象�

＠
×10 1 ×10 0 R %

×10 5 ×10 4 OP1 OP2 OP3 OP4

*

号機No. ヘッダコード�
この部分は必ず�
"0"になります。�

FCS ターミネータ�

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

タイマ／カウンタ番号�
（"0000"～"0511"）�

ユーザステップ�

レスポンスフォーマット

     オペランド�

＠
×10 1 ×10 0 R %

×16 1 ×16 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

OP1 OP2 OP3 OP4

設定値�

パラメータ詳細
　読み出し対象、番号　（コマンド）

「読み出し対象」には、設定値を読み出す命令の名前を指定します。名前は４桁
の文字で指定してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウン
タ番号を指定します。

  S ：スペース

　オペランド、設定値　（レスポンス）

「オペランド」には「設定値」の種別を表わす名前が、「設定値」には設定値が
格納されているチャネル番号または定数設定値が返されます。

OP2

I

I

N

N

OP4

S

H

S

R

OP1

T

T

C

C

OP3

M

M

T

T

読み出し対象
種　別

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

番号指定範囲

0000～0511
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オペランド
種　　別

OP2

I

R

R

R

M

M

O

OP4

S

S

S

S

S

S

S

OP1

C

L

H

A

D

D

C

OP3

O

S

S

S

S

＊

N

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

データメモリ

データメモリ間接

定数

設定値のチャネル
または
設定値

0000～0255

0000～0063

0000～0099

0000～0027

0000～6655

0000～6655

0000～9999

設定値変更１                                                     　　　　　   W＃

ユーザプログラム中のTIM、TIMH、CNT、CNTR命令を検索し、最初に発見した
命令の第２ワードを指定する新しい設定値に変更します。
プログラムの先頭から検索するので、レスポンスが返るまでに約10秒かかる場合
があります。

コマンドフォーマット

          

＠
×10 1 ×10 0 W # *

号機No. ヘッダコード� 変更対象� タイマ／カウンタ番号�
（"0000"～"0511"）�

FCS ターミネータ�

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

設定値�
（"0000"～"9999"）�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

レスポンスフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 W # 

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

参 考 �　「読み出し対象」の名前は４文字必要です。後ろをスペー

スで埋めて４文字にしてください。
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パラメータ詳細
　変更対象、番号　（コマンド）

「変更対象」には、設定値を変更する命令の名前を指定します。名前は４桁の文
字で指定してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウンタ番
号を指定します。

  S ：スペース

設定値変更２                                                        　　　　　  W＄

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、
CNTR命令の第２ワードを新しい設定内容に変更します。
このコマンドでユーザステップを指定できるプログラムのサイズは、10Kステッ
プ未満までです。

コマンドフォーマット

     

変更対象�

＠
×10 1 ×10 0 W $

×10 3 ×10 2 OP1 OP2 OP3 OP4

*

号機No. ヘッダコード� ユーザステップ�

FCS ターミネータ�

×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

タイマ／カウンタ番号�
（"0000"～"0511"）�

オペランド�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

設定値�

レスポンスフォーマット

     
＠

×10 1 ×10 0 W $ 
×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

OP2

I

I

N

N

OP4

S

H

S

R

OP1

T

T

C

C

OP3

M

M

T

T

変更対象命令
種　別

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

番号指定範囲

0000～0511
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パラメータ詳細
　変更対象、番号　（コマンド）

「変更対象」には、設定値を変更する命令の名前を指定します。名前は４桁の文
字で指定してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウンタ番
号を指定します。

  S ：スペース

　オペランド、設定値　（コマンド）

「オペランド」には、「設定値」の種別を表わす名前を指定します。名前は４桁
の文字で指定してください。「設定値」には、設定値の格納チャネル番号または
定数設定値を指定します。

  S ：スペース

OP2

I

I

N

N

OP4

S

H

S

R

OP1

T

T

C

C

OP3

M

M

T

T

変更対象命令
種　別

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

番号指定範囲

0000～0511

オペランド
種　　別

設定値のチャネル
または
設定値OP2

I

R

R

R

M

M

O

OP4

S

S

S

S

S

S

S

OP1

C

L

H

A

D

D

C

OP3

O

S

S

S

S

＊

N

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

データメモリ

データメモリ間接

定数

0000～0252

0000～0063

0000～0099

0000～0027

0000～6655

0000～6655

0000～9999
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設定値変更３                                                        　　　　　  W％

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、
CNTR命令の第２ワードを新しい設定内容に変更します。
このコマンドでは、10Kステップ以上のプログラムのユーザステップを指定でき
ます。

コマンドフォーマット

      

変更対象�

＠
×10 1 ×10 0 W %

×10 5 ×10 4 OP1 OP2 OP3 OP4

号機No. ヘッダコード�
この部分は必ず�
"0"になります。�

×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

タイマ／カウンタ番号�
（"0000"～"0511"）�

ユーザステップ�

*

FCS ターミネータ�オペランド�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

設定値�

レスポンスフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 W %

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　変更対象、番号　（コマンド）

「変更対象」には、設定値を変更する命令の名前を指定します。名前は４桁の文
字で指定してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウンタ番
号を指定します。

  S ：スペース

種　別

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

番号指定範囲

0000～0511

OP2

I

I

N

N

OP4

S

H

S

R

OP1

T

T

C

C

OP3

M

M

T

T

読み出し対象
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　オペランド、新設定値　（コマンド）

「オペランド」には、「設定値」の種別を表わす名前を指定します。名前は４桁
の文字で指定してください。「設定値」には、設定値の格納チャネル番号または
定数設定値を指定します。

  S ：スペース

オペランド
種　　別

設定値のチャネル
または
設定値OP2

I

R

R

R

M

M

O

OP4

S

S

S

S

S

S

S

OP1

C

L

H

A

D

D

C

OP3

O

S

S

S

S

＊

N

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

データメモリ

データメモリ間接

定数

0000～0252

0000～0063

0000～0099

0000～0027

0000～6655

0000～6655

0000～9999
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ステータス読み出し 　　　　MS

PC本体の運転状況を読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 M S *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     ステータスデータ�

＠
×10 1 ×10 0 M S

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�メッセージ�

16文字�

パラメータ詳細
　ステータスデータ、メッセージ　（レスポンス）

「ステータスデータ」は16進数４桁（２バイト）のデータで、上位の１バイトが
CPUの動作モードを表します。下位の１バイトがプログラムエリアのサイズを表
します。

×163 ×162

ビット� 15 14 13 12 11 10 9 8

000

ビット�

9

0

1

1

8

0

0

1

動作モード�

プログラムモード�

運転モード�

モニタモード�

"1"：運転停止異常�
発生中�

"1"：FALS発生中�

0

（注）�

（注）この部分は「ステータス書き込み」と�
　　　異なりますので、ご注意ください。�

×16 1 ×16 0

ビット�

プログラムエリア（UM）への書き込み　可／不可�
　0：書き込み不可（CQM1のディップスイッチ1がON）�
　1：書き込み可（CQM1のディップスイッチ1がOFF）�

7 6 5 4 3 2 1 0

001

ビット�

6 5
プログラムエリア�

４kバイト�

0

８kバイト�

4

0 0 1

0 1 0

「メッセージ」は、コマンド実行の時点で発生しているFAL／FALS　No.のメッ
セージです。メッセージがない場合は、省略されます。
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ステータス書き込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　SC

PC本体のモードを変更します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 S C

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード� モード�
データ�

FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 S C

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　モードデータ　（コマンド）

「モードデータ」は16進数２桁（１バイト）のデータで、下位２ビットでPC本体
のモードを指定します。残りのビットはすべて”０”にしてください。

×16 1 ×16 0

ビット� 7 6 5 4 3 2 1 0

000

ビット�

1

0

1

1

0

0

0

1

動作モード�

プログラムモード�

モニタモード�

運転モード�

（注）この部分は「ステータス読み出し」と�
　　　異なりますので、ご注意ください。�

（注）�

00 0
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故障情報読み出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF

PC本体の異常情報を読み出します。さらに、PC本体の異常解除の有無を指定し
ます。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 M F

×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� 異常解除� FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 M F

×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0 ×16 3 ×16 2 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

×16 1 ×16 0

異常情報（１ワード目）�異常情報（２ワード目）�

パラメータ詳細
　異常解除　（コマンド）

「異常解除」をする、しないの指定を10進数（BCD）で指定します。”01”＝解
除／”00”＝解除しない
停止異常はPC本体がプログラムモードのときのみ解除できます。

　異常情報　（レスポンス）

「異常情報」は２ワードからなります。

     

×16 3 ×16 2

ビット�15 14 13 12 11 10 9 8

0

"1"：電池異常（ 異常コードF7)

0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

"1"：システム異常（ FAL)

"1"：メモリ異常（ 異常コードF1)

"1"：I/Oバス異常（ 異常コードC0)

"1"：END命令なし異常（異常コードF0）�

"1"：システム異常（ FALS)

×16 1 ×16 0

     

×16 3 ×16 2

ビット�15 14 13 12 11 10 9 8

0

FAL、FALS No. (BCD00～99）�

0 0 0 0 0

7 6 5 4 3 2 1 0

"1"：サイクルタイムオーバー（異常コードF8）�

"1"：I/Oユニットオーバー（異常コードE1）�

×16 1 ×16 0

１ワード目

２ワード目
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OP4

S

S

S

S

S

H

S

R

OP3

O

S

S

S

M

M

T

T

OP2

I

R

R

R

I

I

N

N

OP1

C

L

H

A

T

T

C

C

セット対象

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

タイマアップフラグ

高速タイマアップフラグ

カウンタアップフラグ

可逆カウンタアップフラグ

種　　別

0000～0252

0000～0063

0000～0099

0000～0027

接　点チャネル番号指定範囲

00～15
（10進）

0000～0511 00固定

強制セット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 KS

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リ
レー（HR）、補助記憶リレー（AR）、タイマ／カウンタアップフラグの動作状
態を強制的にセットします。強制セット／リセットしたものは、解除コマンド
（KC）が送られるまで保持されます。

コマンドフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 K S

OP1 OP2 OP3 OP4 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� セット対象� FCS ターミネータ�

×10 1 ×10 0

チャネル番号� 接点�

レスポンスフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 K S

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　セット対象、チャネル番号、接点　（コマンド）

「セット対象」には、強制セットするリレーやタイマ／カウンタアップフラグな
どの種類を指定します。
種類は、４桁の文字で指定してください。「チャネル番号」には強制セットする
チャネルの番号を、「接点」には接点の位置を指定します。

  S ：スペース

参 考 �　「セット対象」の名前は４文字必要です。後ろをスペース

で埋めて４文字にしてください。
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強制リセット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KR

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リ
レー（HR）、補助記憶リレー（AR）、タイマ／カウンタアップフラグの動作状
態を強制的にリセットします。強制セット／リセットしたものは、解除コマンド
（KC）が送られるまで保持されます。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 K R

OP1 OP2 OP3 OP4 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0 *

号機No. ヘッダコード� リセット対象� FCS ターミネータ�

×10 1 ×10 0

チャネル番号� 接点�

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 K R

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　リセット対象、チャネル番号、接点　（コマンド）

「リセット対象」には、強制リセットするリレーやタイマ／カウンタアップフラ
グなどの種類を指定します。
種類は、４桁の文字で指定してください。「チャネル番号」には強制リセットす
るチャネルの番号を、「接点」には接点の位置を指定します。

  S ：スペース

OP4

S

S

S

S

S

H

S

R

OP3

O

S

S

S

M

M

T

T

OP2

I

R

R

R

I

I

N

N

OP1

C

L

H

A

T

T

C

C

リセット対象

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

タイマアップフラグ

高速タイマアップフラグ

カウンタアップフラグ

可逆カウンタアップフラグ

種　　別

0000～0252

0000～0063

0000～0099

0000～0027

接　点チャネル番号指定範囲

00～15
（10進）

0000～0511 00固定

参 考 �　「リセット対象」の名前は４文字必要です。後ろをスペー

スで埋めて４文字にしてください。
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OP4

S

S

S

S

S

H

S

R

OP3

O

S

S

S

M

M

T

T

OP2

I

R

R

R

I

I

N

N

OP1

C

L

H

A

T

T

C

C

セット対象

入出力リレー

内部補助リレー

特殊補助リレー

リンクリレー

保持リレー

補助記憶リレー

タイマアップフラグ

高速タイマアップフラグ

カウンタアップフラグ

可逆カウンタアップフラグ

種　　別

0000～0252

0000～0063

0000～0099

0000～0027

接　点チャネル番号指定範囲

00～15
（10進）

0000～0511 00固定

多点強制セット／リセット                                      　　　      FK

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リ
レー（HR）、補助記憶リレー（AR）、タイマ／カウンタアップフラグの動作状
態をビット単位で強制的にセット・リセット・解除します。１つのコマンドで１
チャネル分の設定ができます。

コマンドフォーマット

     ×16 0

チャネル番号�

＠
×10 1 ×10 0 F K

OP1 OP2

*

号機No. ヘッダコード�セット／リセット対象�

FCS ターミネータ�

OP3 OP4 ×10 3 ×10 2

×16 0 ×16 0 ×16 0

0

×10 1 ×10 0

1

×16 0×16 0×16 0×16 0

101112131415接点�

強制セット／リセット／解除データ�

レスポンスフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 F K

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　セット／リセット対象、チャネル番号　（コマンド）

「セット／リセット対象」には、強制セット／リセットするリレーやタイマ／カ
ウンタアップフラグなどの種類を指定します。種類は、４桁の文字で指定してく
ださい。
「チャネル番号」には、強制セット／リセットするチャネルの番号を指定します。

  S ：スペース
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接点 0～15 設　定

00

02

03
04
05

08

無処理

データ”0”指定
データ”1”指定

強制リセット指定
強制セット指定
強制セット／リセット解除

　接点　（コマンド）

「接点０」～「接点15」で１チャネル分の各ビットの設定内容を指定します。
データ "１"／"０" 指定と強制セット／リセット指定は、どちらも指定する接点に
"１" または "０" を書き込みます。データ "１"／"０" 指定によって設定された状
態は、プログラムを実行すると変化しますが、強制セット／リセットで設定され
た状態は解除するまで変化しません。
セット／リセット対象がタイマ／カウンタの場合は、接点15に対する強制セット
／リセット指定だけが有効です。その他の接点に対する指定やデータ "１"／
"０" 指定は無効です。

強制セット／リセット解除　　　　　　　　　　　　　　　KC

強制セット（KS）／リセット（KR）、多点強制セット／リセット（FK）で設定
した、入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー
（LR）、保持リレー（HR）、補助記憶リレー（AR）、タイマ／カウンタアッ
プフラグの強制状態を解除します。強制セット／リセットが複数のリレー、タイ
マ／カウンタアップフラグに設定されている場合、すべての強制状態を一括して
解除します。一点ごとの解除はできません。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 K C *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 K C

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

参 考 �　「セット／リセット対象」の名前は４文字必要です。後ろ

をスペースで埋めて４文字にしてください。



5-33

●　5ｰ3　コマンドリファレンス

５
章

上
位
リ
ン
ク
コ
マ
ン
ド

機種コード読み出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　MM

PC本体の機種を読み出します。

コマンドフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 M M *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

      
＠

×10 1 ×10 0 M M
×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード�機種コード� ターミネータ�

×161 ×160

FCS

パラメータ詳細
　 機種コード　（レスポンス）

「機種コード」はPCの機種を２桁の16進数で表わします。

機種コード
01

02

03

09

0A

0B

0E

10

11

12

13

20

21

22

40

41

C250

C500

C120／C50

C250F

C500F

C120F

C2000

C1000H

C2000H／CQM1／CPM1／CPM1A／SRM1

C20H／C28H／C40H／C200H／C200HS／C200HE／

C200HG／C200HX

C1000HF

CV500

CV1000

CV2000

CVM1－CPU01

CVM1－CPU11

機　種
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テスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TS

上位コンピュータより送られた１ブロックをそのまま返送します。

コマンドフォーマット

      キャラクタ�

＠
×10 1 ×10 0 T S *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

最大122文字�

レスポンスフォーマット

      キャラクタ�

＠
×10 1 ×10 0 T S *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

最大122文字�

パラメータ詳細
　キャラクタ　（コマンド、レスポンス）

コマンドでは、CRコード（CHR$（13））以外の任意の文字を指定します。レス
ポンスでは、コマンドで指定されたキャラクタがそのまま返送されてきます。

プログラム読み出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　 RP

PC本体のユーザプログラム・エリアの内容を機械語レベル（オブジェクトコード
レベル）で、先頭から一括して読み出します。

コマンドフォーマット

     
＠

×10 1 ×10 0 R P *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

レスポンスフォーマット

     1バイト分�

＠
×10 1 ×10 0 R P

×16 1 ×16 0 ×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

プログラム（メモリサイズ分）�

パラメータ詳細
　プログラム　（レスポンス）

「プログラム」はメモリサイズ分を読み出します。

参 考 �　途中でやめるときは、アボートコマンド（XZ）を実行して

ください（P.5-38参照）。
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プログラム書き込み　　　　　　　　　　　　　　　　　   WP

上位コンピュータより送出される機械語（オブジェクトコードレベル）を、PC本
体のユーザプログラム・エリアへ、先頭から一括して書き込みます。

コマンドフォーマット

     
1バイト分�

＠
×10 1 ×10 0 W P

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

プログラム（最大メモリサイズ分まで）�

レスポンスフォーマット

     終了コード�

＠
×10 1 ×10 0 W P

×16 1 ×16 0 *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

パラメータ詳細
　プログラム　（コマンド）

「プログラム」は最大メモリサイズまで、となります。

複合コマンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　QQ

状態を読み出したいリレー、チャネル、タイマ／カウンタをPC本体に登録した
り、登録してあるリレー、チャネル、タイマ／カウンタの状態を一括して読み出
したりします。

【読み出し情報の登録】
読み出したいリレー、チャネル、タイマ／カウンタの各エリアの読み出し情報を
登録します。
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コマンドフォーマット

     

続み出しチャネル番号�

＠
×10 1 ×10 0 Q Q

×10 3 ×10 2OP1 OP2 OP3 OP4

*

号機No. ヘッダ�
コード�

続み出しエリア�

データ形式� ターミネータ�

×10 1 ×10 0

データ形式�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×10 3 ×10 2 ×10 1 ×10 0

読み出しチャネル番号�

M R

サブヘッダ�
コード�

OP1 OP2

データの�
区切り�

1つの読み出し情報��
全読み出し情報（最大128個分）�

データの�
区切り�

読み出しエリア� FCS

OP1 OP2

1つの読み出し情報�

，�

，�

レスポンスフォーマット

     終了コード�

＠
×10 1 ×10 0 Q Q

×16 1 ×16 0 *

号機No. FCS ターミネータ�

M R

ヘッダ�
コード�

サブヘッダ�
コード�

パラメータ詳細
　読み出しエリア　（コマンド）

読み出したいエリアの種別を４桁の文字で指定します。指定できる文字は下表の
通りです。

　読み出しチャネル、データ形式　（コマンド）

読み出したいエリアの読み出したいデータの種類に応じて、読み出したい情報を
下表のように「読み出しデータ」は４桁の10進数（BCD）で、「データ形式」は
２桁の10進数（BCD）または文字で指定します。

読み出しデータ 読み出しエリア 読み出しチャネル番号 データ形式

リレー  C　 I　O　S 0000～0255 00～15(10進)
チャネル "CH"（文字）

リレー  L　R　S　S 0000～0063 00～15(10進)
チャネル "CH"（文字）

リレー  H　R　S　S 0000～0099 00～15(10進)
チャネル "CH"（文字）

リレー  A　R　S　S 0000～0027 00～15(10進)
チャネル "CH"（文字）

アップフラグ  T　 I　M　S 0000～0511 CH以外の２文字
現在値 "CH"（文字）

アップフラグ  T　 I　M　H 0000～0511 CH以外の２文字
現在値 "CH"（文字）

アップフラグ  C　N　T　S 0000～0511 CH以外の２文字
現在値 "CH"（文字）

アップフラグ  C　N　T　R 0000～0511 "CH"以外の２文字
現在値 "CH"（文字）

チャネル  D　M　S　S 0000～6655 任意の２文字

エリア種別
入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー

リンクリレー
（LR）

保持リレー
（HR）

補助記憶リレー
（AR）

タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

データメモリ

S  ：スペース
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　データの区切り　（コマンド）

読み出し情報は、区切りコード「 ，」で区切ることにより、複数個指定すること
ができます。指定できる最大数は128です（ただし、タイマとカウンタで読み出
しデータ形式にアップフラグ・現在値を指定した場合は２に数えます）。

【読み出し情報による一括読み出し】
登録された読み出し情報に基づいて、リレー、チャネル、タイマ／カウンタの状
態を一括して読み出します。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 Q Q *

号機No. FCS ターミネータ�

I R

ヘッダ�
コード�

サブヘッダ�
コード�

レスポンスフォーマット

     

 タイマ／カウンタチャネル�
指定の場合�
ON("1")/OFF("0")�
＋現在値�
（登録時、アップフラグだけの�
　場合はON/OFFデータのみ）�

＠
×10 1 ×10 0 Q Q

×16 1 ×16 0

ON/�
OFF

*

号機No. ヘッダ�
コード�

終了コード�

ターミネータ�

×10 3 ×10 2

ON/�
OFF ×16 3 ×16 2 ×16 1 ×16 0

チャネルデータ�
　　入出力リレー�
　　内部補助リレー�
　　特殊補助リレー�
　　リンクリレー(LR)�
　　保持リレー(HR)�
　　補助記憶リレー(AR)�
　　データメモリ(DM)

I R

サブヘッダ�
コード�

データの�
区切り�

リレーデータ�
ON("1")／OFF("0")

FCS

×10 1 ×10 0
，�

，� ，� ，�

パラメータ詳細
　読み出しデータ　（レスポンス）

読み出し情報を登録した順序とデータ形式に従って読み出しデータが返されま
す。データ形式として「接点」・「アップフラグ」を指定した場合はリレーデー
タ（ "０" または "１" ）が、「チャネル」を指定した場合はチャネルデータが返
されます。ただし、タイマ／カウンタに対して「アップフラグ・現在値」を指定
すると、アップフラグに続いて現在値が返されます。

　データの区切り　（レスポンス）

読み出された状態の間には、区切りコード「 ，」が返されます。
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アボート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 XZ

アボートコマンドはなんらかの理由により、処理中の上位リンク機能を中断し、
次の新しいコマンドを受け付け可能状態にするためのコマンドです。レスポンス
はありません。

コマンドフォーマット

     

＠
×10 1 ×10 0 X Z *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�

イニシャル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ＊＊

イニシャルコマンドは、全号機No.に対してイニシャライズ（初期状態に戻す）
するコマンドです。このコマンドのみ号機No.とFCSは付きません。また、レスポ
ンスもありません。

コマンドフォーマット

     ＠ **

コマンド未定義エラー　　　　　　　　　　　　　　　　　 I C

コマンドのヘッダコードが解読できないときのレスポンスです。ヘッダコードを
確認してください。

レスポンスフォーマット

      

＠
×10 1 ×10 0 I C *

号機No. ヘッダコード� FCS ターミネータ�
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CQM1の動作と
処理時間

この章では、CQM1の内部処理や処理の実行時間について説明しま
す。動作タイミングを厳密にとりたいときなどの参考にしてくだ

さい。
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　６－１　ＣＱＭ１の動作

CQM1の内部処理について説明します。

CQM1の動作フロー
CQM1は下図のフローに従って動作します。

電源投入�

ディップスイッチ2�
ON？�
�
ON

メモリカセットの内容を�
CQM1に転送�
�

チェック正常？�
�

プログラム終了？�
（END命令？）�

�

OFF

各異常リレーセット�
ERROR（異常）点灯 �
ALARM（警報）点滅�
�

サイクルタイム監視時間�
プリセット�
�

出力リレー→出力接点�
入力接点→入力リレー�
�

正常�

異常�

ユーザプログラム実行�
�

サイクルタイム一定設定�
チェック�
�

設定されたサイクルタイム�
まで待機�
�

サイクルタイム算出�
�

入出力・内部補助・特殊補助・�
補助記憶各リレークリア�
タイマプリセット�
I／Oユニット認識 �
�

ハードウェア・ユーザープロ�
グラムメモリのチェック�
�

RS232ポートサービス�
�

ペリフェラルポートサービス�
�

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム�
�

チェック�
設定あり�
設定なし�
�

異常？警報？�
�

警報（点滅）�
�

異常（点灯）�
�

初期処理�
�

共通処理�
�

サイクル�
タイム�
算出処理�

�

I／O�
リフレッシュ�

�

RS232�
ポートサービス�

�

ペリフェラル�
ポートサービス�

�

プログラム�
実行処理�
�

NO

YES

なし�

あり�

サイクルタイムは、スキャンタイム、またはスキャン時間

と呼ばれることがあります。
参 考 �
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I／Oリフレッシュ方式
I／Oリフレッシュは、入力接点のON／OFF状態を入力リレーに読み出す「入力リ

フレッシュ」と、出力リレー（プログラム実行結果）のON／OFF状態を出力接点

に書き込む「出力リフレッシュ」の2つに分けられます。CQM1のI／Oリフレッ

シュ方式は次のようになっています。

入力・出力 I／Oリフレッシュ方式 機　能

入力 サイクリックI Nリフレッシュ 1サイクルに1回、決められたタイミン
グで入力リフレッシュを実行します
（P.6-2参照）。

割り込み時入力リフレッシュ 入力割り込みや、インターバルタイマ
割り込み、高速カウンタ割り込み発生
時に、割り込み処理ルーチン実行前に
入力リフレッシュを実行します（サイ
クリックINリフレッシュも行います）。

出力 サイクリックOUTリフレッシュ 1サイクルに1回、決められたタイミン
グで出力リフレッシュを実行します
（P.6-2参照）。

ダイレクトOUTリフレッシュ ユーザプログラムで出力リレーに出力
があったとき、即座にその出力接点に
出力リフレッシュを実行します（サイ
クリックOUTリフレッシュも行いま
す）。

CQM1の初期状態では、I／Oリフレッシュは次のようになっています。
　入力：サイクリックINリフレッシュのみを実行
　出力：サイクリックOUTリフレッシュのみを実行

サイクリックリフレッシュは、入力、出力とも必ず実行されます。割り込み時入
力リフレッシュを行うときは、PCシステム設定（DM6630～6638）で入力リフレッ
シュする範囲を設定します。ダイレクトOUTリフレッシュを行うときは、PCシス
テム設定（DM6639）で設定します。

上記の他に、I／Oリフレッシュ（IORF）命令によって、プログラムの途中でI／O
リフレッシュを実行させることもできます（P.4-94参照）。

●6-1  CQM1の動作
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　　　処理名称 　　　　　　　　　　　処理内容 　　　　処理時間

共通処理 ・サイクルタイム監視時間プリセット 0.8ms

・I／Oバスチェック 時計機能付きメモリカセット
・ユーザメモリチェック 装着時は、0.9ms

・時計リフレッシュ 形CQM1-CPU4□-V1は、上

・機能拡張用リレーリフレッシュ 記の他にさらに0.1ms

プログラム実行処理 ユーザプログラムの命令実行処理 命令語の実行時間の合計

（ユーザプログラムの内容に
よって変わる）

サイクルタイム算出処理 待機処理以外はほとんど0

I／Oリフレッシュ 入力チャネル数×0.01ms

出力チャネル数×0.005ms

RS232ポートサービス RS232ポートに接続された機器との通信処理 サイクルタイムの5％以下（＊2）

ペリフェラルポートに接続された機器との通信処理 サイクルタイムの5％以下（＊2）

（＊1）PCシステム設定（DM6619）で設定します。

（＊2）比率は、PCシステム設定（DM6616、6617）で変更できます。また、通信ポート使用時は、最小でも0.34ms確保されます。

●サイクルタイムとCQM1の動作
サイクルタイムによってCQM1の動作が次のようになります。

サイクルタイム 動作状況

10ms以上 割り込み処理をしない高速タイマ（TIMH）が誤動作することがあります（割り込み処理をする
高速タイマは正常に動作します） （＊1）

20ms以上 0.02秒クロック（25401）を使用した回路が誤動作することがあります。

100ms以上 ・0.1秒クロック（25500）を使用した回路が誤動作することがあります。

・サイクルタイムオーバーになります（25309がONになります）。 （＊2）

120ms以上 サイクルタイム監視時間設定値を超えたため、システム異常（FALS 9F）になり運転が停止しま
す。 （＊3）

200ms以上 0.2秒クロック（25501）を使用した回路が誤動作することがあります。

（＊1）割り込み処理をする高速タイマの点数は、PCシステム設定（DM6629）で設定します。初期状態では、タイマ番号000～015の

高速タイマは割り込み処理をします。

（＊2）サイクルタイムオーバーは、PCシステム設定（DM6655）で、検知するかしないかを設定できます。

（＊3）サイクルタイム監視時間は、PCシステム設定（DM6618）で変更できます。

   ６－２　サイクルタイムと入出力応答時間

ここでは、CQM1のサイクルタイムの算出方法や、入出力の応答時間について説明

します。

サイクルタイム
1サイクル内のCQM1の処理と、それぞれの処理時間について説明します。
これらの処理時間の合計がサイクルタイムです。

ペリフェラルポート
サービス

・サイクルタイム一定に設定しているときの設定時間ま
　での待機（＊1）

・サイクルタイム算出

・入力ユニットの入力情報を入力リレーに読み出す

・出力ユニットの出力リレーに出力情報（プログラム実
　行処理結果）を書き込む
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80点セットを例に、サイクルタイムの計算例を示します。
80点セットの入出力は、次のように構成されています。
　DC入力 48点（3チャネル）
　リレー出力 32点（2チャネル）
その他の使用条件は、次のようになっているものとします。
　ユーザプログラム ：2000ステップ（LD命令、OUT命令のみで構成）（＊1）
　時計機能 ：なし

RS232ポート ：なし
　サイクルタイム ：一定にしない（可変）
（＊1）ユーザプログラムの1ステップ当たりの平均処理時間は、0.625μsとしま

す。

サイクルタイムは、次のようになります。

　　　　　処　理 　　　　　　　  計算式 周辺ツール使用時 周辺ツール未使用時

①共通処理 0.8 ms 0.8 ms

②プログラム実行処理 0.625×2000（μs） 1.25 ms 1.25 ms

③サイクルタイム算出処理 0 ms 0 ms

④I／Oリフレッシュ 0.01×3＋0.005×2（μs） 0.04 ms 0.04 ms

⑤RS232ポートサービス（＊） 0 ms 0 ms

⑥ペリフェラルポートサービス（＊） 0.34 ms 0 ms

サイクルタイム ①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥ 2.43 ms 2.09 ms

●サイクルタイム計算例

（＊）⑤、⑥のサービス時間は、最小0.34ms、最大87msです。

・周辺ツールにより、サイクルタイムの読み出しができま

す。

・AR26、27チャネルにサイクルタイムの最大値、現在値

が格納されます。

・サイクルタイムは、処理内容により多少変動するので、

計算値と実際の値とは必ずしも一致しません。

参 考 �
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命令実行時間

●基本命令

FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

－ LD 0.5 ―

－ LD･NOT

－ AND

－ AND･NOT

－ OR

－ OR･NOT

－ AND･LD

－ OR･LD

－ OUT 0.75 ・ダイレクトOUTリフレッシュなし時 ―

－ OUT･NOT ・ダイレクトOUTリフレッシュ時でオペランドが10000～11515

以外のとき

－ SET 1.25 ダイレクトOUTリフレッシュ時でオペランドが10000～11515の ―

－ RSET とき

－ TIM 1.5 ﾘｾｯﾄ時 IL時 JMP時

設定値定数指定時 1.5 1.5 1.5

設定値＊DM指定時 54.1 1.5 1.5

－ CNT 1.5 ﾘｾｯﾄ時 IL時 JMP時

設定値定数指定時 1.5 1.5 1.5

設定値＊DM指定時 51.6 1.5 1.5

●応用命令

FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

00 NOP 0.5 ―

01 END 29 ―

02 IL 12.3 10.9

03 ILC 11.3 11.3

04 JMP 18.3 11.9

05 JME 11.0 11.0

06 FAL 56.8 1.5

07 FALS 4.0 1.5

08 STEP 58.2 1.5

09 SNXT 25.0 1.5

10 SFT ﾘｾｯﾄ時 IL時 JMP時

44.2 1チャネルシフト時 43.2 15.0 15.0

77.7 10チャネルシフト時 68.5 15.0 15.0

415.2 100チャネルシフト時 322.0 15.0 15.0

11 KEEP 0.75 ・ダイレクトOUTリフレッシュなし時 ―

・ダイレクトOUTリフレッシュ時でオペランドが10000～11515

　以外のとき

1.25 ダイレクトOUTリフレッシュ時でオペランドが10000～11515の

とき
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

12 CNTR ﾘｾｯﾄ時 IL時 JMP時

53.0 設定値定数指定時 33.1 20.7 20.7

79.6 設定値＊DM指定時

13 DIFU 21.5 非立上り時 IL時 JMP時

21.0 20.6 17.8

14 DIFD 20.8 非立下り時 IL時 JMP時

20.8 20.6 17.6

15 TIMH ﾘｾｯﾄ時 IL時 JMP時

36.5 設定値定数指定時 54.7 53.0 27.7

36.5 設定値＊DM指定時 81.0 79.6 27.7

16 WSFT 44.7 1チャネルシフト時 2.0

77.0 10チャネルシフト時

2.25ms ＊DMで1024チャネルシフト時

13.05ms ＊DMで6144チャネルシフト時

20 CMP 26.7 定数とチャネルの比較 2.0

29.5 チャネル同士の比較

77.3 ＊DM同士の比較

21 MOV 23.5 定数をチャネルへ転送 2.0

26.3 チャネルをチャネルへ転送

72.7 ＊DMを＊DMへ転送

22 MVN 23.7 定数をチャネルへ転送 2.0

26.5 チャネルをチャネルへ転送

72.6 ＊DMを＊DMへ転送

23 BIN 50.4 チャネル変換→チャネル 2.0

96.0 ＊DM変換→＊DM

24 BCD 47.7 チャネル変換→チャネル 2.0

93.3 ＊DM変換→＊DM

25 ASL 24.0 チャネルシフト時 1.5

45.8 ＊DMシフト時

26 ASR 24.0 チャネルシフト時 1.5

45.8 ＊DMシフト時

27 ROL 24.7 チャネル回転時 1.5

46.6 ＊DM回転時

28 ROR 24.7 チャネル回転時 1.5

46.6 ＊DM回転時

29 COM 25.9 チャネル反転時 1.5

48.3 ＊DM反転時

30 ADD 49.9 定数＋チャネル→チャネル 2.5

53.1 チャネル＋チャネル→チャネル

122.1 ＊DM＋＊DM→＊DM

31 SUB 49.9 定数－チャネル→チャネル 2.5

53.1 チャネル－チャネル→チャネル

122.1 ＊DM－＊DM→＊DM
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

32 MUL 73.7 定数×チャネル→チャネル 2.5

77.0 チャネル×チャネル→チャネル

144.5 ＊DM×＊DM→＊DM

33 DIV 72.2 チャネル÷定数→チャネル 2.5

75.4 チャネル÷チャネル→チャネル

143.0 ＊DM÷＊DM→＊DM

34 ANDW 41.9 定数とチャネル→チャネル 2.5

45.1 チャネルとチャネル→チャネル

114.1 ＊DMと＊DM→＊DM

35 ORW 41.9 定数とチャネル→チャネル 2.5

45.1 チャネルとチャネル→チャネル

114.1 ＊DMと＊DM→＊DM

36 XORW 41.9 定数とチャネル→チャネル 2.5

45.2 チャネルとチャネル→チャネル

114.1 ＊DMと＊DM→＊DM

37 XNRW 41.9 定数とチャネル→チャネル 2.5

45.1 チャネルとチャネル→チャネル

114.1 ＊DMと＊DM→＊DM

38 INC 27.8 チャネルをインクリメント 1.5

50.1 ＊DMをインクリメント

39 DEC 28.4 チャネルをデクリメント 1.5

50.8 ＊DMをデクリメント

40 STC 12.0 1.0

41 CLC 12.0 1.0

45 TRSM 28.8 1.0

46 MSG 24.6 チャネルで指定 1.5

48.4 ＊DMで指定

50 ADB 53.4 定数＋チャネル→チャネル 2.5

56.6 チャネル＋チャネル→チャネル

125.6 ＊DM＋＊DM→＊DM

51 SBB 53.4 定数－チャネル→チャネル 2.5

56.6 チャネル－チャネル→チャネル

125.6 ＊DM－＊DM→＊DM

52 MLB 45.7 定数×チャネル→チャネル 2.5

48.9 チャネル×チャネル→チャネル

116.4 ＊DM×＊DM→＊DM

53 DVB 46.7 チャネル÷定数→チャネル 2.5

49.9 チャネル÷チャネル→チャネル

117.4 ＊DM÷＊DM→＊DM

54 ADDL 59.3 チャネル＋チャネル→チャネル 2.5

128.9 ＊DM＋＊DM→＊DM

55 SUBL 59.3 チャネル－チャネル→チャネル 2.5

128.9 ＊DM－＊DM→＊DM

56 MULL 204.5 チャネル×チャネル→チャネル 2.5

271.2 ＊DM×＊DM→＊DM
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

57 DIVL 205.9 チャネル÷チャネル→チャネル 2.5

272.6 ＊DM÷＊DM→＊DM

58 BINL 76.0 チャネル変換→チャネル 2.0

120.6 ＊DM変換→＊DM

59 BCDL 60.9 チャネル変換→チャネル 2.0

105.6 ＊DM変換→＊DM

70 XFER 72.9 定数を1チャネル転送時 2.5

76.1 チャネルを1チャネル転送時

2.90ms ＊DM指定、1024チャネル転送時

16.66ms ＊DM指定、6144チャネル転送時

71 BSET 45.6 定数を1チャネルにセット 2.5

77.9 チャネルを10チャネルにセット

1.93ms ＊DM指定、1024チャネルにセット

10.95ms ＊DM指定、6144チャネルにセット

72 ROOT 63.9 チャネル演算→チャネル 2.0

110.8 ＊DM演算→＊DM

73 XCHG 40.9 チャネル→チャネル 2.0

85.5 ＊DM→＊DM

74 SLD 41.1 1チャネルシフト時 2.0

101.9 10チャネルシフト時

5.49ms ＊DM指定、1024チャネルシフト時

32.58ms ＊DM指定、6144チャネルシフト時

75 SRD 41.1 1チャネルシフト時 2.0

101.9 10チャネルシフト時

5.49ms ＊DM指定、1024チャネルシフト時

32.57ms ＊DM指定、6144チャネルシフト時

76 MLPX 59.1 チャネルデータをチャネルへデコード 2.5

136.4 ＊DMデータを＊DMへデコード

77 DMPX 45.1 チャネルデータをチャネルへエンコード 2.5

120.6 ＊DMデータを＊DMへエンコード

78 SDEC 60.6 チャネルデータをチャネルへデコード 2.5

138.5 ＊DMデータを＊DMへデコード

80 DIST 66.0 定数→（チャネル＋（チャネル）） 2.5

69.3 チャネル→（チャネル＋（チャネル））

144.3 ＊DM→（＊DM＋（＊DM））

101.0 定数→（チャネル＋（チャネル））（スタック動作時）

104.3 チャネル→（チャネル＋（チャネル））（スタック動作時）

177.8 ＊DM→（＊DM＋（＊DM））（スタック動作時）
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

81 COLL 65.1 （チャネル＋定数）→チャネル 2.5

68.3 （チャネル＋（チャネル））→チャネル

140.1 （＊DM＋（＊DM））→＊DM

61.1 （チャネル＋定数）→チャネル（FIFO時）

64.3 （チャネル＋（チャネル））→チャネル（FIFO時）

137.6 （＊DM＋（＊DM））→＊DM（FIFO時）

60.3 （チャネル＋定数）→チャネル（LIFO時）

63.6 （チャネル＋（チャネル））→チャネル（LIFO時）

136.8 （＊DM＋（＊DM））→＊DM（LIFO時）

82 MOVB 46.4 定数をチャネルへ転送 2.5

54.9 チャネルをチャネルへ転送

125.2 ＊DMを＊DMへ転送

83 MOVD 40.7 定数をチャネルへ転送 2.5

49.2 チャネルをチャネルへ転送

119.4 ＊DMを＊DMへ転送

84 SFTR 57.4 1チャネルシフト時 2.5

98.4 10チャネルシフト時

2.26ms ＊DM指定、1024チャネルシフト時

12.90ms ＊DM指定、6144チャネルシフト時

85 TCMP 95.8 チャネル指定、定数とテーブルの比較 2.5

98.8 チャネル指定、チャネルとテーブルの比較

169.0 ＊DM指定、＊DMとテーブルの比較

86 ASC 62.5 チャネル変換→チャネル 2.5

144.3 ＊DM変換→＊DM

91 SBS 41.4 1.5

92 SBN ― ―

93 RET 39.0 1.5

97 IORF 37.7 内蔵入力000CHリフレッシュ時 2.0

41.7 入力1チャネルリフレッシュ時

46.9 出力1チャネルリフレッシュ時

112.4 混在8チャネルリフレッシュ時

99 MCRO 140.2 入出力データをチャネル指定時 2.5

188.1 入出力データを＊DM指定時

●拡張応用命令

FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

17 ASFT 62.7 1チャネルシフト時 2.5

96.7 10チャネルシフト時

2.45ms ＊DM指定、1024チャネルシフト時

16.33ms ＊DM指定、6144チャネルシフト時

18 TKY 81.1 チャネル→チャネル 2.5

131.8 ＊DM→＊DM
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

19 MCMP 123.9 チャネル同士を比較 2.5

195.3 ＊DM同士を比較

47 RXD 123.1 チャネル指定、1バイト入力時 2.5

847.3 ＊DM指定、256バイト入力時

48 TXD 105.1 チャネル指定、1バイト出力時（RS232無手順） 2.5

832.3 ＊DM指定、256バイト出力時（RS232無手順）

86.3 チャネル指定、1バイト出力時（上位リンク）

141.9 ＊DM指定、256バイト出力時（上位リンク）

60 CMPL 50.9 チャネル同士を比較 2.5

101.0 ＊DM同士を比較

61 INI 高速カウンタ0・接点パルス出力時 2.5

90.6 チャネル指定、比較起動

114.4 ＊DM指定、比較起動

72.1 チャネル指定、比較停止

83.0 ＊DM指定、比較停止

163.6 チャネル指定、現在値変更

182.2 ＊DM指定、現在値変更

56.4 チャネル指定、パルス出力停止

80.2 ＊DM指定、パルス出力停止

高速カウンタ1、2・ポート1、2パルス出力時

296.8 チャネル指定、比較起動

324.3 ＊DM指定、比較起動

207.3 チャネル指定、比較停止

232.8 ＊DM指定、比較停止

468.3 チャネル指定、現在値変更

487.8 ＊DM指定、現在値変更

248.8 チャネル指定、パルス出力停止

269.8 ＊DM指定、パルス出力停止

アブソリュート形高速カウンタ1、2時
296.3 チャネル指定、比較起動

316.8 ＊DM指定、比較起動

202.3 チャネル指定、比較停止

226.3 ＊DM指定、比較停止

62 PRV 高速カウンタ0・接点パルス出力時 2.5

91.5 出力先チャネル指定

117.4 出力先＊DM指定

高速カウンタ1、2・ポート1、2パルス出力時
229.3 出力先チャネル指定、ステータス読み出し

249.3 出力先＊DM指定、ステータス読み出し

229.8 出力先チャネル指定、帯域比較結果読み出し

256.3 出力先＊DM指定、帯域比較結果読み出し

アブソリュート形高速カウンタ1、2時
226.3 出力先チャネル指定、ステータス読み出し

253.3 出力先＊DM指定、ステータス読み出し

227.8 出力先チャネル指定、帯域比較結果読み出し

253.3 出力先＊DM指定、帯域比較結果読み出し
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

63 CTBL 高速カウンタ0・接点パルス出力時 2.5

210.3 チャネル指定、目標値一致テーブル登録（1比較）＋起動

233.8 ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（1比較）＋起動

1.31ms チャネル指定、目標値一致テーブル登録（16比較）＋起動

1.33ms ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（16比較）＋起動

1.25ms チャネル指定、帯域比較テーブル登録＋起動

1.27ms ＊DM指定、帯域比較テーブル登録＋起動

170.8 チャネル指定、目標値一致テーブル登録（1比較）

194.3 ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（1比較）

1.27ms チャネル指定、目標値一致テーブル登録（16比較）

1.30ms ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（16比較）

1.09ms チャネル指定、帯域比較テーブル登録

1.11ms ＊DM指定、帯域比較テーブル登録

高速カウンタ1、2・ポート1、2パルス出力時

692.8 チャネル指定、目標値一致テーブル登録（1比較）＋起動

721.8 ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（1比較）＋起動

2.79/7.84ms チャネル指定、目標値一致テーブル登録（16/48比較）＋起動

2.81/7.86ms ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（16/48比較）＋起動

2.26ms チャネル指定、帯域比較テーブル登録＋起動

2.27ms ＊DM指定、帯域比較テーブル登録＋起動

488.8 チャネル指定、目標値一致テーブル登録（1比較）

517.8 ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（1比較）

2.57/7.67ms チャネル指定、目標値一致テーブル登録（16/48比較）

2.61/7.72ms ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（16/48比較）

2.19ms チャネル指定、帯域比較テーブル登録

2.21ms ＊DM指定、帯域比較テーブル登録

アブソリュート形高速カウンタ1、2時

600.8 チャネル指定、目標値一致テーブル登録（1比較）＋起動

624.8 ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（1比較）＋起動

6.46ms チャネル指定、目標値一致テーブル登録（48比較）＋起動

6.47ms ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（48比較）＋起動

1.47ms チャネル指定、帯域比較テーブル登録＋起動

1.50ms ＊DM指定、帯域比較テーブル登録＋起動

460.8 チャネル指定、目標値一致テーブル登録（1比較）

484.8 ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（1比較）

6.02ms チャネル指定、目標値一致テーブル登録（48比較）

6.03ms ＊DM指定、目標値一致テーブル登録（48比較）

1.45ms チャネル指定、帯域比較テーブル登録

1.47ms ＊DM指定、帯域比較テーブル登録
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

64 SPED 接点パルス出力時 2.5

118.4 周波数定数指定時

123.2 周波数チャネル指定時

146.8 周波数＊DM指定時

ポート1、2パルス出力時

302.3 周波数定数指定時

310.3 周波数チャネル指定時

320.3 周波数＊DM指定時

65 PULS 接点パルス出力時  2.5

109.0 パルス量チャネル指定時

137.8 パルス量＊DM指定時

ポート1、2パルス出力時

337.3 パルス量チャネル指定時

360.3 パルス量＊DM指定時

66 SCL 105.8 チャネル指定時 2.5

180.5 ＊DM指定時

67 BCNT 88.4 1チャネルカウント時 2.5

49.32ms ＊DM指定、6656チャネルカウント時

68 BCMP 140.0 定数と比較→チャネル 2.5

143.0 チャネルと比較→チャネル

194.7 ＊DMと比較→＊DM

69 STIM 36.8 チャネル指定、タイマ起動（ワンショット） 2.5

73.8 ＊DM指定、タイマ起動（ワンショット）

37.3 チャネル指定、タイマ起動（繰り返し）

74.3 ＊DM指定、タイマ起動（繰り返し）

66.4 チャネル指定、タイマ読み出し

113.6 ＊DM指定、タイマ読み出し

35.3 チャネル指定、タイマ停止

35.6 ＊DM指定、タイマ停止

87 DSW 70.3 チャネル指定、CS出力（4桁） 2.5

70.3 チャネル指定、RD出力（4桁）

89.1 チャネル指定、データ取り込み（4桁）

93.1 ＊DM指定、CS出力（4桁）

93.1 ＊DM指定、RD出力（4桁）

110.3 ＊DM指定、データ取り込み（4桁）

74.7 チャネル指定、CS出力（8桁）

75.1 チャネル指定、RD出力（8桁）

105.5 チャネル指定、データ取り込み（8桁）

103.5 ＊DM指定、CS出力（8桁）

103.9 ＊DM指定、RD出力（8桁）

131.5 ＊DM指定、データ取り込み（8桁）



6-14

●6-2  サイクルタイムと入出力応答時間

６
章

Ｃ
Ｑ
Ｍ
１
の
動
作
と
処
理
時
間

FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

88 7SEG 78.7 チャネル指定時（4桁） 2.5

102.6 ＊DM指定時（4桁）

92.1 チャネル指定時（8桁）

117.2 ＊DM指定時（8桁）

89 INT 53.0 チャネル指定、割り込みマスク設定 2.5

80.8 ＊DM指定、割り込みマスク設定

49.9 チャネル指定、割り込み入力クリア

73.2 ＊DM指定、割り込み入力クリア

50.7 チャネル指定、割り込みマスク状態読み出し

71.9 ＊DM指定、割り込みマスク状態読み出し

64.8 チャネル指定、カウンタ設定値更新

88.1 ＊DM指定、カウンタ設定値更新

27.5 チャネル指定、全割り込み禁止

27.5 ＊DM指定、全割り込み禁止

28.5 チャネル指定、全割り込み禁止解除

28.5 ＊DM指定、全割り込み禁止解除

ACC 547.3 加速＋単独モード、出力先チャネル指定時 2.5

577.0 加速＋単独モード、出力先＊DM指定時

392.8 加速＋連続モード、出力先チャネル指定時

424.0 加速＋連続モード、出力先＊DM指定時

404.8 減速＋単独モード、出力先チャネル指定時

430.3 減速＋単独モード、出力先＊DM指定時

259.5 減速＋連続モード、出力先チャネル指定時

418.3 減速＋連続モード、出力先＊DM指定時

ADBL 75.4 チャネル＋チャネル→チャネル 2.5

152.0 ＊DM＋＊DM→＊DM

APR 57.4 SIN指定時 2.5

460.4 ＊DM指定、折れ線近似（256テーブル）指定時

AVG 73.7 チャネル指定、1回の平均 2.5

282.5 ＊DM指定、64回の平均

COLM 115.1 チャネル→チャネル 2.5

183.1 ＊DM→＊DM

CPS 31.0 定数とチャネルの比較 2.5

33.7 チャネル同士の比較

82.4 ＊DM同士の比較

CPSL 51.3 チャネル同士の比較 2.5

102.6 ＊DM同士の比較

DBS 28.3 定数÷チャネル→チャネル 2.5

62.4 チャネル÷チャネル→チャネル

136.4 ＊DM÷＊DM→＊DM

DBSL 86.3 チャネル÷チャネル→チャネル 2.5

160.4 ＊DM÷＊DM→＊DM

FCS 73.6 1チャネル加算→チャネル 2.5

2.33ms ＊DM指定、999チャネル加算→＊DM
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FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

FPD 171.6 チャネル指定、メッセージ出力設定なし（実行時） 2.5

279.5 ＊DM指定、メッセージ出力設定あり（実行時）

204.9 チャネル指定、メッセージ出力設定なし（初期時）

312.0 ＊DM指定、メッセージ出力設定あり（初期時）

HEX 82.3 チャネル変換→チャネル 2.5

154.3 ＊DM変換→＊DM

HKY 71.5 チャネル→チャネル（出力時） 2.5

100.3 ＊DM→＊DM（出力時）

81.5 チャネル→チャネル（入力時）

109.5 ＊DM→＊DM（入力時）

HMS 94.9 チャネル変換→チャネル 2.5

148.7 ＊DM変換→＊DM

LINE 93.4 チャネル→チャネル 2.5

166.5 ＊DM→＊DM

MAX 56.1 1チャネル検索→チャネル 2.5

2.56ms ＊DM指定、999チャネル検索→＊DM

MBS 57.9 定数×チャネル→チャネル 2.5

61.1 チャネル×チャネル→チャネル

135.0 ＊DM×＊DM→＊DM

MBSL 94.0 チャネル×チャネル→チャネル 2.5

167.6 ＊DM×＊DM→＊DM

MIN 56.1 1チャネル検索→チャネル 2.5

2.56ms ＊DM指定、999チャネル検索→＊DM

NEG 41.3 定数変換→チャネル 2.5

44.5 チャネル変換→チャネル

92.7 ＊DM変換→＊DM

NEGL 51.1 チャネル変換→チャネル 2.5

103.2 ＊DM変換→＊DM

PID 2.11ms チャネル→チャネル（イニシャル時） 2.5

2.30ms ＊DM→＊DM（イニシャル時）

607.7 チャネル→チャネル（サンプリング時）

893.7 ＊DM→＊DM（サンプリング時）

PLS2 821.7 テーブルチャネル指定時 2.5

849.0 テーブル＊DM指定時

PWM 266.8 パルス幅比率定数指定時 2.5

272.8 パルス幅比率チャネル指定時

293.8 パルス幅比率＊DM指定時

SBBL 75.4 チャネル－チャネル→チャネル 2.5

152.0 ＊DM－＊DM→＊DM

SCL2 105.0 パラメータチャネル指定、チャネル→チャネル 2.5

179.8 パラメータ＊DM指定、＊DM→＊DM

SCL3 112.0 パラメータチャネル指定、チャネル→チャネル 2.5

186.8 パラメータ＊DM指定、＊DM→＊DM
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入出力応答時間
入力接点がONになってから、その情報をCQM1が認識・処理して、結果を出力接

点に出力するまでには、ある程度の遅延が発生します。この遅延を入出力応答時間

といいます。入出力応答時間は、タイミングや処理の状況に応じて変わります。

ここでは、次のようなプログラムを例に、最小と最大の入出力応答時間を示します。

条件は次のようになっているものとして、入出力応答時間の計算例を示します。
　入力ON応答時間 ：8ms

　共通処理等 ：1ms

　命令実行時間 ：14ms

　出力ON応答時間 ：10ms

　OUT命令の位置 ：プログラムの先頭

　通信ポート ：使用せず

入力� 出力�

入力ON応答時間は、PCシステム設定の「入力時定数設

定」で変更できます（DC入力ユニットのみ）。
参 考 �

FUN No. ﾆﾓﾆｯｸ 実行時（μs） 条件 上：最小時 非実行時（μs）

下：最大時

SEC 92.9 チャネル変換→チャネル 2.5

146.2 ＊DM変換→＊DM

SRCH 62.4 1チャネル検索→チャネル 2.5

2.64ms ＊DM指定、1024チャネル検索→＊DM

15.11ms ＊DM指定、6144チャネル検索→＊DM

SUM 72.9 1チャネル加算→チャネル 2.5

6.86ms ＊DM指定、999チャネル加算→＊DM

XFRB 35.3 チャネル指定、定数に従って1ビット転送 2.5

56.8 チャネル指定、チャネルに従って1ビット転送

298.3 ＊DM指定、＊DMに従って255ビット転送

ZCP 38.2 チャネルと、定数～定数の比較 2.5

44.7 チャネルと、チャネル～チャネルの比較

114.6 ＊DMと、＊DM～＊DMの比較

ZCPL 77.7 チャネルと、チャネル～チャネルの比較 2.5

151.4 ＊DMと、＊DM～＊DMの比較
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●入出力最小応答時間
下図のように、CQM1が入力を認識した直後に入力リフレッシュが行われる場合
に、入出力応答時間が最小になります。

・サイクリックOUTリフレッシュ時

　入出力最小応答時間＝8＋15＋10＝33（ms）
・ダイレクトOUTリフレッシュ使用時

　入出力最小応答時間＝8＋1＋10＝19（ms）

●入出力最大応答時間
下図のように、入力リフレッシュが行われた直後にCQM1が入力を認識した場合
に、入出力応答時間が最大になります。この場合は、最小時と比較して約1サイク
ルタイム分応答時間が大きくなります。

・サイクリックOUTリフレッシュ時

　入出力最小応答時間＝8＋15×2＋10＝48（ms）
・ダイレクトOUTリフレッシュ使用時

　入出力最小応答時間＝8＋15＋10＝33（ms）

1対1リンクの入出力応答時間
1対1リンク使用時に、一方のCQM1で行われた入力が、1対1リンク通信によって

もう一方のCQM1に通知されて出力されるまでの、入出力応答時間について説明し

ます。

入力接点�

入力リレー�

CPUの処理�

入力ON応答時間�

命令実行� 命令実行�

サイクルタイム�

サイクリックOUTリフレッシュ時�

出力ON応答時間�

：I／Oリフレッシュ�

：共通処理等�

出力接点�

ダイレクトOUT�
リフレッシュ時�

入力接点�

入力リレー�

CPUの処理�

入力ON応答時間�

命令実行� 命令実行�

サイクリックOUTリフレッシュ時�

出力ON応答時間�

：I／Oリフレッシュ�

：共通処理等�

出力接点�

命令実行�

サイクルタイム�

ダイレクトOUT�
リフレッシュ時�
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1対1リンク通信は、親局→子局と、子局→親局を交互に行い、それぞれの伝送時
間は、リンクリレー（LR）の使用チャネル数によって次のようになります。

使用チャネル数 伝送時間

64チャネル（LR00～63） 39ms

32チャネル（LR00～31） 20ms

16チャネル（LR00～15） 10ms

ここでは、次のようなプログラムが親局、子局で実行されているときの、親局か
ら子局への通信を例に、最小と最大の入出力応答時間を示します。

条件は次のようになっているものとして、入出力応答時間の計算例を示します。
　入力ON応答時間 ：8ms
　親局側サイクルタイム ：10ms
　子局側サイクルタイム ：14ms
　出力ON応答時間 ：10ms
　ダイレクトOUTリフレッシュ ：使用しない
　リンクチャネル数 ：64チャネル

入力� 出力（LR）� 入力（LR）� 出力�

●入出力最小応答時間
次のようなときに、入出力応答時間が最小になります。
①親局が入力を認識した直後に入力リフレッシュが行われる。
②「親局→子局」に開始にちょうど間に合う。
③通信完了直後に、子局が通信サービスを実行する。

入力ON応答時間は、PCシステム設定の「入力時定数設

定」で変更できます（DC入力ユニットのみ）。

入力接点�

入力リレー�

CPUの処理�

入力ON応答時間�

命令実行� 命令実行�

：I／Oリフレッシュ�

：共通処理、通信サービス等�

出力ON応答時間�

出力接点�

親局→子局�１対１リンク通信�

親局側�

命令実行� 命令実行�CPUの処理�

子局側�

サイクルタイム�

参 考 �
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入出力最小応答時間は、次のようになります。
　　入力ON応答時間 8ms
　　親局サイクルタイム 10ms
　　伝送時間 39ms
　　子局サイクルタイム 15ms
＋　出力応答時間 10ms

　　入出力最小応答時間 82ms

●入出力最大応答時間
次のようなときに、入出力応答時間が最大になります。
①入力リフレッシュが行われた直後に、親局が入力を認識した。
②「親局→子局」に開始に間に合わなかった。
③子局が通信サービス実行直後に、通信が完了した。

入出力最大応答時間は、次のようになります。
　　入力ON応答時間 8ms
　　親局サイクルタイム×2 10ms ×2
　　伝送時間×3 39ms ×3
　　子局サイクルタイム×2 15ms ×2
＋　出力応答時間 10ms

　　入出力最大応答時間 185ms

割り込み処理時間
割り込みがかかり、割り込み処理ルーチンが呼び出されるまでと、割り込み処理

ルーチンが終了して元の位置に戻るまでの処理時間について説明します。

ここで対象となる割り込みとは、以下の3種類の割り込みを指します。

・入力割り込み（P.2-27参照）

・インターバルタイマ割り込み（P.2-34参照）

・高速カウンタ割り込み（P.2-38参照）

命令実行� 命令実行� 命令実行�

入力接点�

入力リレー�

CPUの処理�

入力ON応答時間�

：I／Oリフレッシュ�

：共通処理、通信サービス等�

出力ON応答時間�

出力接点�

命令実行� 命令実行�CPUの処理�

子局側�

親局側�
サイクルタイム�

命令実行�

親局→子局�１対１リンク通信� 子局→親局� 親局→子局�
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●処理時間
割り込みの要因が発生してから割り込み処理ルーチンが呼び出されるまでと、割
り込み処理ルーチンが終了して元の位置に戻るまでには、次のような時間がかか
ります。

項目 内容 時間

① 割り込み入力ON
ディレー

（割り込み条件成立）（＊1）

② 割り込み禁止処理
終了待機

③ 切り替え処理

④ 割り込み時入力
リフレッシュ

（割り込み処理ルーチン実行）

⑤ 復帰

（＊1）高速カウンタ0を帯域比較モードで使用した場合、割り込み条件成立のタイミングは、サイクルタイムに影響されます。
また形CQM1-CPU43-V1/44-V1では、高速カウンタ1、2を帯域比較型で使用した場合、割り込み条件成立のタイミングが、最大
1ms遅れることがあります。

・割り込み禁止処理終了待機の詳細

入力割り込み時の、割り込み入力接点がONに
なってから、割り込みがかかるまでの遅延時間で
す。他の割り込みのときは関係ありません。

割り込みが禁止されている処理が実行されている
とき、その処理が終了するまで、割り込みを待機
する時間です。詳細は下記を参照してください。

処理を割り込みに切り替える時間です。

割り込み処理ルーチン呼び出し時に入力リフレッ
シュを行う設定のときの、入力リフレッシュに要
する時間です（PCシステム設定DM6630～6638
で設定）。

割り込み処理ルーチンのRET命令実行から、割り
込み前の処理に戻るまでの時間です。

50μs

下記参照

40μs

1チャネル当たり10μs

40μs

以下の処理は、割り込みが禁止されています。割り込みがかかったときは、これ
らの処理が終了するまで、以下に示す時間だけ割り込みを待機します。
高速タイマ割り込み処理：高速タイマ（TIMH）命令で使用した場合に割り込み

処理されるタイマ点数（a）と、割り込み処理される高
速タイマの中でそのとき起動している高速タイマ点数
（b）によって、次の待機時間を要します（割り込み処
理される高速タイマの点数は、PCシステム設定
DM6629で設定します。初期状態では16個に設定され
ています）。

　0≦待機時間≦50＋3×（a＋b）μs

（割り込み処理される高速タイマが0点の場合でも、50
μsの待機時間を要することがあります）。
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継続異常発生・解除 ：継続異常発生時に異常の内容をCQM1に登録したり、
異常解除によって異常がクリアされているときは、
その処理が終了するまで、最大100μs待機します。

オンラインエディット ：運転中にオンラインエディットをしたときは、最大
100ms運転を中断し、割り込み禁止状態にして、その
間にユーザプログラムを書き換えます。

周波数設定（SPED）命令によるOUTユニットへのパルス

出力も、この割り込み禁止処理終了待機時間の影響を受け

て出力タイミングが変動することがあります。

●割り込み応答時間の計算例

入力割り込みが、以下の条件で使用されているときの割り込み応答時間（割り込
み入力ON～割り込み処理ルーチン起動）は、次のようになります。
　割り込み処理される高速タイマ点数は0個（DM6629＝0100と設定します）
　継続異常発生・解除なし
　オンラインエディット不使用
　割り込み時入力リフレッシュなし

・最小になるとき

　　割り込み入力ONディレー 50μs
　　割り込み禁止処理終了待機 0μs
＋　切り替え処理 40μs

　　最小応答時間 90μs

・最大になるとき

　　割り込み入力ONディレー 50μs
　　割り込み禁止処理終了待機 50μs
＋　切り替え処理 40μs

　　最大応答時間 140μs

・割り込み発生前の処理に戻るには、上記の応答時間以外

に、割り込み処理ルーチン自体の実行時間と、復帰の40

μsがかかります。

・割り込み処理ルーチンを頻繁に使用する場合は、割り込

み処理に要する時間を十分に考慮してください。

・ダイレクトOUTリフレッシュ方式を設定しておくと、割

り込み処理ルーチン内での実行結果を実行時にすぐに出

力させることができます（この場合は、メインプログラ

ム内の実行結果も、実行直後に出力されます）。

参 考 �

参 考 �



7 章

トラブルシューティング

この章では、CQM1を使用する上で発生する、様々なトラブルとそ
の処置について説明しています。
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７ー１　エラーの種類

PC本体で発生するエラーは、大きく次の4種類に分けられます。

①操作上のエラー（P.7-3）
　PC本体に周辺ツールを接続して操作しているときに発生するエラーです。
②プログラムのエラー（P.7-4）
　プログラムの構成や、設定に誤りがあるときに発生するエラーです。
③ユーザが設定するエラー（P.7-5）

ユーザがプログラムによって発生させるエラーです。
④運転時のエラー（P.7-6）

PC本体の自己診断で、ハードウェアやシステム構成に異常があるとき発生する
エラーです。
運転時のエラーには、エラーが発生しても運転が継続される「運転継続異常」
と、運転が停止される「運転停止異常」の2種類があります。

③、④のエラーが発生したときは、PC本体は次のように動作します。
・エラーの状況をPC本体のLEDに表示
・周辺ツールが接続されているときは、周辺ツールにエラーメッセージや異常

コードを表示
・異常コードをPC本体の特殊補助リレー25300～25307に格納
・「異常履歴格納機能」によって、異常コードと発生時刻をDM6570～6599に格納
・エラーによってはさらに詳細な情報を、PC本体の特殊補助リレー、補助記憶リ

レーに格納

上記のエラー以外に、上位リンク機能使用時にPC本体が返

信するエラーもあります。上位リンク機能のエラーについて

は、「７－７　上位リンクコマンドのエラーコード」（P.7-

11）を参照してください。

参 考 �
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プログラミングコンソールの操作を誤ったときに発生するエラーと処置について説

明します。その他の周辺ツール使用時のエラーについては、各周辺ツールのマニュ

アルを参照してください。

エラー表示 処　置

カキコミフカ（ROM） ディップスイッチ1がON（書き込み不可）になっていま
す。OFF（書き込み可）に設定し直してください。

プログラムオーバー 最終アドレスがNOPでないため、これ以上プログラムを書
き込めません。END命令以降をクリアしてください。

アドレスオーバー 設定したアドレスが、ユーザプログラムエリアの最終アド
レスを超えています。アドレス設定をやり直してくださ
い。

セッテイエラー 「FALS 00」が入力されています。「00」は入力できませ
んので、設定をやり直してください。

IOナンバーエラー I／Oデータ入力時に許容外のデータを入力しています。各
命令のデータの入力範囲を確認して、入力をやり直してく
ださい。

７ー２　操作上のエラー
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プログラムのチェック時や、実行時に発生するエラーと処置について説明します。

ランク 　エラー表示 処　置

？？？？ プログラムの内容が壊れて、存在しない命令コードになっています。正しい命令
に書き直してください。

回路エラー 論理スタート（LD命令）と、ブロック演算（OR・LD、AND・LD）の数が異
なっています。プログラムを修正してください。

オペランドエラー 命令の変数の設定に誤りがあります。設定し直してください。

END命令なし プログラムの終わりにEND命令がありません。END命令を書き込んでください。

配置エラー 命令の使用する領域に誤りがあります。命令の使い方を確認して、プログラムを
修正してください。

JME未定義エラー JMP命令に対応する、同じ番号のJME命令がありません。プログラムを修正して
ください。

二重使用 SBN命令、JME命令などの番号が重複しています。プログラムを修正してくださ
い。

SBN未定義エラー SBS命令に対応する、同じ番号のSBN命令がありません。プログラムを修正して
ください。

STEPエラー STEP命令が正規の組み合わせで使われていません。プログラムを修正してく
ださい。

IL－ILCエラー IL命令、ILC命令が対になっていません。プログラムを修正してください。

JMP－JMEエラー JMP命令、JME命令が対になっていません。プログラムを修正してください。

SBN－RETエラー RET命令が正しく使用されていません。または、SBN命令とRET命令の対応が正
しくありません。プログラムを修正してください。

コイル二重使用 同じ番号のコイル（出力）が2回以上使われています。誤動作の原因になりますの
で、プログラムを修正してください。

JMPなしエラー JME命令に対応する、同じ番号のJMP命令がありません。プログラムを修正して
ください。

SBSなしエラー SBN命令に対応する、同じ番号のSBS命令がありません。プログラムを修正して
ください。

７ー３　プログラムのエラー

C

B

A

・拡張応用命令（FUN No.：17～19、47、48、60～69、

87～89）はプログラムチェックの対象になりません。

・形CQM1-CPU11／21のようにDM1024～6143が存在し

ない機種で、DM1024～6143をプログラムで使用して

も、プログラムチェック時、運転時ともエラーにはなり

ません。ただし、書き込みを行っても無効になり、読み

出しを行っても必ず「0000」になります。

参 考 �
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運転継続故障診断命令　FAL（06）
FAL命令が実行されると、PC本体は次のように動作します。
・CPUユニット前面のERR／ALM  LEDを点滅（運転継続異常を発生）
・特殊補助リレー25300～25307の8ビットにBCD2桁でFAL番号（01～99）を格納
・FAL番号と発生時刻をPC本体の異常履歴に格納（時計機能付きメモリカセット

装着時のみ）

FAL番号は任意に設定できます。状況に応じたFAL番号を設定してください
（FALS番号と重複しないようにしてください）。

異常の解除は、異常の原因を取り除いた後、「FAL 00」を実行するか、周辺ツー
ルで異常読み出し解除操作をしてください。

運転停止故障診断命令　FALS（07）
FALS命令が実行されると、PC本体は次のように動作します。
・プログラムの実行を停止
・CPUユニット前面のERR／ALM  LEDを点灯（運転停止異常を発生）
・特殊補助リレー25300～25307の8ビットにBCD2桁でFALS番号（01～99）を格納
・FALS番号と発生時刻をPC本体の異常履歴に格納（時計機能付きメモリカセット

装着時のみ）

FALS番号は任意に設定できます。状況に応じたFALS番号を設定してください
（FAL番号と重複しないようにしてください）。

異常の解除は、周辺ツールでプログラムモードに切り替えて、異常の原因を取り
除いた後、異常読み出し解除操作をしてください。

16文字メッセージ表示命令　MSG（46）
MSG命令が実行されると、PC本体に接続されている周辺ツールに、16文字以内の
任意のメッセージを表示します。

故障点検出命令　FPD（拡張応用命令）
FPD命令により、運転継続異常（FAL）を発生させたり、任意のメッセージを周
辺ツールに表示させたりできます。

これらの命令についての詳細は、「第４章　命令語」を参照してください。

７ー４　ユーザが設定するエラー
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異常発生時に運転が停止される「運転停止異常」と、異常発生時にも運転が継続さ

れる「運転継続異常」について説明します。

７ー５　運転時のエラー

項目   異常コード 異常の要因

－ 10ms以上の電源断が発生

F1 PCシステム設定エリア（DM6600～
6655）でサムチェックエラーが発生

ユーザプログラムでサムチェックエ
ラーが発生

拡張応用命令のデータでサムチェッ
クエラーが発生

メモリカセットを通電中に着脱した

電源ON時にメモリカセットの内容を
正常に読み込めなかった

END命令なし F0 プログラムにEND命令がない

C0 ＣＰＵユニット、I／Oユニット間の
データ伝送に異常がある
 I／Oユニット、エンドカバーの装着
が不完全

E1 I／Oチャネル数の上限を超えてI／
Oユニットが装着されている

０１～９９ プログラムでFALS命令を実行した

9F サイクルタイムがサイクルタイム監
視時間の設定値を超えた

メモリ異常

CPUユニットのLEDの状態

I／Oバス異常

I／Oユニットオーバー

システム異常（FALS）

：点灯／  ：消灯／  ：無関係
（LEDは、運転中の状態です。）

運転停止異常

早急に異常の内容を調べて処置するようにしてください。処置
完了後は、PCの電源を入れ直すか、「セットアップマニュア
ル」を参照して異常解除操作をしてください。

正しくない命令がある

POWER RUN OUT
INH

ERR/
ALM

電源断

お願い�
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● 7－5　運転時のエラー

特殊補助リレー／補助記憶リレー 処　置

－ 電源電圧、電源配線を確認した後、電源を入れ直してください。

AR1611ON PCシステム設定がすべて初期状態の００００に戻っています。設定をやり直してください。

AR1612ON プログラムをチェックして、不良箇所を修正してください。

AR1613ON 拡張応用命令の設定がすべて初期状態に戻っています。設定をやり直してください（P.3-2参照）。

AR1614ON いったん電源をOFFにし、メモリカセットの装着状態を確認してから、電源を入れ直してください。

AR1615ON AR1412～15を確認して、読み込めない原因を取り除いた後、電源を入れ直してください。
AR1412～15チェック

－ プログラムの終わりにEND命令（01）を書き込んでください。

AR2408～15チェック AR2408～15に格納されている、異常発生チャネル番号を参考にして、いったん電源をOFFにし、I／Oユ
ニット、エンドカバーの装着状態を確認した後、電源を入れ直してください。

－ いったん電源をOFFにし、I／Oユニットの台数（総チャネル数）を調べ、I／Oチャネル数が多すぎないよ
うにシステムを組み直した後、電源を入れ直してください。

－ プログラムからFALS命令を実行した原因を調べ、処置してください。

－ サイクルタイムとサイクルタイム監視時間設定（DM6618）との関係をチェックして、サイクルタイム
監視時間設定を調整してください（P.2-8参照）。
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項　　目 異常コード 異常の要因

01～99 プログラムでFAL命令を実行した

9D 本体とメモリカセットとの間の転
送操作をしたが、正常に転送でき
なかった

  9C パルス入出力機能、またはアブソ
（形CQM1-CPU リュート形エンコーダインタフェー
　43(-V1)/44(-V1) ス機能で異常が発生した
　のみ）

9B PCシステム設定の設定値に異常が
ある

サイクルタイムオーバー F8 サイクルタイムが100msを超えた

電池異常 F7 内蔵電池が未装着または内蔵電池
の電圧が低下した

通信ポート異常 ペリフェラルポートまたはRS232
（「COM1 LED」（ペリフェ ― ポートと周辺機器との通信に異常
　ラルポート）、 がある
  「COM2 LED」（RS232ポ
　ート）が点滅しない）

負荷遮断 ― 25215（負荷遮断リレー）がON
（設定によってCPU
　ユニットの出力がす
　べて遮断されている）

● 7－5　運転時のエラー

運転継続異常

異常が発生してもPCの運転は停止しませんが、早急に異常の
内容を調べて処置するようにしてください。処置完了後は、
PCの電源を入れ直すか、「セットアップマニュアル」を参照
して異常解除操作をしてください。

：点灯／  ：点滅／  ：無関係
（LEDは、運転中の状態です。）

CPUユニットのLEDの状態

POWER RUN
ERR/
ALM

OUT
INH

システム異常（FAL）

お願い�
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● 7－5　運転時のエラー

特殊補助リレー／補助記憶リレー 処　置

　　　　　　　　－ プログラムからFAL命令を実行した原因を調べ、処置してください。

AR1412～15チェック ・ AR1412ON：プログラムモードにして、異常を解除してから、再転送してください。

・ AR1413ON：転送先が書き込み不可になっています。

PC本体側が転送先の場合は、いったん電源をOFFにして、ディップスイッチ（SW1）をOFF（書き
込み可）にしてから、再転送してください。

メモリカセット側が転送先の場合は、いったん電源をOFFにして、メモリカセットがEEP－ROMタ
イプで書き込み可になっているか確認してから、電源をONにして再転送してください。メモリカセッ
トがEP－ROMタイプのときは転送できません。

・ AR1414ON：転送先の容量が不足しています。転送元のプログラムの大きさをAR15CHで確認し、使
用するCPUユニット、メモリカセットを再検討してください。

・ AR1415ON：メモリカセット内にプログラムがないか、プログラムに異常があります。メモリカセッ
トが正しいか確認してください。

25415ON AR0408～0415の内容（BCD2桁）に応じて、次の処置をしてください。

AR0408～15チェック ・ 01、02：ハードウェアに異常が発生しました。電源を入れ直してください。再発する場合は、CPU

ユニットを交換してください。

・ 03：PCシステム設定（DM6611､6612､6643､6644）の内容が正しくありません。設定し直しくださ
い。

・ 04：パルス出力中にCQM1の運転が停止されました。パルス出力先の装置に影響がないか、確認して
ください。

AR2400～02チェック ・ AR2400ON：電源ON時に参照されるPCシステム設定（DM6600～14）の中に異常値があります。プ
ログラムモードで正しい値に修正し、電源を入れ直してください。

・ AR2401ON：運転モード開始時に参照されるPCシステム設定（DM6615～44）の中に異常値があり
ます。プログラムモードで正しい値に修正し、運転を再開してください。

・ AR2402ON：常に参照されているPCシステム設定（DM6645～55）の中に異常値があります。正し
い値に修正し、異常解除操作をしてください。

25309ON ・ プログラムを再検討するか、PCシステム設定（DM6655）で、サイクルタイムオーバーを不検知にす
ることを検討してください。

25308ON ・ 電池の装着を確認してください。有効期間が過ぎたものは交換してください。

・ PCシステム設定（DM6655）で、電池異常を不検知にすることを検討してください。

　　　　　　　　 － ・ 異常が発生しているポート側の通信路をチェックしてください。

・ PC側、周辺機器側のプログラムをチェックしてください。

・ 「通信ポートリセットフラグ」（25208、25209）で、通信ポートをリセットしてください。

25215ON 負荷遮断する必要がない場合は、25215をOFFにしてください。
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CQM1で発生した運転停止異常、運転継続異常の異常コードを異常の発生日時と共

に記録する機能です。

●異常履歴格納エリア
異常履歴は、データメモリ（DM6569～DM6599）に、次のように格納されます。

異常コードについては、「7－5　運転時のエラー」（P.7-

6）を参照してください。

●異常履歴の格納方法
異常履歴の格納方法は、PCシステム設定（DM6655）で設定します。次のいずれか
を設定します。
①常に最新の10件の異常履歴が格納されているようにする
（もっとも古い異常履歴がなくなる）

②10件までの異常履歴を格納する（10件を超えると、新しい異常履歴は無視す
る）

③異常履歴を格納しない
初期状態では、①の状態に設定されています。設定についての詳細は、「異常
の検知内容、異常履歴格納方法」（P.2-9）を参照してください。

●異常履歴のクリア
異常履歴をすべてクリアするときは、周辺ツールによって特殊補助リレー25214を
ONにします（クリア完了後、自動的にOFFに戻ります）。

７ー６　異常履歴格納機能

・時計機能付きメモリカセットを装着していない場合、発生

日時はすべて「00」になります。

・CQM1のディップスイッチ1をONにして、DM6144～6655

への書き込みを禁止しているときでも、異常が発生すると

異常履歴は格納・更新されます。

異常履歴ポインタ�
�

異常履歴情報0�
（3チャネルを使用）�

�
�
�
�
�

異常履歴情報9�
（3チャネルを使用）�

�
�

DM6569�

DM6570�
DM6571�
DM6572�

�
�
�

DM6597�
DM6598�
DM6599

�
�� 〜�

次に異常履歴を格納する位置（0～A）を表します。�

　１件分のデータは、次のように構成されています。�

先頭　　チャネル　　　　異常区分　　　異常コード�

先頭＋１チャネル　　　　　  分　　　　　　秒�

先頭＋２チャネル　　　　　  日　　　　　　時�

それぞれ�
BCD２桁で格納�

異常区分：00（運転継続異常）�
　　　　　80（運転停止異常）�

15 8　7 0

異常履歴情報0�

異常履歴情報1�

�

�

異常履歴情報8�

異常履歴情報9

〜�

なくなる�

内容が�
シフトする�

最新の�
異常履歴�

参 考 �
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７ー７　上位リンクコマンドのエラーコード

CQM1が受信したコマンドの処理ができないときのエラーレスポンスです。エラー

コードは次のフォーマットでレスポンスフォーマットの終了コードで返されます。

＊ヘッダコードは、コマンドにより、異なります。

＊ヘッダコードは、サブヘッダコードを含む場合があります（複合コマンド）。　

＠ ×� *

号機No. ヘッダコード�終了コード� FCS ターミネータ�

×� ×�×�×�×�×�×�

処　置

―

コマンドと本体モードの関係を確認してください

現在このコードは使用していません

FCSの計算方法のチェックをしてください
ノイズ等の場合はコマンドを再送してください

フォーマットをチェックのうえ再送してください

エリアを正しくしたうえで再送してください

コマンドを確認してください

フレームを2つに分割してください

複合I／O登録コマンドを実行した後、再実行し
てください

CPU本体のディップスイッチ1をOFFしてくださ
い

コマンドデータを確認のうえ再送してください

コマンドを再送してください

終了コード

00

01

02

0B

13

14

15

16

18

19

23

A3

A4

A5

A8

その他

内　容

正常終了

運転モードのため実行不可

モニタモードのため実行不可

プログラムモードのため実行不可

FCSエラー

フォーマットエラー

置数データエラー

該当命令なし

フレーム長MAXエラー

実行不可

メモリプロテクト中

処理途中で伝送データにFCSエラー発生のためア
ボートした

処理途中で伝送データにフォーマットエラー発生
のためアボートした

処理途中で伝送データに置数データエラー発生の
ためアボートした

処理途中で伝送データにフレーム長MAXエラー発
生のためアボートした

―

推定原因

―

運転モードでは実行できないコマンドを送った

モニタモードでは実行できないコマンドを送った

プログラムモードでは実行できないコマンドを
送った

FCSがまちがっている
FCSの計算ミスまたはノイズ等の影響が考えられる

コマンドのフォーマットがまちがっている

READ／WRITEできるエリアの指定がまちがっている

該当する命令がない

フレーム長の最大を超えている

登録I／O未登録

CPU本体のディップスイッチ1がONしています

書込み系の複数フレームにまたがるコマンドを実
行中に各エラーが発生した

注：途中までのデータは既にCPU本体の該当エリ
　　アに書込まれている

ノイズ等の影響が考えられる

●CQM1の電断発生時のエラーレスポンス
CQM1に電断（瞬停を含む）が発生したときは、レスポンスが以下のようになる
ことがあります。
・未定義コマンドが返る　→　同一コマンドを再送してください。

　レスポンス　＠00IC4A* 

・レスポンスが返ってこない　 → アボートコマンド送信後、同一コマンドを再
送してください。

プログラムモードでは実行できないコマンド
を送った
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７ー８　トラブルシューティングフロー

運用中にトラブルが発生したときは、以下のフローにしたがって作業することで、

処置を素早く行うことができます。

メインチェックフロー

異常発生�
�

POWER LEDは�
点灯していま�
すか？�
�

消灯�

点灯�

電源チェックフローへ�
（P.7-13）�

RUN LEDは�
点灯していま�
すか？�

異常チェックフローへ�
（P.7-14）�

ERR/ALM LEDは�
点滅していま�
すか？�

エラーチェックフローへ�
（P.7-15）�

入出力のシーケン�
スは正常ですか？�

入出力チェックフローへ�
（P.7-16）�

外部環境は�
正常ですか？�

外部環境チェックフローへ�
（P.7-18）�

CPUユニットを�
交換してください�

点灯�

消灯�

正常�

正常�

異常�

異常�

点滅�

消灯�

ユニットや、電池、配線、ケーブルなどを交換するときは、必
ずPC本体の電源をOFFにしてください。

お願い�
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電源チェックフロー

供給されて�
いない�

供給されている�

点灯�

範囲内�

いいえ�

ない�

ゆるみや�
断線がある�

はい�

範囲外�

消灯�

POWER LEDが消灯�

電源は供給されて�
いますか？� 電源を供給します�

POWER LEDは�
点灯していま�
すか？�

電圧は許容�
範囲内ですか？�
（注１）�

規定の電圧変動範囲内に�
入るようにします�
�

POWER LEDは�
点灯していま�
すか？�

端子ネジの�
ゆるみや電源線の断線�
はありませんか？�

�

端子ネジを締め直すか、�
電源線を交換します�

POWER LEDは�
点灯していま�
すか？�

消灯� 点灯�

電源ユニットを�
交換してください� 終わり�

（注１）CQM1の電圧許容範囲は、次のとおりです。

形CQM1-PA203/206 :AC85～264V

形CQM1-PD026 :DC20～28V

● 7－8　トラブルシューティングフロー
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異常チェックフロー

POWER LEDが点灯しているときの異常チェックフローです。

消灯�

点灯�

表示なし�

表示あり�

表示なし�

点灯�

消灯�

表示あり�

表示なし�

表示あり�

RUN LEDが消灯�

ERR/ALM LEDは�
点灯して�
いますか？�

周辺ツールを接続して、�
異常内容を確認します�
�

周辺ツールに�
PCのモードが表示�
されますか？�

�

周辺ツールに�
PCのモードが表示�
されますか？�

�

電源を入れ直します�

運転停止異常�
が表示されていま�

すか？�

「運転時のエラー」（P.7-6）を�
参照して、異常の原因を取り除き、�
異常解除操作をします�
�

「運転」または「モニタ」�
モードにします�
�

RUN LEDは�
点灯していま�
すか？�
�

終わり� CPUユニットを交換して�
ください�
�

● 7－8　トラブルシューティングフロー
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エラーチェックフロー

「運転継続異常」ではPC本体の運転は停止しませんが、早急にエラーの内容を調

べて、処置してください。エラーによっては、PC本体の運転を停止させないと、

異常の原因を取り除けないことがあります。

表示あり�

消灯�

点滅�

表示なし�

終わり�

ERR/ALM LEDが点滅�
�

周辺ツールを接続して、�
異常内容を確認します�
�

運転継続異常�
が表示されていま�

すか？�
�

「運転時のエラー」（P.7-6）を�
参照して、異常の原因を取り除き、�
異常解除操作をします�
�

ERR/ALM LED�
は点滅していま�
すか？�
�

CPUユニットを交換して�
ください�
�

● 7－8　トラブルシューティングフロー
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入出力チェックフロー
右の例をもとに手順を示します。

正常�
�

スタート�

10500の�
出力LEDは正常�
ですか？�

異常�

正常�

テスタで10500の端�
子電圧をチェックし�
ます�
�

正しく配線します�
�

端子台コネクタを�
交換します�

周辺ツールで�
10500のON／OFF状�
態をモニタします�
�

判定�
�

異常�
�

正常�
�

出力配線は�
正しいですか？�

�

間違っている�
�

正しい�
�

端子台コネ�
クタの接触不良はあ�
りませんか？�

�

判定�
�

異常�
�

正常�
�

異常�
�

異常�
�

正常�
� 判定�

�

外部配線を外して導�
通状態などをチェッ�
クします�
�

出力機器SOL1をチェッ�
クしてください�
�

出力ユニットを交換�
してください�
�

● 7－8　トラブルシューティングフロー

(LS1)�
00002

(LS2)�
00003

10500

10500

S O L 1

S O L 1 が誤動作�
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00002、00003�
の入力表示LEDは正�

常ですか？�
�

テスタで00002、�
00003の端子電圧�
をチェックします�
�

テスタで00002、�
00003の端子電圧�
をチェックします�
�

異常�

異常�
異常�

異常�

異常�

正常�

正常�

正常�

正常�
正常�

正常�

判定�

判定�

判定�

端子ネジの�
ゆるみはありま�
せんか？�
�

ゆるんでいる�
�

外部配線を外して、�
模擬入力により接点�
をON／OFFさせてチ�
ェックします�
�

入力配線�
は正しいで�
すか？�正しい�

� 間違っている�
�

端子台コネク�
タの接触不良はあり�

ませんか？�
�

正しく配線します�
�

端子ネジをしっかり�
締めます�
�

端子台コネクタを�
交換します�
�

入力ユニットを交換�
してください�
�

入力機器LS1、LS2を�
チェックしてください�
�

スタートへ戻る�
�

入力ユニットを交換�
してください�

● 7－8　トラブルシューティングフロー
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外部環境チェック�
�

周囲温度は�
55°C以下ですか？�

55°Cを�
超えている�

55°C以下�

ファン、空冷などを�
考慮してください�

周囲温度は�
0°C以上ですか？�

周囲湿度は�
10～90％RHの範囲内�

ですか？�

ノイズ対策は？�

周囲雰囲気は�
良好ですか？�

終り�

0°C以上�

範囲内�

あり�

良好�

雰囲気が悪い�

なし�

範囲外�

0°Cより低い� スペースヒータなどを�
考慮してください�

エアコンなどを�
考慮してください�

ノイズ発生源にサージキラー�
などを取り付けてください�

盤構造を考慮してください�

● 7－8　トラブルシューティングフロー

外部環境チェックフロー



録

CQM1を使う上で必要な情報や、知っておくと便利な情報が載っ
ています。

・特殊補助リレー機能一覧
・補助記憶リレー機能一覧

・PCシステム設定一覧
・時計機能の使い方

・特殊補助リレーと命令語
・キャラクタ表示一覧表

付



付
録

付-2

チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照

番号 番号 ページ

244 00 入力割り込み0 ・入力割り込みをカウンタモードで使用するときの設定値(0000～FFFF) P.2-30

設定値 ・入力割り込みをカウンタモードで使用しないときは、内部補助リレーとして

15 　使用できます。

245 00 入力割り込み1

設定値

15

246 00 入力割り込み2

設定値

15

247 00 入力割り込み3

設定値

15

248 00 入力割り込み0 ・入力割り込みをカウンタモードで使用するときのカウンタ現在値－1(0000～FFFF) P.2-31

現在値－1

15

249 00 入力割り込み1

現在値－1

15

250 00 入力割り込み2

現在値－1

15

251 00 入力割り込み3

現在値－1

15

252 00 高速カウンタ0リセットフラグ P.2-39

01 高速カウンタ1リセットフラグ／アブソリュート形エンコーダ原点補正フラグ（ポート1） P.2-46

02 高速カウンタ2リセットフラグ／アブソリュート形エンコーダ原点補正フラグ（ポート2） P.2-55

03 使用不可

07

08 ペリフェラルポートをリセットするとき、ONにします（ツールバスとして使用しているときは無効）。 P.2-65

完了後は自動的にOFFに戻ります。

09 RS232ポートをリセットするときに、ONにします。完了後は自動的にOFFに戻ります。 P.2-65

10 PCシステム設定エリア（DM6600～6655）を初期化するときに、ONにします。 P.2-2

完了後は自動的にOFFに戻ります。プログラムモードでのみ有効です。

11 強制セット／リセット保持フラグ P.2-4

　OFF ：プログラムモード モニタモード切り替え時に強制セット／リセットした接点を解除

　ON ：プログラムモード モニタモード切り替え時に強制セット／リセットした接点を保持

12 I／O保持フラグ P.2-4

　OFF ：運転開始・停止時に入出力・内部補助リレー、リンクリレーの状態をクリア

　ON ：運転開始・停止時に入出力・内部補助リレー、リンクリレーの状態を保持

13 使用不可  　―

14 異常履歴をクリアするときに、ONにします。完了後は自動的にOFFに戻ります。 P.7-10

15 負荷遮断フラグ　　OFF：負荷遮断しない　　ON：負荷遮断する P.7-8

　付－１　特殊補助リレー機能一覧
～

～
～

～
～

～
～

～
～
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付-3

チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照

番号 番号 ページ

253 00 異常発生時に異常コード（2桁の数値）が格納されます。 P.7-2

故障診断（FAL／FALS）命令実行時のFAL番号も格納されます。 P.7-5

07 FAL00命令実行、異常解除操作でリセットされます（00になります）。 P.7-6

08 電池異常フラグ。CPUユニット電池異常発生時にONになります。 P.7-8

09 サイクルタイムオーバー発生時（サイクルタイムが100msを超えたとき）にONになります。 P.7-8

10 使用不可 　 ―

12

13 常時ONのリレーです。  　―

14 常時OFFのリレーです。  　―

15 運転開始時に1サイクルだけONになるリレーです。  　―

254 00 1分　クロックパルス（30秒ON、30秒OFF）  　―

01 0．02秒　クロックパルス（0．01秒ON、0．01秒OFF）  　―

02 使用不可  　―

03

04 BIN演算結果オーバーフロー（形CQM1－CPU4□(－V1)のみ） P.付-19

05 BIN演算結果アンダーフロー（形CQM1－CPU4□(－V1)のみ） P.付-19

06 微分モニタ完了フラグ。微分モニタが完了したときにONになるリレーです。 P.3-19

07 STEP命令による1工程運転開始時に、1サイクルだけONになるリレーです。 P.4-25

08 HKY命令実行中にONになるリレーです。 P.3-7

09 7SEG命令実行中にONになるリレーです。 P.3-15

10 DSW命令実行中にONになるリレーです。 P.3-11

11 使用不可  　―

14

15 FAL9C発生（パルス入出力、ABS I／F機能で異常発生）時にONになるリレーです。 P.7-8

255 00 0．1秒　クロックパルス（0．05秒ON、0．05秒OFF）  　―

01 0．2秒　クロックパルス（0．1秒ON、0．1秒OFF）  　―

02 1．0秒　クロックパルス（0．5秒ON、0．5秒OFF）  　―

03 ERフラグ。命令実行時にエラーが発生したときにONになるリレーです。 P.付-19

04 CYフラグ。命令実行結果としてキャリーが立ったときにONになるリレーです。 P.付-19

05 ＞フラグ。比較結果が「大きい」ときにONになるリレーです。 P.付-19

06 ＝フラグ。比較結果が「等しい」とき、命令実行結果が0になったときに、ONになるリレーです。 P.付-19

07 ＜フラグ。比較結果が「小さい」ときにONになるリレーです。 P.付-19

～
～

～

　　以下のチャネルは書き込みできません。

248～251、253～255
参 考 �

●付-1  特殊補助リレー機能一覧
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付-4

特殊補助リレーの補足説明

●25211（強制セット／リセット保持フラグ）
・強制セット／リセットが解除されると、そのリレーは次のようになります。
　強制セットを解除 ：ON
　強制リセットを解除：OFF
・運転モードに切り替えたときは、このフラグの状態に関わらずすべての強制

セット／リセットが解除されます。
・このフラグは、周辺ツールでON／OFFさせます。
・電源ON時でもこのフラグの状態を保持するように、PCシステム設定

（DM6601）で設定することができます（P.2-4参照）。

●25212（I／O保持フラグ）
・このフラグは、周辺ツールでON／OFFさせます。
・電源ON時でもこのフラグの状態を保持するように、PCシステム設定

（DM6601）で設定することができます（P.2-4参照）。

●25215（負荷遮断フラグ）
・ON（負荷遮断する）に設定すると、CPUユニットの「OUT INH（負荷遮断）

LED」が点灯します。負荷遮断している間は、プログラムで出力リレーをONに
しても出力はOFFのままになります。パルス出力もOFFします（CPU43-V1）。
・負荷遮断フラグを常にOFFさせる場合は、プログラムで、常時OFFにしてくださ

い。このフラグをプログラムで操作していない場合は、電源OFF時もON/OFFの
状態が保持されます（ただし、内蔵電池消耗時は、保持されないことがありま
す）。

●25308（電池異常フラグ）、25309（サイクルタイムオーバー）

・これらの異常を発生させないように、PCシステム設定（DM6655）で設定できま
す（P.2-9参照）。

PCシステム設定（DM6601）で、25211（強制セット／リ

セット保持フラグ）を電源ON時でも保持する設定にしてあ

り、25211がONのときは、電源ON時でも強制セット／リ

セットは解除されません。

PCシステム設定（DM6601）で、25212（I／O保持フラグ）

を電源ON時でも保持する設定にしてあり、25212がONのと

きは、電源ON時でも入出力・内部補助リレー、リンクリ

レーはクリアされずに状態を保持します。

参 考 �

参 考 �

●付-1  特殊補助リレー機能一覧
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チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照
番号 番号 ページ

AR00 － 使用不可 　 ―

AR03

AR04 00 使用不可

07

08 パルス入出力、アブソリュート形エンコーダインタフェース機能の状態を表します。 P.7-8

00：正常

15 01、02：ハードウェア異常

03：PCシステム設定異常

04：パルス出力中に運転停止

AR05 00 高速カウンタ 1番目の条件に合ったときにON 帯域比較型で高速カウンタ1を使用時、各番目の条件に P.2-51

01 ポート1 2番目の条件に合ったときにON 合ったときONするリレーです。 P.4-116

02 3番目の条件に合ったときにON

03 4番目の条件に合ったときにON

04 5番目の条件に合ったときにON

05 6番目の条件に合ったときにON

06 7番目の条件に合ったときにON

07 帯域比較型で高速カウンタ1、2使用時、8番目の条件に合ったときにONになるリレーです。

08 比較動作　0：停止中　1：実行中

09 オーバーフロー／アンダーフロー　0：正常　1：発生中

10 使用不可 　 ―

11 パルス出力 使用不可 　 ―

12 ポート1 減速指定　0：指定なし　1：指定あり P.2-23

13 パルス出力量設定　0：設定なし　1：設定あり

14 パルス出力完了　0：未完了　1：完了

15 パルス出力状態　0：停止中　1：出力中

AR06 00 高速カウンタ 1番目の条件に合ったときにON 帯域比較型で高速カウンタ2を使用時、各番目の条件に P.2-51

01 ポート2 2番目の条件に合ったときにON 合ったときONするリレーです。 P.4-116

02 3番目の条件に合ったときにON

03 4番目の条件に合ったときにON

04 5番目の条件に合ったときにON

05 6番目の条件に合ったときにON

06 7番目の条件に合ったときにON

07 帯域比較型で高速カウンタ1、2使用時、8番目の条件に合ったときにONになるリレーです。

08 比較動作　0：停止中　1：実行中

09 オーバーフロー／アンダーフロー　0：正常　1：発生中

10 使用不可 　 ―

　付－２　補助記憶リレー機能一覧

AR23（電断発生回数）以外は、スキャンごとにその時点の

状態でリフレッシュ（更新）されます（AR23は、電断発生

時のみリフレッシュされます）。

～

～
～

参 考 �
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チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照
番号 番号 ページ

11 パルス出力 使用不可 　 ―

12 ポート2 減速指定　0：指定なし　1：指定あり P.2-23

13 パルス出力量設定　0：設定なし　1：設定あり

14 パルス出力完了　0：未完了　1：完了

15 パルス出力状態　0：停止中　1：出力中

AR07 00 使用不可 　 ―

11

12 OFF ：CPUユニットのディップスイッチ6がOFF 　 ―

ON ：CPUユニットのディップスイッチ6がON

13 使用不可 　 ―

15

AR08 00 RS232ポートエラーコード（1桁の数値） P.2-69

（サポートソフトが「ツールバス」で接続されているときは「F」になります。）

03

04 RS232ポート通信異常時にONになるリレーです。 P.2-69

05 RS232ポート送信レディーフラグ（上位リンク、RS232無手順方式使用時のみ有効） P.2-68

06 RS232ポート受信完了フラグ（RS232無手順方式使用時のみ有効） P.2-69

07 RS232ポート受信オーバーフラグ（RS232無手順方式使用時のみ有効） P.2-69

08 ペリフェラルポートエラーコード（1桁の数値） P.2-69

（サポートソフトが「ツールバス」で接続されているときは「F」になります。）

11

12 ペリフェラルポート通信異常時にONになるリレーです。 P.2-69

13 ペリフェラルポート送信レディーフラグ（上位リンク、RS232無手順方式使用時のみ有効） P.2-68

14 ペリフェラルポート受信完了フラグ（RS232無手順方式使用時のみ有効） P.2-69

15 ペリフェラルポート受信オーバーフラグ（RS232無手順方式使用時のみ有効） P.2-69

AR09 00 RS232ポート受信カウンタ（RS232無手順方式使用時のみ有効）（BCD4桁） P.2-69

15

AR10 00 ペリフェラルポート受信カウンタ（RS232無手順方式使用時のみ有効）（BCD4桁） P.2-69

15

AR11 00 1番目の条件に合ったときにON 帯域比較型で高速カウンタ0を使用時、各番目の条件に合ったとき P.2-42

01 2番目の条件に合ったときにON ONするリレーです。 P.4-116

02 3番目の条件に合ったときにON

03 4番目の条件に合ったときにON

04 5番目の条件に合ったときにON

05 6番目の条件に合ったときにON

06 7番目の条件に合ったときにON

07 8番目の条件に合ったときにON

08 使用不可 　 ―

14

15 パルス出力　接点指定（※1）パルス出力状態　0：停止中　1：出力中

～
～

～
～

～
～

～

●付-2  補助記憶リレー機能一覧

6

（※1）　AR1115の機能は、CPUユニットのロットNo.が「**45」（1995年4月）以降のものより有効です。

J
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●付-2 補助記憶リレー機能一覧

チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照
番号 番号 ページ

AR12 00 使用不可 　 ―

15

AR13 00 電源ON時にメモリカセットが装着されているときに、ONになるリレーです。 　 ―

01 時計機能付きのメモリカセットが装着されているときに、ONになるリレーです。 　 ―

02 EEP－ROMタイプのメモリカセットのプロテクトスイッチをONにして装着しているとき、またはEP－ P.1-13

ROMタイプのメモリカセットを装着しているときにONになるリレーです。

03 使用不可 　 ―

04 メモリカセット種別コード（1桁の数値） 　 ―

0：メモリカセットが装着されていない

07 1：EEP－ROMタイプのメモリカセットが装着されている（容量4kワード）

2：EEP－ROMタイプのメモリカセットが装着されている（容量8kワード）

　 4：EP－ROMタイプのメモリカセットが装着されている

　 08 使用不可 　 ―

15

AR14 00 CPUユニット→メモリカセット転送時に、ONにします。完了後は自動的にOFFに戻ります。 P.1-13

01 メモリカセット→CPUユニット転送時に、ONにします。完了後は自動的にOFFに戻ります。 P.1-14

02 CPUユニット メモリカセット照合時に、ONにします。完了後は自動的にOFFに戻ります。 P.1-15

03 CPUユニット メモリカセット照合の結果が格納されるリレーです。 P.1-15

0：内容一致

1：内容不一致、または照合できなかった

04 使用不可 　 ―

11

12 プログラムモード以外のため転送できなかったときに、ONになるリレーです。 P.7-8

13 書き込み不可だったため転送できなかったときに、ONになるリレーです。 P.7-8

14 転送先の容量が不足したため転送できなかったときに、ONになるリレーです。 P.7-8

15 メモリカセット内にプログラムがないため転送できなかったときに、ONになるリレーです。 P.7-8

AR15 00 メモリカセット内のプログラムの状況を示すコード（2桁の数値） P.1-12

　00：プログラムがないか、メモリカセットが装着されていない

07 　04：格納されているプログラムの大きさが3.2kワード以下

　08：格納されているプログラムの大きさが7.2kワード以下

　 08 CPUユニット内のプログラムの状況を示すコード（2桁の数値） P.1-12

　04：格納されているプログラムの大きさが3.2kワード以下

15 　08：格納されているプログラムの大きさが7.2kワード以下

AR16 00 使用不可 ―

10

11 PCシステム設定エリアでサムチェックエラーが発生し、すべて初期化したときに、ONになるリレーです。 P.7-6

12 ユーザメモリ（プログラムエリア）でサムチェックエラーが発生したか、不正な命令を実行したときに、 P.7-6

ONになるリレーです。

13 拡張応用命令データでサムチェックエラーが発生し、すべて初期化したときに、ONになるリレーです。 P.7-6

14 電源ONの状態でメモリカセットを着脱したときに、ONになるリレーです。 P.7-6

15 ディップスイッチ2がON（電源ON時にメモリカセットの内容を自動転送）のとき、正常に転送できなか P.7-6

ったときに、ONになるリレーです。

～
～

～
～

～
～

～
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●付-2  補助記憶リレー機能一覧

J8

・時計精度

時計の精度は周囲温度により変化します。

下表を参考にしてください。

周囲温度 精度

55℃ -3～0分

25℃ ±1分

0℃ -2～0分

チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照
番号 番号 ページ

AR17 時計機能（時計機能付きメモリカセット装着時のみ有効） P.付-18

　 　    15　　8 7          0

AR21 AR17 時 分

AR18 分 秒 各BCD2桁

AR19 日 時 （「年」は西暦の下2桁）

AR20 年 月

AR21 曜日 ←00～06：日曜～土曜

   ↑

AR2115　時計合わせフラグ 時刻の合わせ方については、「付-4　時計機能の

AR2114　時計停止フラグ 使い方」を参照してください。

AR2113　30秒補正フラグ

AR22 00 入力リレーのチャネル数（BCD2桁） P.1-9

07

08 出力リレーのチャネル数（BCD2桁） P.1-9

15

AR23 00 電断発生回数（BCD4桁） 　 ―

電源をOFFにした回数です。クリアするときは、周辺ツールから「0000」を書き込んでください。

15

AR24 00 DM6600～6614（電源ON時に読み出されるPCシステム設定エリア）に異常があるときに、ONになる P.7-8

リレーです。

01 DM6615～6644（運転開始時に読み出されるPCシステム設定エリア）に異常があるときに、ONになる P.7-8

リレーです。

02 DM6645～6655（常に読み出されるPCシステム設定エリア）に異常があるときに、ONになるリレーです。P.7-8

03 使用不可 　 ―

04

05 DM6619で設定したサイクルタイムよりも、実際のサイクルタイムが大きかったときに、ONになるリレ P.2-5

ーです。

06 使用不可 　 ―

07

08 I／Oバス異常を検知したチャネル番号を表すコード（BCD／16進数2桁） P.7-6

00～15（BCD）：入力チャネル000～015に対応

15 80～95（BCD）：出力チャネル100～115に対応

　 FF（16進数） ：エンドカバーを認識できない
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チャネル 接点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機　能 参照
番号 番号 ページ

AR25 00 使用不可 　 ―

07

08 FPD命令ティーチングリレー P.4-144

09 使用不可 　 ―

11

12 トレース完了時ONフラグ P.4-53

13 トレース実行中ONフラグ

14 トレーストリガフラグ

15 トレーススタートフラグ（注：プログラムからの書き込みは行わないでください。）

AR26 00 サイクルタイム最大値（BCD4桁）（＊1） P.6-5

運転開始以降の最大のサイクルタイムが格納されます。運転停止時にはクリアされませんが、運転開始

15 時にクリアされます。

AR27 00 サイクルタイム現在値（BCD4桁）（＊1） P.6-5

運転中の最新のサイクルタイムが格納されます。運転停止時はクリアされません。

15

（＊1）サイクルタイム監視時間設定（DM6618）で設定した単位によって、単位は次のようになります。
初期状態 ：0. 1ms単位

「10ms単位」設定時 ：0. 1ms単位
「100ms単位」設定時 ：1ms単位
「1s単位」設定時 ：10ms単位

～
～

形CQM1-CPU11/

21では使用できま

せん。

～
～

●付-2  補助記憶リレー機能一覧



● 付－3　PCシステム設定一覧
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6600 電源ON時の動作モードの設定 P.2-4 電源ON時

15 08 07 00

プログラミングコンソー
ルのキースイッチの設定
モード�
電断直前のモード�
0～7ビットの設定モード�

08～15ビットが「02」のと
きに有効�
　00：プログラムモード�
　01：モニタモード�
　02：運転モード�

00：�
�
�
01：�
02：�

DM6601 電源ON時のリレー保持フラグの設定 P.2-4

15 08 07 00
０�０�

25211�
クリア�
クリア�
保持�
保持�

�
00�
01�
10�
11

25212�
クリア�
保持�
クリア�
保持�

DM6602～6610 使用不可   ―

DM6611 形CQM1-CPU43-V1のポート1、2のモードの設定 P.2-47
　0000：高速カウンタモード P.2-16
　0001：簡易位置決めモード P.2-55

形CQM1-CPU44-V1のポート1
　原点補正値格納（BCD4桁）

DM6612 形CQM1-CPU44-V1のポート2　原点補正値格納（BCD4桁） P.2-55

DM6613、6614 使用不可 ―

DM6615 パルス出力チャネル番号の設定 P.2-11 運転開始時

15 08 07 00
０�０�

チャネル番号下2桁�
（例）00：100CH�
　　　01：101CH

　　　

DM6616 RS232ポートサービス時間の設定 P.2-5

15 08 07 00

サイクルタイムの5%�
0～7ビットの設定値�

08～15ビットが「01」
のときに有効�
サイクルタイムに対する
サービス時間の％�
設定値：00～99（BCD）

00：�
01：�
�

・�

・�

・�

付ー３　PCシステム設定一覧

PCシステム設定の設定内容や、設定方法についての詳細は、第2章を参照してくだ
さい。
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6617 ペリフェラルポートサービス時間の設定 P.2-5 運転開始時

15 08 07 00

サイクルタイムの5%�
0～7ビットの設定値�

08～15ビットが「01」
のときに有効�
サイクルタイムに対する
サービス時間の％�
設定値：00～99（BCD）

00：�
01：�
�

・�

・�

・�

DM6618 サイクルタイム監視時間の設定 P.2-8

15 08 07 00

00：120ms�
01～03：0～7ビットの�
　　　　設定値の単位時間�
　　　　　01：10ms�
　　　　　02：100ms�
　　　　　03：1s�
�

08～15ビットが「01」�
～「03」のときに有効�
単位は08～15ビットの�
設定に従う�
設定値：00～99（BCD）�

・�

・�

・�

DM6619 サイクルタイムの設定 P.2-5
　0000：サイクルタイム可変 P.6-2
　0001～9999（BCD）：一定時の設定時間（単位時間1ms）

DM6620 000、001チャネルの入力時定数の設定 P.2-6

15 08 07 0004 03

001CHの入力時定数� 00008～00015�
の入力時定数�

00000～00007�
の入力時定数�

[設定値と入力時定数の関係]
　00：8ms 01：1ms 02：2ms 03：4ms 04：8ms
　05：16ms 06：32ms 07：64ms 08：128ms
＊00008～00015、00000～00007は、上記設定値の下1桁で設定
してください。

DM6621～6627 入力時定数の設定 P.2-6
15 08 07 00

DM6621 003CHの入力時定数 002CHの入力時定数
DM6622 005CHの入力時定数 004CHの入力時定数
DM6623 007CHの入力時定数 006CHの入力時定数
DM6624 009CHの入力時定数 008CHの入力時定数
DM6625 011CHの入力時定数 010CHの入力時定数
DM6626 013CHの入力時定数 012CHの入力時定数
DM6627 015CHの入力時定数 014CHの入力時定数

[設定値と入力時定数の関係]
　00：8ms 01：1ms 02：2ms 03：4ms 04：8ms
　05：16ms 06：32ms 07：64ms 08：128ms
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング
DM6628 00000～00003の割り込み入力の設定 P.2-28

15 08 07 0004 03

入力00001 入力00000

12 11

入力00003 入力00002

[設定値]
0：通常入力
1：割り込み入力

DM6629 高速タイマを割り込みで処理する点数の設定 P.2-6

15 08 07 00

16点�
0～7ビットの設定値�

08～15ビットが「01」の
ときに有効�
点数：00～15（BCD）�

00：�
01：�

・�

・�

DM6630～6633 入力リフレッシュチャネルの設定 P.2-28

15 08 07 00

チャネル数�
00～16（BCD）�

開始チャネル番号�
00～15（BCD）�

DM6630 入力割り込み0
DM6631 入力割り込み1
DM6632 入力割り込み2
DM6633 入力割り込み3

DM6634～6635 入力リフレッシュチャネルの設定 P.2-48

15 08 07 00

チャネル数�
00～16（BCD）�

開始チャネル番号�
00～15（BCD）�

DM6634 高速カウンタ1
DM6635 高速カウンタ2

DM6636～6638 入力リフレッシュチャネルの設定 P.2-34

15 08 07 00

チャネル数�
00～16（BCD）�

開始チャネル番号�
00～15（BCD）�

DM6636 インターバルタイマ0
DM6637 インターバルタイマ1
DM6638 インターバルタイマ2（高速カウンタ0）

　

P.6-3

P.2-54

P.6-3
P.2-41



● 付－3　PCシステム設定一覧
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6639 DSW命令の入力桁数、出力リフレッシュ方式の設定 P.2-7 運転開始時

15 08 07 00

DSW命令の入力桁数�
　00：4桁�
　01：8桁�

出力リフレッシュ方式の設定�
　00：サイクリックOUT�
　　　リフレッシュ方式�
　01：ダイレクトOUT�
　　　リフレッシュ方式�

DM6640、6641 使用不可 　 ―

DM6642 高速カウンタ0の設定 P.2-41

15 08 07 00

00：使用しない�
01：使用する�

0：Z相信号＋�
　  ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ�
1：ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ�

0：加減算ﾓｰﾄﾞ�
4：減算ﾓｰﾄﾞ�

04 03

DM6643 ポート1の動作の設定 P.2-16
   ●  形CQM1-CPU43-V1

15 08 07 00

0：ﾊﾟﾙｽ出力�
1：可変ﾃﾞｭｰﾃｨ 
　  比ﾊﾟﾙｽ出力�

0：Z相信号＋�
　  ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ�
1：ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ�

0：位相差入力�
1：ﾊﾟﾙｽ＋�
　  方向入力�
2：加減算ﾊﾟﾙｽ�
　  入力�

04 0312 11

0：ﾘﾆｱﾓｰﾄﾞ�
1：ﾘﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ�

   ●  形CQM1-CPU44-V1 P.2-54

15 08 07 00

00：BCDモード�
01：360゜モード�

00：入力8ビット�
01：入力10ビット�
02：入力12ビット�

DM6644 ポート2の動作の設定 P.2-16
   ●  形CQM1-CPU43-V1

15 08 07 00

0：ﾊﾟﾙｽ出力�
1：可変ﾃﾞｭｰﾃｨ 
　  比ﾊﾟﾙｽ出力�

0：Z相信号＋�
　  ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ�
1：ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ�

0：位相差入力�
1：ﾊﾟﾙｽ＋�
　  方向入力�
2：加減算ﾊﾟﾙｽ�
　  入力�

04 0312 11

0：ﾘﾆｱﾓｰﾄﾞ�
1：ﾘﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ�

   ●  形CQM1-CPU44-V1 P.2-54

15 08 07 00

00：BCDモード�
01：360゜モード�

00：入力8ビット�
01：入力10ビット�
02：入力12ビット�

P.2-11
P.3-9
P.6-3

P.2-48

P.2-48
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6645 RS232ポート標準通信条件の設定 P.2-60
15 08 07 00

RS-232ﾎﾟｰﾄの
ﾓｰﾄﾞ設定� 標準設定（ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ：1、

ﾃﾞｰﾀ長：7、ﾊﾟﾘﾃｨ：偶数、
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：2、伝送速度：
9600ﾋﾞｯﾄ/s）�
DM6646の設定値�
�

12 11

1対1で使用す
るﾘﾚｰｴﾘｱ�
ﾋﾞｯﾄ12～15
が｢3｣のとき
有効�

・�

0：�
1：�
�
2：�
�
3：�
�
4：�

上位ﾘﾝｸ�
RS232無手
順�
1対1ﾘﾝｸの
子局�
1対1ﾘﾝｸの
親局�
NTﾘﾝｸ(1:1)

・�

0：�
1：�
2：�
�

LR00～63CH�
LR00～31CH�
LR00～15CH

RS232ポートの設定�
00：�
�
�
�
01：�
�

DM6646 RS232ポート通信条件の設定 P.2-61
　DM6645のビット00～07が「01」のとき有効

15 08 07 00

伝送フレームフォーマット�
の設定�

伝送速度の設定�
　00：1.2kビット/s�
　01：2.4kビット/s�
　02：4.8kビット/s�
　03：9.6kビット/s�
　04：19.2kビット/s

[ビット08～15の設定値と伝送フレームフォーマットの関係]

DM6647 RS232ポート送信ディレー時間の設定 P.2-62
　0000～9999（BCD、単位10ms）

P.2-71
電源ON中
常時

スタート データ ストップ パリティ
ビット 長 ビット

00 1 7 1 偶数
01 1 7 1 奇数
02 1 7 1 なし
03 1 7 2 偶数
04 1 7 2 奇数
05 1 7 2 なし
06 1 8 1 偶数
07 1 8 1 奇数
08 1 8 1 なし
09 1 8 2 偶数
10 1 8 2 奇数
11 1 8 2 なし
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6648 RS232ポートRS232無手順モード時のスタートコード、エンドコード P.2-64
有無の設定と、RS232ポート上位リンクモード時号機No．の設定 P.2-67

15 08 07 00

RS-232ﾎﾟｰﾄ無
手順ﾓｰﾄﾞ時の
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ�

12 11

DM 6 6 4 5の
ﾋﾞｯﾄ12～15
が｢1｣のとき
有効�

・�

0：�
�
1：�
�
�
2：�
�

無 (受信デ
ータ数指定)�
有
(ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ
指定)�
CR・LF�
設定�

RS232ポート上位リンク�
モード時の号機No.�
・DM6645のビット12～15が�
　「0」のとき有効�
・設定値：00～31（BCD）�

RS-232ﾎﾟｰﾄ無
手順ﾓｰﾄﾞ時の
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ�

DM 6 6 4 5の
ﾋﾞｯﾄ12～15
が｢1｣のとき
有効�

・�

0：�
1：�
�

無�
有�

DM6649 RS232ポートRS232無手順モード時のスタートコード、エンドコード、 P.2-67
受信データ数の設定

15 08 07 00

スタートコード�
・DM6648のビット8～11が�
　「1」のとき有効�
・設定値：00～FF（BIN）�

受信データ数�
・DM6648のビット12～15が�
　「0」のとき有効�
　00：256バイト�
　　　　（工場出荷時設定）�
　01～FF（BIN）：1～255�
　　　　　　　　　バイト�

エンドコード�
・DM6648のビット12～15が�
　「1」のとき有効�
・設定値：00～FF（BIN）�

�

DM6650 ペリフェラルポート標準通信条件の設定（1対1リンク、NTリンク(1:1) P.2-60
の指定は無効）

15 08 07 00

ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄの
ﾓｰﾄﾞ設定� 標準設定（ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ：1、

ﾃﾞｰﾀ長：7、ﾊﾟﾘﾃｨ：偶数、
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：2、伝送速度：
9600ﾋﾞｯﾄ/s）�
DM6651の設定値�

12 11

使用不可�

0：�
1：�
�

上位ﾘﾝｸ�
RS232無手順�
�

ペリフェラルポートの設定�
00：�
�
�
�
01：�
�

電源ON中
常時
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6651 ペリフェラルポート通信条件の設定 P.2-61
　DM6650のビット00～07が「01」のとき有効

15 08 07 00

伝送フレームフォーマット�
の設定�

伝送速度の設定�
　00：1.2kビット/s�
　01：2.4kビット/s�
　02：4.8kビット/s�
　03：9.6kビット/s�
　04：19.2kビット/s

[ビット08～15の設定値と伝送フレームフォーマットの関係]

DM6652 ペリフェラルポート送信ディレー時間の設定 P.2-62
　　0000～9999（BCD、単位10ms）

DM6653 ペリフェラルポートRS232無手順モード時のスタートコード、エンド P.2-64
コード有無の設定と、
ペリフェラルポート上位リンクモード時号機No．の設定 P.2-67

15 08 07 00

ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ無
手順ﾓｰﾄﾞ時の
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ�

12 11

DM 6 6 5 0の
ﾋﾞｯﾄ12～15
が｢1｣のとき
有効�

・�

0：�
�
1：�
�
�
2：�
�

無 (受信デ
ータ数指定)�
有
(ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ
指定)�
CR・LF�
設定�

ペリフェラルポート上位リンク�
モード時の号機No.�
・DM6650のビット12～15が�
　「0」のとき有効�
・設定値：00～31（BCD）�

ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ無
手順ﾓｰﾄﾞ時の
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ�

DM 6 6 5 0の
ﾋﾞｯﾄ12～15
が｢1｣のとき
有効�

・�

0：�
1：�
�

無�
有�

　

スタート データ ストップ パリティ
ビット 長 ビット

00 1 7 1 偶数
01 1 7 1 奇数
02 1 7 1 なし
03 1 7 2 偶数
04 1 7 2 奇数
05 1 7 2 なし
06 1 8 1 偶数
07 1 8 1 奇数
08 1 8 1 なし
09 1 8 2 偶数
10 1 8 2 奇数
11 1 8 2 なし

電源ON中
常時
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チャネル番号 機　能 参照ページ CPUへの読出

タイミング

DM6654 ペリフェラルポートRS232無手順モード時のスタートコード、エンド P.2-67
コード、受信データ数の設定

15 08 07 00

スタートコード�
・DM6653のビット8～11が�
　「1」のとき有効�
・設定値：00～FF（BIN）�

受信データ数�
・DM6653のビット12～15が�
　「0」のとき有効�
　00：256バイト�
　　　　（工場出荷時設定）�
　01～FF（BIN）：1～255�
　　　　　　　　　バイト�

エンドコード�
・DM6653のビット12～15が�
　「1」のとき有効�
・設定値：00～FF（BIN）�

�

DM6655 異常検知内容、異常履歴格納方法の設定 P.2-9

15 12 11 00

電池異常の検知�
  0：検知する�
  1：検知しない�
�

異常履歴格納方法の設定�
　0：10ﾚｺｰﾄﾞを超えると、
　　　ｼﾌﾄして格納�
　1：10ﾚｺｰﾄﾞまで格納�
　　（ｼﾌﾄしない）�
　2～F：格納しない�

08 07 04 03

ｻｲｸﾙﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰ�
の検知�
  0：検知する�
  1：検知しない�

0

電源ON中
常時

注）ペリフェラルポート設定は、形CQM1－CIF01ケーブル接続時有効です。形CQM1－CIF11およびプログラミングコン

ソール接続時は無視されます。

D
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　付－４　時計機能の使い方

時計機能付きのメモリカセットを装着することで、CQM1に時計機能を持たせる
ことができます。ここでは時計機能の使用方法について説明します。

時計機能付きのメモリカセットの形式には、形CQM1－
ME04Rのように、最後に「R」がついています。

15 8 7 0
AR17 時 分
AR18 分 秒
AR19 日 時
AR20 年 月
AR21 曜日 ←00～06：日曜～土曜

↑
AR2115 時計合わせフラグ
AR2114 時計停止フラグ
AR2113 30秒補正フラグ

各BCD2桁
（「年」は西暦下2桁）





参 考 �

参 考 �・メモリカセットを取り外すと、時計機能は停止し、時刻
データも失われます。
・プログラミングコンソールなどの周辺ツールを使用する
と、簡単に日付・時刻の読み出しや設定変更ができま
す。プログラミングコンソールによる操作については、
「セットアップマニュアル」の「3－4　プログラミン
グコンソールの操作」の「時計読み出し／設定」を参照
してください。

・時計精度

時計の精度は周囲温度

により変化します。

下表を参考にしてください。

周囲温度 精度

55℃ -3～0分

25℃ ±1分

0℃ -2～0分

●時計機能で使用するリレー
時計機能に使用する補助記憶リレー
AR17～21は、次のように構成されて
います。
必要に応じてAR17～21を読み出して
利用することができます。
AR17は、時と分だけをすぐに利用で
きるように用意されています。

●時刻の合わせ方
時刻を合わせるときは、周辺ツールで次のように操作します。
・日付・時刻をすべて設定して合わせるとき
1  AR2114（時計停止フラグ）をONにして、時計を停止させます。
2 周辺ツールでAR18～20（「分・秒」、「日・時」、「年・月」）と、

AR2100～2107（「曜日」）を設定します。
3   2 で設定した時刻になったら、AR2115（時刻合わせフラグ）をONにします。

設定した時刻で時計が動きだします（時計停止フラグはOFFになります）。時
刻設定が完了したら、AR2115は自動的にOFFに戻ります。

・秒だけを合わせるとき
細かい設定をせずに、秒を00にするだけで時刻を合わせたいときは、AR2113
（30秒補正フラグ）を使用します。AR2113をONにすると、時計の時刻は次の
ようになります。
　00～29秒のとき：その時分の00秒に戻る
　30～59秒のとき：次の時分の00秒に進む
時刻設定が完了したら、AR2113は自動的にOFFに戻ります。

18 J
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付ー５　特殊補助リレーと命令語

命令が実行されると、その実行結果が特殊補助リレーの各フラグに反映されます。

フラグの状態は、各命令語の「フラグの動き」に記載されています。

・空欄は、実行結果によりフラグの状態が変化せず、命令実行前の状態を保持し
ます。また、命令非実行時も、状態は変化せずに前の状態を保持します。
・設定値のBCDチェックを、TIM、TIMH、CNT命令はリセット時に、CNTR命令

はカウントアップ時に実行します。
・25503（エラーフラグ）がONのときは、次の命令だけが実行されます。
　基本命令／TIM／TIMH／CNT／CNTR／表の中で25503(ER)が空欄の命令
・25503（エラーフラグ）がONのとき、その他の特殊補助リレー（25504～25507）

は変化しません。
・特殊補助リレー25503～25507は、END命令でOFFされるので、周辺ツールでは

モニタできません。
・特殊補助リレー（25503～25507）は直前に実行された命令の実行結果で変化し

ます。直前の命令が入力微分実行型命令の場合、入力条件が成立した最初のス
キャン以外では非実行となり、特殊補助リレーはそれ以前に実行された命令の
実行結果による変化のままになっていますのでご注意ください。

E

（ON/OFFは、実行結果によりONまたはOFFすることを示します）

特殊補助リレー

25503 (ER) 25504 (CY) 25505 (>) 25506 (=) 25507 (<)

TIM 2 ON/OFF

CNT 2 ON/OFF

01 END 1 OFF OFF OFF OFF OFF

02 IL 1

03 ILC 1

04 JMP 2

05 JME 2

06 FAL 2

07 FALS 2

08 STEP 2

09 SNXT 2

10 SFT 3

11 KEEP 2

12 CNTR 3 ON/OFF

13 DIFU 2

14 DIFD 2

15 TIMH 3 ON/OFF

16 WSFT 3 ON/OFF

17 ASFT 4 ON/OFF

18 TKY 4 ON/OFF

19 MCMP 4 ON/OFF ON/OFF

20 CMP 3 ON/OFF ON/OFF ON/OFF ON/OFF

21 MOV 3 ON/OFF ON/OFF

FUN

No.

ワード

数

データがBCDで
ないとき、また
は間接指定エ
ラーのときON

演 算結 果 キャ
リーがあればON

比較結果「大」
であればON

比較結果「等し
い」であればON
演算結果「0」で
あればON

命令語 比較結果「小」で
あればON
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●付-5  特殊補助リレーと命令語

FUN

No.

ワード

数

命令語 データがBCDで
ないとき、また
は間接指定エ
ラーのときON

演 算結 果 キャ
リーがあればON

比較結果「大」
であればON

比較結果「等し
い」であればON
演算結果「0」で
あればON

比較結果「小」で
あればON

＊1：形CQM1-CPU4□（-V1）では、演算結果によって、25404（オーバーフロー）、25405（アンダーフロー）がONになります。
＊6：形CQM1-CPU4□（-V1）のみで使用できます。

（ON/OFFは、実行結果によりONまたはOFFすることを示します）

特殊補助リレー

25503 (ER) 25504 (CY) 25505 (>) 25506 (=) 25507 (<)

22 MVN 3 ON/OFF ON/OFF

23 BIN 3 ON/OFF ON/OFF

24 BCD 3 ON/OFF ON/OFF

25 ASL 2 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

26 ASR 2 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

27 ROL 2 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

28 ROR 2 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

29 COM 2 ON/OFF ON/OFF

30 ADD 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

31 SUB 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

32 MUL 4 ON/OFF ON/OFF

33 DIV 4 ON/OFF ON/OFF

34 ANDW 4 ON/OFF ON/OFF

35 ORW 4 ON/OFF ON/OFF

36 XORW 4 ON/OFF ON/OFF

37 XNRW 4 ON/OFF ON/OFF

38 INC 2 ON/OFF ON/OFF

39 DEC 2 ON/OFF ON/OFF

40 STC 1 ON

41 CLC 1 OFF

45 TRSM 1

46 MSG 2 ON/OFF

47 RXD 4 ON/OFF

48 TXD 4 ON/OFF

50 ADB 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

51 SBB 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

52 MLB 4 ON/OFF ON/OFF

53 DVB 4 ON/OFF ON/OFF

54 ADDL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

55 SUBL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

56 MULL 4 ON/OFF ON/OFF

57 DIVL 4 ON/OFF ON/OFF

58 BINL 3 ON/OFF ON/OFF

59 BCDL 3 ON/OFF ON/OFF

60 CMPL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF ON/OFF

61 INI 4 ON/OFF ON/OFF

62 PRV 4 ON/OFF ON/OFF

63 CTBL 4 ON/OFF ON/OFF

64 SPED 4 ON/OFF ON/OFF

65 PULS 4 ON/OFF ON/OFF

66 SCL 4 ON/OFF ON/OFF

67 BCNT 4 ON/OFF ON/OFF

*1

*1

*6



付
録

付-21

68 BCMP 4 ON/OFF

69 STIM 4 ON/OFF

70 XFER 4 ON/OFF

71 BSET 4 ON/OFF

72 ROOT 3 ON/OFF ON/OFF

73 XCHG 3 ON/OFF

74 SLD 3 ON/OFF

75 SRD 3 ON/OFF

76 MLPX 4 ON/OFF

77 DMPX 4 ON/OFF

78 SDEC 4 ON/OFF

80 DIST 4 ON/OFF ON/OFF

81 COLL 4 ON/OFF ON/OFF

82 MOVB 4 ON/OFF

83 MOVD 4 ON/OFF

84 SFTR 4 ON/OFF ON/OFF

85 TCMP 4 ON/OFF ON/OFF

86 ASC 4 ON/OFF

87 DSW 4 ON/OFF

88 7SEG 4 ON/OFF

89 INT 4 ON/OFF

91 SBS 2 ON/OFF

92 SBN 2

93 RET 1

97 IORF 3

99 MCRO 4 ON/OFF

ACC 4 ON/OFF

ADBL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

APR 4 ON/OFF ON/OFF

AVG 4 ON/OFF

COLM 4 ON/OFF ON/OFF

CPS 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF ON/OFF

CPSL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF ON/OFF

DBS 4 ON/OFF ON/OFF

DBSL 4 ON/OFF ON/OFF

FCS 4 ON/OFF

FPD 4 ON/OFF ON/OFF

HEX 4 ON/OFF

HKY 4 ON/OFF
＊1：演算結果によって、25404（オーバーフロー）、25405（アンダーフロー）がONになります。
＊3：DSW命令実行中は、25410がONになります。
＊4：7SEG命令実行中は、25409がONになります。
＊5：HKY命令実行中は、25408がONになります。
＊6：形CQM1－CPU4□（-V1）のみで使用できます。

●付-5  特殊補助リレーと命令語

FUN

No.

ワード

数

命令語

（ON/OFFは、実行結果によりONまたはOFFすることを示します）

特殊補助リレー

25503 (ER) 25504 (CY) 25505 (>) 25506 (=) 25507 (<)

データがBCDで
ないとき、また
は間接指定エ
ラーのときON

演 算結 果 キャ
リーがあればON

比較結果「大」
であればON

比較結果「等し
い」であればON
演算結果「0」で
あればON

比較結果「小」で
あればON

*3

*4

*6

*1 *6

*6

*6

*6

*6

*5
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●付-5  特殊補助リレーと命令語

HMS 4 ON/OFF ON/OFF

LINE 4 ON/OFF ON/OFF

MAX 4 ON/OFF ON/OFF

MBS 4 ON/OFF ON/OFF

MBSL 4 ON/OFF ON/OFF

MIN 4 ON/OFF ON/OFF

NEG 4 ON/OFF ON/OFF

NEGL 4 ON/OFF ON/OFF

PID 4 ON/OFF

PLS2 4 ON/OFF

PWM 4 ON/OFF

SBBL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

SCL2 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF

SCL3 4 ON/OFF ON/OFF

SEC 4 ON/OFF ON/OFF

SRCH 4 ON/OFF ON/OFF

SUM 4 ON/OFF ON/OFF

XFRB 4 ON/OFF

ZCP 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF ON/OFF

ZCPL 4 ON/OFF ON/OFF ON/OFF ON/OFF

＊1：演算結果によって、25404（オーバーフロー）、25405（アンダーフロー）がONになります。
＊2：変換結果によって、25405（アンダーフロー）がONになります。

＊6：形CQM1－CPU4□（-V1）のみで使用できます。

FUN

No.

ワード

数

命令語

（ON/OFFは、実行結果によりONまたはOFFすることを示します）

特殊補助リレー

25503 (ER) 25504 (CY) 25505 (>) 25506 (=) 25507 (<)

データがBCDで
ないとき、また
は間接指定エ
ラーのときON

演 算結 果 キャ
リーがあればON

比較結果「大」
であればON

比較結果「等し
い」であればON
演算結果「0」で
あればON

比較結果「小」で
あればON

*6

*6

*2 *6

*2 *6

*6

*6

 *6

*1 *6

*6

*6

*6

*6

*6
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　付－６　キャラクタ表示一覧表

16文字メッセージ表示（MSG）命令や、故障点検出（FPD）命令によって、プロ

グラミングコンソールにメッセージを表示させるときの、キャラクタコードと表示

の対応表を示します。

上位桁（上位4ビット）

下位桁
（下位4ビット）

2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

3 4 5 6 7 A B C D E F
0、1、
8、9、



　生産中止機種一覧

アプリケーションの重複する機種や、ニーズに合わなくなり、ここ数年ご注文が
ない機種につきましては、整理・統合を実施させていただいています。今回生産
中止対象機種をご紹介します。

■生産中止機種

商品名称 商品形式
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU11
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU21
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU41-V1
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU42-V1
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU43-V1
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU44-V1
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU41
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU42
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU43
プログラマブルコントローラ CQM1-CPU44

代替機種につきましては、別途お問い合わせください。



CH ユニット形式 CH ユニット形式
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CH ユニット形式 CH ユニット形式

00 00

01 01

02 02

03 03

04 04

05 05

06 06

07 07

08 08

09 09

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

/
システム名称 作成 照査 認可

形式 図番

Ｉ／Ｏ割り付け表



アドレス 命令語 FUN データ アドレス 命令語 FUN データ
No. No.

0 0 5 0

0 1 5 1

0 2 5 2

0 3 5 3

0 4 5 4

0 5 5 5

0 6 5 6

0 7 5 7

0 8 5 8

0 9 5 9

1 0 6 0

1 1 6 1

1 2 6 2

1 3 6 3

1 4 6 4

1 5 6 5

1 6 6 6

1 7 6 7

1 8 6 8

1 9 6 9

2 0 7 0

2 1 7 1

2 2 7 2

2 3 7 3

2 4 7 4

2 5 7 5

2 6 7 6

2 7 7 7

2 8 7 8

2 9 7 9

3 0 8 0

3 1 8 1

3 2 8 2

3 3 8 3

3 4 8 4

3 5 8 5

3 6 8 6

3 7 8 7

3 8 8 8

3 9 8 9

4 0 9 0

4 1 9 1

4 2 9 2

4 3 9 3

4 4 9 4

4 5 9 5

4 6 9 6

4 7 9 7

4 8 9 8

4 9 9 9
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用語解説

＊DM（間接指定データメモリ）

間接的にアドレスを指定するデータメモリ。命令のオペ
ランドで直接データを指定せず、データのあるアドレス

を指定します。
例：

DM0000の内容が#1023の場合、本命令が実行されると、
DM1023の内容がDM0001へ転送されます。

１対１リンク機能

２台のPCを接続して、データ交換をリンクリレー

（LR）によって行う機能。

AR（補助記憶リレー）

特殊補助リレーと同様に、特定の機能をもつリレー。

BCD

2進化10進数（Binary Coded Decimal）。10進法の各桁を4
ビットの2進数で表現します。

CH（チャネル）

SYSMACで扱う情報量の単位。１CH＝16ビット（点）
です。
I／O、LR、HR、ARはチャネル単位、またはビット
（点）単位で扱えますが、DMはチャネル単位でしか扱え
ません。

CY（キャリー）

加算による桁上がり、減算による桁下がり、シフトによ
るシフトアウトされた内容などを表すビット。

DM（データメモリ）

Data Memoryの略。データメモリはPCの中にあり、チャ
ネル（16ビット）単位でデータを記憶します。
データメモリは1チャネル単位でデータを扱うので、ビッ
トを取り扱う命令（LD、AND、OR、OUTなど）、SFT
命令などでは使用できません。データメモリは電源断時
もデータを保持します。

EEP－ROM

Electrically Erasable Programmable Read Only Memoryの
略。記憶されているデータを電気的に消去する、読み出
し専用メモリです。

EP－ROM

Erasable and Programmable Read Only Memoryの略。記憶さ
れているデータを紫外線を照射することで消去する、読
み出し専用メモリです。データの書き込み・消去には、
別売のROMライタが必要です。

FIT

ファクトリインテリジェントターミナル（Fac to r y
Intelligent Terminal）の略。サポートソフトを起動してプ
ログラムを作成したり、PCのプログラムをモニタする周
辺ツールです。FIT10、FIT20の2機種があります。

HR（保持リレー）

電源断（OFF）時も、その直前のON／OFF状態を記憶し
ているリレー。保持リレーはプログラム上では、入出力
リレーや内部補助リレーと同様に使用できます。

I／Oリフレッシュ

入力の情報を読み込んだり、演算結果を出力します。

LR（リンクリレー）

1対1リンク機能を使うとき、2台のPCがお互いのデータを
共有するためのリレー。

LSB

Least Significant Bitの略。最下位ビットを示します。

MSB

Most Significant Bitの略。最上位ビットを示します。

NTリンク機能

PCとPT（プログラマブルターミナル）間で、高速に通信す
る機能。PT側からPCの運転状態や各種リレーの動作状態を
監視、制御することができます。PTの「プロコン機能」を
使用する場合は、この通信方式でPCと接続します。

PC

プログラマブルコントローラ（Programmable Controller）
の略。ある決められた論理回路で構成されるプログラム
を実行し、制御します。

PCシステム設定

PCの動作環境を設定します。

MOV    �
＊D0000�
D0001

記　号

アルファベット
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エンドコード

通信の終了を表すコードです。通常は、16進数の0D

（CRコード）と0A（LFコード）を使用しますが、通信
相手の装置によって異なることがあります。

応用命令

基本命令以外の命令。ファンクション番号（FUN0～
FUN99） で指定される命令です。

オペランド

命令に必要なパラメータ（項目）。SYSMACの応用命令

では、ファンクション番号の後に指定します。
例：

オンラインエディット

PCのプログラムをパソコンまたはFITを使って編集するこ

とです。PCのモードが「モニタ」または「プログラム」
の時に実行できます。「モニタ」モードであれば、運転
動作中にプログラムを変更することができます。

拡張応用命令

「応用命令の設定」機能で設定する応用命令。ファンク
ション番号に割り当てて、プログラムで使用します。

キャラクタ

プログラミングコンソールに表示するメッセージやデー

タなどの文字。0～Fまでの数２桁のキャラクタコードと
対応しています。

強制セット／リセット

接点を強制的にON／OFFします。

サイクリックINリフレッシュ

CQM1の内部処理1サイクルに1回、入力の情報を読み込
みます。サイクリックOUTリフレッシュの後に行われま
す。

サイクリックOUTリフレッシュ

CQM1の内部処理1サイクルに1回、プログラムの演算結
果を出力します。

サイクリックリフレッシュ

プログラムの1サイクルに1回、プログラム実行処理の後

で、入出力の情報を読み書きします（サイクリックINリ
フレッシュ、サイクリックOUTリフレッシュ）。サイク
リックリフレッシュは、エンドリフレッシュとも呼ばれ

ます。

サイクルタイム

共通処理、演算処理（ユーザプログラム０ステップ～
ENDステップまでの実行）、OUTリフレッシュ、ツール
サービス、INリフレッシュ等、PCの一連の処理に要する

時間。PCシステムの構成、入出力点数、ツール接続の有
無、プログラム長によって変化します。

サブルーチン

メインプログラムとは別の、特定の演算や処理を行うプ
ログラム。メインプログラムからの要求で実行します。

サポートソフト

パソコンまたはFIT上で動作するSYSMAC Cシリーズ

（ラダー図、ニモニック方式）PC用の周辺ツール（ソフ
トウェア）。「ラダーサポートソフト」（パソコン
用）、「ラダーサポートパック10」（FIT10用）、「ラ

ダーサポートパック20」（FIT20用）があります。

周辺ツール

PCにプログラムを書き込んだり、プログラムを修正した
りする機器。プログラミングコンソール、ソフトウェア
を使ったFIT、パソコンなどがあります。

上位リンク機能

PCと上位コンピュータ（ミニコン、パソコンなど）間で

通信する機能。上位コンピュータ側でPCの運転状態や各
種リレーの動作状態を監視、制御やプログラム変更がで
きます。

スキャン

PCがプログラムを最初から実行し、次にプログラムの最

初に戻るまでの工程。「サイクル」とも呼びます。

あ

MOV    �
#0125�
100

か

さ
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スタートコード

通信の開始を表すコードです。通信相手の装置によって
は、特定のスタートコードを必要とするものもありま

す。

スタートビット

RS232無手順方式で通信するときに、1つのデータの始ま

りを表すビットです。

ストップビット

RS232無手順方式で通信するときに、1つのデータの終わ

りを表すビットです。

設定値

命令語のオペランドに設定したデータ。

ダイレクトOUTリフレッシュ方式

プログラムの演算結果をただちに出力する方式。サイク
ルタイムの影響を受けません。

チャネル割り付け

装着されている入出力ユニットをCQM1が認識して、
チャネル番号を割り付けることです。CQM1の起動時に

実行されます。

直列接点

論理積条件で接続する接点。

AND命令とも呼びます。

データ長

RS232無手順方式で通信するときの、1つのデータのビッ

ト数です。

伝送速度

1秒間に送受信できるデータ量です。単位のbpsは、Bit Per

Secondの略で、1秒間に送受信できる総ビット数を表しま
す。

動作モード

PCの運転状況を示します。「運転」、「モニタ」、「プ
ログラム」の3つのモードがあります。
「運転」モード：PCは運転している状態です。周辺ツー

ルからは、プログラムの接点を強制的にON／OFFした
り、現在値や設定値を変更したりすることはできませ
ん。

「モニタ」モード：PCは運転している状態です。プログ
ラムの動作を監視します。周辺ツールから、接点を強制
的にON／OFFしたり、現在値や設定値を変更することが

できます。
「プログラム」モード：PCは停止している状態です。プ
ログラムの作成や修正ができます。

特殊補助リレー

特定の機能をもつリレー。

入力微分型命令

入力条件がONしたときに、1回だけ実行する命令。サ
ポートソフトでは、応用命令の先頭に「＠」を付けて表

示します（例：＠MOV）。

パリティ

通信エラーを防止するための手段。データに1ビットを

付加し、"1"のビットの総数が奇数または偶数にするデー
タチェック方式が「パリティチェック」です。このとき
の、付加した1ビットを「パリティビット」と呼びます。

フラグ

PCの動作状態やエラーの状態などの情報を表すビット。

プロコン

プログラミングコンソールの略称。PCにプログラムを書

き込んだり、PCのプログラムを読み出して修正したりす
る周辺ツール。

並列接点

論理和条件で接続する接点。OR命令とも呼びます。

毎スキャン型命令

入力条件がONしている間、スキャンごとに実行する命
令。

命令実行型変換

毎スキャン型命令と入力微分型命令を切り換えること。

た

な

は

ま
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メモリカセット

CQM1内のプログラムやPCシステム設定などの情報を保
存する装置です。内容が書き換えられないようにすると

きにメモリカセットに情報を保存しておきます。EP－
ROMタイプと、EEP－ROMタイプの2種類が用意されて
います。

モニタリング

PCのプログラムの動作状況を監視します。

リフレッシュ

データを新しいものに書き換えます。

論理演算処理

論理積、論理和など、四則演算（加算、減算、乗算、除
算）以外の演算。

論理スタート

母線からはじまる最初の接点（a接点）。LD命令とも呼び
ます。

論理否定スタート

母線からはじまる最初の接点（b接点）。LD・NOT命令

とも呼びます。

  ら

割り込み機能

特定の入力接点がONしたり、設定した時間が経過したと
きなどに、通常のプログラムの処理を中断して、それに対

応した処理（割り込み処理ルーチン）を行う機能です。
CQM1には、以下の割り込み機能があります。
・入力割り込み

・インターバルタイマ割り込み
・高速カウンタ割り込み

割り込みマスク

割り込みの要因が発生しても、割り込み処理ルーチンを実
行しないようにするときに、割り込みマスクを設定しま

す。割り込み処理ルーチンを実行するようにするときは、
割り込みマスクを解除します。

わ
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保証内容

1. 保証期間
納入しました商品の保証期間は、ご指定場所に納入後１年間と致します。

2. 保証範囲
上記保証期間中に当社側の責により故障を生じた場合は、その商品の故障部分の交換また
は修理を、その商品のご購入あるいは納入場所において無償で行わせていただきます。
ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。
(1)本マニュアルまたは別途取り交わした仕様書等にて確認された以外の不適当な条件・

環境・取扱い並びに使用による場合
(2)故障の原因が納入品以外の事由による場合
(3)当社以外による改造または修理による場合
(4)商品本来の使い方以外の使用による場合
(5)当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった事由による場合
(6)その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合
なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発
される損害はご容赦いただきます。

3. サービスの範囲
納入品の価格には、技術者派遣等のサービス費用は含んでおりません。
ご要望により、別途ご相談させていただきます。

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本以外での取引および
使用に関しては、別途当社営業担当者までご相談ください。



本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途への使用をご検討の場合は、定格･性能に対し余裕を持った使い方やフェールセイフ等の安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担
当者までご相談いただき仕様書等による確認をお願いします。
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、
承認（又は役務取引許可）が必要です。

●

●

Man. No. 2003年4月現在SBCC-545L 
○ OMRON Corporation 2002

お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C

オムロン商品のご用命は

オムロンFA機器の最新情報がご覧いただけます。

Industrial Webホームページ　http://www.fa.omron.co.jp/

インターネット情報サービス

●FAXによるお問い合わせは下記をご利用ください。
　カスタマサービスセンタ  お客様相談室　FAX 055-982-5051

●インターネットによるお問い合わせは下記をご利用ください。
　http://www.fa.omron.co.jp/support/　

●その他のお問い合わせ先
　納期・価格・修理・サンプル・承認図は貴社のお取引先、
　または貴社担当オムロン営業員にご相談ください。

●営業にご用の方も、技術お問い合わせの方も、フリーコールにお電話ください。
　音声ガイダンスが流れますので、案内に従って操作ください。

携帯電話・PHS等移動通信からのお電話は、お手数ですが、
TEL 055-982-5015（通話料がかかります）へおかけください。

ク イ ッ ク オ ム ロ ン

0120-919-066

営業統轄事業部

東京都品川区大崎1-11-1  ゲートシティ大崎ウエストタワー14F（〒141-0032）

【技術のお問い合わせ時間】
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～19:00
　　　　　　 （土・日・祝祭日は9:00～12:00/13:00～17:00）
　■営 業 日：年末年始を除く

上記フリーコール以外に、055-977-6389（通話料がかかります）
におかけいただくことにより、直接FAシステム機器の技術窓口につながります。

【営業のお問い合わせ時間】
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～17:30（土・日・祝祭日は休業）
　■営 業 日：土・日・祝祭日/春期・夏期・年末年始休暇を除く

標準在庫機種の緊急ご購入の際にご利用ください。

コンタクトセンター TEL：03-5825-2324 http://www.omron24.co.jp/
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